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異世界で調子に乗ったら捕まった　下








１．アドバイザー来きたる






　聞いてない。

　そもそも、この世界で生きてきた二年と少しばかりの間、オレは一度たりとも聞いたことがない。

　男でも妊娠できるとか、なんだよそれ。

　なんで軽く性別の意味を超えてくるんだよ、そこまでファンタジー望んでないっての。魔法があって魔物っぽい敵がいて精霊がいれば、もうそれだけでお腹なかいっぱい大満足だったというのに……。

　待てよ？　じゃあ、なんだ？

　もしかして、今までオレに対して「結婚してくれ」やら「ぜひ妻に」なんてほざいていた奴やつら、まさか──本気で産ませる気でもいたとか!?　はぁぁああぁああ!?　……ないわー……それはないわー……もしそんな目に遭ったとしたら、さすがのオレも病む。丸一日は食事が喉のどを通らないくらいには、絶対に病む。今だって最愛の番つがい相手だというのに、ここまで衝撃を受けているのだから。

　だって、だってさ……ほんと、どうやって産むわけ……？

　そう途方に暮れているオレは現在、アーロンの神殿の一室にひとりで腰を落ち着けていた。

　景け色しきの良い湖畔で遭遇したじっちゃん陛下の衝撃爆弾発言の後、オレとアーロンはあれよあれよという間にこの神殿にまで急きゆう遽きよ戻ってきていた。帰還方法は……なんだかよくわからなかったが。

　というのも、首しか見えない大きな白銀竜が「遠慮するでない、送ってやるでのぉおお！」と気合を入れて間近で吠ほえたと思ったら、その大音量にオレだけまた意識が飛んだのだ。

　自分のすぐ傍そばに雷が落ちたら、気を失うことだってあるだろ？　多分それと似たようなもの、だな。

　そうして気がついたら、僅わずかだけど未いまだに所々修繕中の見慣れた庭にいて、アーロンに横抱きされておりました、と。

　そこへ駆けつけてきたラーナさんを始めとする白ワンピース姿の女性陣たちから、口々に「ご懐妊おめでとうございます！」とテンション高めに声をかけられた。

　どうやらオレの身に起きているらしいことを、彼女たちも既に伝え聞いていたようで……そのあたりで、多分オレの許容量キヤパが限界を迎えた気がする。

　とりあえず僕の部屋で休もう、と優しくオレに声をかけてくれたアーロンの腕を、無意識に振り払っていたのだ。

　そして──……。

「無理！　絶対無理!!　産めるわけないだろッ!?」

　そんな言葉を、口から吐き出していた。ついでに、みるみる視界が滲にじむおまけつきで。

　周囲の空気が凍りついたかのように静まり返るなか、それでもお構いなしにオレはアーロンに訴えた。

　オレは男なんだ、女性じゃないから産む器官なんてないし、それどころか育てる器官すらもない。

　そんな理屈自体がこのファンタジー世界では通用しないのかもしれないが、それでも冗談ではなく本当に、オレの体の中に何かがいるのだとしたら……。

「ちゃ、ちゃんとっ、そ、そだ、ってう、うめるわけ、ないじゃんっ！　おれ、おれ、おとこなのに……っ！」

　本当どうするんだよ、どうなってるんだよ。全く想像がつかないせいで、胸の中がもやもやでいっぱいだ。

　だってアーロン二世が今もオレのどこかにいるとしたら、例えばどこだ？　やっぱり腹のどこかか？　それって大丈夫なわけ？　今け朝さだって散々腹いっぱい食事したんだぞ？　胃袋に押おし潰つぶされたりとかしてない？　まだ無事なのか？　生きてる？

　仮にもしちゃんと大きくなったとして、産む時はどうしたらいいんだ？　どこから出てくる？　まさか──尻しりとか言わないよな!?　それだけはないよな!?　さすがにそれはオレも嫌だ。でもそうなると、じゃあ……帝王切開？　的な？　何かになる、のか？

　麻酔は……この世界にあったかな？　あぁ、精霊魔法でどうにかできるか。でもそれって腹の子は怪け我がしないのか？　ちゃんと出てこられる、のか？　あと、あとは──……。

　プチパニック状態だったせいで、思ったこと全すべてを口に出しながらぐるぐると考えていたら、いつの間にか再び、オレはアーロンの腕の中に捕まっていて、そこで声を詰まらせていた。

「ハルは──孕はらんだことが、嫌なのではないのかい？」

　少しだけ躊躇ためらいながらも静かな声が、そう問いかけてくる。

　そっと指先で髪を梳すかれる感覚と、ふんわり包み込んでくれる温ぬくもりの心地よさに、反射的にその胸元にぐりぐりと頭を押しつけながら、オレは首を横に振った。

「と、とんでもファンタジーにっ、び、びっくりはしてるけど……い、いやではなぃと、思う……。でも、おれ、おとこだし……っや、やっぱり、ダメになるんじゃ……」

　子供でもないのに、情けなくしゃくりあげながら答えたオレの名を、アーロンはもう一度穏やかに呼んでくれた。

　その声につられて顔を上げると、一瞬この状況も忘れかけて思わず見み惚とれるほどに、綺き麗れいで柔らかな微笑を浮かべた番が目の前にいるではないか。

「ハル、ありがとう。愛してる」

「あ、うん。オレも……って待て、今そんな話じゃ──」

「だから、僕も最善を尽くすよ。ハルが何も心配しなくていいように」

　つい同じ言葉を口にしかけたものの、すぐに我に返ったオレがツッコむ前に、今度は真剣な顔をして何かを決意したようなアーロンがそう言った。

　そしてそのまま傍にいた女性陣の中からラーナさんを指名し、オレを『客間』で休ませるように命じると、

「ほんの少しだけ、出かけてくるね。すぐに戻るから、ハルはゆっくり休んでいて」

　そんな言葉を残して、どこかへとひとり、足早に去って行ったのだった。

　というわけで、アーロンの私室でもなく、今までオレが使わせてもらっていた部屋でもなく、見慣れぬ客間でこうして留守番をしているわけなのだが……。

　もしかして、色々と考え込んでいたオレが落ち着けるように、ひとりにしてくれたのだろうか。

（た、確かに……うん、ひとりで静かにしてると、いい攻略方法も思いつきそ……いや、無理だわ。は、ははは……もう笑うしかないってか……）

　相変わらず途方に暮れてはいるが、ソファーでクッションを抱きかかえながら、ぼーっと虚空を見上げつつ一時間ほど横になっていると、『混乱』の状態異常を食らっていたかのような精神も少しはマシになってきた、と思う。

　オレもな、自分ひとりのことであればいつも通り当たって砕け──ない程度に、行き当たりばったりを楽しめるのだが、さすがに子供……しかもアーロンの、ときたらそういうわけにはいかない。

　でもなぁ……もうこうなったら、なるようにしかならないよなぁ……。

　そう半分ほど開き直ってきたあたりで、ちょうど扉をノックする音が聞こえてきた。

「神み子こ様、お待たせいたしました。お茶と簡単なお食事でございます」

　オレの返事を待ってから、部屋にしずしずとやって来たのはキツネの顔をしたラーナさんで、その手に持つお盆には空色をしたティーセットと山盛りサンドイッチもどきの皿が鎮座している。きっと彼女も、オレが落ち着くのを陰ながら待っていてくれたのだろう。

「ラーナさん、ありがとうございます……」

　そうお礼を言ってのそのそと身を起こしたが、ソファー前のローテーブルにデンッと置かれた軽食それに手を伸ばすのは躊躇われた。万が一、子供とやらを胃で潰したら、ヤバイ。

「神子様、いかがなされましたか？」

　オレの食欲をよく知っているラーナさんが不思議そうに小首を傾かしげるなか、カップを手に取りながら曖あい昧まいに笑ってごまかしていると、彼女はなぜかオレのすぐ傍に屈かがみこみ、床に直接膝ひざをついた。

　そうしてほんの少し下から、そのキツネ顔でオレを見上げながら、

「神子様……突然のご懐妊で戸惑われるのも無理はございません。どうかここでは、ご生家のつもりでお過ごしくださいませ。我ら一同、蒼そう月げつの君とその番の君たる神子様の幸いを、心より願っておりますゆえ」

　落ち着いた女性の声音で諭すように、そう優しく語りかけられると、今日は緩みに緩んでいるオレの涙るい腺せんが過剰反応してしまいそうになるではないか。

　もうお義か母あ様さまとでもお呼びしたいわッ！

　ずびっと洟はなをすすりながら「ありがとうございまずっ」と頭を下げて、温かく仄ほのかに甘い飲み物で喉を湿らせた後、三本ものもふもふ尻尾しつぽを緩く揺らすラーナさんへ意を決して尋ねてみた。

　ズバリ、オレの体のどこに、アーロン二世がいそうなのか。

「そう、ですわね……。文献によれば、番の君が男性である場合は──」

　だが、それに答えてくれたのは彼女ではなかった。

　突然バタンッ！　と音を立てて、外から部屋の扉が開いたかと思うと、何か小さな生き物が室内に飛び込んできたのだ。

『はっはっは！　光栄に思うがいいぞ番殿！　この私自らが！　懐妊から孵ふ化かに至るまで、懇切丁寧に教授してやろうではないか！』

　パタパタパタと薄いコウモリ羽を広げて偉そうにそう言い放ったのは、薄うっすら桃色の体に黒ぶち模様が可愛かわいらしい、ネコサイズのあの！　頭頂部にふわふわカールの金のタテガミがちょこんと乗った！　のっぺらな顔につぶらな赤い瞳ひとみ、極めつけは横に長い口をした！　あの!!

「ウーパールーパーブラブラさッ……いや、お義父とうさん!!」

『む？　何やら面めん妖ような呼び名を……いいかね？　私の名は、ブラスッぶぇえ!?』

　空中でホバリングしていた巨大ウーパールーパーが、突如見えない何かに引っ張られるように部屋の扉へと不自然に引き返していく。

　思わず顔を振ってその行方ゆくえを追いかけた先には、開け放たれたままの扉に腕をつき、肩で息をしているアーロンがいた。

「っ、この……調子に乗らないでもらえます？　貴方あなたはハルの質問に答えるだけでいいのだから、おとなしくしてい……していろ。無む闇やみにハルに近づくな、ブラスティフォード」

『はっはっは、転移魔法で私を迎えに来るくらいだ！　よかろう、お前の意を汲くんでやるのも「父」たる私の務めだからな！　故に──さっさとこの尻尾を放さぬか、若造め』

　不本意だとはっきり顔に書いてあるアーロンと、その頭の横で尻尾を上にして宙ちゆう吊づりにされているようなウーパールーパーモドキ。

　そんな竜の親子のやり取りに、オレはしばらく目を瞬またたかせていたのであった。

　先日の一件を根に持ちながらも、わからないことだらけのオレのためにアーロンが頭を下げて、この竜ひとをここまで連れて来てくれたことを知ったのは、それからすぐのことだった。







　アーロン父ことブラスティフォード、つまりブランお義父さんは宣言通り、オレたちに懇切丁寧に色々と説明してくれた。

　オレとアーロンが腰掛けているソファー、その向かい側の席に座らせた、ラーナさんの膝の上で。

　そこの女官、膝を貸してくれないだろうか？　あと君はひとりか？　そうか、どこかで会ったことはないだろうか？　と、初しよっ端ぱなから話が脱線していくとは思わなかったけど。

　だが、見るからにお疲れ気味のアーロンが無言で黒に包まれた右手を上げ、そこから僅かに輝く黒の光が零こぼれた始めた途端、立て板に水の如ごとくの長い長いマシンガントークが始まったのだ。

　まぁ話が長くなったのは、いかに自分が素晴らしい竜であるかというアピールタイムがちょいちょい入っていたせいもあるだろう。

　その度にアーロンが絶対零度の視線で見つめたり、咳せき払ばらいしたり、最後は見えない尻尾でその頭を軽く叩たたいたりしていたようだが。

　そんな為ためになるお話は、竜族の摩ま訶か不ふ思し議ぎと、ここに極まれりファンタジー世界であった。

　さらりとまとめますと、竜とは魔力生命体だから魔力に根付いて、そこから分離して誕生するんだと。

　うん、さっぱりわからない。わからないのだが、とにかくオレの身に起こっていることについて言えば、オレの魔力の中にアーロンの魔力が核のように存在していて、それが所謂いわゆる妊娠状態らしい。

　だから物理的に腹の中にアーロン二世がいる、とかではない。つまり、オレがいくら食欲に身を任せようとも、子供には何ら影響はない。

　というわけで、半分理解を放棄しつつも、手つかずのままだった軽食を心置きなく頂きながら聞いた話が……ヤバかった。途中でこのオレの食べる手が、止まったくらいに。

『つまりだな、アウリストファーゼの魔力核が番つがい殿どのの中で成長し、時が満ちれば、竜の胎児へと変じる。さすれば自ら魔力塊を生成し、番殿を離れてそちらに宿る──それが、卵の発生だな。ある日突然、孕み親の傍にポンッと現れるのだ。故に、番殿は人間共のように産みの苦しみを味わうことはないぞ。特に人間の雄は、孕まされたら大変だというからな。なんでも腹が裂ける前に切開して、赤子を取りだ──』

「ブラスティフォード、ハルが震えているから余計な話はするな。それで？　卵が現れたらどうする？」

『う、うむ。まぁ竜の番であれば関係のないことであったな。卵になりさえすれば、後はその中で成長し、勝手に孵かえるのだ、放置でよいぞ。ただし、その卵に漕こぎ着つけるまでが少々、番殿の負担が大きくなると思うが』

　そっとオレの腰に手を回したアーロンの横顔は、小さく眉み間けんに皺しわが寄っていた。

「それって、えーと……つわり？　とか？　食べても吐いちゃったり、体調が悪くなる、とか？」

　そんなアーロンと、ラーナさんの膝の上でまったり腹を出して寛くつろいでいるブランお義父さんを交互に眺めつつ、少ない知識でそう口を出してみたのだが……ウーパールーパーモドキの横に長い口が、かぱっと開いた瞬間に言い放たれた言葉は、オレの貧相な想像力の斜め上を遥はるかに超えていた。

『契ちぎれ。とにかく契って契って、契りまくるのだ』

「ぶふぉぉッ!?」

「…………冗談、だったら潰すよ？」

　思わず吹き出したオレと、にっこり笑顔で額に青筋を浮かべるアーロンを前に、即座に背筋を正したお義父さんは言った。

　先に説明した通り、竜の新たな命たる魔力核が胎児へと成長すれば、自ら魔力塊というある種の結界を生み出すことができ、改めてそこに宿ることで、卵としてこの世界に生まれてくることができる。

　その成長に必要な『栄養』が、魔力核の根源であった竜の魔力と、核が宿っている番の魔力の双方であり、絶えず供給してやる必要がある。

　それも、時が経たつにつれて供給量を増やさなければならない、と。

　……それってもう、ヘソの緒があればよくないか？　なんで竜ってヘソないの？　アーロンにはあるのに……いや、あれは竜人の姿だからか？

『まぁ魔力交歓は契りの一部であるからな、何も考えず快け楽らくに耽ふけるがいい。アウリストファーゼの場合は、私の番が孕んでから一年ほどで無事に卵と成ったか。それから一ヶ月程で、幼体として孵った……はずだ』

　昔の記憶を辿たどりながら、右に左に小さく首を傾げる巨大ウーパールーパー。その姿に全く癒いやされないのは、オレが無我の境地に達しかけているからだろう。そうか、これが悟り──。

『それに契ることは大切だぞ？　竜と契れば契るほど番の老化は抑えられ、多少は長く生きられる。特に、発情期の契りは重要だ。私の番など初めて契った後は、十歳近く若返ったからな。おっと忘れるところであったが、番を得た竜は一年に一度ほど発情期を迎えるようになるので、全すべて二人できちんと過ごすように。ただし、番が寿命で弱ってくれば、竜の発情期も止まるが……まぁそれまでは大丈夫だ、充分契るがいい』

　そこまで一気に口にした小さな竜は、ふーっと満足げに大きな息をしながら、高笑いでこう締めくくった。

『では、赤子のためにはよう契ってこい。私はしばらくこちらに逗とう留りゆうしてやるから、また熱の引いた時にでも有り難く教えを請うがいいぞ。はっはっはっ！』

　なお、どんな姿でそう宣のたまっていたのか、オレは知らない。

　なぜならば悟りを開く前に脱落した結果、あまりにもいたたまれなくて、自分の顔を両手で覆っていたから。気分的には、セクハラーーーー！　と声を大にして叫びたいところだ。

　でも結局、あれだろ？　つまり、オレがここ最近、ちょ────っとだけいつもよりムラムラしてたのって、妊娠これが原因だったってことだよな!?




　　　　＊　＊　＊




「王族たる私であれば、すぐに子を孕はらませてやることもできる！　男を番とするなら私こそが──！」

　とある街で、僕の愛いとしい番に向かってそう声高に求婚した男。その言葉に──人間如きの戯ざれ言ごとに、かつてないほどの不快さを覚えたのは記憶に新しい。

　竜たるこの僕が、脆ぜい弱じやくな人間相手に力を振るう日が来ようとは。

　幸い、食事に集中していたハルは何を言われたのか聞いていなかったようで、子供のことについても特に気にした様子ではなかった。

　それを嬉うれしいと思ったのは、竜僕らが『子』を生なしにくい種族だからだ。

　それなのにハルは竜の番として、次世代を望まれる身。今後、どこかの雑ざ魚このように余計な口出しをしてくる者もいるかもしれない。そのことでハルが悩んだり、傷ついたりしてほしくはない。

　だから、僕の番として傍にいてくれるだけで幸せなのだと告げてはみたものの……残念ながら上手うまく伝わった気がしなかった。

　この先、番としてふたりで過ごすうちにハルが自分の子供を欲しいと願っても、僕が相手ではそれを叶かなえてはやれないだろう。かといって、彼が人間の女性を相手に子を生すのはおろか、別の男に孕まされるなんて、僕が許容できるはずがない。

　仮にもし、万が一、そんなことをハルから請われれば、恥も外聞もかなぐり捨てて全力の泣き落としをすることになるだろう。彼なら、そんな僕を絶対に見捨てることはないはずだ。

　早々に番の優しさにつけこむ気でいるのだから、自分の卑ひ怯きようさは当然自覚している。ただ、どんな手を使っても失いたくない存在ができてしまったのだから、仕方ないよね。

　そう開き直っていた僕にとって、まさかハルが既に僕の『子』を孕んでいるというのは、正直に言って予想外ではあった。

　それと同じほど、『男は孕むことがない』とハルが認識していたことにも驚いた。

　本当にこの子は、僕と出会うまでよくぞ無事でいてくれたと、いるはずもない神とやらに感謝したいくらいだ。

　あのハルがあそこまで取り乱すほどなのだから、もし実際に誰だれかに孕まされていたとしたら、僕が恋をした彼とは、もう出会うことすらできなかったかもしれない。

　だというのに、ハルがその目を濡ぬらしてまで一番頭を悩ませていたのは、自分のことよりも孕んだ『子』についてのことだった。

　彼にとってこの懐妊がどれだけの異常事態なのか、おそらく僕が一番よく理解できている。だからこそ、愛しさが募るのだ。

　ハルの心労を取り除くためなら、あの雑魚父たる先達にこの頭を下げて、教えを請うことくらい苦でもない。

　僕の要請を快諾する代わりに、あの竜ひとが出したひとつの条件、それを飲むことにも当然否やは一いち鱗りんたりともなかった。

「ふ、ふふふふ……よ、よーし、こうなったら元気な……あ、あ、あか……っアーロン二世でも産んでやろうじゃないか！　……ん？　違うな、産まないもんな？　オレは産まないよ？　だって勝手にポンッなんだもんな？　信じていいよな？　うん、だってお義父さんの話だし、経験者はかく語りき……待て、産んだのはあの人じゃないよな？　いやいや、でもまさか嘘うそはないだろうし、うん……よし……ふ、ふははははは！」

　客間に通したブラスティフォードとの話が終わった途端、部屋の外から怒ど涛とうのごとく現れた女官たちに攫さらわれ、身み綺ぎ麗れいにされたハルが、僕の寝室に放り込まれてからしばし。

　今は発情期の結界もなく普通の有様となっている部屋、その四角いベッドの上で跪ひざまずき、頭こうべを垂れた姿でブツブツと呟つぶやいていた僕の番は、乾いた笑い声と共にようやくその顔を上げてくれた。

「ハル、もう顔が赤くなっているねぇ」

「黙れ指摘するなアホ、大体こんなの『まぁとんでも素敵ファンタジー世界だからな～、しょうがないっか！』で受け入れられるのオレくらいだぞ!?　いや、オレよりもさらなる猛も者さなどいくらでもいるだろうけども！」

　白い寝間着姿で、視線をあらぬ方向へ固定したままそう言い募るハルは、今まで幾度となく肌を重ねてきたというのにもう目元を赤く染めていて、自然とあの日のことを思い出す。

　この部屋で彼が、僕の番ものになってくれた時のことを。

「だっ、大体仕方ないだろ……い、いつもは、その……アーロン大好き愛してるの流れでイチャコラしてるだけだけど、これが、その、なんっつーか……子供のためのぎ、義務？　みたいになると……き、緊張す──っ！」

　懐妊したことについて、まだ自分の中で折り合いをつけられない感情だってあるだろうに。いつものように彼らしく、前向きに立ち向かおうとするその健けな気げさに、僕の方が逸はやる気持ちを抑えきれなくなりそうで……だからそうなる前に、そっと触れるだけの口こう吻ふんを贈った。

　そうして初めて契りを交わした時のように、怖がらせないようにゆっくりと腕の中に、大切な番を捕らえる。

「本当に、ハルは愛しい。一体どこまで、僕を溺おぼれさせる気なのかな？」

「ぁ…う、わ……うぅ……」

　抱きしめた体から伝わる速い鼓動も、何かを口にする前に僕の背へきゅっと回された両腕も、胸元に埋められた顔も、黒髪の隙すき間まからちらりと覗のぞく、ほんのりと赤に染まった綺麗で異様な耳も──ハルの全てが、ただ愛しい。

　だというのに、こんな時にふと脳裏を過よぎるのは、遠い昔──父たる竜の腕に抱かれていた頃ころの記憶だった。

『覚えておくがいい、アウリストファーゼ。我らの前に映る全ては、いずれ消え去る。善きものも悪あしきものも全て、竜たる私やお前にとっては、塵じん芥かいに過ぎん。それを愛しく美しいと想おもえて初めて、成竜おとなといえるのだ』

　だから、番の死を悲しむこともまた、美しきことなのだと父は言った。

　彼の夕ゆう陽ひよりも赤き瞳ひとみから、雫しずくが生まれる様を僕が見たのは、後にも先にもその一度だけ。彼の番にして、僕の孕み親であった人間の、生の終わりを共に見届けた時だけだ。

　僕だって、充分理解はしている。愛しいハルをこうして抱いていられるのも、この熱を、吐息を感じていられるのも、僅わずかな間だけなのだ。

　この束つかの間まの瞬間こそを、二度と戻らぬ幸せと言うのだと──。

　たとえ、その生きた証あかしたる『子』を遺のこしてくれたとしても、きっと僕には、その先の寂しさは耐えられないだろう。ハルのいない世界で生きるくらいなら、ずっと眠り続けた方がいい。

「……アーロン？　え、えと……お、オレもアーロンのことすごくい、いと…いとし……好きだぞ？」

　腕の中で小さく身じろぎしながら、そう可愛かわいらしく言葉を変えてぼそぼそと呟く番をもう一度軽く抱きしめてから、余計なことを考えるのはやめにした。

　今はただ、この刹せつ那なの幸福に身を委ねていたい。

「ふふ、好きだよハル。愛してる」

　そんな言葉でごまかして、確定未来の絶望から逃げ続けようとした僕が、他ならぬハルによって自らの死を宣告されるのは、それから七日後のことだった。




「わかった、ならそこを動くな。今すぐこの手で、殺してやる」




　いつになく静かに、けれど強固な意志の滲にじむ声音でそう言い放ったハルは、とても綺麗に──笑っていた。




　　　　＊　＊　＊




　まさか自分が父親になる日がこんなにも早く来ようとは、夢にも思っていなかった。

　一時の混乱から回復し……というより開き直った──いや、鍛え抜かれた適応力を発揮した結果、オレはまた新たな問題に直面していた。そう、胎児教育だ！

「えーっと、確かクラシック……音楽を聴かせればいいのか？　それと、あと……そう、話しかけ？　だっけ？　あー……こんなことなら、父さんたちからもっと昔の話を聞いておけば……」

「神子様、楽を奏でればよろしいのです？　それとも観劇でも？　お望みとあらば、すぐに近隣諸街から一流の楽師と演者をご用意いたしますとも！」

『……なぁアウリストファーゼ、お前の番つがい殿どのは神子だと言ったな？　神子なのだよな？　なぜ死なぬ？　こうもあっさり懐妊を受け止めているぞ？　本当に神子か？』

「ブラスティフォード、鬱うつ陶とうしいのでビクビクしながら僕の陰に隠れるのはやめてください。僕のハルが、ただの神子なわけがないでしょう？　どうせ貴方は顔しか見ていないのだろうけれど、当然ハルはそれだけではなく、強くて逞たくましくて可か憐れんで元気で無謀に見えても意外と思慮深く、たまに計算高くて少し難聴気味なところも愛らしいし、人の話を最後まで聞かないうっかりさんであろうとも、そこがまた──」

「ちょっとそこの親子黙ってろ、腹の子に何を聞かせる気だ!?」

　自分の真っ平らな腹を思わず押さえながら、客間の隅で立ち話をしている竜の父子に向かってそうツッコミを入れてしまったではないか。今は、それどころではないというのに。

　オレがアーロンの神殿に戻り、ブランお義父さんから色々とレクチャーを受けてから、今日で五日。

　三日ほど何もないと多少ムラッとしだすものだから、その度にアーロンの寝室に半日近く籠こもる羽目になっている。ただ、すぐに充分満たされるからか、そのムラッと感も以前のように尾を引くことはない。

　となれば、普通の状態の時は色々と頭も回るというわけで、腹の子のために今からできることを考え始めているのだ！　──って腹には、いないけど。

「あれだよ、ほら、に、妊娠……中から身近な人の声に慣れさせたり、リラックスさせたりとかも大切なわけだよ、たぶん？」

「なら僕が子守唄うたでも歌おうか。人間用のものでよければ、知識としては何曲か──」

『ッ待てアウリストファーゼ！　無む闇やみに神子に近づくな！　死ぬぞ!?』

　にこやかに笑って、部屋の隅からオレが腰掛けるソファーへと歩を進めようとしたアーロン。だがその足元では、顔はウーパールーパー、丸っこい体は鱗うろこに覆われたネコサイズの生き物が二本足で立ち上がって、ひしとしがみついている。

　相変わらず竜の幼児体型らしい姿のブランお義父さんだが、オレを襲ってくれやがったことを忘れかけるくらいには、可愛い。

　もうアーロンの目がなかったら、即刻抱き上げてもみくちゃにしたいくらい可愛い。カールしている金のタテガミが、カツラのように頭の上にちょこんと乗っている様がなんとも間抜けで、可愛いが過ぎる！

　うむ、そう正常な反応ができる程度には、オレの精神状態も落ち着いたというわけだ。我ながら、素晴らしき適応力だな。とはいえ、それはオレ以上にオレのことを気遣ってくれるアーロンが片時も離れずに、傍にいてくれるからこそだ。

　だから、細かいことはもう気にしない。とにかくオレは、世界で一番オレのことを愛しちゃってて、誰よりも大切に想ってくれる、この番の子供を宿しているのだ。ならば、無事に産まれ……卵に姿を変えるまで、是が非でも乗り切ってやろうではないか。

　オレだって、誰よりも世界で一番あ、あい……愛しているアーロンの子供ならっ……！

（そうだそうだ、男が妊娠するとかいうとんでもファンタジーだろうと、アーロンとの子供のためなら迎え撃ってくれるわ！　……でもやっぱり、いくらなんでも性別の垣根を超えるのは……異世界、恐るべし……はっ、ダメだ気弱になるな！　こんな時こそ、幼児体型お義父さんで癒いやしを！）

　隙を見せれば、すぐに頭をもたげようとするあれやこれやを振り切るために、生まれてくる子供の見本ともいえる姿の竜に、再び意識を集中する。その途端、ふへっ、とつい口元が緩んでしまうのだから、オレの好みにジャストミートしすぎではなかろうか。

　そんな視覚の暴力待ったナシのブランお義父さんだが、どうやらこのアーロンの神殿で過ごすうちにオレの正体にようやく気づいたらしい。そして今の対応に至る、と。

　なんでも彼曰いわく、オレが神子だとしたら五回ほどは死んでいないとおかしいそうだ。全くもって意味不明だが、アーロンを巻き込んでオレから距離を置くのは頂けない。アーロンくれ、オレの嫁様だぞ。だがしかし、今はその前に……。

「アーロン、そのまま。そのままゆ～っくり、ウーパール……お義父さんを連れて来てくれたまえ。ほらほら、怖くない、怖くないよぉお？」

『ひぃぃ!?　み、神子に死なれたら今度こそ兄あに様さまに殺されるっ！』

「うーん……いくらハルの頼みであろうとも、コレを君に近づけたくはないからねぇ……」

　突如背中から蝙蝠こうもりのような薄い翼を生やしたウーパールーパーは、また別の隅へと飛んで行ってしまった。ああ、無念。

「あの、神子様。それでいかがいたしましょう？　神殿主催で演奏試合でも行いましょうか？」

　おっと、ちょっと思考が脱線していたな。そうそう、まずは腹の子の教育……教育なのか？　まぁいいか、何か良さそうなことをしてやらなければ。

　だが、あまり大おお事ごとにしてしまうのは気が引ける。こういうのは個人的に、こぢんまりとでいいんだよ。

　オレの座るソファーの横にわざわざしゃがみこんで、相談に乗ってくれていたラーナさん。その言葉に首を横に振りつつ、頭をフル回転させながらうーんと考え込んでいると、やっとアーロンが隣に腰を下ろしてくれた。

　そして、穏やかで静かな低い声音がそっと奏でるのだ。オレにとっての天啓を、いつものように。

「ずっと神殿に籠りきりだからね。そろそろ気分転換に、少しだけ遠出でもしてみるかい？　今なら──カヴァンの丘が見頃かな、女官長？」

　その通りでございます、と頭を垂れるラーナさんの綺麗な仕草が視界に入りつつも、オレの髪を梳すき始めたアーロンをつい凝視してしまった。

「え？　いいのか？　なんかこう……重大な事態だから、出歩くのなんて絶対ダメだとばかり……」

　オレだって竜族は子供ができにくいことくらい、ちゃんと覚えているし、こうしてデキた以上はそれなりの生活を覚悟していた。

　きっとこれから一年程は、この神殿でアーロンとまったり引きこもり人生を送ることになる、とベッドの中で夢ゆめ現うつつにシミュレーションしていたほどだ。

　だがアーロンは金の瞳を甘く細め、柔らかな微笑を浮かべながら、それを否定する。

「そんなことはないよ。ハルはいつだって、自由に生きていいんだよ。ただ初めてのことだし、君が安心して契れる環境は、神殿ここしかないと思うから、どうしても拠点にはなるだろうけれど……旅もまた中断させて、ごめんね」

　少しだけ眉まゆを下げてそう締めくくったアーロンに、オレは思わず──。

「アーロン大好きだぁぁあ!!」

「ごふっ!?」

『のぉおぉ!?　神子が死ぬではないか！　アウリストファーゼ！　すぐに逃げるのだ！』

　そう思いの丈を込めてアーロンの腰にタックルしてしまったのだが、座ったままとはいえ少々勢いがついてしまった上に、オレの頭がアーロンの鳩みぞ尾おち辺りにクリーンヒットしたようだ。

　ダメージを食らっているアーロンではなく、なぜかオレを心配している竜もいるようだが、そんなことではこの胸の高揚感は抑えられない。だってな？

「もう、もうっほんっとできた嫁様！　アーロン最高！　いつもオレのこと考えすぎだって！　でもそこがいい！　オレだってなぁ、アーロンの子供なんだぞ？　一年や二年とか……ちょっとくらい旅やめても全然問題ないって。ふたりで元気なあ──あ、あか……アーロン二世産もうな!?」

　子供のことを考えれば、問答無用でオレを閉じ込めておくのが一番良いだろうに、この期に及んですら、オレ自身のことを優先して考えてくれるアーロンに胸がときめかないわけがないだろう。

　こんないい男、いや、いい竜に愛されちゃってるとか、怖いくらいの幸運だよなぁ。今まで生きてて、本当に──よかった。

「……あ」

「ごほっ、んんっ……ハル、どうかし──あぁ、寝室に戻ろうか」

　しまった、ときめいた拍子に少しだけまたムラッと来てしまったではないか。しかも超至近距離にいたせいで、アーロンには即座に見抜かれたし、ラーナさんが素早く立ち上がる気配もするし、精霊以外で部屋の中を飛び回っている何かの声も聞こえてくるし……。

　とりあえず自分の言動に今更ながら恥ずかしくなって固まりながらも、ちょっとだけ考える。

　まだ見ぬ世界を旅するのも面白いけれど、こんな日々もそれと比較できないくらいには、幸せと言えるのだろう、と。

（アーロンと、ずっと一緒にいられたらいいなぁ……ずっと、ずっと……オレが死ぬまで）

　オレにとっては、それがきっと一番の幸せだ。

　そんな似合わない感傷的な思考が頭の隅を過った気もしたが、大好きな番様に有無を言わさず横抱きにされたので、それ以上気にかけることはやめた。

　そうしてあっという間に寝室に連れ戻されて、最高に幸せなひと時を過ごした後、ゆっくりと休んでから例の遠出とやらをすることにしたのだ。

　それはオレとアーロンがこの神殿に帰ってきて、七日後のことだった。








２．痴ち話わ喧げん嘩か






　人々の間では『蒼月神殿』と呼ばれていることを、つい最近教えてもらったアーロンの神殿から、中型バスタイプの魔車で出かけた先は、様々な花が色とりどりに咲き乱れる小高い丘だった。

　斜面の全すべてを埋め尽くすように鮮やかなピンク、黄、赤、青、白……あと少しだけ黒？　と賑にぎやかに彩られていて、綺き麗れいな青空にくっきりと映えている。

　丘の上には大きな木も所々に生えており、そのうちの日陰の一つにテーブルセットを用意してもらったので、日なたでは少しばかり暑い陽気も苦にならず快適に眺めのいい景け色しきを堪能できている。の、だが……。

「骸ガイ霊レイでも狩りに行きたそうなそわそわぶりだけれど、もう飽きたかな？」

「め、滅相もありませんとも！　見事な景色ですなー！」

　テーブルの向かいから苦笑交じりに問いかけられた言葉を即座に否定しながら、目の前の景色を讃たたえてみたものの、そんなオレの視線の先ではちょうど、寸劇が繰り広げられていた。

「朝あさ緋ひの君！　そのように跳ねられては──」

『はっはっは！　幼体とはいえこれしきの運動、何の問題も……おぉおぉお!?』

「君様……。はぁ、誰ぞ、お助けして差し上げて」

「どうぞどうぞ、ラーナ様が」

「えぇ、えぇ、女官長のお仕事ですとも」

「頑張って、女官長様～」

　ウーパールーパーモドキの放し飼いと、それを見守る女性陣の姿に、なんとツッコめばいいのかわからない。

　久しぶり、といっても一週間ぶりだけれども、オレはアーロンとふたりきりでの外出かと思っていた。まさか、ラーナさんを始めとした神殿の女官さんたちや、護衛の兵士さんたちも引き連れた大所帯観光になるとは知らなかったんだ。

　それに神殿から魔車で三十分もかからない場所、ということは周辺の街から見物に来る人もいそうな気もするが、見渡す限りにオレたち以外の人影はない。これは確実に、貸切会場になっているのだろう。

「アーロンや、次の気分転換はこっそり出かけような。なんかこれ、皆さんにものすごく迷惑をかけてる気がする……」

「ハルがいいなら、そうするよ。でもたまには旅と違って、こういうのもよくはないかい？」

　至れり尽くせりでテーブルの上に用意された様々なお菓子と、温かいお茶で満たされたカップを前にして、アーロンからそう言われると、実はオレも頷うなずくしかないわけで。

「この快適さが怖い……これに慣れたら、旅なんてできないぞ？」

　そう零こぼしながらも、ふわりと香り立つ少しだけ甘みのあるお茶を一口啜すすれば、旅には旅の楽しみがあるから大丈夫だよ、と竜人がまた穏やかに甘く笑う。

　たったそれだけで、まぁそうかも、とすぐに感化されるのは、それほどオレがアーロンに全幅の信頼を寄せているからだろう。うん、好きな相手の言葉なら、素直にそう思えるというものだ。

　まったりとそんなお茶会をしていると、緩やかな斜面を花まみれになって転がっていったウーパールーパーが、無事にキツネ顔のお姉さんに回収された姿が遠目に見えた。

　なんだか眠たくなるほどの平和な光景だし、実際、いつも通りそこら中にふわふわ漂っている半透明の奴やつらは、ほとんどが眠っているような顔をしている。

　そう、子猫のような小さく丸い顔に長く垂れたウサ耳、ふっくらとした体に短い手足とふさふさ尻尾しつぽ、トンボと同じ透明な翅はねをした、精霊たちだ。

「ほんっと、こいつらどこにでもいるよな。自然の中の方が多いのかと思えば、街まち中なかにもごろごろいるし」

　ふわ～っと手元に漂ってきた一匹に、カップを持つ手がぶつからないよう、思わず避よけてしまうのはもう癖のようなものだ。だが、その精霊は突然、不自然に向きを変えてオレから遠ざかるように飛んでいった。なんとなく、ペシッと何かに押しのけられたような動きで。

　気持ちよさそうに閉じられていた瞳ひとみが驚きに見開かれていたから、おそらく精霊にも予想外のことが起きたらしい。

「ハルがいると、余計に寄ってきている気はするねぇ。目障りならいつでも言って。すぐに追い払うから」

　そう金の瞳をゆっくりと瞬くアーロンの背後で、木漏れ日に小さく反射して煌きらめいたのは、普段は滅多に見えないあの、透明度が高すぎる尻尾に違いない。

「え？　もしかして竜って精霊に触れる──」

　新たな事実発見にオレの好奇心がそう声を上げきる前に、どこかから小さな鳴き声のようなものが聞こえてきた。

　なんだなんだ、と首を巡らせて見れば、オレたちから少し離れた場所、膝ひざの高さほどのこんもりした茂みから一匹の……カピバラによく似た生き物が、ころりと転がり出てくるではないか！

　大きさは、オレの両手から少し溢あふれるくらいだろうか。柔らかそうなふわふわとした茶色の毛並みで全身を覆われているが、腹の毛だけは真っ白だ。

「よーしよしよしよしよしよしっ怖くない、怖くないよぉお～？」

　周りの精霊たちも何の警戒もしていないことから、危険な骸霊ではないはずだ。毒を持つ動物かもしれないが、それならギルド──統合討伐協会デイレスタンの資料に載っているはずだが、オレの記憶にはない。ということは、きっと無害な生き物なのだろう！

　そう光の速度で結論を出したオレは猫なで声を出しながら、その生き物の下へシュバッと馳はせ参さんじてしまっていた。

　なにこれ、可愛かわいい。精霊の豹ひよう変へん顔のせいで小動物系は少し苦手になったと思っていたが、これは文句なしに可愛い。のほほーんとしたカピバラ顔が、あざと可愛さをふりまく奴らとは段違いの癒いやし効果でもって、可愛い。

「くぃー？」

　し・か・も！　人懐っこいのか、オレが差し出した手に鼻先をフンフンと近づけてくるではないか。

　そのうえ、ひとしきり匂においを嗅かいで安心したのか、しゃがみこんだオレの足元にまでトコトコと近寄ってくるとか……あぁこれぞ正しきアニマルセラピー。ちょっとは見習え、普段は可愛ぶってるくせに豹変顔がホラーの摩ま訶か不ふ思し議ぎ生物共よ！

「ふおぉおぉおっ……！　アーロン、これっ、この動物何だっ？　めっちゃくちゃかわ、い……アーロン？」

　おとなしくオレに抱っこさせてくれた癒し動物を手に振り返ると、椅子から立ち上がったまま硬直しているアーロンがそこにいた。

　金の瞳は見開かれ、なんだか心なし、顔色も悪い。

　やっべぇ、もしかしてこの生き物って、見かけによらず超危険生物だったりする!?

　内心焦りまくりながらも平静さを装って、もう一度オレは番つがいの名を静かに呼んだ。そこでようやく、強こわ張ばったままの竜人の口元が小さく動く。

「ハル、今すぐそれを放して。君が一緒にいたら、だめだ」

「……マジで毒持ちとかの超危険生物デスカ。ごめんなさいすぐに放しま──」

『おぉ番殿！　懐かしい獣を捕まえているではないか。確か、マルマースだったか。アウリストファーゼ、お前の初めての発情期のきっかけになった獣だったな？　あの時はこの私も焦ったものだ。まさか兄様と同じ趣味が我が血族にも受け継がぐぇぇ!?』

　オレからきっちり２ｍほど横に離れた空中で、いつの間にか音もなくホバリングしていた羽の生えたウーパールーパーモドキ。それがヒュンッという風切り音の後に、再び丘の斜面を花まみれになりながら転がっていくのを視界の隅で見送った後、思考が再起動したオレは、手元の生き物とアーロンの顔を交互にまじまじと見つめていた。

　片や感情が抜け落ちたかのように能面じみた顔をしている絶世の優男、片やオレと目が合うと小さくひと鳴きして「やっほー」とでも言いたげに片手を挙げる癒し生物……。

　なるほどな、よくわかる。わかってしまう気がする。

「そうか、お前がオレの恋敵か……そうか……。フッ……相手にとって不足なしッ！」

「──ちょっと待ってハル、本当に少しだけ待ってくれるかな？　僕が感傷に浸るのを強引に安々と引き戻すくらいなんだ、これだけは言わせてもらおうか。本気でそれに対抗心を抱いているわけではない、よねぇ？」

　おぉ、アーロン渾こん身しんのツッコミがきたようだが、オレの答えは一つに決まっている。

「まさか」

「だよね？　さすがにそれはな──」

「オレの番が真性ガチのケモナーだった衝撃はあるが、だからといって負ける気はない。正々堂々この癒し生物と勝負してやろうじゃないかッ!!」

「よしだめだ、少し落ち着こうかハル」




　まだ幼い、といっても幼体こどもの姿から、ようやく竜人へと変化できるほどには成長した頃ころ、その生き物と初めて出会ったのだと、オレの番は言った。

　初めて『手』で包み込んだ温ぬくもりや、どこへ行くにも後をついてくる姿が嬉うれしくて、楽しくて、面白くて。ずっと一緒、大好き、と子供心に想おもっていたらしい。

　だが、

「今までずっと忘れていたけれど……おそらく、意図的に忘れたのだろうね。その子は、ある日冷たくなっていた、死んでしまったんだ。まだ精神的に未熟だった僕は、確か……泣いて泣いて、一日中泣き明かしたら……発情期が来た。だから、もう全てが嫌になって、眠った……」

　おそらくそれからだ。興味を惹ひくものも、好きだと感じたものも、心の底から楽しめなくなったのは。どうせいつかまた、すぐに消えてなくなってしまうから。

　そう語るアーロンは現在、大きな木の根元に座り込んでいる。しかも、体育座りで、膝に頭をつけて。

「あー……うん、辛つらかったな。よしよーし……」

　いつもと変わらない猫耳フード付き外がい套とう姿のオレと違って、今日のアーロンは神殿にいる時の基本形であるお貴族様風の装いなのに、構うことなく地べたに体育座り……しかも見るからにズーンと重そうな陰まで背負っているところだ。

　アーロンの初恋の君、その正体が小さな獣だったというのは衝撃だが、まぁ昔の嗜し好こうについて口出しするわけにもいかないので、さらりと流したいところではある。……でも、どうする、オレ。今後カピバラ風のニセ鼻でもつけてみるべきか？　それとも偽耳を猫ではなく、カピバラにチェンジすべきか……。

「……忘れて、いたのに……ハルとあれが一緒にいるところを見たら、全部思い出してしまった……」

　そう自じ嘲ちよう気味に小さく笑う声に、脱線していた思考を戻したオレは再び、アーロンの背中をポンポンと叩たたいた。

　同じく地面に腰を下ろしているが、オレとアーロンの間には少しだけ距離がある。というのも真横に座っている今の状況で密着すると、アーロンが不意に頭を上げた場合そのご立派な白銀の巻角にぶっ刺される危険があるので、致し方ない。危機管理大事、これ絶対。

　……ってオレもなんだか混乱してるな!?　よーし落ち着け、オレ。今はこのドヨーンとしているアーロンを慰めてやらねば。

　ちなみに当の癒し生物、マルマースと呼ばれているらしい小さな獣の姿は、既にない。

　強力なライバル出現に対して気合が入ったオレを一応は落ち着かせた後、テーブルセットがある木陰から距離を置くように遠ざかる竜人を追いかけていたら、いつの間にか消えていたのだ。

　そして主あるじのいなくなったテーブルには、代わりにそのお父上が糸の切れた人形のように寝そべっていて、ラーナさんたちが黄色い扇のようなもので、それを扇あおいでいたりする。

　そんな光景を遠目に眺めつつ未いまだに俯うつむいたまま、緩やかに波打つ薄うす蒼あおいその髪で口元すら見えないアーロンに、何か気の利いたことでも言ってやれればなぁ、と考えてはいるのだが……いかんせん、オレの人生経験などたかが知れている。ろくな言葉が出てこない。

「まぁ、その、なんだ……ほら、今はオレがいるし、そのうち多分あ、あか……アーロン二世だって生まれるから、な？」

　まだどうにも気恥ずかしくて『赤ちゃん』どころか『赤ん坊』とすら呼べずにそう口にしたオレに、日陰で曇り空の色合いに見える髪が小さく揺れた。

　やがてゆっくりと、少しだけ横を向くようにして姿を見せてくれた金の瞳は、見るからに生気のない、諦あきらめきったような暗い色を湛たたえていて──。

「ハルも、僕を置いて逝く」

　そう小さく、嗤わらった。

　そっと伸ばされた黒に包まれた手で、確かめるように優しくオレの頬ほおを撫なでながら、アーロンは淡々と言葉を紡ぐ。

　仕方のないことだとわかっている、ずっとそうだったのだからわかりきっている。でもそれでも、置いて逝かれるのは、独り遺のこされるのは嫌なのだと。

　その日がいつか来ることを想うだけで、泣きたくなるのだと。

「叶かなうなら、僕はハルに看み取とられたいよ……」

　到底無理な話だけれど、と最後は軽口のように呟つぶやきながら、それでも酷ひどい顔で微笑ほほえむ男に、オレも精一杯言葉を探した。

　確かに寿命を考えれば、オレは確実にアーロンより先に死ぬ。老人と赤子を比べたら、老人の方が先に死ぬのが当然のように。

　いや、竜と人間なのだ。人間同士の寿命差などよりも、もっと強固な確実さで約束されている未来だろう。

　でも、生きていればまた笑える日だってきっと来るし、なによりオレはアーロンがこの先もずっと笑ってくれている方が嬉しい──そんな月並なことを、言い募ってはみたものの……。

「それは無理だね。ハルを覚えている限り、絶対に無理。だから僕は、ハルが死んだらまた眠りたいなぁ……もうずっと、夢の中にいたい……」

　既に千年以上を生き、短くともあと四千年は生きるという竜が、見た目はいい歳としをした大人の男が、まるで子供みたいに駄々をこねるようにそう零こぼして、儚はかなく笑う。

　そんな姿を間近で見つめながら、考えた。考えながらアーロンに、尋ねた。

「……アーロンは、本気でオレに看取ってもらいたいのか？」

「うん？　……ふふ、本当にそうなればいいねぇ……」

「……もしもオレが死んだら、その後は本当に眠って過ごすだけか？」

「ハルと出会う前に戻るだけ、なんてことにはならないからね。君ほど、僕の世界を変えてくれた存在ひとはいないよ」

　次第にいつものように、柔らかく優しげな微笑を浮かべ始める番を前に、考えをまとめる。

　オレは、アーロンが好きだ。それは、この世界で初めてオレと一緒に旅をしてくれたからなのか、疑いようもないほどに『愛してる』という、純粋で強烈な感情を心にも体にも叩き込まれたからなのかは、わからない。

　動揺も確かにあったけれど、それでもオレはアーロンのその想いが嬉しかった。一緒にいられることも、番になったことも、ふたりの旅ができたことも、全部。

　その全すべては、アーロンがオレに与えてくれたものだ。まぁ予想外に子宝なんてものも、もらってしまったが……。

　そんなアーロンが、かつてないほどのヘタレ具合を見せて今から嘆いているのだ。オレに置いて逝かれることを。

　どうにもならないと言って諦めながらも、その日が来ることを本当はずっと気にかけていたのだろうか。

　オレが何も知らずに旅を楽しんでいる最中も、溺おぼれるように愛されて幸福に浸りきっている夜も、ずっと、独りで。

　オレと番になった、あの時から、ずっと。

　そしてそれはこの先──オレが死ぬその日まで、彼の胸の中に棘とげとなって残り続けるのかもしれない。

　つまりオレは自分が生きている限り、この繊細で寂しがりやの竜に、どうしようもない未来のことで思い煩わせ続けるのか。しかも最期には、盛大な傷を遺していくことしかできない。

　与えるだけ与えてくれた竜に、オレが遺せるものがそれしかないというのなら……。

「はぁ……ごめんね、ハル。せっかくの遠出だったのに、陰気な話をして。お詫わびに予定を変えて、これから街にでも──ハル？」

　結論が出たオレは、無理に笑ってみせるアーロンの言葉を最後まで聞くことなく立ち上がると、数歩離れて、距離を取って振り返る。

　そして、ふわりと穏やかな風にそよぐ花の香りを強く感じながら、のんびり空中遊泳をしている奴らに、魔力を渡した。

　視界に収められる限りに存在している精霊、その全てに。

　途端に針の穴のような点になるまでクワッと黒目を収縮させた奴らが、一斉にオレへと顔を向ける。そんな周囲の変化にアーロンが目を丸くするなか、一度深呼吸してからその言葉を告げた。

「わかった、ならそこを動くな。今すぐこの手で、殺してやる」

　要は、アーロンを遺さなければいいのだ。

「大丈夫、オレは遺されるのには慣れてる。日ひ笠がさ家四男坊にして最後の生き残りの名にかけて、アーロンも看取ってやるから、安心して死んでくれ」

　最期にアーロンの目に映るオレは、やっぱり笑っている方がいいだろうか。

　そう考えて笑みを形作りながらも、うまく笑えている自信が持てないまま、精霊たちがこの手にくれた魔力の刃やいばを掲げて適当に呟いた。

《竜を殺す力》と。

　そうして白い閃せん光こうが一瞬、丘を染め上げた後、大きな地響きと共に数多あまたの花々が派手に花弁を散らせて、宙を舞った。




　　　　＊




　独り遺される、ということには慣れている……方だと、自分では思っている。

「オレさ、元の世界にいる家族ってもう誰一人、生きてないんだよ。みんな、死んだから。──原因？　普通だよ。母さんはオレがちょっと小さい時に事故で、親父おやじと三人の兄貴たちはデカイ災害で、さ」

　なんでオレひとりだけが生き残ったかというと、その日たまたま家にいなかったからだ。運悪く、いやこの場合はきっと運良く、なのか？　前日に足を骨折したばかりで、一応病院に入院していたのだ。

「しばらく安否不明で色々あったけど……まぁ結果として、オレだけ遺された。泣いたよ、ひとりひとりの報しらせが来る度に馬鹿みたいにさ。でも──それだけだ。結局、オレは生きてる。この世界でもオレはずっと『独り』だったけれど、それでも生きてこられた」

　だからどんなに悲しくとも、またそれを繰り返すだけだとわかっているから耐えられる、はずだ。アーロンが、オレより先に死んだとしても。

　ならば、この竜が耐えきれないと永い永い日々を嘆き悲しむくらいなら、老い先短いオレが代わってやる方がいいだろう。

　それぐらいしか、竜のために人間オレができることはない。

「でもオレもやっぱりただの人間だからさ、ちょっとしたことですぐ死ぬかもしれない。それが明日かもしれないし、もしそうじゃなくても……例えば寿命間近まで生きていられたとして、その時にきちんとアーロンを殺せる余力まであるかどうかは、怪しいだろ？　なら確実に、今ここで、殺してやりたいんだけど────なんで、避けるんだ？」

「ハル……」

　オレの一大決心の上でのほぼ全力に近い一撃だったというのに、それをあっさり躱かわしやがったぞ、この竜人。

　おかげでとばっちりを受けたのは、この場に程よい木陰を作ってくれていた大たい木ぼくさんだ。

　眉まゆを下げた困惑の滲にじむ顔で佇たたずむアーロン、その背後に見えるのは鮮やかな切断面を見せる切り株と、花の絨じゆう毯たんをズタボロにしながら丘を転がった太い幹。その酷い有様に、泣きたいくらいに酷く胸が痛む。

　それに久々に魔力をドカンと使ったせいで、立っていられないほどに疲労も激しい。それくらい頑張ったのに、苦しめることなく確実に一撃で仕留められるよう気を遣ったのに……普通避けるか？

「避けるなよ、アホ」

　両りよう膝ひざを地面について蹲うずくまりながら、そう罵ば倒とうしたっていいだろう。

　あー、疲れた。こりゃもう一撃入れるには、少し休まないと無理だな。でも次はまず動けないように拘束して、それからだ。魔力足りるかな？　こんな時こそ、かつてのオレの最高装備が切に恋しくなるが、ないものねだりは──。

「ハル、ごめん。全部僕が悪い。考えなしに、酷いことを言った。本当にごめん、だから──泣かないで？」

　別にまだ泣いてないし、と思いながらオレの傍に膝をつく気配を黙って受け入れた。だって今は物理的に……いや魔力的に？　まぁどっちでもいいか、とにかくアーロンをどうこうできる状態ではないしな。まずは回復、回復っと。

「オレだってアーロンの怖さも少しはわかるよ、遺されるのは辛い。突然いなくなられたりしたら、ダメージでかいもんな。いくら順番通りだからって、それでも死なれたら辛い。独りになったって自覚した時は、本当最悪な気分だよな」

　話しながら魔力の回復時間を稼ぐ作戦開始、だけれども、内容が内容だけにオレの気分も沈むではないか。嫌だなぁ、これはもう乗り越えて、自分の中できちんと終わらせた感情モノのはずなのに。

「心がさ、グシャッてなって……ゴリゴリすり潰つぶされていく感じ？　ひとりだけ、真っ暗な穴の中に放り込まれて埋められた気分っていうか……」

　優しく背中を往復する大きな手の感触に、それさっきまでオレがやってあげてたんですけど？　と頭の片隅でツッコみつつ、伏せていた顔を上げてちらりと隣を窺うかがう。

　そこには『心から反省しています』と見事なほど顔に書いたアーロンがしゅんとしつつも、誰よりも気遣わしげな視線でひたとオレを見つめていた。

　それに少しだけ溜りゆう飲いんを下げて、また口を開く。

「オレにはたまたま助けてくれた人がたくさんいて、今はもう吹っ切れたけど、それがただの幸運だったことはわかってる。紙一重だ……ひとつでも何か違っていたら、あの死にたくなるような時間は終わらなかった。そんな辛くて苦しいだけの時を、ずっとずっと永い間、アーロンが独りで過ごすしかないっていうなら、今オレが、代わってやる。だから……次は避けてくれるなよ？」

　他でもないアーロンに、あんな時間を永く永く味わわせるくらいなら、オレがしばらく『独り』で泣き暮れた方が、ずっといい。

「……ハルのその気持ちは物もの凄すごく嬉うれしいけれど、ごめん僕が悪かった。僕だってハルに辛い思いは──」

「オレなら大丈夫、慣れてるし。それに……アーロンがいなくなったら、さっさと再婚するかもな」

「[image: え゛]？」

　ピシリと凍りついたように顔と動きが固まった番つがいに、オレは鼻で嗤わらいながら仮想未来計画を即興で立案してやった。

　なにせ、この世界でのオレは超モテモテなのだ。男に、だけど。しかもまだ充分、結婚適齢期？　というのか？　売り手市場真まっ只ただ中なかだと思う。

　ということは、旅を諦あきらめてお相手の街に定住する決心さえすれば、オレの貰もらい手も幾らかはありそうではないか。それも、結構いいお家うちに。

「例えばぁ、そうそうパンダネコとか多分喜んでオレのこと拾ってくれそう。あと、ちょっと前の街の領守主セヌクとか、王族──あの猪いのししオッサンはナシだけど、他の……る、る、ルインダ？　だったかの王弟とか……そういえば、どこかの竜人さんもオレに興味津々だったよなぁ」

　もっとも、アーロン以外の男と番うなんて、死んでもお断りだけど、それは教えてやらない。

「……っ！」

　おぉっと、テーブルセットが置かれている木陰の方向を誰かさんが凄い目で見つめているが、構うものか。言いたいことは全部、言わせてもらっておこう。そろそろ、魔力も少しは戻り始めたし。

「なんにせよ、オレは楽しく生きるよ。アーロンを看取って泣いたって、しばらくしたらまたこんな感じに復活してやる。だってオレだけ、オレだけ生きてるのに……下を向いてたら先に死んでった人らに、悪いだろ。生き残った奴やつがずっと悲劇の主人公してるなんて……見てる方も面白くないだろ」

　そういえば、今と似たような話を元の世界で誰かにした覚えがある。誰だっけ、カウンセラーの先生だったか、オレを引き取ってくれた遠縁の婆ばあちゃんだったか……？

『生き残った者が幸せでいなければいけない、というその考えは一種の強迫観念だよ』って言われたような気もするけど……でもいいんだ、もうそれがオレだから。

「だから……今ならまだ代わってやれるから、代わってやるよ。アーロン」

　あの凍えるような時間を、それを途方もなく永くした日々を、こんなにもオレを愛してくれる愛いとしい竜が経験せずに済むのなら。

　それをアーロン自身が心から望むのなら、今のオレであればきっと叶かなえてやれるのだから。

　竜アーロンではなく、人間オレが、看取ってやれる。

　だから、アーロンがさっさと覚悟を決めてくれたらこの至近距離だ。もう絶対に外さないし、確実に急所狙ねらい……ってちょっと待った。

「その前に確認事項、竜人って人間と急所は一緒か？　思わずさっきは首を狙ったけどさ、もしかして頭が取れても生えるとか言わないよな？　さすがにホラー要素はもうお腹なかいっぱ、うぐッ！」

　話の途中で人を力一杯胸に抱き込むな、というか抱きしめるな。ただでさえこの世界一般の美形共に比べて低い鼻が、さらにぺったんこになったらどうしてくれる。オレの明るい再婚計画ただし机上の空論、に思い切り支障をきたすだろうが。

　ぎゅうぅっと痛いほど抱きしめられて、思わずそう眉を顰ひそめるなか、耳元に落とされた低い声音は静かに、けれど強固な意志を宿しながら言い放った。

「だめだよ、ハルは僕のもの……僕だけの番なのだから。誰にも、渡さない」

　おぅ？　そっちか!?

「だから──とてもとても魅力的な誘いに思えるけれど、僕はちゃんとハルを看取るよ。僕が生きている限り、ハルは僕の番でいてくれるよね？」

　そりゃ勿もち論ろん。こんな極端な解決策しか思いつかないとはいえ、それくらいアーロンのことを大切に想おもっているのだから、もう生涯添い遂げるくらいは確定事項だろうが。

　そう即答してやりたいのだが、顔を僅わずかにずらして頭を上下させるだけで精一杯だ。今口を開いたら、おそらくカエルが潰れた声を高精度で再現できると思う。

　そんなオレの微妙な仕草だけでもよかったのか、ほっと息を吐き出した気配と共にアーロンの腕の力が少しだけ緩められた。

「……えっと、じゃあ……殺さなくていいのか？　ほんとに？」

「うん。ハルを誰かに奪われる方が無理かな。もしそんなことになるなら、世界なんて滅べばいい」

「ちょ!?　極端だなー……オレも人のことは言えないけど……」

　念のためきちんと確認したオレに、どこの魔王様ですかとツッコみたくなるセリフを堂々と言い放ったアーロンは、切なげに顔を歪ゆがめながらも、それでも、綺き麗れいに笑ってくれていた。

「ふふ……本当にごめん、ハル。そこまで僕を想ってくれて、ありがとう。だから、もう泣かないで？」

　いつの間にか勝手に頬ほおを伝っていた小さな熱が、黒に包まれた指先で優しく拭ぬぐい去さられるなか、オレもつられて笑った。

　どうやら少なくとも今は、二撃目の必要はなさそうだから。




『ほれ、だから言ったであろう？　あの程度は痴ち話わ喧げん嘩かよ、我ら部外者は見守っているだけでよいのだ。はっはっは！』

「……あれが痴話喧嘩……あれで痴話喧嘩……なるほど、理解いたしましたわ。ところで朝緋の君、いつまで私の後ろに隠れておいでで？」




　　　　＊




　後悔先に立たず、という言葉は普遍の真理だと思う。……カッコよく言ってみたが、つまりやらかしてしまった以上、全すべては手遅れなわけで、いくら後悔しようとどうにもならないのだ。

　そういうオレは今、後悔真っ只中なうえに、猛烈に反省中でもある。

「ふ、ぁあっぁッ！　や、っあぁ!?　ひぅっ…ぁ、アーロン！　これ、これぇッ……な、なかにお湯もはいっ……あっぁ、あっ！」

　ハイソーデス。つい調子に乗って魔力を盛大に消費した結果、あれだ……なんちゃって発情期状態になってしまったのだ。

　それも遠出先の綺麗な花に埋め尽くされた丘──なお所々無残な部分もできましたごめんなさい──で、お互いの極端さに少しだけ笑いあったあの直後から。

　結果、アーロン特急便にてオレは袋詰めで輸送され、ふたりだけで先に神殿まで戻ると、そのまま寝室に直行されかけたのだが、それに待ったをかける程度にはまだ理性も仕事をしていた。

　だってな、外から帰ってきたばかり……それも可愛かわいいとはいえ野生の獣を抱っこしたり、草の上に座り込んだり、おそらく土つち埃ぼこりなども多少は浴びている。そんな状態でベッドインとか、さすがに抵抗感がありすぎる。

　だから先に風ふ呂ろ、せめてシャワーだけでもと主張したわけだ。

　その言葉に足を止め、オレを横抱きしたまま一瞬だけ何かを考えていたようなアーロンに、気づくべきだった。

　この万能竜人であれば、魔法一発でオレのことも自分のことも綺麗にできるはずだということに。

「そうだね、入浴するのがいいね。うん、そうしよう」

　愉たのしげに軽く細められた金の瞳ひとみと薄い微笑に、至近距離で見み惚とれている場合ではなかったのだ。

　まさかそのまま一緒に風呂場になだれこむとか、誰だれが思うか！

　そんなこんなで我に返った時には、アーロンと初めてのお風呂で、がっつりヤ……ち、契っているわけで。

「やぅぅっ、ひぁッ…ぁ、あ！　ぁ、もっ…はやくぅ…！」

「ふふ……もう、欲しいのかな？」

　温ぬるめの乳白色のお湯がちゃぷちゃぷと音を立てるこの広い浴室は、青系のモザイクタイルの壁で囲まれ、高い天井からはシャンデリアに似た派手な照明がぶら下がっている。

　部屋の奥には金色で縁取られた真っ白い大きな円形浴槽がデンッと床に埋め込まれ、いつ入ろうとも綺麗で温かな湯で満たされている、という快適さなのである。

　もう見るからに、どこぞのお高い宿などよりも遥はるかに高級感が溢あふれていて、アーロンの部屋で暮らし始めた当初は、この風呂場にもしばらく落ち着かなかったものだ。

　だがしかし、まだ日も高く明るい時間に番とふたり、絡み合って湯船に浸つかっているとなれば、遥か彼方かなたに置いてきた羞しゆう恥ち心しんというものが、今更ながらに色々と主張してくるではないか。

　そこに水も滴るアーロンの色気が追加されると、いつも以上に体が勝手に反応するというか……。

　向かい合って抱き合うように密着した肌から伝わる温ぬくもりも、いたずらに背中を撫なで上げていく尻尾しつぽの感触にも、思わず過剰反応して声を上げそうになる。

　低く穏やかなくせに、紛れもない熱を滲にじませた声音を耳元に吹き込まれると、体内に埋められた確固とした質量を無意識に締め上げてしまうし、それだけの刺激ですら甘く痺しびれるような感覚が背筋を這はい上がってくる。

　そのじんわりとした穏やかな快感が、物足りない。まだ繋つながったばかりだというのに、早くアーロンの熱を注いでほしくて仕方ない。でも、オレの番は少しだけ意地悪そうに、その口元を吊つり上あげるのだ。

「ハルは、僕を死なせてくれた後、こうなったらどうするつもりだったのかな？　僕が死のうとも、孕はらんでいることには変わりないよね？」

「ふ、ぁ？」

　水滴が宝石のように流れていく黒い指先でそっと唇をくすぐられながら、茹ゆだりつつある頭でその言葉を理解するのには、少々時間を要した。

　ついでに、オレの思考を言語化するのには、その倍くらいの時間が必要だった。

　当然オレだって、腹の──いや腹にはいないけれども、その、子供のことだって勿論考えてはいたさ。

　あの場でアーロンを殺した結果、最悪の場合、もしかしたら子供まで殺すことになるかもしれない、そうちらりとは考えた。

　でも、そうならない方法だってあるかもしれない。オレの魔力だけで育つかもしれないし、ブランお義父さんや竜帝陛下が何か知っているかもしれない。といっても、

「アーロンを殺したオレに、よくしてくれるとは思わないし……神殿ここにももう帰れないだろうし……いざとなったら精霊魔法で、ひとりでどうにかしよーと……」

　まぁ結局は、そこだ。幸運なことにオレの精霊魔法はわりと万能だから、この世界で最後に頼れるものは奴ら──……って、風呂場には当の精霊奴らが一匹もいないな？　いつもイチャコラしている時のように、アーロンが追い払ったのか？

「君は、本当に……もう……」

　そう思考を脱線させている間に少しだけ眉まゆを下げてオレを抱きしめたアーロンは、ふたつの声ではっきりと伝えてくれた。

「僕は、ハルを独りにはしないよ」

『僕が、ハルを独りにはさせない』

　その瞬間、ぶわっと体中を駆け抜けた熱量は何だったのか。

　単純にその言葉が嬉うれしかったのか、肉欲的な快感だったのか。

　本当に？　と考えるよりも先に湧わき上がった疑念、もあったのかもしれない。

　ただ、そんな全てが等しく入り混じった複雑なそれは、ようやく与えられ始めた愛いとしい熱によって、あっさり頭の外へ追いやられていった。

　その後、聞きたくもない自分の声をいつもより煩うるさく思っていられたのは、続けざまに二度ほどイかされるまでだった。

　挙げ句の果てに、三度もナカに出されたというのに全然足りなくて、結局風呂からベッドに場所を変えて続行。

　いつの間にかとっぷりと闇やみの満ちた室内で、ぼんやりとした淡い光に枕元を照らされるなか、もう気持ちよすぎてイクのさえも辛くて終わりにしたいのに、それでもまだ欲しくてたまらない状態に泣きながら何の苦行だと、ついにアーロンへ愚痴る羽目にまでなった。

　オレの番はそれに苦笑しながら、まるで子供に言い聞かせるように優しく口にしたのだ。

「きっとハルの魔力が急激に消耗したからだねぇ。君の中にいる子が、たくさん欲しがっているようだから、僕も頑張るよ」

「いっ!?　や、やぁら──！　も、もぉむりぃッ！　もっ……ぁ、あ！　うそ、ぁ、やぁあッ！」

「ほら、またナカがきゅうきゅう絡んで……僕の発情期の時みたいだね？」

『ごめん。その泣き顔は、すごく好き。もっと見せて？』

「ぅなぁああぁ!?」

　やり場のない怒りに身を任せて声を上げたつもりだったが、それにさえ『可愛い、もっと』と畳み掛けられることとなり、その日の夜はいつまでも明けなかった。
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　それもこれも全部、オレが自分の状況を軽視して精霊に魔力の大盤振る舞いをしたからだ。もう二度とやらない、絶対次から気をつける。

　心の底からそう反省したものの、それはどうやら手遅れだったらしい。次にオレが目を開けた時、この世界でアーロン以上に見慣れていた存在の姿が、一切見えなくなっていたのだ。

　一見、愛らしさに極振りした癒し系小動物のくせに、実はホラーな豹ひよう変へん顔が大得意で、誰よりもオレの力になってくれていた──精霊たちの、姿が。

　なおその日以降、アーロンがヤバイくらいに過保護化した。








３．持ってたんかーい！






　精霊の姿が見えなくなって、今日で三日。

　薄く雲が広がる空のもと、神殿の奥まった場所にある広い庭園の一角、奥宮と呼ばれる場所にオレとアーロンはいた。

「おっ！　ほら、アーロン！　ちゃんと起動できたぞ」

「なるほど……どうやら、魔力が完全に使えなくなったわけではない……みたいだね？」

　明るい色をしたレンガのような石畳が敷き詰められた、ちょっとした広場になっているそこで、オレは愛用の超小型二輪魔車バイクモドキに跨またがり、それが無事起動できたことにほっとしながら隣に佇たたずむアーロンを見上げた。

　オレの頼りになる番つがいが応こたえてくれた通り、精霊が見えていなくとも、自分の魔力自体は使える状態であることが、これでやっと確認できたのだ。

　この三日間、大事をとって安静にし続けていたのだが、一向に精霊不可視の異常が治る気配はないし、オレの体調にも他の問題は特にない。

　そうなれば、これってもう妊娠の影響なのでは？　という結論に至り、今日になってようやく、この状態で何ができるのかを調査開始したところなのである。

　もう気が急せいて急いて、本日の朝ご飯は二人前弱くらいしか食べられなかったほどだ。

　幸いにもオレの心配は杞き憂ゆうだったようで、封印状態のように一切の魔力が使えないわけではなく、それどころか単純に魔力を流すだけであれば以前と何ら変わらない、というのが僅かに地面からふわりと浮いたバイクの様子と、自分の感覚からなんとなくわかった。

「ふ、ふははは！　ということは！　オレはあのホラーな生き物から解放されはしたものの！　この素敵ファンタジー魔法世界をまだまだ堪能できる状態、というわけだな！」

　確かに、視認＝精霊魔法の発動可能、しかも超強力、というチート級の力が使えなくなったのは惜しい。だが、オレの血が大好きな精霊たちなら、きっとあの裏ワザを使えばホイホイその力を貸してくれるだろう。

　自傷行為は嫌だが、その程度であれば全然問題ない！

「はい、そろそろ魔車から降りようか。ハル、動揺しているのはわかっているから、無理をして元気に振る舞わなくても大丈夫だからね？」

「ごふっ？」

　よしよしと大きな手に背をさすられながらバイクから降りたものの、そんな慰めの言葉が胸にクリティカルヒットして、しばらく言葉が出なかったではないか。

　だってこれでは、今のオレはただの精霊魔法の使い手に成り下がってしまう。大幅な弱体化どころかレベルダウン……いやリセット並のペナルティよりもきつい。そんな、そんなことって……。

「オレ、第一級討伐者デイーラぞ？　凄すご腕うでの魔法使いぞ？　まさか……今後は普通に杖つえ持って、精霊を呼ぶ長々とした詠唱をして、時間かけて魔力渡して、魔法発動……なんてことをしないといけないのか？　うーわぁ……そんなの……そんなの……攻略のしがいが増すなッ!?」

「うーん、ハルらしい前向きな楽しみ方だとは思うけれど、プルプル震えながら言われても言葉通りには受け取れないかなぁ」

「これは武者震いだ！　って、おいアーロン、さりげなく自然にオレを抱っこで移動させるんじゃない。降ろしなさい」

「危ないから却下、だね」

　ごく当たり前のことだと言わんばかりに、流れるようにオレをひょいっと横抱きにして、近くの黒い石製のベンチへと歩を進める嫁様は、実はこの三日間ずっとこんな感じだ。

　それはつい最近、オレが自分で口にした──『ただの人間だから、ちょっとしたことで死ぬかもしれない』という言葉が、確実に原因の一つになっていると思う。

　そんなつもりはなかったが、ひ弱さアピールをした直後に、今の状態になってしまったからな。実質、オレの唯一の武器である精霊魔法を大きく制限されているわけだから、アーロンが心配するのも無理はない。

　そうわかってはいるのだが……だからといって、やはりコレはやりすぎではなかろうか!?

　というのも、この竜人の過保護ぶりは何も抱っこ移動だけではないのだ。その行動を具体的に上げると──まず、食事からである。

　精霊が見えなくなったと判明した日の、朝……いや、昼か夕方だったかもしれないけど、まぁ目が覚めてしばらくしてからだ。

　ひとしきり精霊が見えないと騒いだものの、時間が経たてばまたすぐに見えるようになるだろ、とオレはいつものように、楽観的に考えることにした。

　そうしてまず空腹を満たすべく、アーロンによってベッドまで運ばれてきていた食事をありがたく頂こうとしたのだが、それを毒味された。しかも全部の皿から、一口ずつ。

「女官長を筆頭に、この神殿の人間が君を害すとは思えないけれど、念のため。魔力抵抗も虚弱化しているとしたら、人間共の稚拙な精神作用系の魔法や薬などに影響を受けるとも限らないからね」

　やけに真剣な顔をして語るアーロンに、そんなまさか、とかろうじてツッコミを入れはしたものの、その時はオレもまだ、その、色々な余韻でふわふわしていたから、アーロンがすごくオレのこと心配してくれてる！　しゅき！　とか、ときめいていて──……うん、全部「あーん」で食べさせてもらっただなんて、通常時は記憶から消しておきたい。

　さすがにそんなふざけたことはその時だけだが、それ以降毎食必ず、嫁様が毒味をしてくれているのだ。

　次に、移動。

　アーロンの住んでいるこの蒼月神殿、その全ぜん貌ぼうはまだ知らないが、かなり広い建物であることだけはわかる。オレが住み着いている場所が、その深部であることも知ってはいる。

　だからオレの周りにいるのはラーナさんを始めとした神殿の人たちだけで、部外者は一人もいない。ついでに広さの割に出くわす人の数そのものも少ない、とは思う。

　その状況でなぜ、どうして、誰か人の気配がある度に、オレを横抱きにする番がいるのだろうか。

「今のハルでは咄とつ嗟さに反撃できないだろう？　僕が傍にいれば大丈夫だけれど、万が一にも君を巻き込まないためには、こうしておくのが一番だ」

　この奥宮にやって来るまでの間にも、その腕の中から抗議したオレに返された、そんな言葉。

　もしもそこに楽しむような声音が少しでも滲にじんでいれば、それはやりすぎだから遠慮します、とオレだって断固拒否できたのだ。恥ずかしすぎるから。

　だけどな、普段は気配からして柔らかさが滲むようなアーロンに、どこまでも真剣な眼まな差ざしで、そう真しん摯しに主張されたら……もーウチの嫁様は心配性だなぁうへへ、と鼻の下を伸ばしながら頷うなずくしかないではないか、オレのアホ。

　他にも細かいところを上げれば、オレの半径２ｍ以内に他人を近づけさせないとか、毒味ついでに食事の味付けについても「ハルはもう少し甘めの方が好みだ」と口出しして作り直させようとしたり。

　一体どこの過保護親なのだ、と呆あきれ半分嬉しさ半分、愛しさ限界突破で受け入れているオレもオレだけどさ。

　そんなこんなで、今も同じベンチでオレにぴったり寄り添って腰掛けているアーロンの温ぬくもりを堪能しながら、腕を組んで考える。

「うーん……神殿ここで骸霊とバトルなんてことはないだろうけど、やっぱりちょっと落ち着かないよなぁ……自力で壁一つぶち抜けないとか……」

「うんうん、ハルはよく壁を壊してきたからねぇ──物理的に」

「服もなぁ……今までならこんな薄着でも、適当にすぐ防御魔法が使えるからって気にしてなかったけど……これは危機管理上、大変マズいですよ」

「その格好もよく似合っているけれど、君の不安もわかるよ。でも──ハル、ここで何と戦う想定か、一応聞いておいても？」

「そりゃ勿もち論ろん、最悪の想定は『特一級・変』骸霊のソロ討伐だけど？」

　第三、第二、第一、と危険度が上がる骸霊のランクだが、その最上級こそが『特一級』だ。なかでも超特殊個体、つまりめちゃくちゃヤバイ骸霊を『変』と区分するわけだが、今の状態のオレが単独ソロで討伐するとなると、まぁ厳しいな。

「……なるほど、僕はどこへ行ったのだろうね……」

　アーロンが哲学的なことを呟つぶやきだしているが、ほぼありえない状況の想定なのだから、そっとしておこう。

　ただ問題は、やはりこの格好装備だろう。

　今のオレは最初にこの神殿に監禁され、いやお世話になっていた時と同じような、ラフな服装をしている。

　首元や袖そで口ぐちが藍あい色いろの花のような模様で彩られた白いロングＴシャツに、膝ひざ下したまでのぴったりとした黒いズボン、極めつけは黒の──サンダルだ。

　見るからに防御力ゼロの現状をこうして憂えているわけだが、ちらりと頭の片隅で自問する。なぜオレは、アーロンの神殿という絶対安全圏において、これほどまでに常在戦場の想定をしているのだろうか。

　もしかしてこの二年近くのうちに、戦闘中毒バトルジヤンキーのような思考回路になってしまったのか。いやいや、今はアーロン二世がオレと一緒にいるわけだから、何事も備えあれば憂いなし、色々と対策しすぎるくらいでちょうどいい、はずだ。

　ならば、普段から旅先で愛用していた現有の装備を身に着けるべきか。しかしあれもまだまだ納得のいかない、いわば間に合わせに近い品である。当然オレの望む防御力には、到底足りない。

　アーロンに日常的に防御魔法をかけてもらうか？　いや、それだと普段の接触も気をつけないと面倒なことに──……。

　そんなことをつらつらと考えていたら、ぽろりと口に出していた。

「あー……やっぱり昔の装備が惜しいなぁ……あれがあれば、ちょっとはマシに……」

「ハル……」

　おっとしまった。別に今更アーロンを責めるつもりはないのだ。

　この竜人がオレを不意打ちで誘拐してくれたせいで、全財産と最高装備品を紛失したことは、もう諦あきらめがついている。ただ、良い物を知ってしまっている以上、つい比較して考えてしまうわけで。

「あぁごめん、アーロンが悪いなんてもう全然思ってなくてだな？」

　アーロンだってあの時は悪気があったわけでもないし、とこの優男にまたしょんぼり反省顔をさせてしまう前に、オレの真意を説明しようとした時だ。

　ほんの少しだけ言いい淀よどむように、その形の良い唇を開きかけて一度閉じた後、オレの竜は一言、こう言った。

「あるよ」

　数秒、間をおいて、「何が？」と聞き返しながらも、自分の口元が小さく引きつったのは自覚していた。

　そうしてこの日初めて、失なくしたはずの至高なるオレの最高装備品一式が、大事に大事にここで保管されていたことを知ったのだった。

「おっまっなぁあぁッ!?　オレ、オレがどれだけあれに！　カネと！　時間と！　命を！　賭かけたと思っとんねーん!!」

「ごめん、ハル。神殿で過ごしていた頃ころは色々あって、言いそびれていて……旅先で新しい装備作製を楽しんでいる君を見ていると、今更教えるのも野暮かなぁと……」

　アーロンの胸ぐらを両手で掴つかんで顔を近づけたオレと、高すぎる顔面偏差値を盾に、笑ってごまかせを敢行する嫁様。

　庭園の隅にひっそりと控えてくれていたラーナさんたちに、微笑ほほえましくその様子を見守られていたことを知ったのは、オレがひとしきり声を上げ終わった後だった。

「っみ、神子様、ふふっ……んん、君様も、お茶でもいかがでしょう、か……ふふっ」

「ッ!?　ラーナさん、まさか今の……見てた……？」

「仲なか睦むつまじいお姿を拝見できて、恐悦至極にございます」

　とりあえず、部屋の外でアーロンとじゃれつくのは控えようと、オレは顔に熱を覚えながら誓った。
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　暗くら闇やみに沈む室内でも、竜の目にはこの程度の闇は何ら苦にもならない。だから、同じベッドの中でぴたりと寄り添って眠る最愛の番つがいの寝顔を、じっくりと堪能する。

　すぴっすぴぴ、と時折小さな寝息をたてる穏やかな顔を、こうして心ゆくまで眺めることができる。それだけで、自分が竜という種族で良かったと思えるのだから、本当に不思議だ。

「──ハル」

　思わず無意識にその名を口にしてしまいながら、闇と同じ色をした髪にそっと指先を絡める。

　遠出をしたあの丘での一件以降、契りを交わす夜ばかりであったが、ようやくハルに宿っている『子』も満足したのだろう。

　今夜は大丈夫だから、と眠そうな顔をして少し恥じらいながらも口にした番。

　そんな彼を組み伏せたい衝動はなかった、とは言えないが、精霊の姿を視認できるという特異性を失った、今のハルの状態は非常に気にかかる。

　それもあって、できうる限り夜はゆっくり眠らせてやりたい……のだけれども、そうなるとひとり起きている僕には、次から次へと誘惑が押し寄せてくるので、少し困っているところだ。

　旅先でもよく見せていた幸せそうな、寝顔。その口元が小さく動く度に、どんな夢を見ているのか聞きたくなる。伸びた髪が頬ほおにかかる度に、払いのけるついでに、艶つややかなそれを指先で弄もてあそんでしまう。

　むぅ、と小さく眉まゆを寄せ始めたハルに慌てて手を引いたところで、自分のそんな行動に苦笑する。

　こんなことをしてハルの眠りを妨げるくらいなら、僕も眠ってしまえばいいとわかってはいるのだけれど──……。

「……また、か。触るな」

　あれだけ追い払ったというのにまた一匹、どこからともなく宙を流れてきた精霊が、ハルの体にその身を寄せようとするのが視界に入る。いや、正確には、その体を通り抜けようとしているのだろう。

　普段は極力精霊たちとぶつからないよう過ごしていたハルも、面倒だったり間に合わなかったりで、全すべての精霊を徹底的に避けていたわけではない。

　だから旅先のいたる所で何度もその光景を見てきたけれど、なぜかここ数日、それが無性に僕の気に障るようになったのだ。

　今はハル自身が精霊たちの姿を視みることができないから、余計不愉快に感じているだけなのかもしれないが。

　発情期に造る『竜の巣』のような強力な結界を張ろうかとも思ったが、あれは精霊たちすら完全に排除できる一方で魔力も多く消費する。

　いつハルが僕を──今は僕の魔力を、だけれども──求めてくれるかわからないし、体液と共に渡す魔力の量もその時々で違うのだから、無駄な消費は控えるべきだろう。

　ならばこうして、物理的に追い払うのがやはり一番良い。

　そう結論づけながら、ハルの肩口辺りを通り抜けようとした精霊を、伸ばした尾で軽く追いやった。

　特に不満げな顔を見せることもなく、海を漂う海月クラゲのように別方向へとふわふわ流れていく精霊を見送りながら、竜で良かったと自分の種族をまた少しだけ好ましく思う。

　一、二ヶ月程度なら眠らなくとも問題なく活動できる上に、こうして寝ずの番で精霊を追い払い続けたとしても、全く苦にもならないのだから。

（それにハルの寝顔を眺めるのも、全く飽きない……今日は特に眠りも深そうだね？　日中、興奮させすぎたかな？）

　ちょうどいい機会だったから、ハルのかつての装備品を回収していることを知らせたものの、あの品を彼の手元に戻すのは、実は少しばかり悩んだものだ。

　元々は、最初に神子としてこの神殿に保護した時、彼が自分の荷物をとても気にかけていたので、神殿の者に回収するよう指示だけはしておいた。ただそれがこの地へ届く前に、僕自身がハルの旅に同行することになってしまった。

　発情期という予期せぬ事情で帰還した折に、宝物庫に一時保管されていることを女官の一人から告げられなければ、僕もそのまま完全に忘れ去っていただろう。

　だから僕が深ふ海か寝ねに入った後に、ハルが再びこの神殿から旅立つならば、その時に彼の手に戻すよう女官長に命じた──まではよかったが、まさか番になってくれたり、僕の尻尾しつぽを好きだと言ってくれたり、こっちの骸霊強いかな？　いい素材になりそうかな？　と旅先でも楽しそうにしている姿を見ていたら、今更言い出せないよね。

　それに何よりあのハルが固執するだけあって、あの装備は──……はっきり言って、人の手に余るものではないかと……。

（でも、もう渡してしまったし……ハルもとても喜んでいたから、それでいいか。いざとなれば、ブラスティフォードを盾に使えば、魔法が暴発しようとも大丈夫だろうし……）

　愛用していた装備を手に、無邪気にはしゃいでいた昼間のハルの様子を思い出すと、つい口元が緩む。

　ただ「これで勝てる！」とかなり気合が入っていたけれども、まさか本当に自分一人で強大な骸霊と戦う気ではない……よね？　想定だけだよね？　……一度、明日にでも確認だけはきちんとしておいた方がいいかもしれない。

　そんな予定を立てながらも、不意に思い出してしまうのは、あの丘でのことだ。

　竜僕を殺してくれると言ったのだ、この最愛の番人間は。そんな言葉を、僕はハルに言わせてしまった。

　知らなかったのだ。ハルが、元の世界で辛い別れを経験していたことなど。

　深く考えたことすら、なかった。あれだけ前向きで明るく、強くしなやかに生きているハルが、本当は誰だれよりもこの世界で孤独な存在だということを。

　異世界の人間である『神子』は、今この時代にはハル一人だけで、見た目からして彼と同じ種族は誰もいない。

　彼を知る同郷の者はおろか、慣れ親しんでいたであろう異世界のありとあらゆる物──文化、生活様式、社会、環境、その全てを共有できる者など誰一人、いないのだ。

　それはおそらく親しい人との別れと同じか、もしくはそれ以上に辛いことなのではないだろうか。

　だからハルは、独りで『旅』をし続けていたのかもしれない。旅人である限り、帰属する場所は必要なく、むしろ『帰る場所それ』がないことすら、考えなくとも済むのだから。

（こんなことを言えばきっと君はまた、僕の考えすぎだと優しく笑ってくれるのだろうけれど……）

　むにゃっ、と腕の中でまた笑み崩れた寝顔を微笑ましく思うのに、なぜかその笑顔に胸が軋きしんだ。

　ハルは、強くて愛いとしい僕の旦だん那な様は、辛く苦しかったことを一体どれだけ、その笑みの向こうに飲み込んできたのだろう。いつかはそれを、僕にも見せてくれる日は来るのだろうか。

（頼ってもらいたい、けれど──……しばらくは無理だろうね。僕は情けないところばかり、見せているから）

　そうため息と共に自じ嘲ちようしながらも、この愛しい番を見習って前向きに考えるなら、これから挽ばん回かいする時間はまだ残っているというべきか。

　ハルの強さに惹ひかれたくせに今では弱さも見せてほしいなどと、自分でも傲ごう慢まんだとは思う。それでも僕がハルにとって、必要不可欠な存在になれたらいい。

　たとえ仮定の話だとしても、僕の死後に再婚なんて……他の誰かと番つがうなんて言葉が、言えないくらいに。

　それに僕は意地でも、ハルより先に死ぬわけにはいかない。

　万が一にも彼を遺のこして逝けば、きっとすぐに誰かに奪われてしまうだろうが、僕が生きている限りは、この愛しい番を傍に縛りつけていられるのだから。

　この独占欲をハルに呆あきれられたら困るな、とまた小さく苦笑した時だ。

『アウリストファーゼへ魔伝。明日の正午、「竜の間」にて先だっての話を詰める。愚弟と共に待機しておくように。よいか、必ずぞ。次期竜帝候補筆頭よ』

　竜魔法特有の気配と共に、そんな一方的な連絡が低く重い翁おきなの声音となって、頭の中で響くように届けられた。

　ついにきたか、と竜帝たる伯父のその言葉をしっかり受け止め──。

『おぉそうじゃ、ハルマっちは息災であろうな？　きちんと栄養を取らせて、しっかり休ませるのじゃぞ。孕はらんでおる時は契りも大切じゃが、休息も同じくらい大切じゃからな？　普段より求められるからといって、そちまで羽目を外すでないぞ。孕んでおるから、そうなっているだけなのじゃ。そこで調子に乗って無理をさせると、後々尾を引くからのぅ。儂わしなど最初の嫁の時にはつい手を出しすぎて、後から相当恨み言を──』

　プツッ。という音は、僕の方から強制的に竜魔法を断ち切ったからだけれど、静かになった頭の中で少しだけ思案する。

　さすがに竜帝陛下たる存在からの連絡を途中で切り上げるなど、無作法が過ぎたかなと。でも相変わらず話が長くて、せっかくのハルの寝顔堪能時間が……。

『なんじゃなんじゃ～？　そちの魔力が平静じゃから連絡したというのに……もしや噂うわさの「すろぅ契り」なるぷれいでもしておるのかのぅ？　それは悪かった、もう切るでの。とにかく明日は忘れず顔を出すのじゃぞ？　おぉそれからの、いくら番が愛らしいからといって寝かさず愛めでてはならんぞ？　若者の中には、そのあたりの加減を忘れてやらかすことも多いからのぅ。かくいう儂も、二番目の嫁が孕んだ時にはあまりの愛らしさについ三日間ほど愛でてしもうて、その後どえらい怒られて──』

「あぁもう煩いっ！」

「ふぎゃんっ!?　ふぇ……ぇ、え!?」

　びっくん！　と盛大に肩を跳ね上げて目を覚ましたハルに、その後しばらく問いただされた結果、「アーロンもきちんと寝ろよ！」と怒られてしまった。

　これだから深夜の迷惑通信なんて、本当にやめてほしいよね。




　　　　＊　＊　＊




　オレがこの異世界にやって来て、約二年。その集大成ともいえる、血と汗と涙……ではなくカネ、の結晶である、こだわりの最高装備品一式。

　それは強力な骸霊の数々を屠ほふり、腕利きの職人を尋ね歩き、典型的な偏屈頑固親父おやじみたいな爺じいさんに十分程交渉してあっさり製作してもらえた、垂すい涎ぜんの一品たちである。

　失くしたと思っていたそれを再び手にしたオレの感動は、到底言葉では言い表せない。あるならあるって先に言えよ嫁ッ！　という不満すら、跡形もなく彼方に吹き飛ぶほどの喜びなのだ。

　それがどのくらいか、というと──。

「次、この外がい套とうわかります？　まず、驚きの白さ。上着とズボンも同じ素材なんだけど、なんとこれ『特一級』の骸霊産なわけですよ。本当は『変』区分の超特殊個体産が理想だけど、それでもやっぱりそんじょそこらの物とは質が違うわけ。ぶっちゃけ自己再生機能付きとか最高だろ？　唯一の不満点といえば真まっ白しろ白しろのシロスケで、街中だろうと森だろうと目立ちまくるくらいってもんよ。で、次、この手袋見てくださる？　こっちは『第一級・変』でワンランク落ちるけど、なんとこいつ、魔法無効化能力持っててな？　偶然遭遇したんだけど、そんなの初見殺しじゃん？　オレもわりとピンチだったんだけどさー、最終的には落とし穴に嵌はめて水攻めよ。本当ならトンズラ一択だったけど、肺呼吸の骸霊でラッキーだったよね！　そんで次、いよいよお待ちかねのこの、最強杖づえ──」

『あー、番つがい殿どの？　もう少々それを私から遠ざけてくれないか。気配が禍まが々まがしすぎて、可か憐れんなこの身には僅わずかばかり辛いのだが……』

「だったら部屋に戻ればいいでしょう、ブラスティフォード。ハルの話の邪魔をしないでほしい」

　おっと、語り出したらつい止まらなくなっていたな。

　昨日きのう、アーロンから元の装備を返してもらったウキウキ気分が、翌日である今日まで続いてしまっているせいだ。

　花見がてら近くの丘へ一緒に遠出して以降、久しぶりにブランお義父さんと顔を合わせたというのに『どうした、その装いは』と、出会い頭に聞かれたら思わず熱中して喋しやべってしまった。

　昨日同様、奥宮でアーロンとふたり、オレの現状についてまだまだ調査中だったから、お義父さんのタイミングも悪かったかもな。というわけで、

「じゃあ続き、なんとこの装備一式があれば精霊魔法の発動速度と威力に強力な上昇補正バフが掛かるわけですよ。つーまーり、ただの精霊魔法の使い手であろうともコレを着たり、この杖を使うだけで凄すご腕うでになれると。しかぁーも！　実はこの杖はぁ、オレだけの専用装備なわけですよ。むふ、むふふふっ……！」

「うんうん、凄いよ。……思わず僕が取り上げておこうと思うくらい、少しばかり不安になる杖だけどねぇ」

　思えばずっと旅暮らしをしていたわけだから、こんな風にオレのこだわりの一品を誰かに解説する機会などなかった。

　下手へたに行きずりの相手に語ろうものなら、どうぞぜひ盗んでくださいと言うようなものだしな。

　だが今は、こうして惜しげもなく語り明かせる相手ができたのだ。オレの口もなかなか止まらないってもんよ！　……ただ、アーロンの不穏な呟つぶやきには一いつ旦たん、言葉を切らざるを得ないけど。

　淡い緑色をした大きなガーデンパラソルの下で、黒い石製の小さな円卓を囲んでいるオレとアーロンに、ブランお義父さん。

　そんな場所で、オレが手に持った杖を隣に座るアーロンから遠ざけるように動かすと、テーブルの上にちょこんと座っていたウーパールーパーモドキへと、必然的に近づいてしまうわけで。

『ぅ、のぉおぉお!?　い、ビリッとしたぞ!?　一体何でできておるのだ、その杖は！』

　円卓の上を転がるようにして、宙へと飛び上がったお義父さん。その驚きように悪いことをしたなと思いながらも、はてと首を傾かしげた。

　この世界での普通の精霊魔法の使い手は、精霊に魔力を渡す時にこういった特殊な杖を使う、らしい。

　杖の先端には核となる天然物の魔力系素材、一般的には精霊石と呼ばれる宝石を据え、柄の部分には丈夫な骸霊の素材が使われるのが普通だ。

　普段のオレであれば、精霊を視認するだけで魔法が使えるのだから、杖など邪魔になるだけだ。だが、こうして用意していたのにも当然、理由はある。

　万が一、戦闘中に骸霊から封印魔法を食らっても戦えるように、少しだけ素材を工夫して製作してもらったのだ。

「でも一応、その辺にいる第一級骸霊の素材がメインだし……そう変な素材モノは使ってないっすよ？」

　うん、精霊石の代わりにオレが精霊魔法でちょちょいっと造った掌てのひら大だいのどす黒い珠たま以外は、ありきたりの素材でできているはずなんだけどな？

　白い柄に金の留め具で暗黒球を戴いただいた、オレの腕より少しだけ短い杖と、アーロンの顔。そのふたつへ視線を往復させながら、せっかく手元に戻ってきた愛用品を取り上げられてなるものか、とそう主張してみたのだが……。

『第一級骸霊など、その辺におらぬわ！』

「明らかに何か別の、変な素材を使っているよね？」

　そう、竜の親子両方ともからツッコミを頂いてしまった。

　でも面白そうにオレを、正確には多分オレが胸に抱え込んでいる杖、を眺めながらアーロンは柔らかく笑って言葉を続けた。

「今のハルでも、それがあればすぐに精霊魔法が使えたからね。取り上げたりはしないから、大丈夫だよ」

　うむ、さすがオレの嫁様。話がわかる。

「でも、普段とは違う状態であることに変わりはないのだから、たとえ何があっても、自分から一人で骸霊狩りになんて行かないように」

「うっ……さ、さすがオレの嫁様……」

　ちょーっとだけなら、いいかなぁ～なんて思ってませんでしたよ。頭の片隅の、これまた隅の方くらいでしか。

　せっかく装備的には、完全体になったんだけどなぁ……でも、仕方ないか。

　アーロンの的確な忠告に苦笑いしながら、テーブルに用意してもらっていたカップを手に取り、口元に運んだ。当然これも一口毒味済みなうえに、もう少し薄めに、と味まで調整されている。

　柑かん橘きつ系の仄ほのかな香りと、少しだけ渋みのある絶品の冷たいお茶を味わっているオレへ、斜め上からため息混じりの声をかけたのは、小さな蝙蝠こうもり翼を動かすことなく宙に静止しているブランお義父さんだ。

『そもそも孕んでおるのだ、余計な魔力消費は互いに控えるのがよかろう。それと、アウリストファーゼ、そろそろ時間ではないか』

　先達からのアドバイスをありがたく受け取って頷うなずこうとしたところで、続くその言葉に目を瞬いたのは、隣の席からゆっくり立ち上がる番がいたからだ。

「ハル、少し用事を済ませてくる。君はもう少しここにいるかい？　それとも部屋で食事にする？」

　え？　オレは一緒じゃないのか？　と、ぼけっとアーロンを見上げてしまってから気づく。

　最近一緒にいることが当たり前すぎて……むしろ『ふたり旅』だったのだから、いつでもほぼ一緒に過ごしてきた分、今から少しでも別行動というのはちょっと、おかしな気分になるというか……。

　だから考えるよりも先に、ぽろりと口から声が漏れてしまっていた。

「オレも一緒にい……ってらっしゃい了解わかったオレは部屋に戻っておくな！」

　危ない、もう少しで「一緒に行く」とか、子供みたいな我わが儘ままを言い出すところだったぞ。

　なんとか慌ててごまかしたが……いやだめだわ、アーロンがちょっと嬉うれしそうに困ってる。器用だな、オイ。そんな顔をされたらオレもなんだか、異様に恥ずかしくなるじゃないか、このぅ……！

『ちっ、独り者に見せつけてくれる……。だが、いくら番殿といえども「竜の間」へは立ち入れん。同席できるのは、この私くらいのものだ。なにせ我が兄たる竜帝から、次期りゅふごぉッ!?』

「このおしゃべりが……。ハル、それなら部屋で待っていて、少しだけ行ってくる」

　ヒュンッ、という風切り音と共に、羽の生えたウーパールーパーがさらに宙高く吹っ飛んでいったが……そうか、オレにはまだ言えないことか。

　そもそも、オレの記憶力からして忘れているとでも思っているのかもしれないが、大事な番様のことくらいは覚えているんだけどな。いや、本名をど忘れしていたから、説得力がないか？

　そんなことを考えつつも、オレは背を向けて歩き始めたアーロンに手を振りながら、できるだけのんびりとした口調で告げた。

「アーロン、竜帝になりたくないなら逃げたっていいぞ。オレはどこでも平気だからな～」

　直後、振り返った金の瞳ひとみはオレの期待通り驚きに見開かれていたから、満足感で口元が緩むのは止められなかった。

　装備も元に戻った完全体のオレ相手に、隠し事ができるはずがなかろうが、ふははは！　──……別に、記憶力に装備は関係ないけど……まぁいっか、そういうことで。








４．たどり着けない未来






　男なのに妊娠している、と教えられた当初は自分のことばかりでプチパニックになっていたが、事態を飲み込むにつれ、アーロンの事情を思い出すくらいの余裕は生まれていた。

　ただ、それについてしっかり考えたり、そこのところ実はどうなんだ？　と話し合う前に『看取ってくれ事件』や『精霊グッバイ事件』が立て続けに起こってしまったわけだ。

　しかし、この超過保護状態のアーロンが、オレから離れてまで対応しなければならない相手で、口を滑らせたブランお義父さんへの有無を言わせない物理的なツッコミが炸さく裂れつ、とくれば必然的に思い浮かぶのは、その件しかない。

　この世界の絶対の存在、『竜帝』。

　その座に就くための条件に欠かせないのが、子供の存在なのだから。

　以前聞いた話によれば、多くの竜は竜帝を目指して、番探しに励んでいるという。だが、当のオレの番は、そうではなかったはずだ。

　むしろ世捨て竜びと生活を喜んで謳おう歌かしていた、上昇志向皆無のタイプ。本竜ほんにんだって、確かにうんざりした顔で語っていたからな。

「自分はもう次期竜帝争いからは完全に降りていて興味の欠片かけらすらもないのに、とやかく言う者もいて、その話になるだけで非常に憂ゆう鬱うつだ」って。

　だからオレが妊娠したことでアーロンが望まぬ状況に追いやられているのなら、いっそ全部放り出して逃げるという最終手段も取れるぞ、と暗に伝えてその背を見送ったわけだ。

　だがその日の夜、竜同士の秘密会議らしきものを終わらせて戻ってきたアーロンから色々と聞き出した結果、なんと自分の意志で次期竜帝候補争いに参戦したというではないか。

　そもそも、単に番を得て子供ができれば自動的に候補となるわけではなく、次なる竜帝を志す意志を示した者の中で子を持つ者、というのが正式な参戦条件らしい。

　つまり自分から、次の竜帝をやりたいです、とアーロンは立候補したわけだ。

　げせぬ。

　子供ができれば無条件で次期竜帝争いに参加させられるとばかり思っていたオレが引っかかるのも、当然だろう。うちの嫁様、何度も言うけど「竜帝ナニソレ、興味ナイ」状態だった竜だぞ。

　オレとの旅は楽しんでくれてはいたものの、こうして神殿での引きこもり生活を一緒に送っていると嫌でもわかる。このお兄さん、根っからのインドア派。竜帝などという神の如ごとき立場など、たとえ頼まれようとも笑顔で即刻拒絶するタイプ、のはずだ。

　だから、一体どんな心境の変化が、とそれから数日間オレは悶もん々もんと考え続けた。勿もち論ろん、アーロンにも直球でその理由を尋ねてはみたが、笑ってごまかされたからな。

　しかし最高装備を取り戻したオレの頭は冴さえていた、冴え渡りすぎていた。

　いまだに息子の神殿家に居座り、あれやこれやとオレたちの世話を焼こうとする、一匹の竜。

　オレが培ってきた普通の家族認識で考えるならば、初孫の誕生を心待ちにする優しい義父、という微笑ほほえましい存在のはずなのだが──初対面であれだけ傲ごう慢まんぶりを発揮していた竜人が、果たして本当にそれだけの理由で、ここまで世話好きになるものなのだろうか。

「アーロンと何か取引した？　ブランお義父さん」

　ある日の夕方、神殿の回廊ですれ違った空飛ぶウーパールーパーにふとそう尋ねてみたところ、即座に返答があった。

『勿論だとも。我が子アウリストファーゼが次なる竜帝候補に加わることを条件に、私が持つ知識を全すべて教授すると──ふんっ！　甘いわ、見えぬからと言って若造がいつまでもそう容易たやすく私を捕らえられると思ったら、大間違いだうべしぃいぃっ？』

　二度の風切り音の後、小さな竜はいつものように綺き麗れいな放物線を描いて、回廊に面したちょっとした庭園に吹っ飛んで行った。

　白いワンピース姿の女性が二名ほど、その後をゆったり追いかけて行くのを最後まで見届けることなく、オレはアーロンを連れて彼の部屋へと足早に引き上げ、すぐさま二人会議を粛々と開催したのである。

　あれだけ鬱うつ陶とうしがっていた次期竜帝候補争いとやらに参戦したのは、孕はらんでいると告げられて取り乱したオレのために、そんな交換条件を飲んだからか。

　そう問いかけた言葉への返答は、是Ｙｅｓだった。

「っ……なんだよ、それ……オレ、オレは……オレと子供がアーロンの負担になるなんて……」

　なぜ会議場が寝室のベッドの上なのかという件はツッコミ禁止、と頭の隅で自分に言い聞かせながら唇を噛かんでいると、ふふっと小さく笑う気配に思わず眉まゆを顰ひそめる。

　人が真剣に受け止めているというのに、何を笑ってくれているのだ、この竜人は。

「本当に、こういったことだけは予想通りの反応をしてくれるね、ハルは。君に思い悩んでほしくないから、知らないままでいてくれるなら、それでいいと思っていたのだけれど……」

　柔らかな低い声音でごめんねと呟つぶやきながら、優しい眼まな差ざしの金の瞳でひたとオレを見据えるなか、アーロンはゆっくりと語って聞かせてくれた。

　次期竜帝候補争いに加わったのは、ブラスティブランおフォード義父さんから助言をもらう交換条件ではあったが、それだけが理由ではない、と。

「少しだけ、興味が湧わいたんだ。竜帝となる竜は、その歴代の記憶を受け継ぐというからね。それならあるいは──僕の望みを叶かなえる術すべが見つかるかもしれない、という下心……言うなれば野望みたいなものが、できてね」

「え？　野望……って、アーロンから一番遠そうな言葉だけど、何なんだ？」

　ごく自然に伸ばされた黒に包まれた右手、その指先に耳の辺りの髪を梳すかれながらも小さく首を傾かしげたオレに、目の前の竜人はやけにいい笑みを浮かべてこう言った。

「今はまだ、内緒」

　まるで悪巧みをしているラスボスのような怪しさ満点、でも危険な魅力とでもいうのか、番つがいの欲目なしに見ても、文句なしのカッコ良さにツッコミの言葉すら飲み込んでしまったではないか。

　そうしてオレが固まっているのをいいことに、いつものようにふんわりとした気配を纏まとい直したアーロンがそれに、と言葉を続けた。

　なんでも、次期竜帝候補の中での序列というのは、わりと変動しやすいそうな。

　何よりも優先されるのは子供の数だが、大抵の候補者は一人っ子の親らしい。そりゃなかなか子供ができないのだから、できても一人だけというのは多そうだ。

　ではその次に比較される要素、といえば年齢なのだと。年上から選ばれるのかと思いきや、若い方が優先されるらしい。

　というのも、一度竜帝となった竜は死ぬまで『竜帝』で在り続ける仕組みになっているそうで、若い竜を選んだ方がお勤めの期間も永くなるから、頻繁に代替わりするよりも安定していいのだと。

「だから子供が生まれれば、今は僕が次期竜帝候補筆頭……言うなれば序列一位になるけれど、竜帝である伯父上が存命の間に、僕よりも更に若い竜こが子を生なせば、すぐにまた変動する。煩いあの竜ひともまだまだ番探しを諦あきらめていないし、もしかしたら僕に弟ができるかもしれない。そうなれば、次期竜帝はブラスティフォードで決まりになるだろう。それほどまでに、僕が本当に竜帝になるかどうかは不確かなんだよ」

　だからハルには余計な心配をかけたくはなかったんだ、と呟きながらアーロンは、さらりと口にした。

「伯父上は自分の死期が近いとよくぼやいてはいるけれど、まだ五百年以上は寿命が残っているらしい。だから、ハルには関係ないよ」

「……っ！」

　突き放すようなそれに、胸のどこかが盛大に傷ついた！　と声を上げて被害者ぶろうとしたけれど、オレを見つめるアーロンの視線はただただ優しくて、言葉通りの意味ではないのだと考えるよりも先に理解する。

　そして、すぐにその答え合わせをするように、オレの番は殊更に穏やかな笑みを浮かべてみせた。

「君と過ごす時間を、そんな余計な悩みに割くつもりはない。僕が竜帝になろうがなるまいが、ハルが傍にいてくれるこの時間が一番大切なことに、変わりはないのだから」

　ふわりと包み込まれるようにその腕の中に囚とらわれながら、なんだか少しだけ泣きたくなった。

　アーロンの言う通り、次なる竜帝の決定をこの竜の隣で、オレが見届けることはない。ただの人間のオレではたどり着けない、遠い未来の話なのだから。

　そんな先のことで心煩わせるな、という言い分も理解できる。でも──……。

（それを寂しい、と思ってしまうのは……竜なんていう存在と番になったオレが、調子に乗っているからか……）

　そう少しだけ感傷的になった気分を、意識的に大きく深呼吸をして切り替える。

　この世捨て竜アーロンが、竜帝になるリスクを取ってまで、オレのために心を砕いてくれたのだ。メソッとしている場合ではない。

　オレはオレができることをして、この竜と幸せに生きていかなければいけないのだ。だから、

「アーロン、ありがと……オレ……オレが生きている間は絶対、アーロンのこと退屈なんてさせてやらないからな。子供も無事に……いやまずは卵か？　うん、無事に卵も産む……いや発生まで頑張るし、子育てだってもっと頑張る。三人で仲良し家族になろうな？」

　どことなく湿っぽくなってしまったそんな決意を口にしてみたものの、返ってきた声音はなぜか苦笑を纏っていた。

「えーっと、ハル……その、大変言いにくいのだけれど……竜の幼体こどもというのは、人間の幼おさな子ごと比べると自立心旺おう盛せいというか、孵ふ化かしてわりとすぐにどこかへ行ってしまうというか……いや、帰っては来るのだけれど、それも気ままというか……うーん……」

「……ちょっと待て、なんだその放任主義一直線になりそうな家庭は！　家族団らんは!?　オレがパパだよ～こっちは父上な～とか、わぁ初めて立った！　ひとりで歩いた！　とかのイベントをみんなで一緒に喜んだり、ビデオとかの動画を撮ったりとかは!?」

「………………明日、ブラスティフォードに確認してみるよ。もしかしたら、個体差も大きいかもしれないし……」

　とりあえず自分の記憶を語れ！　とアーロンに詰め寄りながら、オレはまたしばらく、早々に崩れ去った未来予想図に思い悩むのであった。




　　　　＊




　アーロンの神殿に引きこもってから約二ヶ月が経過した頃ころ、オレの生活は過酷を極めていた。

　ずばり敗因は、この異世界における男の妊娠・出産というものを色々と甘く見ていたことだ。

　相手が竜という特殊な種族であれば、妊娠に伴う肉体的な変化──妊婦さんのように大きくお腹なかが出たりだとか、つわりの症状などもない。そのうえ、出産時の陣痛やら何やらの痛みもない。

　そう教えてもらったおかげで不安や動揺が解消された結果、予想以上に楽勝だな！　と確かに心のどこかでは思っていた。

　だからそのツケを今、払わされているのかもしれない。

「ん、ぁっ…やぁ、あっ…！　アーロンっ、ちょ……もっ無理…ひぅっ!?　ふぁ、ぁ！　ぁあっ!?」

　外ではもう太陽が昇りきったのか、いつの間にか眩まぶしいほど明るくなった室内で、オレはベッドの上でシーツを握りしめながら、ひっきりなしに恥ずかしい声を上げ続けていた。

　うつ伏せの状態で腰だけ高くなるように膝ひざをついているのだが、体に力が入らないせいで生まれたての子鹿かというほど、足が震えている。

　そんな体力の消耗もそうだが、何より自分の体の状況の辛さに泣き言を漏らして、最愛の番に助けを求めたというのに。

「ほら頑張って、ハル。まだもっと欲しいって、君の体から伝わってくるよ？」

　無情にもそう、ただ頑張れと励まされた挙げ句、再びゴリュッと生々しい音を体の内側から響かせながら叩たたき込こまれた強烈な快感に、いつものように泣き叫ぶしかなかった。

「やぁぁーー!?　も、もうほんろだめぇえ！　ひぁっ！　ぁっんぅ!?　もッ…おかっ、おかしくなるっ、からぁあッ！」

　体の奥底からぶわっと焼き尽くすような、熱。それが波となって足の爪先や頭の天てつ辺ぺんまで余すことなく飲み込んでいく感覚は、確かに気持ちいいもの……のはず、なのだ。

　だがしかし、それも度が過ぎれば苦痛になるとか知りたくもなかった。

「んぁっあぁ！　ぁ、あ！　い、イって、るの、にぃっ！　やぅんっ…！　また、またっきちゃっ…ひぁあんッ!?」

　達している最中にまたイクとか、もう何度も経験させられたことがあるのに、最近はその深度が違うというか……感度とやらが、不具合バグを起こしているのではなかろうか。

　アーロンの発情期に契った時は、泣くほど気持ちよくて幸せで、これ以上はないほどの充足感に満たされていた。

　それと比べたら、快感だけは遥はるかに今の方が強いと思う。でも、いくら抱かれても満たされない。なんだか、欠乏感がまるで消えないのだ。

　つまり、どれだけ達しても物足りなさがあと一歩残って非常に、気持ち悪い。体も頭も快楽一色に塗りつぶされているはずなのに、こんなことをまだ考えていられるくらい、行為にも溺おぼれきれていない。

　しかしここで重要なのは、それはオレの感覚だけの問題であることだ。体はもう、とうの昔に、限界であります。

　息は切れるし、膝も震えるし、腰も痛い。何よりもうスッキリ満足して、眠りたい。

　それなのに──力が入らないはずの体は、体内に埋められたアーロンをまだまだ離さないとばかりに、きゅうぅっと勝手に食い締めているのだ。

「っ…、ハル、まだ欲しい？」

『ふふ、ナカがまた絡みついてきて……可愛かわいいね？』

「もっ、もぅいいっ！　……って言いたいのにッ…ひぁ、なあっんっ…もっ……もっとぉ…！」

　涙と唾だ液えきでぐちゃぐちゃになった顔でそう叫ぶしかない今のオレ、再びの快楽地獄体験中と言えるのではないだろうか。

　まさかここまで、その……妊娠の影響があるとか思わなかった。甘く見てた、妊夫生活。

　最初の頃は、魔力を全く消費せずに落ち着いた生活をしていれば、三～五日に一度くらいの頻度でムラムラとアーロンが欲しくなっていた。それが今ではほぼ二日に一度、猛烈に欲しくなる始末。

　しかも、一晩で終わらないのだ。実は今回だって、ベッドに横になった時は夕焼けが綺麗な時間だったはずなのに、気がついたら室内は外からの明るい日差しで満たされている。

　さすがにこのままではオレの体力が保もたずに死ぬかも？　とかなりの危機感を抱いたのはアーロンだ。

　それは考えすぎだって、と笑う余裕もなくベッドに日々巣ごもり状態のオレについて、彼は自分の父親と伯父に相談してくれたのだが、そのどちらもが首を傾げるだけだったそうだ。

『竜と契っておるのじゃ、死ぬわけがなかろう。発情期に比べて効果は低いとはいえ、常に我らの体液を摂取している状態なのじゃぞ？　せいぜい気絶するくらいが限度よ。まぁ……それもなかなか厳しかろうが……ハルマっちには「頑張れ」と伝えておくれ』

『ほぅ？　そこまで求めるまでの感覚が短いとは……私の番の時では産み月近くの状態ではないか！　孕はらんでいる期間も目安でしかないとはいえ、それでも早いな。お前たち、普段からヤりすぎなのではないか？　一晩に一体何回──む？　せくはら？　なんだそれは、神子の世界の言葉か？』

『セクハラ』という言葉を嫁さんが習得した経緯は、この際おいておく。別にベッドの中で言葉責めされまくったオレが、泣きながら捨てゼリフ的に言い放ったのがきっかけ、なんてことはない。もう記憶から消したから、そんなことはなかったのだ、うむ。

　なんにせよ、この状態でも死んだりはしないから安心して契ってやれ、と年長者二人からお墨付きを得たアーロンは、オレを気遣いながらもこうして毎回付き合ってくれているのだが……最近、この竜人さん、やけに愉しんでないか？　オレがこんなにひーひー言ってるのに？

　どうにかこうにか今日もまた、過酷な幸せ時間を乗り越えたオレは、心の底から恨み言を口にした。

「ふ、ふこうへーら……この絶倫、底なし、アホりゅぅ……」

「だってハルが『もっとシて、そこ気持ちいい、頭おかしくなっちゃう』って泣きながら感じてくれるから、つい興も乗ってしまうよねぇ。発情薬プレイでも、なかなかそこまで──」

「セクハラ禁止ッ！」

　どこかから夕ゆう陽ひの赤い光が差し込み始めたなか、ベッドに沈み込んで身動き一つすら億おつ劫くうになっているオレに渾こん身しんのツッコミを入れさせるとか、なんという鬼嫁だ。

　きっちり眉まゆを寄せてそう不満を表しながら、隣で肘ひじをついて寝そべるアーロンを見上げた。

　だが、寝室ではおなじみの藍あい色いろの浴衣ゆかたモドキをいつの間にか着込んでいるオレの番つがいは、その柔らかで秀麗な顔にただ満足げな笑みを浮かべて、

「恥ずかしがって口の悪くなるハルも、愛いとしいね」

　などと、恥ずかしげもなく宣のたまった。

　もう至近距離でそんな可愛いこと言うなよ、となぜか思ってしまうくらいには、オレも頭のネジがどこかに飛んで行っているのだろう。

　ようやく色々と満たされて、灰になったように力尽きているというのに、なんとなく胸の鼓動が速くなるじゃないか。

「ぅー……意地悪なアーロンもわりと好きですけど、何か？」

「ぷふっ！」

　珍しく吹き出した嫁様の貴重な笑みを視界に収め、やっぱりこんな時間が好きだなと頭の奥でこっそり思う。

　アーロンはオレと過ごす時間の中で『余計な悩み』は不要だと言ってくれたけれど、それでもやっぱりこの二ヶ月、ひとりで色々と考えることもあった。

　オレたちの寿命のこと、残されている時間のこと、やっぱりオレがアーロンを看取ってやる方が彼の幸せなのではないか、とか。

　オレの中ではどれにも何一つ、未いまだ答えを出せないけれど、こんな風にふたりで過ごしていたら……なんだかもう、どうでもよくなってきたな。

　こんなにもオレを愛しいと言う番が、一緒にいてくれる。オレも一緒にいたいと想おもう。ならば、それが全すべてだ。どうせいつかは独りになるし、独りにさせるんだ。

　それならその日が来るまでは、こうして幸せを堪能していよう。

　そうほわほわした頭で、未来の自分に問題を丸投げすることをぼんやり決めたあたりで、部屋の中に小さく、けれどはっきりと響き渡る鈴のような音が聞こえた。

「あー……誰か用事があるみたいだな？」

「……僕とハルの時間を邪魔するくらいだ。またブラスティフォードの雑事だったりしたら、今度こそ許すわけにはいかないね」

　部屋に籠こもったアーロンを呼ぶ時に使われるその合図に、途端に面倒そうなため息をついて眉み間けんに皺しわを刻んだ後、彼はゆっくりと身を起こす。

　疲労困こん憊ぱいのオレに「このまま眠っていればいいよ」と声をかけてくれるものの、なんだか離れがたくてオレもついて行くことにしたのだが……正確には連れて行ってもらう、でした。そうだよな、自力で歩けるわけがなかった。

　ただ恐ろしいことに、アーロンに抱っこ移動させられるのにも、少々慣れてしまった自分がいる。

　無事に卵が産まれたら絶対自立しよう、物理的に。甘えるのは今が特別な状況だからだ、うん。

　そう自分に言い聞かせている間に、ロングワンピースのような水色の寝間着をズボッと着せられた後、あれよあれよと快適に部屋を移動した先は、壁の一面がガラスのように透明になっている客間のひとつだった。

　扉の脇わきに数名の女官さんが控えるなか、見慣れたラーナさんと相変わらずウーパールーパー姿のお義父さん、そして見知らぬ二人の獣人に出迎えられる。

　犬耳をしたふたりはよく似た精せい悍かんな顔つきの若い男性で、ぱっと見でも血の繋つながりを強く感じさせる。そんな彼らは、この神殿で文官という事務方の人らしい。

　極力オレから目を逸そらしながらアーロンの前に跪ひざまずいた彼らは、やや早口で用件を告げた。

　この神殿が庇ひ護ごする地域に強力な骸霊が現れ、各街の戦力では太た刀ち打うちできそうになく、窮地に陥っている、と。




　今更ながら知った話だが、アーロンを主とするこの蒼月神殿は、十三もの街を庇護下に置いているそうだ。それがどれほどの領域なのかは想像できないが、まぁ広そうだな、というのがオレの第一印象である。

　竜族のなかでは若手だというが、それでも千年近く変わらずにこの地を拠点にしているのだから、庇護を求める街も増えるというものなのだろう。

　だから、その領域内で『竜の礼儀』を果たすのは当然、初めてではないらしい。

「でも、こんなことは初めてだねぇ……アルベーロ、ナザリア、セベステット……中途半端に遠く離れた地点に、三体も同時に出現するかい？」

　キャラメル色をしたソファーに深々と腰掛けたアーロンは、その長い足を組みながら顎あごに手を当て、思案げに金の瞳ひとみを数度瞬く。

　藍色をした浴衣風の寝間着、その胸の合わせ目からチラリと覗のぞく素肌の白さに、隣で生なま唾つばを飲み込みかけたあたりで、オレは持てる自制心を総動員して深刻そうな話に集中することにした。

　いくら疲れているからといって大変そうな事態の時に、ふおぉアーロン色っぽいベッド戻りたい、などと煩悩を優先している場合ではない。いい加減に、この湧わいた頭もそろそろ鎮まってほしいものだ、もう本当に。

　向かいのソファーでピシッと背筋を正して腰掛けている文官さん二人の話によると、まだ暫定ではあるが『特一級』に該当すると思おぼしき、強大な骸霊の存在が神殿の庇護域下で確認された、というのが本題だ。

　そのランクの骸霊は、もしもオレがソロ討伐するなら、絶対確実な退路を確保してからでなければ裸足はだしで逃げ出すレベルである。

　そもそも遭遇するのも大変な超希少レアな骸霊のはずだが、オレはこの二年近くの間になんと三体も討伐したからな……うん、我ながらよく生きてるな、オレ。

「ご命令通り、各街から正式要請が届く前ではありますが、お耳に入れておかねばと」

「夕刻の便でもたらされた情報によりますと、今はまだ三体とも街から離れた場所をうろついているらしく、大きな被害はないようです。運悪く出くわした討伐者デイーラパーティが数名、犠牲になったそうですが」

　よく似た声音でそう語る犬耳お兄さんたちの言葉に、主たる竜人はため息交じりに呟つぶやく。

「竜の礼儀に則のつとって、僕が行くしかないか。……念のために聞きますけど、ブラスティフォード。貴方に代わりをお願いできたりしませんか？」

『は？　お前の庇護域だ、私が手を出す義理はない。それに見ろ、この可か憐れんで愛らしく幼いたい気けな姿を！　むしろ私の領域で何かあれば、お前に面倒を見てもらわねばな』

　今の今まで気配もなかったブランお義父さんは、部屋の奥にある止まり木のような黒いオブジェに寝そべりながら、横に立つ女官さんからクッキーを口に入れてもらっていた。

　いいなオレも餌付けしてみたい、とつい思ってしまった横で、アーロンが苛いら立だたしげに小さく咳せき払ばらいをする。

　そうして件の骸霊たちについて、「自分が対処する」と文官さんたちに告げたのだった。

　深々と頭を下げて部屋を退出していった犬耳兄弟を見送った後、いまだ何か考え中らしきアーロンにオレはそっと声をかけた。

「オレも、一緒に行こうか？」

「冗談」

「御冗談を」

『うむ、私と共に一体片付けるか？　はっは……冗談に決まっているだろう』

　アーロン、ラーナさん、ブランお義父さんにまで即答されたオレ、ですよねーとごまかし笑いをするしかない。

　そりゃな、今は魔力消費にも気を遣う状態だし、何より多少は弱体化しているのだから仕方ない。

　普通に精霊魔法が使えるならば、最強装備が手元に戻ったこともあり、充分戦力になれる自信はあるのだが。

　でもなぁ、三体だろ？　それぞれ距離の離れた場所にいるみたいだし、一体一体片付けようとしたら、出向くだけでも時間がかかるんじゃないのか？　その間にどこかの街が壊滅──なんて話になったら、嫌なんだけどな……。

　それがアーロンの街、いや、この優しい竜が守ってきた街なら尚なお更さらだ。

　かといって、強敵相手に今のオレでは足を引っ張るだけだろうから、同行しない方が遥はるかにマシであろう。オレに気を取られた嫁様が怪け我がでもしたら、それこそ元も子もない。

　この世界の最強種なのだからアーロンの勝利を疑っているわけでもないが、もし強力な骸霊複数体を一度に相手することになっても、大丈夫なのだろうか？　アーロンの本気戦闘なんて今まで見たことがないから、余計に気にかかるというか。

「ふふ……ハル、その顔はきっと僕を心配してくれているのかな？」

「心配、ではない。第一級討伐者たるもの、常に最悪の状況を想定して対策を考えているまでよ」

　少し芝居がかった口調でそう軽く応こたえてみたものの、オレの内心など、他ならぬ番にはどうやらお見通しだったらしく……。

「ありがとう、でもそれは無用だよ。僕が考え込んでいたから、不安にさせたかな？」

　膝ひざに置いていたオレの手を取ったアーロンは、流れるように自然な所作でそれを自分の口元に運ぶと、指先にそっと唇を落とす。

　うん、どこの騎士様だ？　オレの思考をどれだけ停止させれば気が済むんだ？　今からベッドに戻るか？　疲れてるし眠気もあるけど、もう一回くらいなら──ってだから正気を保て、オレ。

「別に勝敗を気にしているわけではないよ。骸霊など、どうせ竜僕の敵ではないから。ただ、距離がね……転移魔法は消耗が激しいから使いたくない、かといって飛んで行くには少し時間がかかる。三箇所を回るとなると、丸一日は神殿を空けてしまう……こんな状態のハルを、長い間ひとりにしてしまうのは申し訳なくて──いいや、本当は僕が離れたくないだけ、だね」

　柔らかく細められた金の瞳の中に映る自分と目を合わせながら、世界で一番愛してる男から、極上の低音でそんなことをしっとり囁ささやかれてみろ。

　ぷしゅぅぅ、とオレの顔から湯気が上がった音がしても何らおかしくないだろう、切せつに幻覚であってほしいが。

　なんだよ離れたくないから出張行きたくないとか、どこの新婚さんだいい加減にしろ、離したくなくなるだろうが。

　でもオレたちってまだまだ新婚さんだよな？　そもそも出会ってから約二ヶ月で番つがった、つまり結婚したわけだし──ん？　となると、ちょっと待て。その一ヶ月後にはもうオメデタなわけで……おいおい、今更だけどなんだかオレの人生ハイスピードだな!?　もう笑うしかないだろこんなの。ふははははは！

『ええい、相変わらず見せつけおって……今に見ておくがいい、この私とてまだまだ番の一人や二人……ふむ、そこの女官長、竜の番に興味はないか？』

「昨日きのうもお断りいたしました。そんなことよりも君様、お留守の間は神子様のお世話はどのようにいたしましょう？」

　慣れたようにお義父さんの戯言をばっさり切り捨てたラーナさんの声で、我に返ったオレ。とりあえず、おとなしく留守番しておくことを二つ返事で了承したのは当然だろう。

　なんだかアーロンに上手うまく転がされたような気もするが、まぁいいさ。

　それから一度も自室に戻ることなく、魔法でぱっと服を着替えたアーロンは、名残なごり惜しげにオレを抱きしめながら最後に言った。

「ここなら絶対に安全だから、ハルは何も心配せずに待っていてほしい。すぐに終わらせてくるよ」

　その言葉に頷うなずきながら、アーロンこそ油断して怪我なんてするなよ、とオレは笑って返した。

（なんだか懐かしいな……最初にここへ連れて来られた時も、『神殿ここなら安全だから』って、しつこいくらいに言われてたっけ）

　あの時は『脱出一択』と考えて迷わず実行したというのに、今では自分の意志でこの竜がいる、戻ってくる場所に、留とどまるのか。

　それがなんだか少し気恥ずかしくて、胸の奥がじわりと温かくなるのは、多分もうここが──。




「──うん、オレはちゃんとここで、待ってるよ。『家いえ』で、待ってる」




　温かい腕の中で思わずそう口にしてしまったものだから、しばらく無言だったアーロンに唐突に抱き上げられた後、その足が寝室に戻ろうとするのを止めるのは大変だった。

　名残惜しげに何度も出発をしぶる番つがいを「早く行って来い！」と、最終的に部屋から蹴けり出した頃ころには、空はすっかり夕暮れから宵よい闇やみに変わっていたのだった。

　そして明くる日、アーロンのいない神殿に、招かれざる客が訪れた。








５．対竜戦






　アーロンのいない夜なんて、一体いつ以来だろうか。

　広い広いベッドへひとり横になりながら、微妙に誤ご魔ま化かしきれない寂しさにゴロリと寝返りをうち、これは寝つくのに相当時間がかかりそうだ……なんて、少しだけ憂ゆう鬱うつな気分で目を閉じた。はず、だったのだ。

「なんと気がついたら朝でさ？　めちゃくちゃゆっくり眠れたんだけど、もしかしてあのベッドには安眠魔法でも掛かってたのかな？」

「さぁ……そのようなお話は伺ったことがございませんが、君様のことです。神子様のために何らかの秘儀を施されたのやも……」

『いやいや、単に番殿の寝つきが良かっただけだろう。夕べに比べて肌はだ艶つやも良いし、久方ぶりにようやくゆっくり眠らせてもらえたか。アウリストファーゼめ、あれだけ孕はらんでいる番に手を出しすぎるな、と私からも忠告してやったというのに。まったく、若造が調子に乗ると相手をする方も苦労をするな？　はっはっは』

　だ・か・らぁ～！　朝から際どい話題を出すなっての！　そう視線だけで抗議をしつつ、オレは今日も美味おいしい朝食にありついていた。

　コース料理もかくやの種類と量の皿が並べられた、深緑のテーブルクロスを纏まとう丸テーブル。

　その横には、大皿料理を小皿にせっせと取り分けてくれるラーナさんに、直接テーブルの上にちょこんと腰を下ろしている可愛かわいらしいウーパールーパーモドキが一緒にいる。

　そのおかげもあってか、アーロンのことを必要以上に心配することもなく、至って平静に朝の時間を過ごせているわけだ。

　ただ、こうしてオレがアーロンの私室ではなく、ブランお義父さんと一緒に客間の一つで朝食を取っているのは、驚いたことにこのミニ竜の気遣いなのであった。

　番が不在で心細くも退屈であろう、話し相手になってやるからありがたく思うがいい。そんな伝言を起き抜けにラーナさんから聞いた時には、軽く吹き出してしまったが。もしかして竜族とは、過保護化する種族なのだろうか？

　しかもなんやかんやでこの義父ひと、意外に面倒見が良いのだ。

　この二ヶ月、特に最近は不本意ながらベッドの住人になることが多く、色々とストレスの溜たまっていたオレを相手に、神殿の庭園で一緒に鬼ごっこをしてくれたり、軽い精霊魔法の試し打ち、その的にさえなってくれた。

　ちなみにアーロンは、オレが転んだり何かあった時のために、と傍にいるだけで、その遊びには不参加だったな。

　まぁ、自分の息子を次期竜帝候補、しかもその筆頭に据えることができそうなのだから、番であるオレのこともそこそこ気にかけてくれているのだろう。

　それでもいまだに近づきすぎるとさりげなく距離を取られるのは、オレの渾こん身しんの一撃を忘れていないからか。

　この丸々太った猫くらいの幼児体型ウーパールーパー姿から、あのムカつく舞台俳優ばりのイケメン竜人姿に戻る前に、なんとかこのミニ竜を好きなだけ抱き上げる術はないものか。

　嫁様のいぬ間にそうこっそり策謀を企くわだてながら、皿の上を綺き麗れいに彩っていた朝食を黙々と口に運んでいた時だ。

『それにしても、まだ食うのか……番殿の胃袋は一体どうなっているのだ。飢えた精霊でもあるまいし──ん？　誰だ？』

　自分の体の半分ほどはある大きなパンを両手で抱え、ちまちまと齧かじりついていたお義父さんがぼやくように呟く。だがその言葉の途中で、魚のヒレのような金色の耳をパサリと大きく広げながら、ふと首を伸ばすようにして頭を上げたのだ。

　なんだか気になる言葉ワードが出たぞ、とつい素早く反応したオレは、皿に残ったローストビーフに似た薄切りの真っ白な肉、その最後の一切れを口に入れる前に思わず尋ねてしまっていた。

「え？　精霊って腹減る──」

　オレのアホ。どうしてフォークに刺したまま、お義父さんの方を見てしまったのだ。なぜ、きちんと口の中に確保しておかなかったのか。

　そう後悔したのは、突如響いたドンッという鈍い音と共に、廊下側から弾はじけ飛ぶように室内を舞った扉の残ざん骸がいを、間一髪のところで避けた後だった。

　なお咄とつ嗟さにラーナさんの腕とお義父さんの尻尾しつぽを引ひっ掴つかみ、二人とも無傷で床に避難させたオレ。さすがのファインプレーだと、自分自身を褒め称たたえることも忘れない。

「……っげほ！　何事です!?」

『ほぉ、これは面倒な……ちっ、しばらくそこを借りるぞ、番殿』

　ラーナさんは咳せき込みながらも機敏な動作で立ち上がり、オレを庇かばうようにして部屋の入口に向き直る。

　小声で悪態をついたお義父さんは、オレに外がい套とうのフードを頭まで被かぶせるとすぐさま首元に後ろから巻き付いてきて、その僅わずかな空間に身を隠した。

　いやいやそれ、バレバレなんじゃ──とちらりと見下ろしてみると、なんと小さな竜は瞬く間に透明な姿になっていくではないか。ただ重みが、ちょっと……邪魔なんですが。

　朝食だったはずの物が散らばる床に片かた膝ひざをついたまま、そんな状況をざっと確認しているところへ軽やかな靴音と共に、奏でるような凛りんとしたボーイソプラノが部屋の外から響いてくる。

「失礼、ボクはタルタリュクス。いくら待ってもアウリストファーゼから色好よい返事をもらえないから、直接会いに来てあげたよ」

　破壊された扉の向こうから、慌てふためく人の喧けん騒そうが遠くに聞こえるなか、そう朗らかな微笑を纏って現れたのは、絶世の美少年だった。

　陶器のように色素の薄い白い肌、明るい翡ひ翠すい色のくるりとした大きな瞳ひとみ、癖のないさらさらな銀の髪は俗に言うオカッパ頭なのに、なぜかとてもスタイリッシュに映る。

　オレよりも小柄で細身なその少年は、ただ単に道端で出くわしただけであれば、天使かな？　という第一印象間違いなしで、外見年齢だと中学一、二年生あたりだろうか。

　まぁ、その銀の頭から生えた茶色の鹿っぽい角と、魚のヒレに似た半透明な桜色の耳が、天使じゃないよと雄弁に証言してくれているのだが。

「ッ、白しろ銀がねの君がなぜこちらに……いくら竜の君であろうと、このような非礼は褒められたものではございません。蒼月の君がご不在である以上、今はどうぞ、お引取りを」

　袖そで元もとや胸元にレースのフリルがあしらわれた、淡い黄色の可愛らしい貴族風衣装を身に纏った竜人は、オレたちから５ｍくらいの距離で足を止め、その頬ほおを小さく膨らませると不満げに言い募った。

「女官ごときがボクに指図しないでよ。だいたい、アウリストファーゼがさっさと番を連れて来てくれないから、こうして出向くことになったんじゃないか。祝宴をしてやるって、このボクが申し出てるんだよ？　どうして来ないの？　──殺そうとしてたの、バレちゃったのかな？」

「……」

　愉しげに見下すような声音で紡がれた不穏な言葉に、オレからは背中しか見えないラーナさんの体に緊張が走ったのは、ありありとわかった。キツネさんの三本尻尾が、ブワッと音を立てて一気に逆立ったし。

　ただ、そのあたりでオレも色々と限界を迎えかけていたのは認める。

　ゆっくりと立ち上がり、ラーナさんの陰から一歩横へと足を進めれば、そこで初めて安っぽい翡翠色の瞳と視線が絡む。

　その途端に、嬉うれしげに口元を釣り上げた少年は言った。

「君がアウリストファーゼの番？　はじめまして、そしてさようなら」
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「上等だこのアホ、《屋外追放表に出ろ》」

　白銀の君、と呼ばれた少年が綺麗に微笑ほほえみながらオレに向けて右腕を伸ばしたのと、オレが腰元から愛用の杖つえを抜き放ったのは……はっきり言って、オレの方が少し早かった。

　何を隠そう！　アーロンが不在となった昨夜の時点から今までずっと！　オレはあの最高装備一式に身を包んでいたのだ！

　留守番をしている以上、不測の事態に備えるのは基本だからな。どこかの宿屋で見知らぬ竜人に部屋まで押し入られた教訓は、忘れていない。やはり危機管理こそ、異世界で最も大切なことなのではなかろうか！　……なお手袋だけは寝室で留守番しているが、大勢に影響はないからいいのだ！

　え？　というようにまん丸く見開かれた翡翠の瞳にできるだけ余裕たっぷりに笑いかけながら、オレは白い杖の先端で輝く、どす黒い宝珠から放たれた魔力弾を見送った。

　その直後、ズッガァァーーーン!!　という砲弾でも撃ち込んだようなド派手な音を立てて、アーロンの神殿は小さく揺れた。

「よし、ふっ飛ばし大成功。ラーナさん、怪け我がはない？」

　白煙が盛大に舞うなか、壁に空いた大穴の向こうには庭園の方向へと宙を吹き飛ぶ小柄な人影が──うむ、我ながら幼児向けアニメでのお約束のような、完かん璧ぺきなふっ飛ばしぶりだ。

　そう満足しながら、先ほどの衝撃で尻しりもちをついてしまっているキツネお姉さんの手を取って助け起こしていると、オレのフードの中で焦ったように呼びかける声が上がる。

『お、おまっ、おい、やりすぎではないか!?　私もアヤツには警戒していたが、もしも冗談だったらどうするのだ……』

　その言葉につい鼻で笑ってしまいながら、手に持った杖の感触を確かめるように握り直す。

　だからこれでも、こちとら第一級討伐者デイーラだっての。いくらお綺麗に微笑んでみせようとも、純然たる殺意が潜む視線なんて、すぐにわかる。それはとても、骸霊と似通っているのだから。

　というわけで、背筋を伝う冷や汗には気づかないふりをして、最悪、竜殺しの称号をゲットするつもりで頭を切り替える。

　こんなことなら、あの最後の肉の一口をどうしても食べておきたかった……！

　でもなぁ……ここなら安全だって言ったの、誰だれだっけ？　ここにいれば、どんな『人間』だって手を出せない、という言葉を売り文句にしていた人が……。




『襲撃できるとしたら竜くらいなもので、それだってありえない──』




「……うーわぁ……まさかあれ、フラグだったのかよ……」

　かつてアーロンから語られたセリフが奇跡的に脳裏に蘇よみがえった結果、オレの口から出てきた感想はその一言しかなかった。

　こんなフラグ管理なんて、できるわけがないだろ。そもそもなんでオレが、見知らぬ竜人に命を狙ねらわれてるわけ？　うん、オレの冴さえ渡る頭はちゃんと結論を出せていると思う。

　これ、もしかしなくても次期竜帝候補関連のいざこざかな、って。
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　鼻をつく青臭い匂においと、ひらりと顔に舞い落ちてきた赤色の花弁。

　タルタリュクスという若き竜は、そこでようやく僅かばかりでも意識を失っていたことと、庭木と思しき茂みの中に背中から倒れ込んでいることを自覚した。

「──うそ」

　薄紅色の小さな唇から呆ぼう然ぜんと零こぼれたその一声は、この状況を理解することを本能で拒んだからかもしれない。

　いくら竜族の末席に近い若輩者だとはいえ、この自分が人間如ごときの──しかもそのなかで最も脆ぜい弱じやくな存在とされる『神子』に、こんな反撃を受けるなどありえない、と。

　しかし、放心状態のまま身を起こした小柄な竜人にかけられた声は、その神子のものであった。

「へぇ、さすが竜人。あれだけ綺麗に吹っ飛んでも、怪我一つないのか。オレこつちの理由で手加減してみたんだけど、全力の方が良かったか？」

「ッおまえ……！」

　全すべてを白で揃そろえた衣装に身を包む見るからに華きや奢しやな人間は、建物を背にして離れた場所に佇たたずんでいる。

　目深に被ったフードから覗のぞくその顔は、竜たる存在から襲撃を受けたことを一体どう捉とらえているのか、不敵にも笑っているではないか。今この瞬間にも自分が僅かな力を振るうだけで、いとも簡単に殺せるというのに。

　その優位性を疑うことがないからこそ、強つわ者ものの余裕を保つことを思い出したタルタリュクスは、怒りで歪ゆがみかけた顔を寸前のところで微笑みに変えた。

　そうしてゆっくりと立ち上がりながら、もう一度この神子を、あのアウリストファーゼの『番つがい』を観察する。

　黒髪が僅かにかかる若々しい顔は、印象的な黒い瞳を始め、不思議と愛らしくも秀麗に見え、確かに好ましい……気がする。

　自分に仕える人間たちに調べさせ、彼かの竜の番が『神子』でありながらも、討伐者として名を上げていることは知っていた。だが所しよ詮せん、人間の尺度における強者など、竜にとっては等しく弱者でしかないはずだ。

　だというのに、いくら手を抜いていたとはいえ竜人たる自分の一撃を防ぎ、あまつさえ反撃してみせたその豪胆さには、目を瞠みはらざるを得ない。

　だからそれが余計に、腹立たしい。

　そんな苛いら立だちを竜の矜きよう持じのためにも顔に出さぬよう、どうにか飲み込もうとしているタルタリュクスへ再び、神子が呼びかけた。まるで同じ人間に対するかのように、一切の恐れも怯おびえも見せずに。

「それで、どうする？　そっちはオレを殺したいみたいだけど、今なら冗談で済ませてやってもいいぞ。手荒い結婚……婚こん姻いん祝いってことで」

　その言葉の一つが、実は大層な地雷であったことを知るのは、白いフードの内側で「あ」と小さく零こぼした、透明な重みだけであった。

「…………婚姻──ね。そう、婚姻……アウリストファーゼと……ふ、ふふ……そのうえ孕はらんだ、なんて……ふふ……決めた。最初はちょっと脅すついでに攫さらって、孕んだ核が魔力不足で死んだ後にでも帰してやろうと思ったけど、もういいや。やっぱり死んで？」

　そう口にして初めて、タルタリュクスは自分の望みを正確に把握したといえる。

　なぜなら、最初はただの──小さな嫌がらせのつもりだったからだ。

　アウリストファーゼをその神殿すみかから引き離している間に、少しだけ、その大切な大切な番とやらを隠してやろうかと。

　だって昔から、あの竜は常々口にしていた。次期竜帝候補の争いになど興味はない、番も要らない、全て煩わしい、と。

　竜族全体の中では比較的歳としの近いアウリストファーゼが、それも当代竜帝の甥おいがそんな様子なのだから、他の竜たちから何とか次代を、と自分が期待されるようになったのは自然な流れだった。

　まだ若輩者の身ではその期待を無下にすることはできず、自分が竜帝となるのも悪くはないと言い聞かせながら、ここ数百年の間、手を尽くして番を探し続けてきた。なのに──。

「人があくせく番を探し回っているというのに、自分はあっさり見つけた挙げ句、子までさっさと孕ませるとか……そのうえ今更、次期竜帝候補に名乗り出るなんて……調子に乗りすぎなんじゃない？」

　そんな言葉と共に、隠すことをやめた苛立ちを魔力に乗せて解き放てば、脆弱な人間など腰を抜かしてすぐに泣いて詫わびるに決まっている。そう、若き竜人は確信していた。

　そうしてこの無礼な人間に無様な命いのち乞ごいをさせた後、どこか遠くにでも連れ去り、結界にでも閉じ込めてしまえばいい。アウリストファーゼが見つけ出すまでに時間がかかれば、神子自身も死ぬかもしれないが、構うものか。どうせあの竜のことだ、百年もすればこんな神子のことなど忘れるに決まっている。

　だから、今ここで殺してしまいたい衝動を抑える代わりに、少し甚いた振ぶるくらいはいいだろう。予想以上にアウリストファーゼの動きが早かったことだけは意外だったが、時間ならまだある。

　そのために骨を折って各地から集めた面倒な骸霊を、この神殿の庇ひ護ご域内にばらまいたのだし。

　そう思い直したタルタリュクスは、外見年齢に似合わず、酷薄じみた笑みをその口元に刻む。だが次の瞬間、彼はまた、その明るい翡翠の瞳を見開くこととなった。

　突風となって神子へと吹き荒れた魔力の中で、陽光を照り返すように輝く白い服を靡なびかせながら、ソレは全く臆おくすることもなく、いまだ涼しい顔をして佇んでいたのだ。

　ただし、その黒い瞳には見間違えることのない、剣けん呑のんな光が宿り……。

「よーくわかった。なら、オレも殺す気でいく。後悔すんなよ？　この──『雑魚ざぁーこ』」

　竜にとっての最大級の侮ぶ蔑べつの言葉を、そうはっきりと言い放った。

　そして始まったのは、壮大な鬼ごっこである。




「はははは！　よーく狙えよこのザーコ！　当たってねぇよッ！」

「このッ!?　またそんなッ！　ぁああぁぁあもう死ね！　死ねよお前ぇぇぇ!!」

「はいカウンター頂きましたッ！」

「みぎゃっ!?　～～ッッ！」

　つい先日、やっと修復が終わったばかりの庭園をズタボロに破壊し、神殿の外に広がる森の中へと場所を移しながら、竜人と人間の怒声による二重奏は流れ続ける。

　その最中に泣き言を漏らしたのは、竜の方であった。

「～～～っもぉおお!?　お前、お前なんなんだよ！　このっ……化け物ッ！」

　竜魔法による攻撃を幾度も躱かわされる、だけでなく、時折弾き返してくる白い人影。

　それは本当に人間なのかと疑うほどに、機敏な動きで森の中を走破していくのだ。全力でその後を追っているというのに、全く距離が縮まらない。

　人間ならばすぐに体力も尽きるはずなのに、一向に移動速度が落ちることもなく、森の奥へ奥へと逃げ込まれていく。

　もう神子の魔力を覚えた以上、簡単に見失うことはないとはいえ、竜たる自分が人間如きに後れを取ったなどと同族に知られることがあれば、一体どれほどの屈辱だろうか。

　今も神子からの反撃が顔面に当たり、さほど痛さはないとはいえ、その衝撃に視界が赤く染まるような恥辱を感じているというのに。

　そう焦ったタルタリュクスが、また力任せに撃ち出した魔法──赤い矢のような光が背後に迫るのを振り返ることなく察知した逃走者は、短く告げる。

「はい次、カウンター！」

『なっ、ちょ、えぇい！　竜使いが荒いぞ番殿！』

「だってオレが全部相手したら、すぐ魔力減るし？　でも小さくても頼りになるお義父さん、すごい！　さすが！　よっ、アーロン父！」

『はっはっは！　この程度当然だな！　よっし、どんどん来い！　若造ごときの竜魔法など、この私が全て捌さばいてくれる！』

「……ヤバイこの便利装備、手放したくないかも……」

　最後はそう小声で呟つぶやきながらも、この異世界でそれなりに場数を踏んでいる自称『凄すご腕うでを超えた類たぐい稀まれな精霊魔法の使い手にして第一級討伐者』は、内心僅わずかに迷っていた。

　本当にこのまま、あのお馬鹿っぽい竜人を殺してもいいものか、と。




　　　　＊　＊　＊




　本日も晴天なり。

　白い雲がまばらに浮かぶ、抜けるような青い空の下、図はからずも森林浴をしながら薄っすらかいた汗のなんと心地良いことか。

　最近の運動量についてはまぁ……足りに足りてはいたが、当然ほぼほぼ室内だったし、こんな天気のいい日に外で汗をかくのは久しぶりだ。

　なお、あちこち虫食い穴が空いたように大地が抉えぐれていたり、真新しい倒木がそこかしこにあったり、どことなく焦げ臭い匂いまで漂っているが、気にしない気にしない。

「ほん、っとに……おまっ、なん……なんっ……！　ぐすっ…！」

　そう泣き声混じりに悪態をつこうとして、鼻をすする美少年のことも当然気にしない。というわけにはいかないので、オレは清すが々すがしい気持ちのまま仕方なく、しばらくそれを観察していた。

　木々が生い茂る森の中でテニスコートほどの開けた空間、そこはつい先ほどまで青々とした背丈の短い草むらに覆われていたのだが、今はその草地全体が沼地になっている。

　その中心には、ぬかるんだ地面に腰から下が埋まり、どうにか抜け出そうとジタバタもがいている半泣きの竜人が一人。

　天使代表のような顔も、綺き麗れいに整っていた白銀のオカッパ頭も、フリルがオシャレで華やかな衣装も、全てを泥塗まみれにして足あ掻がいているのだが、そろそろそれは無駄な努力だと教えてやるべきだろうか。

　大木から張り出した太い枝の上に立ち、高い位置から悠々と泥んこ竜人を見下ろしていたオレは、そこでようやく声をかけることにした。

「おーい、タルタ……タルリュ、タルタルソース君。わかっているとは思うけどその魔法罠わな、封印属性マシマシに込めてるから、ちょっとやそっとじゃ抜け出せないぞー。でも早く脱出しないと、顔まで沈むぞ～？　泥遊びを充分楽しむのもいいけどさぁ、さっさと休憩切り上げたらぁあ？　それともぉ、今そこに攻撃魔法ぶちこまれたいのかなぁ～～？」

　む、いかん。オレとしたことが、つい心のままに煽あおってしまったではないか。だめだな、魔力を消費するにつれて、少しずつ欲求不満が強くなってきているのか、なんとなく苛いらついて……違う、なんでもない、オレは普通、平常心平常心と。

「～～っこのっ……人間如きが調子に乗るなよッ!?　それと！　ボクの名前はタルタリュクスだッ！」

　キッと鋭い目つきで睨にらみあげてくる、泥だらけの美少年竜人。それから意識を逸そらすことなく、魔力回復も兼ねて休憩中であるオレも、実は真ま面じ目めに考え中なのだ。

　ラーナさんを始めとする神殿の人たちを巻き込まないよう、こうして戦闘場所を移すことには成功した。万が一、誰かが人質にでも取られたりしたら厄介だったしな。

　森の中をただ逃げ回っているだけ、と見せかけて作戦通り罠に嵌はめることもできたが、これはひとえにオレの最強装備に仲間入りした、生ける超希少装備のおかげでもある。

　その名も、自動反撃装備オトーサン。

　やれ弱体化しているだの、こんな体でまともに戦えるか、などと小言も多かったわりには、かなりいい仕事をしてくれたのが、この透明マフラー推定８キロさんなのだ。

　現在進行形で、オレの首と肩へ地味にダメージが蓄積されていくのを除けば、もう手放したくないくらいの便利さである。

『なぁ番殿、これからどうする？　これだけ時間を稼いだのだ、アウリストファーゼへも既に一報は届いておろう。できれば……腕か足か尻尾しつぽの一本で、落とし所をだな……』

　そうヒソヒソとオレにだけ聞こえる小声で問いかけてくる、ブランお義父さん。彼に言われるまでもなく迷っているのはそれだ、それ。

　この泥まみれ坊っちゃんが散々オレを狙ねらって撃ち込んでくれた魔法は、普通の人間にとっては殺傷力有り余るものだ。相手がオレでなければ、簡単にこいつの望み通りの展開になっていただろう。

　だから「もう悪さするなよ」と簡単に許せる範囲ではない……のだが……。

「確かにそうなんだけど……馬鹿すぎて哀れみの方が強いわー……いやホント」

「くそっ、なんでこれッ……っ何!?　何か言った!?　この期に及んでまだボクを愚ぐ弄ろうするとでも!?」

　おっと、心の声が正直に口から漏れていたか。まぁいいや、この際だし休憩の時間稼ぎも兼ねてトークタイムといこうではないか。

　まぁ、始めるのはダメ出し講座なんだけど。

「だってさぁ、タルタル君。超類稀な精霊魔法の使い手であるこのオレが相手なのに、なんでお前は馬鹿正直に攻撃魔法一択だったわけ？　封印魔法も混ぜてこないどころか、ろくすっぽ移動妨害もせず、おとなしく後ろをついてくるだけなんて、逃げられたらただ捕まえたくなるワンコ本能でもあるのか？」

「なっ、え!?」

「オレが移動しながら、ちょっとずつ魔法罠を作っていたのにも全然気づいてなかったし？　まぁそれはただ逃げているだけ、と思い込ませたオレの圧倒的演技力と緻ち密みつな計算が為なせる業だから仕方もないか、うむ」

「……は？」

「は？　じゃない。大体こんなことして、アーロンがブチギレたらどうするんだ？　竜族同士の争いって何のお咎とがめもないのか？　竜本人……いや本竜？　まぁいいや、そっちじゃなくてその番つがいの方を狙って闇やみ討うちしてくるような奴やつが、次期竜帝に選ばれやすかったりするのか？」

「っボクならそんなの関係ない……！　お前が死んでも、ボクが番を見つけて子を生なせばいいだけだ！」

　えぇー竜族って一体どんな倫理観で生きてるんだよ、と一瞬だけ視線を首元にやれば、微妙に輪郭が見える透明なウーパールーパーモドキが、必死に首をブンブン横に振っていた。ということは今の回答は、この美少年竜人君の超個人的見解ということか。

『すまん、アレは昔から甘やかされて育ったのだ。これを機に、おそらくきつい仕置きが──』

　自分の失態でもないのに、彼にしては珍しく謝罪の言葉を口にした小さなマフラー竜。なんだかお義父さんらしくないぞ？　とそれに内心で首を傾かしげた時だ。

　ぶわり、と今までの比ではない強烈な魔力が、泥沼の中心から強風となって吹き付けてきた。

「──ッ！」

　瞬時に背筋が粟あわ立だつような悪寒を覚えるなか、首元の便利装備が吹き飛ばされないよう咄とつ嗟さに押さえながら見据えた先では、泥の中で体自体が薄く発光している竜人が呟いていた。

　まるで、自分自身に言い聞かせているように。

「そうだよ、お前が死ねば全部元通りだ……アウリストファーゼは番なんて欲しがらないし、ボクが子を生せばその後は自由……だから同じ竜族でも一緒にいられるって……そう言ってたのに、なのに、あっさりこんな人間と番つがうなんて……」

　ビキッという音と共に、見た目も中身も沼地だがれっきとした魔法罠が、その中心から蜘く蛛もの巣すが張るようにひび割れていくなか、ボソッと耳元で声がした。

『あの雑ざ魚こが……これはやりすぎだ。竜たるものが人間を相手に──』

　静かに低く、それでいて侮蔑の感情がありありと滲にじむその声音が全すべて言葉となる前に、悲鳴のような甲高い少年の叫び声が迸ほとばしった。

「やっぱりお前が死ねばいいんだッ！」

　直後、泥沼が大地から剥はがれるように宙へとバラバラになって弾け飛ぶ。その中で、眩まばゆいほどに一瞬だけ輝いた小柄な人影が、消える。

　そして代わりに目の前に現れたのは、白銀の──って、マジ？

『人間相手に竜体としての力を振るうなど、竜の誇りを穢けがす気か!!　タルタリュクス!!』

「……ちょっと待った、ほんと待って？　それでいいのか!?」

『なんだ番殿!?　油断するな、竜が最も力を発揮できるのは竜体である時なのだ！　いくら番殿であろうと、今のタルタリュクス相手では分が悪い！　早く逃げ──』

「いや、だからさ！　この場面で変身した竜がっ────タツノオトシゴって、それはないだろぉおぉ!?」

『は、はぁぁああぁぁ!?　!?』

　透明化を止やめ、オレの前へと飛び出したウーパールーパーモドキが羽を広げたまま、あんぐりと口を開ける。その向こうには、乾いた剥むき出だしの大地に足をつけた白銀の巨大なタツノオトシゴがいた。

　いや、足があるのだから正確にはタツノオトシゴの顔をした恐竜……そうＴ−レックス、ティラノサウルスっぽい何かだ。大きさも多分、それくらいあるだろう。映画で見たことがあるから、オレ知ってる。

　でも顔が、タツノオトシゴ！　なんかもう全部台無しになる絵面なんだよ！

『えぇい、これだけは嫌だったのだが最後の手段だ！　すぅっ……────!!』

　苛いら立だたしげに空中で地団駄を踏んだお義父さんが、そう言って大きく息を吸い込んだ後、空に向かって吠ほえるような仕草をした。が、オレには何も聞こえない。

　ただ、その向こうで同じように大きく口を開く白銀の『竜』は、間違いなくヤバイと感じた。……待て待て、だから口がワニみたいに開くタツノオトシゴなんて嫌だ！　可愛かわいくないぞ!?

　急いで目の前のウーパールーパーを引ひっ掴つかんで、背中へと放る。行き先を見送る余裕はないが、オレの後ろにいれば大丈夫だろう。

　そうこうしている間にも、上下にカパッと開いた白銀竜の大口から放たれる、壁のような炎の塊。

　その大きさと熱気に頬ほおが引きつったのは、いくらなんでも真正面からぶつかるのだけは遠慮したい威力に思えたからだ。

　でも──手の中にある杖つえは、異世界で生き抜いてきた日々の集大成は、決してオレを裏切らない。

「《一いつ閃せん》！」

　精霊が見えずとも適当に叫んだ言葉トリガーによって即座に杖から生み出された魔法は、巨大な黒刃となって炎の壁を切り裂き、その向こうにいる『敵』を屠ほふるべく襲いかかっていく。

　見開かれた大きな明るい翡ひ翠すいの瞳ひとみが散った炎の向こうに見えて、思わず嗤わらってやりたくなった。

「言っただろ、殺す気でいくって」

　この世界でオレが手に入れたものは、なにも精霊魔法だけではない。アーロンという竜の番の他にも、得ていたものだってある。

　それは一言で言えば、命のやり取りへの慣れ、だ。

　相手が骸霊だろうが、竜人だろうが、竜体の竜だろうが、オレがやることは変わらない。全力でぶつかって、だめなら────トンズラだ！







　今思うと、もしかしてオレの嫁様は、竜族の中でも強い方なのではなかろうか。

　全ての事の発端となったあの日、宿屋に戻って来たオレを華麗にあっさり無力化した挙げ句、悠々と尻しりまで撫なでてくれやがったのだから。

　しかもどこで情報を手に入れたのか、オレと目が合った瞬間には封印魔法と拘束魔法をきっちり二重掛けしてくれる、という隙のなさ。精霊魔法特化型の討伐者デイーラにとって、まさにぐうの音も出ない完かん璧ぺきな制圧だった。

　いや、そもそもアーロンの水準が竜族にとっての普通で、今オレが相手をしているタツノオトシゴサウルスが、単におマヌケ代表なだけなのかもしれない。

　そんなことを考えながら、オレは累計七回目の華麗なる蹴撃キツクを、白銀竜の横っ面に叩たたき込こんでいた。

『ピッガァァ!?』

「だーからぁ……目を閉じるな視線を逸らすな！　追撃してくださいって言ってるようなもんだろーがッ！」

　五ｍほどの高さにあるタツノオトシゴ顔を蹴けった反動を使い、うまく距離を取りながら着地する。その瞬間、杖に用意していた魔力弾をまた一発お見舞いした。

　これも狙ねらい通り綺麗にその顔面に直撃したところで、ファンタジー世界産の恐竜は後ずさるようにしてオレから距離を取る。

　その様子に決して顔には出さないよう注意しながら、ひとまず胸を撫で下ろして、ほっと息をついた。

　沼地型魔法罠を破壊した後、竜体となって襲ってきた元美少年竜人君との戦いは、はっきり言ってオレの方が確実に分が悪い。

　どこかにぶん投げてしまったまま姿が見えないお義父さんの言う通り、カッコつけて一撃お見舞いした後、逃げに徹しておいてもよかったかもしれない。

　テニスコートほどの更地というこの場所も、大型骸霊……違う、恐竜モドキと戦うには少しばかり手狭で不都合だ。

　何よりも今までの攻防で倒れた木々に囲まれてしまい、よほどのタイミングがなければ、安全に逃走できそうにない。いや、竜人──竜の追跡能力を考えると、やはり逃げの一手も悪手すぎるか。

　こうして攻撃に徹することで、一見優位性は演出できているものの……。

（これ……このタルタルソースが、ろくすっぽ戦闘経験なさそうなド素人しろうとだから上手うまく嵌はまってるけど、今のままだと──オレが詰むな）

　もうかれこれ三十分は、この狭いフィールドをちょこまか動き回りながら『攻撃は最大の防御』を実践し続けているのだが、集中攻撃しているタツノオトシゴ顔には薄っすら赤い筋やら斑はん紋もんが浮かび上がっている程度で、一滴の血すら流すに至っていない。

　それどころか、飾り程度に生えている比較的脆もろそうな巨大鹿角にも、何度か魔力弾を直撃させているのに、いまだ無傷である。

　単純にオレの攻撃魔法が奴の防御力を突破できていない、つまり火力不足なのだろう。むしろ、竜の面の皮が厚すぎる。これだけ厚ければ、上から目線の偉そうな性格にもなるよな、納得した……ってなにか違う気もするが、今はおいておこう。

　ただ、できるだけ魔力消費を抑えながら戦っているとはいえ、予想以上に体が重くなってくる感覚が早い。

　魔力がご飯、のアーロン二世もオレの体にいることだし、これ以上だらだら魔力を失い続けるのも、怖い。となれば……そろそろ限界だろう。

「これで最後だ、今ここで退け。でないと、後悔もできなくなるぞ」

　目眩めまいを払うかのように小さく頭を振っている竜へ、白い杖を掲げながらそう最さい後ご通つう牒ちようを突きつける。

　殺す気つもりで最初から相手をしていたが、骸霊と違って意思疎通ができるから、絶滅危き惧ぐ種しゆの竜族だから、どう見ても未熟な子供にしか思えないから……色々と理由をつけて、ここまで粘ってしまった。でも、これ以上は無理だ。

　オレとアーロン二世と、目の前の恐竜モドキ。その命を比べるならば、迷うことなく前者を守るために最善を尽くすべきである。

　オレはこの竜を殺して、生き延びなければいけない。そこは、もう迷ってはいけない。

　だから、再び咆ほう哮こうを上げた恐竜モドキが、その一歩を踏み出した時点で、杖の封印を解く。

「《必殺形態フアイナル》」

　少しの魔力を流しながら鍵言葉パスワードを口にすれば、白い杖の先端に鎮座していた掌てのひら大だいの黒い宝珠がパンッと弾けるようにして周囲に飛び散った。

　ただしそれは石の欠片かけらではなく、水のような大量の液体となってビシャビシャと音を立てながら、荒れた大地を濡ぬらしていく。

　鼻につく濃い鉄錆さびの匂においが立ち込めるなか、どす黒く染まった土に警戒したのか、たたらを踏むようにして白銀の恐竜が足を止めた。

　そして驚いたように、オレから視線を逸そらして周囲に首を巡らせる。

　だからどうして敵を前によそ見をしているんだ、このアホは。そうダメ出ししそうになる自分を抑えながら、翡翠色の瞳が見ているであろう光景に思いを馳はせた。

　きっと今、オレの周りには──。

「みんなー、大好きな餌の大盤振る舞いだぞ～？　頼むからきっちり……仕事しろよッ！」

　ありえないほどの大量の精霊が姿を見せている、はずだ。

　この異世界にやって来た時から様々な試行錯誤をしていたオレが、精霊たちの好物に気がつくのにそう時間は必要なかった。

　あのゆるふわ謎生物は、何よりもオレの血が大好きなのだ。それも、多ければ多いほど、集まってくる、寄ってくる、求めてくる。

　魔力だけを渡すよりも、血を添えて与えた方が格段に力を発揮してくれるとか、もう完全にホラー仕様な精霊だからな。

　だから毎日毎日、少しずつでも自分の血をストックするようになったのは必然だった。

　精霊魔法を封印されたとしても、その血を使えば精霊たちはいつも通り、いやそれ以上に力を貸してくれるのだから。

　そうして抜きに抜いた血を掌大までに凝縮し、精霊石に偽装した最強杖が今、ようやく本来の使い方として日の目を見るわけだ。

　これでオレの全魔力をも渡したならば、どれほどの火力になるのか──ほんの少しだけ確かめたい気持ちも芽生えるが、そこは勿もち論ろんぐっと堪こらえる。

　見えない精霊たちへいつかのように語りかけながら、右手で掲げた杖に再び、最低限の魔力を流し始めた途端、大地に染み付いた黒い血が巻き戻るように地表から浮き上がり、オレの周囲を渦巻きだす。

　明らかに動揺しているこの世界最強種の一頭が後ずさるのを見据えつつ、最近ようやく思いついた言葉を口にした。

「《竜滅閃》」

　これ、本当はアーロンを殺す時に取っておきたかったんだけどな。

　頭の奥にそんな本音が過よぎるなか、オレの予想以上に大歓喜で応こたえてくれた奴らがいたらしい。

　自分でもドン引きするくらいの凶悪な魔力の光が、巨大な槍やりの穂先となって眼前に現れる。そして、何の前触れもなくその先端から、突如として音もなく放たれた閃せん光こうが、白銀色をした巨体のど真ん中を貫いていった。

　一呼吸の間をおいて大気を揺らす悲鳴じみた咆哮、大きな何かが倒れる盛大な地響き、巻き上がる土煙と一段と濃くなる血の匂い。

　ここで追撃すれば殺せる、だからさっさと距離を詰めてトドメを──そうわかりきっているはずなのに、なぜかオレの足は動かなかった。

「……うっ、ぉえぇ!?」

　突然襲ってきた猛烈な吐き気の意味が、わからない。耐える暇なく押し寄せた嫌な酸味で喉のどを焼かれながら、力の入らない膝ひざが地についた感覚に更に混乱する。

　なんだ？　なんでだ？　カウンターで一撃もらったか？　いつの間に？　それとも遅延性の強力な封印魔法……いや違う、どれもあんな戦闘素人にできる技ではない。それができるなら、そもそも顔面に七回も靴の裏を甘んじて叩きつけられるものか…………マゾでなければ。

　じゃあ一体何が原因で────あ、わかったわ。

（あ、あ、あいつらぁあぁあ！　人の魔力！　ついでに勝手に食っていきやがったな!?）

　くっそ、ぬかった！　必殺奥義たる魔法の威力に自分でも少々唖あ然ぜんとしていたせいで、杖を通して精霊たちにずっと魔力を流し続けていた。切るのを忘れていた。

　大飯食らいの精霊たちと繋つながったままだったのだから、当然のようにつまみ食いしていかれるはずだ。それも、大量に集まっていただろう精霊たち、全すべてに。

　そりゃあ奴ら大歓喜ですわ！　血ももらえるし魔力ももらえる、盆と正月が一度に来たってか!?

（アーホーォ！　オレのアホー！　最強杖切り札があるからって調子に乗りすぎた！　こんな凡ミス！　マジで命取りじゃん！　シャレにならなっ──！）

　強烈な船酔いのようにグルングルン回る視界と、急激に体温が下がる感覚。呼吸すらも苦しいなかで腹に響いたのは、ズ、ズンッと何かが近づいてくるしっかりとした地揺れと、風が唸うなるような乱れた吐息だった。

　あれだけの攻撃魔法をぶちこんだのに、確かに白銀恐竜の腹の辺りを貫く閃光だって見ていたのに、もう立ち上がれるのか。さすが最強種──なんて、褒めるわけないだろ。いい加減にしろよ、このクソトカゲが。

　そんな思いと共にかろうじて睨にらみあげた視線の先では、腹からボタボタと流れ出た血で白銀の体を赤く染め上げた竜が、多少足を引きずりながらもゆっくりこちらに近づいて来ていた。

　驚くほど静かな翡翠の瞳に、ただオレだけを映して。

　これは少し……いやかなり、ピンチかな。

　どうする。

　オレは生きないといけない。生きて幸せにならないと、いけない。それがひとり生き残った意味のはず、なんだ。だから、こんなところで死ねない。

　でも、ろくすっぽ動けないオレが頼れるのは精霊魔法だけ。今ですら魔力切れ寸前の状態なのに、防御なり攻撃なりにまた魔力を使えば、きっとすぐ完全に枯渇する。

　そうなったら、まだ卵にすらなれていない不安定な存在は、今もオレと一緒にいるアーロン二世は、どうなる？　どこまで影響がある？　すぐに死んでしまうのか？

　どのみちオレが死ねば、この子も死ぬんだ。なら、オレが生きるためにこの子を見殺しにする？

　頭ではわかっている、生き延びたいなら最悪そうなっても仕方ないって。だけど──……。

「っ、できる、か……よッ！」

　目前まで近づいて来ていた手負いの竜が、ぎこちなく振り上げた大きな前足。鋭い爪の生えたそれに押おし潰つぶされる寸前に、渾こん身しんの力を足に込めてその死の影から転がり出る。

　たったそれだけの動作に激しく息を切らしたのは、幸運にもオレだけではなかった。

　苛いら立だたしげにシュゴーッと鼻息を荒らげ、小さくよろめいた恐竜型の竜は、本来ならオレがトドメを刺すのにもってこいの獲物のはずなのに。

（残りの全魔力と、まだ散らばってる血の残りを合わせれば、もう一撃……今度は至近距離、口を狙ねらって頭ごと吹き飛ばす……もし無理でも、ダメージは通るはず。ならその隙に退却──くっそ、この体じゃ無理か……やっぱり次の一撃で殺しきらないと──）

　ほぼ地に這はいつくばるような体勢で、心臓が口から飛び出るのではないかという激しい動どう悸きに耐えながら、どうしても攻略方法を考えてしまう。

　同時に、それを必死に止める自分の声も頭の中を占めていく。

　嫌だ、戦ったらダメだ。きっと子供が、死ぬ。この子はオレの、オレの────家族なのに、と。

（あーあーあーあ！　戦闘中にうだうだ悩むとかアホか！　決めろ！　命オレか！　子供か！）

　いや違う、子供だけを生かす手なんてない。

　オレひとりで、オレと子供の『ふたり』は守れない。ならば、もう『独り』で生きていくしかないだろ。

　この子を見殺しにして生き延びる以上、アーロンの傍にいる資格なんてないのだから。

　その代わり、目の前のこの竜だけは、絶対に殺しきる。許さない。

　そんな脳内会議が一段落した時、白銀の恐竜モドキは億おつ劫くうそうにオレへと向き直り、短い距離をその大きな一歩で詰めようとした。

　しかし、安っぽい緑の目と再び視線が交わると、なぜかソレは怯おびえたように足を止める。その行動の意味がわからない、本調子ならこの一瞬で特大魔法でもお見舞いしてやるのに。

　腹の底からムカつきながら、一向に整うことのない呼吸を意識するのはやめ、なけなしの魔力を全て使おうとした────その寸前、空から降ってきた大音量に邪魔された。

　いつか一度だけ聞いたことのある、巨大な生物を彷ほう彿ふつとさせる風が唸るような、あの咆哮に。

　思わず見上げた青空に忽こつ然ぜんと姿を見せたそれは、この世のものとは思えないほどの、美しい生き物だった。

　薄っすらと蒼あお白じろい光を帯びた硝子ガラス──いや、透き通る水晶クリスタルのような体をした、『竜』。

　太陽の光を弾いて鱗うろこの一枚一枚がキラキラと光り輝くのに、透明度の高い不思議な体は、その向こうに広がる蒼そう天てんと同じ色に染まっている。

　広げられた大きな翼に、がっしりとした均整の取れた体たい躯くとそれに相応ふさわしく逞たくましい四本脚、すらりと伸びた尾。

　そして、しなやかな長い首の先には捻ねじれた白銀の双角を戴いただく鋭角的な頭があり、そこには見間違えるはずもないあの金の瞳ひとみが一対、宝石のように鎮座していた。

　オレの真上から急降下してくるそんな蒼い竜を見上げながら、心の底からほっとした。思わず力が抜けて、片かた膝ひざ立ちしていた体が横に倒れていくなかで、ようやく思い出せたことがある。

（……あぁ、そっか……そういえば、オレ……もう独りじゃなかった……）

　なら大丈夫か、ふたりなら。

　そう考えている間にも当然くるはずの地面との衝撃はなく、代わりにシャボン玉のような透明な結界に体が包まれて、ふわりと宙に浮く。

　間髪入れず地を割る轟ごう音おんと共に着地した美麗な竜は、その巨体全体で手負いの恐竜モドキからオレを隠すように立ちはだかった。

　その直後、風を切る僅わずかな音とほぼ同時に盛大な破裂音が鳴り、白銀竜が遠くへと吹き飛ばされながら、大地をゴロゴロと転がっていく。

　大きさだけなら二頭とも同じように見える竜だが、優美さでは段違いだな。とシャボン玉結界の中で考える余裕があるのは、急速に体が楽になっていくからだろう。

　この結界、魔力回復効果も付与してあるっぽい。すごい、さすが、オレのできる──番つがい様さまだ。

「あー、ろん」

　まだ呼吸が整いきらなくて変な呼びかけになってしまったが、竜の姿でもすぐにアーロンはすいっと首を下げて、その大きな顔を寄せてくれた。

　だが金の瞳が過去最高に、物もの凄すごく心配げに揺れている。というか、薄い膜みたいなものが下した瞼まぶたに……っておい、これ泣いてないか!?　誰だれだよオレの嫁様を泣かせたのは！　……オレか!!

「っ、ごめ……だいじょ、ぶ…だから……ありが、と……」

　起き上がれずに横になったままだけど、結界の中からせめてもと親指を立ててみせたのだが、なぜか竜体アーロンは、更にその瞳を苦しげに歪ゆがませる。

　そして結界越しに軽く頬擦りした後、その気配が、変わった。

　それは吹き飛ばされた白銀竜が、再びその足で立ち上がったからなのかもしれない。

[image: ]

　満まん身しん創そう痍いに近いと思っていたオレの敵は、嫌味なほどまだしっかりと大地に足をつけ、ヤケクソ気味の盛大な咆哮を上げてみせたのだ。

　その結果、アーロンの体から吹き出す蒼い光の量が激増した。まるで爆発したかのように、周囲一帯を蒼く染め上げていく。

　そして金の瞳は紅あかく紅く色を、変えた。

　彼の父親よりも更に色鮮やかなその色は、疑いようもなく赫かく怒どによるもので────つまり、ブチギレていらっしゃるんですけど。

　天地を劈つんざくような咆哮を間近で聞きながら、こんな時であろうとも、オレはどうしても思わずにはいられなかった。

　これって、魔王降臨ラスボス戦が始まったみたいだなと。

　…………世界が終わったり、しないよな？
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　オレの魔王……違った、嫁様の竜体姿は、本当に惚ほれ惚ぼれするほど綺き麗れいでカッコいいし、飽きることなくいつまでも見ていられるほどだ。

　そう悠長に考えながら怠だるい体を起こすこともなく、オレは居い心地ごこちのいいシャボン玉結界の中でほぼ一方的な蹂じゆう躙りん劇を見学しているのだが、そろそろ止めた方がいいのかもしれない。

　それは決して、ズタボロになりつつある恐竜型タルタルソースに情けをかけるわけではない。

　むしろ今も、オレの代わりにトドメは頼んだぞ！　と声を大にして、アーロンを応援したいくらいである。まだ息が整いきらなくて、到底そんなことはできないが。

　だがそろそろ止めないと──この辺り一帯は、じきに灰かい燼じんに帰すであろう。ちょっとカッコよく言ってみたが、まぁ……ぶっちゃけると、ヤバイ。

　煌きらめく水晶のような蒼い竜はその翼を広げて、常に白銀の恐竜モドキの上空に位置し、そこから尻尾しつぽや後ろ脚で物理的にふっ飛ばした後、口から吐き出した蒼炎のブレスでダメージを与える、という戦法を取っている。

　さすがアーロン、制空権の重要さをきっちりわかっておられる。たまに尻尾に噛かみつかれて引きずり降ろされかけ──たと見せかけ、両手を組んだ前脚パンチで、容赦なく敵の顔面を殴り飛ばすカウンターも素晴らしい。

　素晴らしい、のだが……その吹き飛ばされてる物ヤツ、結構な質量があるよな……。

　オレが戦っていた時は大体テニスコートくらいの狭い戦闘領域だったはずが、同心円状にどんどん広がり今では遠く……ぱっと見て[image: 300]ｍくらい？　の辺りにようやく森の縁が見えるのですが。

　そりゃな、アーロン竜が羽ばたく度に、台風がそよ風レベルにしか思えない程の凶悪な暴風が吹き荒れて、大木が根こそぎ宙を舞う。そこへアホ竜が吹き飛ばされたり、転がって攻撃を避けたりしているうちに図らずも整地されていくのだから、あっという間に更地も出来上がろう。

　ついでに神殿があるはずの方向に目を凝らしてみると、小さく建物らしき影が見えるような見えないような……。オレ、相当距離を稼いで、こいつを引き離したつもりだったんだけどな？

　そんな二頭の森林破壊は、現在進行形で続行中である。

　だがここにきて正直、白銀アホ恐竜を少し見直した。こいつ、めちゃくちゃタフじゃん。

　アーロンの全力と思しき拳こぶしで幾度となく吹き飛ばされ、両角が根元からぽっきり折れようとも、タツノオトシゴ顔の輪郭は少し歪む程度だし、何度も立ち上がる。

　そして馬鹿正直に上空のアーロンに向かって真まっ直すぐ飛びかかり、尻尾で叩たたき飛ばされ、また向かっていくエンドレスガッツ。

　でも、おかしいだろ。オレが確かに、腹に穴を空けたはずなのに、なんであんなにまだ元気──って、傷が塞ふさがってやがる！　やっぱり奴やつがふらついていた時こそが、トドメのチャンスだったか……！

　ただ、さすがに同族からの攻撃は応こたえるようで、腹の傷は塞がっていても、蒼炎で焦がされた体表は回復する気配もなく、鮮やかな血に染まっていた。

　でもそれは、アーロンも同じことだった。

　ほぼ優位性を保っているというのに、透き通るような蒼い竜は極稀まれに動きが鈍くなるのだ。まるで、最初から怪け我がでもしていたかのように。

　そしてその隙を狙われ、脚や尻尾に次第に手傷を負っていく。

（なんだ？　アーロン、何か無理してる？　くっそ……もう少し魔力に余裕ができたら、目め眩くらましとかでアシストくらいしてやれるのにっ……）

　再びぶつかりあった二頭の竜から生まれる鈍い音と、どんどん見晴らしが良くなっていく周囲に、そう焦りを募らせていた時だ。

　オレを包んで浮いているシャボン玉の真下にある地面が、モグラでも出てくるかのように小さく盛り上がり始めていることに気がついた。

　一瞬恐竜モドキの一手かとも思ったが、あの馬鹿にそんな器用な真似まねはやっぱりできないよな、と思い直す。では、何が起きるのか、と横になったままではあるが多少身構えて、それを見つめていたのだが……。

『ぷっはぁあッ！　死ぬかと思ったではないか！　無事か!?　番殿！』

　ポコッと出てきたウーパールーパーの土塗まみれの顔に、またもや全身が脱力した。

『ふむ……番殿自身は相当消耗しているようだが、見る限り子も無事のようだな。竜体の竜を相手に、よくぞ生き延びた。このブラスティフォードが惜しみない賛辞を贈るのだ、光栄に思うがいいぞ』

　土で汚れた薄ピンクに黒こく斑はん模様の体でパタパタと結界の周りを飛び、オレを一通り観察しながらそう話すブランお義父さん。

　その言葉にほっとしたのは事実だが、なんだか言こと葉ば尻じりが引っかかるのは嫌な記憶を刺激されたからだろうか。

　まだ気分の悪さも残っているせいでツッコミも御礼も口にできないでいると、小さな竜は派手な音を絶え間なく響かせる発生源に首を巡らせ、その体全体でこれ見よがしにため息をついてみせた。

『……若造共が、戦闘本能に引きずられおって。罵ののしり合いも結構だが、あれではこの気配にも気づいておらんな、全く情けない。アウリストファーゼに至っては次期竜帝候補筆頭ともなる身だというのに、未熟なことよ。もう少し私のように泰然とだな──』

　ちょっと待て、そこの義父竜。いきなりお小言モードに入るな、今はツッコミが間に合わないんだから。というより、何の気配に気づくべきだと？

　まぁ……その、ちょっと空が……うん、一部その……あれだ。時空に穴でも空くのかという感じで、透明で巨大な渦が一つ生まれつつあるのは、オレの目にもしっかり見えているのだが。

　お義父さんが慌てていないので、きっとアーロンが害されるようなものではないのだろう。

　ただ、イベント発生フラグが目前ではあっても、さすがに体力と気力、ついでに魔力もカツカツなので、いくらオレでも元気な反応はしてやれないのだ。

　でも、空にそんな異変が起きつつあるなかでも、再び距離を取った二頭の竜は、お互いしか視界に入っていないらしい。再び咆ほう哮こうを上げながら、それぞれが間合いを詰めようとした、その時──。




「　こ　の　愚　か　者　が　」




　突如辺りに重く低く響き渡った怒りを湛たたえた重厚な声音に、争う竜がどちらも一瞬、動きを止めた。その瞬間、渦から飛び出してきたのは巨大な爬は虫ちゆう類るいと思しき腕の一本、だった。

　恐竜モドキとは違い、それ自体が薄っすら発光しているような輝く白銀の鱗に覆われた豪腕は、真っ直ぐに一頭の竜へと振り下ろされる。

　その腕と少しだけ似通った白銀の、竜へ。

　ただし大きさは段違いだ。なにせ鋭い黄金の爪が生えた掌てのひらにすっぽり、白銀恐竜モドキが握り込まれたのだから。

　アーロン竜も思わずといった様子で、その巨大な腕から離れるように瞬時に空を飛んで後退する。

　そしてグチャッという潰つぶれたような音と共に、圧倒的な苦痛と悲痛に満ちた大咆哮が放たれた。

　いくらファンタジー世界とはいえ、予想を超えたとんでもない光景に思わず息を呑のみながらも、頭の中でだけは、かろうじてツッコんだ。

　誰だよ、ラスボスいるのに裏ボスまで呼んだのは、と。少なくともオレではない。

　しかし犯人は、驚くほどあっさりと自供してくれた。

『おぉ！　遅いではないか、兄あに様さま！』

　そんな嬉うれしげな声を上げたウーパールーパーモドキは、小さな蝙蝠こうもり翼をパタつかせながらドヤ顔で呟つぶやくのだ。

　やはり持つべきものは血族よ、と。
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　突然空中から生えたアホみたいに巨大な腕に握りつぶされる竜、とかホラー要素がまた増えたな。

　冷静に考えて怖いわ、異世界マジでこわぁぁああ！　と現実逃避気味に頭の中で叫んだところで、再びその重厚な声が雷の先触れのようにゴロゴロと空から降ってくる。

「アウリストファーゼ、並びにその番つがい、ハルマっちよ」

　だからちょっと待ってくれ、この状況でハルマっち呼びは締まらないって！　そうだろ？　じっちゃん陛下。

「儂わしの末子、タルタリュクスが面倒をかけたのぅ。竜帝の名においてきつく仕置きした後に、必ずや相応の沙さ汰たを申し渡す故、今は牙きばを退いておくれ」

　大きさも存在感も桁けた違ちがいの存在である竜帝が、そう心の底から申し訳なさそうに口にする。

　ただそれだけなのに、湖で遭遇した時とは威圧感が違う。重く垂れ込めるその声だけで、本能的に逃走を図りたくなる程度には、背筋が粟あわ立だつのだ。

　これ、竜帝裏ボス戦開始のフラグだけは全力で叩き折らないと、生存ルートの一切が潰ついえるわ。

　だがそんな今だからこそ、疑問にも思う。

　あの時対面した竜帝の姿は、実はハリボテのような物だったのではないかと。考えてみれば、湖面から首を出した姿とこの腕の大きさでは、比率が合わない。

（うえぇ……じゃあこれが『竜帝』の真の姿、その片へん鱗りんだと？　無理無理ムリムリ、この世界、裏ボスは攻略不可設定になってるに違いない）

　オレがあっさりそう諦あきらめるくらいには、全すべてにおいて、この空から生えた腕とそこから響く声は違うのだ。所謂いわゆる、存在の格というものが。

　でも、そんな巨大な手の中で軽く痙けい攣れんしながらも、ぐったりと失神している恐竜モドキがじっちゃん陛下のご子息とはね。このオレの目をもってしても、わからなんだわ。

　確かに言われてみれば、白銀の体や翡ひ翠すい色の目に面影が……ある、かも？　タルタルソースの方がどれも安っぽいから、同じ系統とはいえ全く気づかなかったな。

　そうぼんやりと考えている合間に、風が唸うなるような音が僅わずかに聞こえてくる。発信源はどうやら、アーロン竜のようだ。

　オレには全く理解できない音だが、同族たちには確かに言語として聞こえていたらしく……。

『ッ控えよ、アウリストファーゼ！　兄あに様さまの裁定に、お前如ごときが異議を唱えるなど──！』

「うむ、アウリストファーゼの言い分は尤もつともよな。だが、これでも儂の子ではあるのじゃ。どうしてもと言うのなら、そちと戦うことになる……すまぬのぅ……」

　って、はぁぁぁあ!?　待て、待てよ嫁……流れから言ってお前今、駄々こねただろ！　その竜ぶっ殺コロとか言っちゃったわけ!?　あかーーーん！

　彼ひ我がの戦力差！　そもそも単純に体格の差ぁああ！　じっちゃんデカすぎだから！　誰だれがどう見たって戦いになるわけないじゃん！　なんか空間に穴っぽいの空けてる存在だぞ!?　退け、ワガママ言うな！　ラスボスが裏ボスに挑むな！

　どうせやるなら、それはオレが全回復してから、ふたりでだ──！

「ほれ、ハルマっちの魔力が乱れておるぞ。儂が言うのもなんじゃが、これ以上心労をかけてやるでない。──うむ、すまぬ。わかってくれたか、すまぬな。必ずや、そちもハルマっちも納得する沙汰を下すと誓おうぞ。では、この雑ざ魚こは引き上げていく……それから」

『ぴぎゃっ!?』

　突然オレの間近で上がった、甲高い悲鳴。

　オレも驚いて視線だけを声がした方向へ急いで向けると、いつの間にかシャボン玉結界のすぐ傍にあの透明な渦が現れており、そこから巨大な黄金の爪先が伸びていた。

　見るからに繊細な力加減でそれが掴つかんでいるのは、大型ウーパールーパーモドキの頭にちょこんと乗っかっている金の髪の毛で。

「ティーよ、先だってアウリストファーゼとの謁えつ見けんに同伴した折の姿は、やはり幻影じゃったな？　一体また何をやらかして、このような雑魚い姿になったのじゃ？」

『は、はははは！　何を仰おつしやる兄様よ！　これは……そう、ただの余興なのだ！』

「ほぉ？　ならば先ほどの『兄様たーすけてぇー！』という救援の竜鳴きも、余興の延長とな？　いずれにせよ、久方ぶりにゆるりと話でもしようではないか。可愛かわいい可愛い、我が愚弟よ」

『心より遠慮申し上げっアーーー！　だから嫌だったのだぁぁあ！』

　人間の姿であれば、だらだらと冷や汗をかいているような気配を撒まき散ちらしていたお義父さんは、そう最後の叫びを上げて、波紋を生み続ける宙の渦に引きずり込まれていった。

　うん、竜帝裏ボスヤベェ。絶対に何があっても戦ったらいけない相手だわ、うん。そもそも、戦いにすらならないだろうけど。

「ハルマっちや、大事な時期に本当にすまんかったのぉ。必ずや詫わびをするでの、どうか一日でも長なごう生きておくれ」

　文字通り垣かい間ま見みたこの世界の神は、まさしくレベルの違う存在だろう。その巨大さも、強大さも。

　だけど、空の渦へと戻っていく巨腕と共にそう贈られた言葉は、昔小さい頃ころに会った爺じいちゃんを思い出させる優しさが、あるような気がした。

　そうしてどこかと空間を繋つなげていたと思しき渦が音もなく消えた後、広大な更地に残ったのは、地面から僅かに浮き上がってふよふよしているシャボン玉のオレと、少し離れた場所でフーッフーッと荒い鼻息のまま、まだ空を睨にらみつけている水晶のような竜だけ。

　ようやく静かになった元・森で心の底から安あん堵どして一息つきたい……ところなのだが、きっとオレのこの最悪イベントはまだ終わっていない、はずだ。

　そう、きっとこれから、超怒られるに違いないのだ。

（あーあぁ……凡ミスからこんな事態になりました、とか絶対怒られるだろ。自分が生き延びるために、子供諦めようかと思いました、なんて言ったら……離婚されるかもなぁ……）

　そうなっても自業自得でしかないのだが、グスンと胸の中で悲しむくらいは許されるだろうか。

　もうどうなっても仕方ない。おとなしく怒られて、許してもらえなくても謝ろう。

　だいぶ息が楽になってきたこともあり、色々と覚悟を決めて、オレは鉛のように重い体をノロノロと起こした。

「アーロン、ごめん。ありがとな……」

　あまり大きな声は出せなかったが、それでも蒼あおい光を薄く纏まとった竜は、オレの言葉にハッとこちらを向いてくれた。

　それだけの仕草ですら、なんて綺き麗れいなんだろう。場合によっては、これで見納めになるかもしれない姿だ。絶対に、この目に焼き付けておかなければ。

『───』

　いつの間にか、すっかり金の瞳ひとみに戻ったアーロン竜。その僅かに開いた口から、そよ風のような囁ささやきが生まれたような気もしたが、やっぱりオレには欠片かけらほどもわからなくて、聞き返そうとした時だ。

「ごめ……竜体、バージョンだと、言葉わかんな……んぇッ!?」

　突然、オレをすっぽり包み込んでくれていたシャボン玉がフッと消えたのだ。となれば、少しだけ宙に浮いていた体は、そのまま地面にドサッと落ちるわけで。

　色々お疲れモードの今は受け身を取るのもやっとなのだが、それでも顔面と母なる大地の接触だけはかろうじて回避したオレ、さすがであろう。ただし、

「ッちょ、アーロン……せめて、せめて予告を……っ」

　結界を解くならそう言ってくれよな、と抗議してしまうのは止められなかった。

　そもそも自分のミスが原因でピンチに陥っていたのだから、そんなことを言える資格はないと思うのだが、つい。

　無様に這はいつくばっているオレに向かって、地上を四本脚で進み始めた水晶もかくやの竜は、その金の瞳を細めながら、しなやかな長い首をゆっくりと下げる仕草をした。

　まるで「ごめんね？」といつもの声音が聞こえてきそうだ、と思ったのも束つかの間ま。

　そのまま静かにゆっくりと、陽かげ炎ろうのような頼りない蒼い光を纏まとう竜は、前のめりになって────倒れた。

「…………え？」

　大地を揺らした一度きりの振動に、そう間抜けな自分の声が重なったのをどこか他人ひと事ごとのように、聞いていた。




　　　　＊




　青く青く晴れ渡った空から降り注ぐ陽光で煌きらめいた、巨大な水晶の塊は、地に倒れ伏した竜の姿をしている。

　何度か瞬まばたきを繰り返すうちに、ようやく目の前のその現実を頭が理解した。

「──アーロン？　……アーロン!?　おいアーロンッ!!」

　オレが呼んでも微動だにしない透明度の高い体は、ともすればそのまま周囲の景け色しきに飲み込まれて、消えてしまいそうだった。

　その体が纏っていたはずの蒼い光すら、まるで蛍を散らすように瞬く間に消えていくのだから。

　だから、縺もつれる足で必死に駆け出した。

　頭の中に心臓があるかのように、自分の鼓動が煩い。なのに体は凍えていく感じがして、また強い吐き気がぶり返してくるほどに気分が悪い。

　おまけに視界まで暗くなりかけたが、それを気合で捻ねじ伏せて、どうにか足を動かし続ける。

　普段ならなんてことのない数十ｍほどの距離が酷ひどく遠く、もどかしい。

　そうして最終的にほぼ転びながら到着したのは、地に頭をつけた竜の鼻先だった。

「アー、ロンッ……はっ、げほっ！　ッ……どう、した!?　アーロンッ……！」

　戦っていた時に見えていた鋭い牙は今、きつく閉ざされた大きな口に隠されている。でも、もしも寝ぼけて噛かみつかれたら確実に死ぬな。いやその前に、オレのほぼ胸の辺りにまである大きな口先を急に動かされただけで、下手へたをしたら押おし潰つぶされて死ぬだろう。

　だけどそんなどうでもいいことは一切、気にならなかった。危機管理なんて、もうどうでもいい。

　ただただ、オレの番の名を呼びながら、その鼻先辺りをペチペチと両手で叩たたき続ける。

　こんなにも間近にいるのに、吐息一つ聞こえない。

　固く閉ざされた目ま蓋ぶたの向こうに消えたままの、金の瞳。

　ひやりと冷たい、硬質な体の感触。

（息……息して、ない？　え、竜……竜って息、するよな？　さっき吠ほえてたもんな？　鼻息だって、聞こえてたよな？　じゃあ、なんで……なんで……）

　ゼェゼェ煩い息はオレ一人だけのもので、薄っすらと蒼みを帯びた透明な竜から生まれる音は、何もない。

　それどころか生き物なら当然あるはずの、呼吸による僅かな体の動きすら、ない。

「…………あーろん？　……っなぁ、あーろん……？」

　竜の口元を伝いながら、その目蓋の下辺りまでヨロヨロと移動して、冷たい表皮をまた何度も手で叩いた。

　徐々におかしくなっていく自分の声が嫌だ。震えているみたいじゃないか、情けない。

　これはオレが一度は想定していた未来、そのはずなのに。

（死んで、る──？）

　命の気配を全く感じられない、無機質な冷たい塊。そんな物を前にしてしまえば、反射的に脳裏に浮かぶ結末を、そう頭の中で言葉にしてしまった途端、自分の手が動かなくなる。

　そして、光の加減で相変わらずキラキラと輝くだけの石を見つめながら、なぜか淡々と考え始めるのだ。

　これは、オレが望んでいたことのはずだ、と。

　永い永い時を生きる竜が、オレが死んだ後に苦しまずに済むのなら、この手で殺してやろうと決めた。

　一度は失敗したし、もう必要ないとも笑い合った。未来の自分に問題を丸投げすることで、解決した気にもなっていた。

　でもやっぱりどこかで、こんな未来が来るかもしれないとずっと考えていたんだ。

　家族みんなを失っても、どうにか生きてこられた自信があるから、オレなら耐えられる。竜の苦しみを人間のオレが背負えるなら、それが一番良いはずだって。

　そのはず、なのに────なんだ、これ。

　ペタリと頬ほおを寄せると伝わってくる冷たい鱗うろこの感触に、泣き叫びたくなるよりも先に、自分の呼吸音が疎ましくなる。

　この静かな番と同じように、オレの息も、心臓も、全部止まればいい。

　この竜がいない世界を生きるなんて、無理だ。

　わかっていたはずだった、覚悟していたはずだったのに、本当は何もわかっていなかった、覚悟なんて欠片もできていなかった。

　だって本当は、本当はずっと──。

「アーロン……おき、起きて……なぁ……ひと、りに……しないで……死にたく、なるから……」

　ようやく気づいた自分の本心を途切れ途切れにそう口にしても、美しいだけの彫像が動く気配は全くない。

　その事実に体の力が抜けていくと同時に、自分の中の何かが静かに、けれど劇的にすり減っていく異質な感覚を、頭の隅で少しだけ疑問に思った。でも、漠然とでも理解できれば、もう何も問題ない。

（──あぁ、なんだ。オレも死ぬのか…………良かった……）

　ずるずると体が横に傾いていくなかで覚えたそれは、確かな死の気配。

　それに、ほっと小さく息をつく。

　そうして綺麗で無機質な竜の姿を、やけに眩まぶしく感じるなかで、

「……愛してる…………アウリストファーゼ」

　そう最期になるだろう言葉を、贈っ──。

「え!?　僕の名前言えるのかい!?」

　突然上がったその声に、盛大にコケた。心の中では、めちゃくちゃズッコケた。

　体ごと倒れずに済んだのは、いつの間にか、いつもの姿に戻ったアーロンに抱きかかえられていたからである。

　ただ見るからに疲労の色が濃い竜人は、その薄蒼い髪を派手に乱し、藍あい色いろのコートにも所々穴が空いている。その上、オレを支えきれずに一緒に地面に座り込むように足を折るではないか。

「くそっ、気に障る……！　だから寄るな、精霊共が！　ほら、あっちに行きなさい。まったく、なんでこんなにハルに纏わりついてっ……ハル？　ぼーっとしているけれど、大丈夫かい？　怪け我がは結界の中で全部治ったかな？　ごめんね、駆けつけるのが遅くなって……」

　軽く風を切る音が数度繰り返されるなか、周囲を睨みつけていた金の瞳と視線が交わると、途端にそれは心配げに色を変えた。

　ひび割れ模様がついている黒い手が、羽が触れるかのような優しさでオレの全身を服越しに、くまなく確認していく。

　その普段と変わりない様子に、オレは酷い脱力感を覚えながらも、頑張って口を開いた。

「アーロン……生きて、たのかよ……」

「え？　──あぁ、少しだけ気を失っていたようなもの、かな？　ごめん、心配させたね。転移魔法を使った直後に戦ったことなんてなかったから、色々と下手を打ったよ。……竜帝陛下の降臨前に殺しておきたかったよねぇ、あの雑ざ魚この中の雑魚は……」

　最後に少しだけ剣けん呑のんな気配を纏っても、低く穏やかに語られる声音は子守唄うたのようで、どこか現実感がない。

　だからどうしても確かめたくて、オレは唐突に強ね請だった。

「アーロン、キスして」

　一瞬だけ虚をつかれたように目を丸くした竜人は、次の瞬間にはふわりと柔らかく甘く笑み崩れて、オレの望み通りにそっと唇を合わせてくれる。

　小さくとも確固としたその温ぬくもりの感触に、久しぶりにようやく、まともな息をした気がした。

「──もしかして、魔力が足りない？　えぇと……まだ待てるかい？　もう少しで僕も動けるようになるから、それから急いで神殿に……いや、魔車で迎えに来させるか。いい道もできていたしね……矮わい小しような似エ非セ雑魚のせいで……」

　色々とアーロンが話してくれているが、残念ながらオレの頭はまだまだ酸欠状態のようで、上手うまく回らない。それどころか、なんだか無性に眠い。過去最高に、眠い。

　こんな状態だというのに、アーロンを求める熱にまだ苛さいなまれていないのは、そのおかげだろうか。

「ご、め……げん、かい……オレ、寝る……かも……」

　だからこれ幸いとばかりに、さっきまでどん底をぶち抜いて突き抜けきっていた精神状態も、その時に思ったことも全すべて一いつ旦たん頭の外に置いて、この本能に従うことにした。

　今日はもう色々ありすぎた、とりあえずはアーロンと生き延びたことだけを喜ぼう。そう自分に言い聞かせながら、目を閉じる。

「うん、しっかりお休み……ハル……生きていてくれて、ありがとう……」

　優しい声がほんの少し震えながら紡がれるなか、慣れ親しんだ温もりにしっかりと体を包み込まれる感覚が心地ここちいい。

　そうして意識が遠ざかる寸前、間近で何か軽やかな音が上がったのを最後に聞いた気がした。

　例えるなら──ワインボトルのコルク栓が抜けるような、それはそれは気持ちのいい音が。
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　なんだかとても悲しい夢を、見ていた気がする。

　柄にもなく無性に辛くて、底の底まで沈みきったテンションのままぼんやりと目を開けると、そこは見慣れたアーロンの寝室だった。

　馴な染じんだ大きなベッドの中で、ぬくぬくとした温もりに抱きついている心地よさと、柔らかな陽ひの光に満たされた室内の穏やかさに、少しずつどん底気分が解消され始めていく。

　無意識にほっと息をついてから、オレは抱きついている温もりの違和感に、ようやく気がついた。

　てっきり寝ぼけたまま、いつものようにアーロンへしがみついているとばかり思っていたのだが、なんだか、違う。

（アーロンってば、いつの間にこんな小さく……いや馬鹿な……何だ、この程よい大きさにツルツルの感触……。クッションなら弾力性がもっと欲しいんだけど……全然へこまないな？　というより……え？　硬い？　なん、だコレ……え？　え？　こ、この形、このサイズ……まさか……いやでも、えぇえぇ？）

　上掛けの下で抱き枕よろしくオレが抱え込んでいる物は、何なのか。

　さわさわと両手を動かしながらも横になったまま、しばし考える。すぐに布地をめくって確認しないのは、心の準備というものがあるからで──……。

「ハル？　もう目が覚めているよね？　そんなに『卵』を確かめなくても、ちゃんとそこにあるから大丈夫だよ」

「だから先に言うなって──え？」

　すぐ傍から降ってきた、穏やかで柔らかないつもの声音が回答をフライングしてくれやがった挙げ句、オレの背中側からぬっと現れた長い腕がペラリと上掛けをめくっていく。

　寝ぼけ眼を瞬かせながらツッコミかけた言葉は、現れたその存在を前に、中途半端なところで終わった。というのも、それがオレの腰から首元まである予想以上に大きな卵だったからだ。

　近頃非常にお世話になったウーパールーパーモドキくらいの大きさかと勝手に予想していたのだが、この卵デカすぎじゃないか？　竜の卵ってそういうものか？

　あと、その……色。鮮やかなライトブルーの地に螺ら旋せん状に黒い縞しま々しま姿ってどうなんだ。保護色どころか全力で存在をアピールするとか、卵としてなってないぞお前。むしろ毒々しくて悪目立ちだろ、何があったらそうなる。

　そんなどうでもいいことが頭に浮かんではすぐさま流れ去っていくなかで、オレは気がついたらベッドから身を起こして、それをひしと胸に抱き込んでいた。

「ぅ、ぅわあぁ……！　っ、な、なんでいつ!?　予定日より早すぎだろ!?　っ…ひっく……や、やっぱりおれ、おれがアホじだがらぁ……ぅぇええぇっ！」

「ハル!?」

　頭の隅では、この情けない有様に絶句している自分がいるのもわかるが、そのまま盛大にしゃくりあげながらドバーッと涙が溢あふれていくのを止められない。

　同じベッドの上にいたアーロンが、すぐさま隣にぴったりと寄り添って、背中を優しく撫なでてくれているのに、全然落ち着かない。

　切ないようで苦しい、胃がひっくり返りそうな悲ひ愴そう感が後から後から押し寄せてくる。

　だから、ぐるぐる頭の中を埋め尽くす言葉をそのまま口から吐き出した。すぐ傍にいる、アーロンを振り仰いで。

「ごめっ、ごめんな、ごめんなさいっ……！　っく、オレがっ、ミスっで自爆しだのにっ……こ、こいつあきらめ、よーとしたからっ……ま、まだ早いのにでてきちゃったんらろぉ!?　ひっぅ……だ、だからこんなっヤバい色しれっる、んっ……ぐずっ……！」

　少しだけ寝乱れた髪をした寝間着姿のアーロンは、いつもより早口でオレに言い聞かせる。

　そんなことはない、無事に卵になれたんだよ、もう大丈夫だから。僕こそ助けに行くのが遅くなってごめんね、ハルが生きていてくれるだけでも充分なのに、子供だって無事だったんだよ、と。

　オレの頬やら髪やらを撫でさすり、どこまでもどこまでも優しく柔らかな低音で語られるその声音が……どうしてか、今は胸に痛い。

「でもっ、でもっ……！　こん、こんなっはや、はやいっの、ぜっらい、ダメだろっ……あ、あーろん、らって……ッも、もうオレのことき、きらいになっる、んっ……ひっく…！」

「ハル？　本当にどうしたのかな、君らしくない────……あ」

　顔を伏せ、抱きしめた卵から伝わってくる仄ほのかな温もりに、更に嗚お咽えつが激しくなりかけた時だ。

　困惑した声音を零こぼしていたアーロンが、もう一度オレに顔を上げるように言った。

　涙と鼻水塗まみれだろうグシャグシャ顔を向け、盛大に滲にじむ視界に映ったオレの番つがいは、物もの凄すごく優しい目をしている。

「ハル、とにかくその卵こは大丈夫だから、食事にしよう。きっと今、凄すさまじくお腹なかがすいているんじゃないのかな？」

　だって君、三日近く寝たきりだったからね。と穏やかな声音が言い切る前に、自己主張の激しすぎる返事をしたのは、オレの腹の虫だった。

　────なるほどな、腹が減りすぎて精神状態までヤバかったのか。うん、納得した。って恥ずかしすぎるだろ、オイ！

　そうしてあれよあれよとアーロンの寝室、それもベッドの上は、大量の料理が盛り付けられた何台ものベッドテーブルによって埋め尽くされたのである。

　いくつもある枕をかき集めた上に卵を寝かせて傍に置き、用意された食事を片っ端から頂きながらアーロンの話を聞いたところ、嫁様も色々と大変だったらしい。

　誘い出されたなど知る由もなく、移動距離という点において大変面倒な骸霊を三体、めちゃくちゃ頑張って彼は倒したそうな。

　ちなみに頑張ったというのは移動速度で、戦闘ではない。あの竜の姿で、いまだかつてないほどの本気のスピードで飛んだらしく、今もまだ背中が痛いとぼやくほどに頑張ったそうな。

　すごいぞアーロン、やればできる竜だとオレは当然知っていたけどな。

　ただ、強力な骸霊三体のうち二体を倒し、残る一体までもう目と鼻の先、という時に神殿から通信魔道具経由の緊急魔法連絡を受けたという。

　迷ったものの、最後に残った骸霊をさくっと倒してから急いで転移魔法を使い、あの事件現場に駆けつけてくれたそうだ。

　しかし急激な魔力消耗状態のまま同族とガチ戦闘バトルを繰り広げたせいで、じっちゃん陛下による幕引きによって気が緩んだついでに、意識までとんだと。

　うんうん、それで目が覚めたらオレがフラフラな上に寝落ちするわ、そんなタイミングでぽんっと生まれてきた卵なにかがいるとか、きっと色々と大変だったに違いない。

「それはほんとお疲れ様だったなぁ。でもオレだってあの瞬間はアーロンが死んだかと思って、人生最大最悪の修羅場でしたわぁ……。あ、コレお代わりで」

　この神殿で初めて口にした、海鮮風味のチャーハンモドキが入っていた空の丼を横に置きながら、また別の皿を手に取った。

　にこにこ頷うなずきながら魔法で注文を伝えてくれているアーロンに感謝しつつ、次は肉まんの親しん戚せきのような、オレンジ色の巨大饅まん頭じゆうにかぶりつく。

　途端に、口の中いっぱいに広がった爽さわやかなレモン風味の肉汁と、ふんわり厚い皮のもっちもち食感。それに顔がにやけるのは、もう本能なのだから仕方ない。

　そんなオレを穏やかに満足げに眺めながら、アーロンは口を開く。

「ふふ……まずはいっぱいお食べ。それからゆっくり話をしよう。特に、『ミスって自爆』したあたりかな？」

「んぐっ！」

「あぁ、勿もち論ろん怒ったりなんてしないから、そんなに慌てないで。僕の方こそ、ハルにたくさん謝らないといけないし……」

　そう小さく苦笑しつつもどこまでも優しい番の言葉に、オレはこっそり首を傾かしげたのだった。

　アーロンが謝ることなんて、何もないはずなんだがな。むしろ、絶対に怒られるのはオレの方だろう。これはあれだ、確定未来とかいうやつだな、きっと。

　…………もしも離婚されることになったとしても、アーロンとこの子の……二人の顔をこっそり見に来るくらいは、許してもらえるだろうか。
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　空腹の極み状態だったオレが無事に腹を満たした後、アーロンの広い広いベッドは食事処どころから反省会場へと様変わりしていた。

　場所を移さなかったのは、ひとしきり食欲を満たしたオレが「もうだめ限界動けない」と、半分冗談で口にしたのを真に受けた嫁様の決定のせいである。

「急に動くのは、体に悪いかもしれないね。今日はこのままベッドで、おとなしくしていようか」

　そう真剣な目で頷かれたら、会場変更の要請など今更できようか。

　というわけで、オレは幾つものクッションを背もたれにして体を預け、仄かに温かな毒々しい色の大きな卵を胸に抱えた体勢で、隣に同じような格好で寛ぐアーロンからの質問に粛々とお答えしているところである。

　オレが眠っている間に、ラーナさんたちを始めとする神殿の人たちから報告を受けたアーロンは、この敷地内で起きたことについてはほぼ把握しているそうだ。

　だから、オレがあのアホ竜をいかに神殿から引き離したのか、アーロンが駆けつけるまでの攻防は、といったところを重点的に尋ねられたのだが……超希少装備こと自動反撃装備オトーサンがいかに便利だったかをプレゼンする鬼ごっこ話で、柔らかな笑みが早々に苦笑に変わって、固まった。

　その後、魔法罠わなに嵌はめた際の煽あおり、いや、ちょっとした口こう撃げきとその直後、竜体となったアホの顔面へ蹴けりを入れ続けたところを解説したあたりで、眉み間けんを押さえ始めた嫁様。

　そうして恐る恐る白状した自爆ピンチシーンで、ついにオレの番はその真っ黒な両手で顔を覆って項うな垂だれてしまった。

「──なんてことだ」

　やがて深い深いため息とともに吐き出されたその一言に、オレもついに来たかと叱責を覚悟する。覚悟する、のだが……アーロン限定で殊更根が小心者なために、つい先回りして謝罪を連呼してしまうこの情けなさよ。

「あ、あわわ……ほ、ほんと、すみませんでしたごめんなさい。オレがアホなミスをしたせいなのに、この卵、いやこの子を諦あきらめようとしたとか、その……ゆ、許してもらえるとは思わないけど、ほんとごめんなさ──」

「ハルの必殺奥義とやらを見逃すなんて、この先後悔してもしきれない。忘れたい、寝たい」

「う、うんだからほんとごめ…………待て、今なんて？」

「それだけでも腹立たしいのに、ハルがあの雑ざ魚この極みを華麗に罵ののしって弄もてあそぶ姿まで見逃した挙げ句に……僕よりもあんな姿のブラスティフォードの方が、役に立っていたとか……信じたくない」

「ちょ、ちょっと待った！　アーロンストップ！　帰ってこーい!?」

　この竜人、何がどうなってこんな見当違いな落ち込み方をしているのだ。もしかして疲れ切っている状態のまま、頭が回っていないのだろうか。

　もうこのまま深フ海テ寝ねしたい、とかぼやき出すアーロンの肩を揺すって現実に引き戻した後、オレは意を決して自分から尋ねることにした。

　オレが自分の命を優先して、アーロン二世を見殺しにしかけたことを、どう思っているのか。

　ぱちぱち、と近い距離で瞬く金の瞳ひとみは相変わらずとても綺き麗れいだけれど、その奥に灯ともる光が呆あきれなのか失望なのか、オレにはよくわからない。

　だから、怒ど涛とうの勢いで頭の中に押し寄せてくるネガティブ思考につい、卵を抱いていた手に力が籠こもった。

　そんなオレに、緩く首を傾げたアーロンは少しだけ不機嫌そうに眉まゆを顰ひそめて──。

「どう思うか、って……当然のことだろうし、むしろ、そうしてくれなければ僕が困るのだけれど、どういう意味かな？」

「え」

「あぁ……ハルは人間だからかな？　竜の──僕のこの感覚は、わからないのかも……」

　不意に伸ばされたアーロンの手が、卵の表面を撫でる。ただしそれは、オレに触れる時のような仕草ではなく、手の甲を向けて指の背で単に接触するような触り方で、とても無機質だ。

「うん、やっぱりそうだねぇ。ハルがこうして抱いているなら、愛らしいかなとは思えるけれど、もしコレが原因で君が僕の前から消えるとしたら……そんな存在は、いらないなぁ」

「んなっ！」

　自分のお子様に！　いやまだ卵だけれども、それでもお子様に！　なんてことを！　言いやがったんだこの竜はぁぁッ!?

　そう衝撃のあまり口をぱくぱくさせているオレに、当の本人は取り繕うように今度は掌てのひらで、ヨシヨシと卵を優しげに撫でてみせる。でもそれ、気持ちが入ってないのはバレバレだからな!?

　ただオレのそんな頭の中もお見通しだったらしく、諭すようにアーロンはゆっくりと語ってくれた。

　番と子供なら番優先が当たり前、その番が子供を大切にするなら竜もそうする。そうでないなら、親子であってもただの同族に過ぎない。

　それが竜という種族にとって普通の感覚──本能なのだろう、と。

「僕の幼い頃ころも、孕はらみ親がなにかと構ってくれていたから、ブラスティフォードもそれに付き合っていた、というのはなんとなく覚えているね。でもあの竜ひとは『兄』という血族がいる珍しい例だから、あまり当てにならないか……」

　そう呟つぶやきながらも水色に黒縞しま模も様ようの物体に触れる手は、次第に一定のリズムでトントンと静かに動き出す。

「ただ……そういった日々が積み重なれば、他の同族とは別の──『血族』としての情も芽生えてくるのかもしれないね。なにより、愛いとしい番きみの『子』でもあるのだから」

　そんな言葉と共に柔らかく細められた金の瞳は、オレではなく、この腕の中の存在をひたと見つめていて、なぜだか無性にほっとした。

　だからそのせいで、心の声がつい、そのまま口から漏れていた。

「……ということは、アーロン怒ってない？　え、オレ無罪放免？　離婚しなくていい？」

「──もう少しじっくり話をする必要性を非常に感じるのだけれど、君こそ、早く僕を罵ば倒とうしてくれないと」

「えっ!?　いつからアーロンにそんな趣味が……じゃ、じゃあ……あ、アーロンのアホー？」

「どうしよう、押し倒したい」

　なんだか話が脱線しかけたが鋼の意志で我に返ったアーロン曰いわく、三体目の骸霊を倒すことを優先してほんの僅わずか、オレを助けに来るのが遅くなったことを気にしているらしい。

「悪手だった。すぐにでもハルの傍に戻るべきだったんだ。竜体の竜を相手にしているなんて、完全に予想外だったとはいえ、あの僅かな時間さえ命取りになりかねなかったのに……本当に──ごめん」

　とてつもない大罪を懺ざん悔げするかのように、そう重々しく口にして項垂れるアーロン。

　大きく仄かに温かい卵をよいしょっ、と抱え直しながらその隣にぴたりとくっついて、オレは嫁様が省略したであろう部分を口にした。

「それってさ、オレが気にしてたから、街の安全をまず先に確保してくれたんだろ？」

　近い距離で見上げた先の金の瞳が、軽く一度瞬く。

「ほら、やっぱりな」

　そんな反応に小さく笑ってその肩に頭を預けながら、もうバレてるぞと念も押しておく。

　なんといってもアーロンのことだ。旅の中でオレが話した壊滅した街でのあれこれとか、この前ギリギリセーフで救援できた街の一件とかを考慮して、判断してくれたに決まっている。

　骸霊を放置してオレの傍に戻れば、また改めて討伐に行く前に街が餌食になる危険もあったのだから。

　そうなれば誰だれが一番それを気に病むか、オレの番はわかってくれていたということだ。

「アーロンは、いつだってそうなんだよ。オレに優しいからオレを優先して、全部考えてくれる──」

　オレと違って、と続けようとした言葉は寸前のところで飲み込んだ。

　だってこんなオレを、アーロンは大切にしてくれる。

　たとえそれが竜の本能だとしても、子供よりも番オレが必要なのだと言ってくれる、それを嬉うれしいと喜んでしまう、オレを。

　でも少しだけ胸がチクチクするのは、この子に対する罪悪感だろう。ほんとごめんな？　まだ卵なのに、ふたり揃そろってろくでもない親だろ、これ。

　だから無事に孵かえったら、この世界にちゃんと生まれてきたその時は、いい親になれるよう精一杯頑張るからな。

　胸の奥でそう誓いを立てながら、腹に抱えた小さな温ぬくもりを抱きしめ直す。すると、隣から伝わるより大きな温もりもあって、穏やかな眠気が急速に頭をもたげてくるではないか。

　我ながら現金すぎるが、怒られるどころか大切にされているのを実感できた上に、満腹感と安あん堵ど感かんまで加わったのだ。うむ、今寝たら絶対気持ちいいに決まっている。

「アーロン、ごめん寝る、落ちる……反省会は後日また、会場を改めましてぇ……」

「ふふっ……反省会なんてもう終わりだよ。ありがとうハル、愛してる────だから、逃したくないんだよ」

　かろうじて離脱宣言はできたものの、穏やかな声音で紡がれた最後の言葉にツッコむ時間はなかった。

　誰も逃げたりしないっての。アーロンがオレの傍にいてくれるなら、オレを傍に置いてくれるなら、ずっと一緒にいるって。

　そんな幸せ気分で目を閉じたオレは翌朝、いつもの時間に健康的にスッキリ目を覚ました。

　そして、神殿内がどえらいお祭り騒ぎに発展しているのを、ようやく知った。というより巻き込まれた……いや、祭り上げられた？

「祭典まつりじゃぁぁあああ！　神子様と！　卵様を！　お祭りするのですーーッ!!」

　なんだかテンション振り切っているキツネ顔のお姉さんが、その筆頭であったことは言うまでもない。
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「ほーら、今日もいい天気だぞ～？　綺麗な花も、いーっぱい咲いてるからな～？」

　幼子に語りかけるような優しい番つがいの声音を楽しみながら、今日も僕はその光景に目を細める。

　特に気を引くものなど何一つない、ありふれた庭園だったはずの世界は、大きな卵を抱えたハルがゆっくりと散歩するだけで、永久とこしえの楽園になるのだ。

　小柄な僕の旦だん那な様にとっては幾分手に余る大きさの卵だし、ベッドか専用の台座に放置しておいても全く問題ないのだが、頑かたくなに自分の傍に置き続けるところも愛らしい。

　そんなハルのために『卵様専用前掛け鞄スリング』なるものが、女官たち総出で製作された。そのおかげで今日も卵は、ハルの肩から斜めがけされた派手な柄の布地に底部を包まれて、しっかりとその腕に抱かれている。

　ただそれを少し離れたベンチからこうして見守っているのは、孕んでいた時のような過度の保護をハルが必要としなくなったからだ。

「お、こっちにも精霊ちゃんが飛んでるなー……いいか、見た目に騙だまされるなよ、あいつらヤバいからな？　絶対ホラーの申し子だぞ」

　前方からふわふわと漂ってきた一匹の精霊、半身を下げてそれを躱かわしたハルが卵に言い聞かせているように、その目には再び奴やつらの姿が見えるようになっていた。

　卵が生まれてから一週間ほど経過した頃に「見えたー！」と嬉しげに教えてくれたから、やはり懐妊によって何らかの魔力的な影響が出ていたのだろう。

　何かと口実を付けてハルを構い倒せなくなったのは惜しいけれど、彼が万全な状態でいてくれることは手放しで喜べる。

　もうじき一ヶ月になるが、完全に想定外だった同族の襲撃という凶行は、いまだに僕の脳裏にこびりついて離れないのだから。

　あろうことか竜体の竜と対たい峙じしているハルを見つけた瞬間は、我を忘れて咆ほう哮こうしてしまった。

　いくら他の同族よりも親しくしていた相手とはいえ、僕の番を害そうとした雑ざ魚この極みなど生かしておくつもりはなかったのに、殺しきれなかったことも心底口く惜やしい。

　転移魔法の行使直後でなければ、ハルに回復魔法結界を張り続けていなければ、奴が竜帝の直系でなければ──……いや、あの時は唯ただ一人を守りきることが最優先事項だったのだから、こんな想定など無意味だ。

　そう理解してはいるものの……。

（まだ一ヶ月とはいえ、あれから竜帝陛下との連絡も滅多に通じない。タルタリュクスの処遇についての音おと沙さ汰たもなし……。伯父上が、竜帝たる者としての言葉を違たがえるとは思わないが──気に障るねぇ……）

　チリリと胸の奥に燻くすぶる苛いら立だちに眉を寄せかけたが、その前に小声で零こぼされた声音が耳に入り、そっと意識を集中した。

「──なぁ、お前らさ……あの時、オレに何かしたか？」

　それは、腹を上に向けながらゆったりと宙を流れていく精霊に向けて問いかけられた、神子ハルの言葉。

　苦笑交じりに奴らを見つめていることの多い彼の顔にも、今は、はっきりとした警戒の色が現れている。

　だが、ハルの前を漂う精霊は気持ちよさそうに目を閉じたまま、何の反応も示すことなく、次第に遠ざかっていった。

「おい無視かよ……まぁ今は何ともないから、別にいいけどさぁ……。余計な心配も、かけたくないし……でもなぁ……」

　ひくっと口元を引きつらせながら、いつもと変わらぬ様子の精霊を見送ったハルは、小さく肩をすくめてみせた。だが、すぐに気持ちを切り替えたのか、また楽しげに胸元の卵に話しかけながら歩き出す。

　その姿に、ハルもあれには気づいていたのかと、僕は思わず眉を寄せた。

　あの日、他の竜の姿が全すべて消えた後、竜体の僕が魔力枯渇によって一切動けなくなった時の精霊の動きは、確かに異常だった。

　ハルには気絶していたようなもの、と伝えたが本当は少し違う。僕にはずっと意識があった。そもそも竜が完全に意識を失うなど、一瞬のことであればまだしも、本来は深ふ海か寝ねぐらいでしかありえない。

　だから番の乱れきった魔力も、震える声音も、必死に僕を叩たたく非力な手の感触も、全て感じ取っていた。

　あの時のハルには見えていなかっただろうが、僕らの周囲へ押し寄せた夥おびただしい精霊たちの気配も、全て。

　僕のために僕を殺してくれると綺き麗れいに笑ってくれた強いハルは、そこにいなかった。代わりに、風が吹いただけでも散ってしまうような、危うい脆もろさがありありと伝わってきて、酷ひどい焦燥に駆られながら魔力の回復に努めていたのだ。

　そしてようやく、竜人へと姿を変えられる程度の余裕ができた時、真っ白な顔色をしたハルが、か細い声で「死にたくなるから」と呟いた瞬間、精霊たちは──……。

「アーローン、どうだ？　そろそろ決まりそうか？　こいつ、さっきも中でもぞもぞしててさ……」

　竜でなければ聞き逃しそうなほどのごく僅かな足音で、軽やかに駆け寄ってきたハルの声。それを契機に、いつの間にか手元に落としていた視線を慌てて上げた。

　だが、それで良かったのだ。僕が全く別の考え事をしていた──つまり、今の今までサボっていたことがバレずに済んだのだから。

「そうなのかい……？　こっちも色々調べてはいるのだけれど、どれもピンとこなくてねぇ……やっぱりハルが決めたらどうかな？」

　そう言いながら膝ひざに置いていた分厚い本を閉じ、小さなガーデンテーブルやベンチの空きスペースに山と積まれた、鈍器にもなりえるそれらへと視線をやった。

　その本の山は全て、同じ分類カテゴリーに属する書籍たちである。

　そう、子供の名付け本だ。

「だーかーらー、それだけはやめようなって話になっただろ？　オレ、そもそも異世界人だし、この世界特有の名前って、ぶっちゃけ苦手だし……少なくとも五千年は生きる我が子に、変な名前をつけちゃってみろ、死んでも死にきれんわ」

「よし、ハルがつけよう」

「そこ喜ぶところ違うし、せめてアーロンが一つでも候補を出したらな！」

　むぅと顔を顰しかめようとも、愛いとしい可愛かわいい啼なかせたい、いや愛めでたい、としか感想がないのだが、ほんの少し空いている僕の隣へするりと体をねじ込んで腰掛けたハルは、少々ご立腹のようだ。

　まぁ確かに……卵が産まれ、神殿内までもが騒々しいお祭り騒ぎになるなかで、子供の名付けをどうする、という話は彼の口から出ていたからね。

　僕が面倒がってのらりくらりとはぐらかしている間に、文官たちが竜族だけでなく、人間の名付け本まで集めてハルに献上しだしたあたりで、ようやく多少はやる気になったものの……。名前など、どれもこれも同じに思えるのだから、一向に決まらない。

「うーん……ハルカワイイ、ハルガスキ、ハルマハボクノ……いっそこのあたりなら、僕だってすぐに愛着が──」

「真ま面じ目めにやれや、嫁」

　手厳しい指摘ツツコミを旦那様から頂くが、僕自身そうだよねぇと思うのだから、反論の余地もない。

　卵となって、そろそろ一ヶ月……ということは、いつ孵ってもおかしくはない状況なのだから、ハルがせっつくのも当然だろう。

「女の子にしろ男の子にしろ、一つくらい今日中に候補出そうな？　頑張れアーロン！　やればできる竜だって、オレは知ってるからな！」

　褒めて伸ばす派である番が、眩まぶしいほどの笑顔でそう応援してくれるのは嬉しい、のだけれども……これは先に教えておくべきだろう。

「ハルごめん、誰だれも言ってなかったかな？　竜は全員、雄おとこだからね？」

「え……女の子いない!?　パパ～って幼女から呼ばれるパターンはなしだと!?」

「ちなみに、幼体が竜人の姿を取れるようになるのも……その、結構時間がかかると思うから、まぁ気長にね？」

「参考までに平均は？」

「……百年ちょっと、かな？　僕は──確か、九十年くらいで竜人になれたけれど」

「────健康第一を、人生目標の最優先事項に併記……」

　おかしいな、この一ヶ月の間にそういった話をした記憶は……そういえばないね。

　卵を拭ふく布は何がいいか、お風ふ呂ろに入れるのはアウトか、日光浴は何時間までが……といった細こま々ごましたことは、結構話し合ったけれど。

　でも虚空を見つめてぼやくハルに、これはいい機会だと久しぶりに閨ねやの誘いを思い立つ。

　孕はらんでいた時の負担に、竜を撃退した際の肉体的・精神的な疲労もあるだろうし、何より卵と僕らの三人で眠りたいという彼の強い希望でこの一ヶ月、契っていないのだ。

　先達の言葉通り、番にとって竜と契ることが延命にもなるのなら尚なお更さら、そろそろ肌を重ねた方がいいかもしれない。

　そう自分の欲求に大義名分を得た僕だけれども、実際は誘いの言葉一つ、口にすることはできなかった。

　静かで穏やかな昼下がりの庭園、ふたり並んで腰掛けたベンチ。番の腕に抱かれたソレから小さく、けれどはっきりと響いたピシリという音が、場の主役となったから。

「うぇ、えぅわ、わぁゎあっ……お、おかーさぁーんッ!?」

　慌てふためきながらも、ピシピシと罅ひびが入っていく卵を膝の上でひっしと抱え直したハルは、きっと自分が何を口走っているのか自覚していないと思う。

　遠くから女官長を始めとした複数の足音が近づいて来る気配もするが、ハルは彼女に懐いているし、止めない方がいいだろうか。

　そうこう考えている間にも、卵の頭頂部がなぜか、ボンッと弾け飛ぶ。

　吹き飛んだ殻の破片が危うくハルに直撃しかけたが、彼自身と僕がこっそり掛けている二重の防御魔法によって、それは防がれた。

　そうしてやっと現れた見慣れぬ小さな同族の姿に、『血族』が文字通りこの身の力となることを、僕は知った。

「フリューレティオ」

　夜空を嵌はめ込んだような大きな瞳ひとみと視線が交わった瞬間、この口から零こぼれた音は確かに、その名を告げていた。

　やがて大きな瞳を数度瞬いてから、「わかった」と応こたえるかのように小さく頷うなずいた子竜は、産声のごとく初めての咆哮を上げてみせたのだった。

「ごめん、なんて!?　アーロン今なんて言った!?　フルーツ!?」
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　オレが一ヶ月もの間、手塩にかけて世話をしていた派手な卵から、ついにアーロン二世が爆誕して今日で二週間になる。

　文字通り『爆誕』された時には面食らったものだが、類たぐい稀まれな精霊魔法の使い手に返り咲いた第一級討伐者デイーラたるオレに死角はない。あらかじめ掛けていた防御魔法のおかげで、傷一つ負わなかったからな。ただし、庭園の石畳に卵の殻が深々と突き刺さっていたのは、見ないことにした。

　アーロンが悩みに悩み抜いていたらしい名付けも、誕生と共にあっさり決着したのは良かった。
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　生まれてからもしばらく名無しなんて状態は、ちょっとかわいそうな気がするし……ただな、できればもう少し、せめてもう一日か二日くらい前には、決めておいてほしかった。

　でないと、オレの練習時間がないだろうが。

「っこらこらぁ、だからちょっとだけじっとしてろって……あ、飛ぶな！　卑ひ怯きようだぞこの果物っ──違う、テオー！」

　ただでさえこの世界の人名・地名・とにかく名称はオレにとって難解だというのに、空耳だった第一印象が強すぎるせいで、我が子の名前を覚えるのも一苦労だったのだ。

　具体的には、言い間違えることなく正確に覚えるのに、三日かかった。うん、アーロンが悪い。

　しかし、苦労して覚えた『フリューレティオ』という名前も、普段呼びするには長い。というわけで、結局『テオ』という元の名前の雰囲気が欠片かけらしかない愛称で呼んでいるわけだが……このテオ、誰に似たのか非常に──落ち着きがないのである。

　経験者の話によれば、竜という生き物は最低限の知識を兼ね備えて生まれてくるらしい。だから、最初から確固とした自我もあるし、ただの赤ちゃんというわけではない。

　こうして朝っぱらから、どこかでひとり遊びをして、オレとアーロンが食堂にしている部屋へ全身泥だらけのまま突っ込んで来るくらいには、早くも自立しているのだ。

　しかし、親の世話を必要とする幼児であることには変わりない。

　食事が終わるまで放っておけばいいよ、と柔らかな微笑で放任主義まっしぐらな嫁様の言葉はスルーして、オレはラーナさんたちにお湯の入ったタライを庭先へ急ぎ用意してもらった。

　彼女たちだって暇なわけではないのに、余計な手間をかけてしまって申し訳ない。

　それというのも、卵が産まれた時はまだ神殿内で情報をせき止めていたのだが、無事に新たな竜が誕生したことを満を持して庇ひ護ご下の街々へ知らしめた結果、お祝いの貢物が倍増しているからだ。

　だというのにラーナさんや他の女官さんたちは嫌な顔ひとつせず、むしろ先を争って幼児用プールほどの洗い場をささっと整えてくれるのだから、本当にありがたい。

　そんな至れり尽くせりの環境で、オレも颯さつ爽そうとテオの丸洗いを開始した、はず、なのに……！

「ちょ、あ！　馬鹿！　そんな頭から急降下したらっ……！」

　オレの手から逃れ、軽く宙に浮かび上がった後「ひゃっほーい」とでも言うように、タライに真っ逆さまに突っ込んでいく泥だらけの小さな、塊。

　それが盛大な水しぶきを上げたのと、ゴイィンッという鈍い音が同時に響いたのを、オレはずぶ濡ぬれになりながら聞いた。

　しかしここは大人、いや親の余裕を忘れずにギャーギャー騒ぐ無様を晒さらすことなく、オレは前髪から垂れる雫しずくをゆっくりと拭ぬぐう。

　そのままプクプクと小さな泡が水面に途切れることなく浮かぶ様をにっこり笑顔で見守りつつ、ようやく傍にやってきた気配を振り仰いで尋ねた。

「なぁアーロン、竜って溺おぼれないよな？　コレは勿もち論ろん大丈夫なんだよな？」

「うーん……魔力呼吸に切り替えていれば平気だけれど、こんな幼体こどもにそんな器用なことができるかというと、僕も少しばかり自信がな──」

「どっせぇぇええいッ!!」

　もっと！　短く！　説明しろやぁぁあッ！　と叫んだつもりだったが、とにかく慌てて大きなタライの中に両腕を突っ込んで、目的の塊を急いで引き上げた。

　そうしてザバッと水中から救出された、小さな小さな竜は、

「ぴぇっ……ぴっぇ……ぶしゅっ……」

　そう可愛く、咽むせこんでいた。

　大きさも体型も丸々と太った猫程度だが、ふくよかなその体は爬は虫ちゆう類るい特有の滑らかな藍あい色いろの鱗うろこで覆われており、背中には小さな蝙蝠こうもり翼も姿を見せている。

　きっと成長すれば親竜のように長くしなやかになるだろう、今は短く太い首の先には、ウーパールーパーじみた顔が、ない。

　驚くことに、少々柔らかめな輪郭をしてはいるがその顔は確かに親の竜体姿そっくりの、これぞ『竜』というカッコ可愛い顔をしているのだ。

　きっと白銀色の角が埋まっていると思しき瘤こぶだって、ちゃんと頭の上に二つ、ちんまりついている。

　そしてなにより特徴的なのは、泥を洗い流されて水滴と陽光でキラッと輝く体が、薄っすら透けていることだ。それも物理的に透明っぽいアーロン竜とは、ひと味違う透け方をしている。

　うむ、精霊型竜です、と言われても納得の摩ま訶か不ふ思し議ぎ息子だが、それがオレとアーロンの子供テオなのだ。

　そんな子竜は、夜空に星を散らしたような黒でも紺でもない不思議な色のくりっとした大きな瞳で、これまた不思議そうにオレを見下ろしていたものの、不意に、にぱっとその口を開けると、

「ぴっぴぴっぴぷー」

「アーロン、通訳」

「父ちち上うえ様さまおはよう、パパ上うえ様さまもおはようございます。テーたんお腹なかすいた」

　こうして歌うように鳴かれても相変わらずオレには何が何やらさっぱりだが、二週間ともなると少しは慣れた。竜族同士ならば、幼くともきっちり意思疎通できるというのだから、同時通訳してもらえばいいだけなのだ。……オレだけ子供の言葉がわからないのが、ちょっと寂しいというのは内緒だ。あと、本当にその口調なのか、かなり気になっていたりもするけれど。

　卵から生まれる時点で腹を括くくっていたつもりだったが、人間の子供とは全く勝手が違うから、はっきり言って戸惑いまくっているのが現状だ。

　といっても、人間の赤ん坊を手渡されても同じくらい、全力で持て余す自信しかないけどな。

　それでもデッドラインすら不明の生物を相手にするのは、予想以上に気が抜けない。

　つい今し方のタライで自爆もそうだが、どの程度なら危険かそうでないかが、オレには全くわからないのだから。

　孵ふ化かした直後に、自分の卵の殻をバリバリと煎せん餅べいのように食べ始めた時も焦ったし、その日のうちにヨタヨタ飛び始めて、生け垣に頭から突っ込んで行った時は死んだかと思った。

　翌日には、腹を出して気持ちよさそうに寝ているテオの姿を微笑ほほえましく眺めていたら、突然アーロンが無造作に引ひっ掴つかんでその背中を叩たたくと、喉のどに詰まっていたらしき精霊が一匹、スポンッと出てきて──オレも変な声が出た。

　竜なのだから幼体こどもであろうと簡単には死なないよ、放置で大丈夫、とアーロンは言うが目を離した隙にあっさり死にそうで、怖くて仕方なかった。

　また家族を失ったらと思うと、三人一緒のベッドで眠ろうとしても目が冴さえて冴えて、全然寝付けないほど、無意識に気を張っていた。

　だがそんなオレを救ってくれたのも、当然できる嫁様である。

　なんとパパ竜人さん、この子と意識が繋つながっているらしい。

　それが竜族特有のものなのか、アーロンとテオだけなのかはまだはっきりしないらしいが、何となく理解はできるそうだ。

　今どこで何をしていて、どんな状況で、楽しいのか不安なのか、怯おびえているのか、寛いでいるのか……だから、本当にその身に危険があればすぐにわかるから大丈夫、と。

　それなら早く言ってくれよこのファンタジー生物ぅ！　なんて、ほっとしながらもツッコミを入れたが、アーロン自身もテオが生まれてから一週間あたりでその感覚にやっと確信が持てたから、オレに伝えるのが遅くなったそうだ。

　何にせよ、それなら安心かも、と肩の力が徐々に抜け始めた今日この頃ごろではあるが、オレの心配などテオにとってはどこ吹く風。

　今け朝さも気がついたらベッドから忽こつ然ぜんと姿を消しているわ、帰ってきたら泥だらけだわ、タライで溺れるわ……もうほんっと、誰だれに似たんだウチの子は。

　そんな思いでため息交じりに苦笑していると、珍しくオレにおとなしく抱かれたまま、小さな小さなテオは鳴いた。

「父上様、怒ってる？」

　アーロンの声音で語られるその言葉にも、笑いがこみ上げてきて小さく肩が震える。

「いーや、怒ってないぞ。元気なのはいいことだもんな。でも──」

「ぴっぷぅう～！」

「じゃあもう一回、テーたん最強神話創ってくる」

「だから待て、飛ぶな逃げるな落ち着け！　腹減ったんだろーが!?　一緒にご飯にしなさい！　めっ！」

　パタパタと背中の小さく薄い蝙蝠翼を動かし始めると同時に、軽く浮き上がりかけた体をガッシと掴み直しながら、今日も朝から軽い雷を落とすことになったのだった。

　異世界に来る前も来た後も、想像すらしたこともなかった子育て生活の滑り出しは、この小さな家族に全力で振り回されてばかりである。

　だから当然、オレのライフワークでもある旅をいつになったら再開できるかなんて、目め処どすら立っていない。

　でもそれでいい、幸せだからさ。

「フリューレティオ、そろそろ僕からも言い聞かせておこうか。──、──？」

「ぴっ!?　ぴ、ぴっぷぷぷっ！　ぴぅ！」

「そうだね、いい子だ」

　オレが自分の顔や髪をタオルで拭ふいている間に、同族親子同士で何を話しているのやら。

　アーロンに体を拭かれているテオの必死な頷きと、それに微笑み返しながらもてきぱきと小さな体を拭き上げる番つがいの様子を、オレはほっこりしながら見守った。

　なお、その会話にきっちりツッコんでおけばよかった、と思ったのはその日の夜、久しぶりにふたりきりの寝室でベッドに押し倒されてからである。
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　今日も朝から可愛かわいい我が子──微妙にペット扱いしていないかと悩みそうにもなるが、確かに愛する我が子、に振り回された日であった。

　それでも楽しく平和に一日を終え、ほどほどに疲れた体を風ふ呂ろで綺き麗れいさっぱりリフレッシュしてから寝室に戻ると、いるはずの竜が一人しかいなかった。

「アーロン、テオは？　まさか……また外に出かけたのか？」

　まだ赤ちゃんだし夜はしっかり寝ような、と常々約束していたはずなのだが。

　一体見張り役は何をやっていたのだ、とベッドの上で悠々自適に読書中の湯上がりアーロンに視線をやると……。

「いいや。君をずぶ濡れにした件の反省で、今夜はフリューレティオだけで眠るよう取り決めていたから、別の寝床に向かっただけだよ」

　などと、のんびり仰おつしやるではないか。

「え……赤ちゃん一人で寝かせたらダメなんじゃ……寂しがるだろ？」

「まさしく本人からも、そう不満を表明されてね。妥協案として女官長の所へ行くようにと言い直したら、喜んで受け入れてくれたよ」

　待て、それは反省ではなく単に初めてのお泊まりに変わっただけではないか？　しれっとラーナさんも巻き込んでるけど、あのお姉さんまた倒れない？　テオが生まれた時だって、感極まって倒れた人なんですけど？

　そもそもお仕置きでひとり寝なんて、赤ちゃんにさせるべきでは……いや、赤子とはいえあやつも竜。凡ぼん愚ぐなる我が身では、到底わかり得ぬ掟おきての下に生きているのやも──。

「ハル？　ハールー？　そう難しい顔をしていないで、早くおいで。久々にふたりでゆっくりシよう？」

「あ、そうか。それもそうだな、ここのところずっと慌ただしかったし……オレもアーロンとゆっくり過ごしたいと思ってたんだ」

「……うん、そうだね。ほらほら、おいで」

　やけにいい笑顔のアーロンに手招きされるまま、オレもいそいそとベッドに向かった。

　さすができる嫁、いや番様。新しん生せい竜じ相手にてんやわんやのオレのために、こうして理由をつけて一時の休憩時間を作ってくれたに違いない。

　寝室から追放されたテオには悪い気もするが、本人が楽しくお泊まりに行ったのならいいか。

　ほんと助かっちゃうなぁ、久しぶりにアーロンとゆっくり何を話そう。今は無理だけれど、旅の再開についての計画もいいな。

　なーんて、うきうきしながら幾つもある枕のひとつを背もたれにして、アーロンの隣に足を伸ばして座り込んだ。その途端──。

「捕まえた」

　愉しげに低く甘く囁ささやかれた声音の不穏な響きに、あれ？　と思ったのも束つかの間ま。いつの間にか反転した視界は、オレにのしかかる綺麗で色っぽい湯上がり美人に大半を占められていて、その向こうには僅わずかにベッドの天てん蓋がい部分が見えるのみではないか。

「え、あれ？　え？　……ゆ、ゆっくりって……あ、そ、ソッチの方デスカー……あ、あはは……」

　見えない尻尾しつぽか竜魔法かはわからないが、パサッと音を立てて天蓋カーテンの布地がひとりでにベッドの周囲に降りてくる。

　同時に、室内はおろか、ベッド周りの照明すらも一斉に明度が落とされていくのだから、なんだか笑ってごまかすしかない。

　だって……はっきり言おう、久しぶりすぎて変に意識して緊張してしまう。

　いつもの藍色の浴衣ゆかたに似た寝間着姿のアーロンに組み伏せられているだけで心臓がやけに煩いし、黒に包まれた長い指先でするっと頬ほおを撫なでられれば小さく肩が跳ねるとか、初めてかオレ。

　つい一ヶ月と少し前までは散々爛ただれた性活、って違う！　生活を送っていたはずなのに、なぜ今更こんなにも羞しゆう恥ちがこみ上げてくるのか。

　おそらく表情筋が不具合バグを起こしたせいで顔が強張っているオレを見て、キス寸前まで身をかがめつつあったアーロンが少しだけ体を起こした。

　そして柔らかな顔立ちに悲愴さを一滴滲にじませた苦笑で、そっと囁くのだ。

「卵が生まれてからの一ヶ月間も契っていないし、フリューレティオが孵かえってからもまだだし、君の長寿計画のためにもそろそろ、と思ったのだけれど……何より僕にハルが足りなくて……でも、嫌かな？」

「ふぉおぉおぉ……だからその顔反則、心臓止まる、ただでさえ血圧上がってる気がするのにヤバい、尊い、ドストライクぅ！」

　ハル？　と困惑の強くなった声を尻しり目めに、両手で顔を覆ってしばらくジタバタと悶もだえてしまったではないか。もうオレの嫁様、可愛すぎか！

「嫌じゃない、嫌じゃないんですけど、ちょっとばかり恥ずかしさが勝っているだけでしてね？　だから、その……お、お手柔らかに……」

　顔に集まりだした熱を否いや応おうなく感じながら、そう言って指の隙すき間まからこっそり見上げた番の顔は殊更綺麗に、嫣えん然ぜんと微笑んでいた。

　やっぱりこいつ、オレがあの顔に弱いのを知っていて、わざとやりやがったな？　と頭の隅でツッコんだものの……今度こそ唇に降ってきた小さな熱と、ゆっくりと体を包む温ぬくもりに喜んで手を伸ばしていた。

　その確かな温度を肌で感じながら、ふと思うのは、結局今のオレはまだまだ未熟者なのだろうということだ。

　アーロンのためなら、その命をこの手で終わらせても、オレは生きていけるとあの瞬間まで本気で考えていた。

　それこそまさに絵に描いた餅もち、机上の空論、想像だけなら何とでも言える軽薄な大言壮語でしかなかったのに。

　ピクリとも動かなくなった綺麗な竜を前に、簡単に死にたいと願った。オレは亡くした家族みんなの分まで生きて、幸せにならないといけないのに、あっさりとその義務を放棄した。

　それが、全すべてだ。

　少なくとも今のオレではアーロンがこれから先、永く永く苛さいなまれるであろう苦しみを代わってやることはできない。そんな覚悟なんて、できていないのだから。

　ならばこの先、時間をかければその覚悟も積み上げていけるだろうか。

　オレが知りうるなかで最も苦しく辛い日々から、この愛する竜ひとを守ることができるだろうか。

（こればっかりはなぁ……十年、いや絶対無理だ、足りないだろ。なら二……いや三十年か四十年？　うーん……五十年くらい先の、大人になったオレに任せるしかないか）

　なんてことはない、結局はいつかと同じように未来のオレに丸投げするだけだ。

　まぁきっと五十年もあれば、オレだって更に冷静沈着、酸いも甘いも噛かみ分けたクールダンディな渋みが漂う頼れる男になっているはずなのだから、きっと大丈夫だろう。

　その溢あふれんばかりの包容力で、アーロンとオレにとって一番良い道を選べるようになっているはずだ。……たぶん。

　などと、余計なことに頭を使っていられたのは、実はごく僅かな時間だけであった。

「え、あ、アーロン……あのさ、これ……え、もしかして、えぇ？」

「大丈夫、恥ずかしい時のハルの扱い方は、ちゃんと覚えているからね」

「いやいやいや、ちょっと待て話し合お……ひぅっ!?」

　キスと軽い愛あい撫ぶの合間に、寝間着のハーフパンツが下着ごと早々に行方不明になっているのはまだいい。ロングＴシャツモドキをたくし上げられて、優しく胸や腹の辺りに触れてくる大きな手も好きだ。だがな、

「なんっ、なんで目隠し抱っこなんだよっ!?」

　ベッドの上に座り込んだアーロンの胸にオレの背中が密着した状態で、その足を跨またいで座らされたうえに、当たり前のように出てきた黒い布で目隠しされるという、なんだか懐かしい気がする体勢である。

　脳裏に走馬灯の如ごとく過よぎるのは、紛うことなきオレの初体験……いや違う、あの時は尻尾だったからセーフ、そうアウトよりのセーフだったから正確には違うのだが、アーロンに初めて触れられた時のことがまざまざと思い出されて──余計恥ずかしいわぁぁあ！

「なんでと言われたら、最初からハルはこれが好きだったなと」

「あっ、や…ん、はぁ…っ！」

　耳元に吹き込まれる静かな吐息と、穏やかな声音。それとは裏腹に、オレの体内でゆっくりと動かされていた二本の指がわざと音を立てるように抜き差しされる。

　ぐぷっ、ぢゅぷ、という粘着質な音は、久しぶりだからとたっぷり使われた潤滑薬だとわかっている。なのに、アーロンと出会ってから短期間のうちに濃厚な愛され方を叩たたき込こまれた体は、それだけで好き勝手に暴走していくようで、

「ひぁっぁ！　ぁッ…やっあ、アーロンっこれだめッ、もっイッちゃ……！　ふぁ、ぁっ…！」

　見えない分、余計に指の動きを意識してしまうのもダメだ。おそらく、久しぶりすぎたせいで感じやすくなっているのもマズい。

（あ、あ、もう欲しいっ……アーロンので早くナカいっぱいにしてほしいっ……！）

　何よりも、そんなことしか考えられなくなっている頭が一番、重症だ。

　だというのに、それに追い打ちをかけるのがオレの御主人様なのである。

「ふふ、こんなにきゅうきゅう食いついて……お腹なかがすいてるのかな？　なら、すぐにハルの大好きなものをあげないとね」

「はっ、ぁあっ…んぅ…っ」

　ズルリと体内から抜け出ていった喪失感が、もどかしい。それでも期待させるようなセリフを信じ、あっけなく乱れた息を軽く整えていたところで、再び入口につぷりと押し当てられたその感覚に、オレは悟った。

　この御主人様、今夜オレを寝かすつもりはないな、と。

「んぁあ!?　あっあ！　やぁああっ!?　なっん、で尻尾ぉッ!?　ひんぅ！　ぁあッ！」

　忘れるはずもない、少しだけひんやりとした滑らかなその感触に抗議の声を上げたものの、ゆったりと前後に動きながら奥へ奥へと侵入してくる尻尾に弱い所を容赦なく擦こすられ、腰が跳ね上がったついでに自分の腹に粘ついた熱い液体が少し掛かる。

　それでも変わらず穏やかに挿送してくる尻尾ソレに、オレは早々に休憩タイムを申請した。久しぶりなんだから、もうちょっと労いたわれ！　と。だがしかし、

「そう？　もう少し頑張ってごらん。この際だし、竜の求愛なしでも僕が一番ハルを気持ち悦よくしてあげられるって教えたいなぁ……」

「あぅ、ぁっ！　ひっ…なに、がっ、この際だぁッ！　ふぁっ、あ…！　オレは、っアーロンが！　全部！　初めてなん、だから……っ比較できるかばかぁあッッ!!　……ぅひゃんっ!?」

　じわじわ炙あぶるような熱に耐えきれず悪態混じりにそう叫んだ途端、突然ドサッと体を横倒しにされ、目隠しまでやや乱暴に外される。

　え、なんだ？　『アホ』はいいけど『馬鹿』はダメだったか？　『雑ざ魚こ』じゃないのに？　と目を瞬いているうちに、超至近距離に現れた金の瞳ひとみが信じられないとでもいうように見開かれるなか、オレの番はこう尋ねてきた。

「ハルって、まさか……処女だったのかい？」

　様々な思いが怒ど涛とうのように脳内を駆け巡って暴れていくのをまざまざと感じつつ、口元を引きつらせながらもどうにか応こたえた「肯定Ｙｅｓ」の言葉。

　それが原因で翌日の夕方までがっつり寝込む羽目になるとか、一体誰に予想できようか。

　まぁわかってたけどさ、アーロンはオレのこと好きすぎ、愛あいしすぎ、もう最高か。

　でもやっぱり、一言だけ言わせてもらいたい。それ確かめるの、今更すぎないか。








７．プチ旅と特権






　やはりこのファンタジー異世界は、素晴らしい。

　ちょっとしたことなら魔法でお手軽簡単便利に解決できるし、難しいことでも気合を入れれば、わりとなんとかなる。

　というわけで、

「飛っべぇえぇーー！　《翼を与えよアイキヤンフラーイ》！」

「ぴッぷぇーーーー！」

「やっぱりこうなったねぇ……」

　ウキウキ声と呆あきれ声のＢＧＭが混ざって聞こえたような気もするが、オレは構わずフルアクセルの超小型二輪魔車バイクモドキで林を突き抜けた勢いのまま、手頃な崖がけから空へと飛び出した。

　ただし、以前アーロンに素晴らしい微笑で怒られた時のように、遊びでやっているわけではない。今回は違う、むしろ逆だ、逆。超真剣にやっている。

　なぜならば、二人と一匹が乗るこの高速バイクの後ろからは、ちょっとばかり大きめの虎、しかも鳥のような翼まで生えている凶悪面の骸霊が、猛然と飛びかかってきているのだ。

　まぁこの程度、当然オレの敵ではない。むしろ一撃の下に葬り去ってくれてもいいのだが、今回は事情があって、わざと手間暇をかけている。

　弧を描いて落下していくバイクを追いかけてくる、虎骸霊。それは、これ以上はないほど絶好の位置取りといえる。まさに、ほんの少しだけ上空にいる大きな的でしかない。

　だからオレはここまでのお膳ぜん立だての総仕上げを、高らかに宣言してみせた。

「はい来たバーカッ！　テオ、今だ!!」

「ぷぴ？」

「父上様、何が？」

「ッッ打ち合わせしただろうがこらぁぁああ!!」

　結局その一言で全てが水泡に帰したことを悟り、全力でツッコミながら自分の精霊魔法でトドメを刺すことになったけどな。

　一体なぜこんなことになっているかというと、元気すぎるウチのお子様竜が原因である。

　子育て、というよりは勝手に育つ摩ま訶か不ふ思し議ぎ生物に振り回されているだけのような日々が続いて早、二ヶ月。いつの間にかテオはこっそり一人で神殿の外、それもかなり遠くにまでお出かけするのが日課になっていたようだ。

　勿もち論ろん、なんだか意識が繋つながってるみたい、と自己申告してきた親竜は当然それを知っていた。そしてこれまた「竜だから問題ないよ」といつものように放置、いや静観──温かく見守っていたらしい。

　しかし二日前の夕方、ついにオレがそれを知ることになったのだ。そう、どこかのわんぱく男子が嬉うれしげに咥くわえてきた骸霊の亡なき骸がらによって。

　ひとり遊びも大切だってラーナさんたちも言ってたし、しばらくはそっとしておくかな。と、呑のん気きに最強杖づえ再誕計画を画策していたオレは、思わずあっけに取られた。

　神殿周辺は天敵である竜の気配に満ちているため、知能の低い手乗りサイズくらいの骸霊しかいないはずなのに、テオが見せびらかしに来た戦利品は３ｍはあろうかという立派な狼おおかみ型骸霊だったのだから。

　てっきり神殿内か、せいぜいその外周辺りの森で遊んでいるとばかり思っていたオレが、アーロンを質問攻めにしたのは自然な流れであろう。

　こいつどこまで遊びに行ってるんだ？　ろくすっぽ戦闘経験もない赤子が何やってんの？　ちゃんと戦い方のレクチャーしたか？　え、してない？　本能任せ？　……わかった、ならばオレが一肌脱ごう。と、息子の将来のためにも立ち上がらざるを得なかった。別に暇を持て余していたからではない、うむ。

　名付けて『竜でも大事！　サバイバルのすゝめ初級編』イベントの発生である。

　その概要は普段テオが遊び場にしている辺りへ出かけ、現地で二泊三日の予定で野宿するだけというささやかなクエストだが、オレに抜かりはない。

　竜だろうがなんだろうが、戦闘の基本は一緒だ。油断大敵、退路確保、見敵必殺……ちょっと違うのが混ざったが、『命大事に』を最優先事項に色々と叩き込んだ。

　竜特有の感覚やら何やらはアーロンに補足させ、実地訓練の一環として実際に皆で骸霊狩りも行ったし、一泊目の野宿も無事乗り越えた。

　そうして本日も引き続き訓練という名の親子プチ旅を楽しんでいると、折よく少々強そうな骸霊の群れをテオが発見し、これ幸いとばかりに多数を相手取った場合の各個撃破教材になってもらったのだが……。

「テーオー？」

　この二ヶ月程度では、さして大きさも丸さも変わらなかった小さな竜。推定７キロのそれを両手で掴つかみ上げ、顔の高さで目を合わせてにっこり微笑ほほえみつつ、トドメ役をすっかり忘れていたおっちょこちょいへ、軽くお説教を始めようとした時だ。

　くてっと体全体で項うな垂だれたテオが、しゅんとした声で歌った。薄っすら透けていることもあって、まるでそのまま消えてしまいそうな儚はかなさである。

「ぴぅ、ぴぷぷっ…ぷぅ……」

「ごめんなさい父上様。父上様がかっこよくて、テーたん骸霊にメッするの忘れてたぷぅ」

「～～～～ッあぁもう仕方ないなぁ、テオはぁ～～！　でも父上がかっこいいから、そうなっちゃうもんな!?　次からはちゃんとメッするんだぞ？　チームプレーの乱れは、命取りだからな？　よしよしよしっ！」

　最近腕を上げた通訳者の情感溢れる弁明を前に、オレの小さな怒りなど持続できようか、いやできぬ。

　そのままボフッと硬めの体を抱き込めば途端に上がるご機嫌な可愛かわいい歌声にかき消され、こっそり零こぼされた苦笑混じりの呟つぶやきはよく聞こえなかったが。

「うんうん、親ばかだねぇ。こういうのを『ちょろい』って言うのかな……」

「アーロン何か言ったか？」

「そろそろ今日の野営準備をしようかな、と」

「おっと、そうだな。よーしテオ、昨日きのうの復習だ！」

「ぴっぴぷ～！」

　息絶えた骸霊を精霊魔法でサッと収納してからバイクの運転席に跨がれば、よっこらしょと力の抜ける掛け声と共に、アーロンがオレの後ろに座る。

　ついで肩口にズシッとした重みも乗っかるが、予想通りそれはすぐさま消えた。

「フリューレティオ、肩はダメだよ。ほら、さっきのように父上様の背中に張り付きなさい」

「ぷぴっ！」

　そんなやり取りをしながら、リュックのようにオレの背中にくっつく重さは、傍はたから見ればきっと可愛さ爆発のコアラ間違いなしなのだが、本当にそれでいいのか竜族親子。竜の威厳とやらは、大丈夫か？

　夕暮れ時に空が変わり始めるなか、そうほんの僅わずか気を回しながらもオレは一路、昨夜と同じ野営場所へとバイクを走らせたのだった。

　そうして満天の星に世界が覆われる頃ころには、小さな焚たき火びを前に番つがいとぴったり隣り合って座り、小声で今日の総括に興じる。

　日中はしゃぎ通しだったテオは、オレの膝ひざの上であっという間に夢の世界に旅立っていた。

「やっぱり肉弾戦はまだ早いよな？　赤ちゃんだし……でも攻撃手段が魔法一択しかないっていうのも怖いよな。竜だって封印魔法効くし……」

「そうだねぇ。純粋な物理攻撃能力のみなら、第一級骸霊と一対一までが危なくない範囲かな」

「よっしわかった、肉弾戦必要ないわ。むしろ『パニックになったとしても暴れない』をまず徹底させるべきだな」

　昨日、子竜の力試しによって根本からぼっきりと折れたばかりの大きな倒木に腰掛けながら、こんな小さな体でも全力の尾の一撃は洒落しやれにならないもんな、と生まれながらの最強種の丸い背を撫なでた。

　そんなオレの苦笑を、緩く細めた金の瞳で見つめていたアーロンは、ならば、とまた静かにその声を奏でる。

「こうして予行練習も終わったし、この子も連れて、軽い旅でもしてみるかい？」

「え!?　いいのっ……か？　まだ生後二ヶ月、いやもう少しで三ヶ月だけど、大丈夫なのか？」

　思わず大きくなりかけた声を慌てて抑えながら尋ねれば、いつだってオレ優先の嫁様もさすがにそこは考えてくれていたらしい。

「フリューレティオに街を教えてもいい頃だし、僕の庇ひ護ご域を一周りするくらいの近距離旅なら問題ないよ。もし迷まい子ごになっても、自力で神殿まで戻ってこられる距離だからね」

　君には物足りないかもしれないけれど、と微笑むアーロンにオレは盛大に首を横に振って答えた。

「そんなことないって。今回だってプチ旅みたいなものだけど、それってれっきとしたか、か……『家族旅行』だろ？　今から楽しみなんですけどー！」

　元の世界にいた時の自分には、もう縁がないものの一つだったその言葉を口に出すのは、やけに難しかった。

　それでも、今ならこうして笑って口にできるのは、間違いなく目の前の番のおかげだろう。

　焚き火の明かりを受けて温かな光を零す白銀の巻角に、今はオレンジ色に染まった髪で彩られた秀麗な顔立ちが、柔らかな笑みまで浮かべているのだから、つい小さく胸も高鳴るというもの。

　……少し前まで、盛大な勘違いをしてくれやがっていたお茶目な竜人さんと同一人物のはずなんだけどな、このお兄さん。

　でもその誤解もようやく解けたおかげで、前以上にその……なんというか、うん。テオがお泊まりに行く夜は、自分が宝石にでもなったんじゃないかと錯覚するくらい愛され──だめだ顔がにやける。

　勝手にむずむずしだした口元を、さりげなく手で覆って誤ご魔ま化かしていた時だ。そんな幸せまったり雰囲気が、ぶち壊されたのは。

「ハルが喜んでくれるなら、なにより。それに無事に旅ができたら、フリューレティオも独り立ちするかもね」

「──は？　ちょっと待った、早すぎるだろ？　まだ人間と意思疎通できない状態なのに!?　ひとりでねんねもできないのに!?」

「…ぅぷ、ぷぷぅ……ぷぴぃ……」

「父上様とパパ上様、いちゃつくなら静かにやってぷぅ」

「テオは寝てなさい！　ってだからアーロン、それほんっとに通訳合ってるんだよな？」

「勿論ぷ……んん、こほん、勿論だよ。僕だって、この口調が伝染うつりかねない絶大な危険を冒しながらも、頑張っているんだよ？」

「待て、アーロン今……『勿論ぷぅ』とか言いかけた、のか？　すぐ録音魔法を編みだすから、もう一回、はいTake2テイクツーで」

「うん、何語かな？」

　油断するとすぐこれだ。なぜオレとアーロンの会話はこうも脱線していくのか。

　寝付きのいい我が子を膝に乗せたまま、いつも通りのそんな会話をしばらく続けているうちに夜は静かに更ふけていった。

　そして翌朝、全すべての旅程くんれんを終えて意気揚々のテオを背負い、アーロンが運転するバイクで帰路を進んだオレたちは何事もなく無事、神殿に帰還したのだった。

　不在にしている間に訪れた客人たちのうちひとりが、我が物顔で寛いでいる、我が家に。

　その姿に、ついオレは条件反射で口走りかけてしまったではないか。

「元気にしていたようだな、番殿。ほぅ、お前が我が血族の末すえたるフリューレティオか。光栄に思うがいい、祖たる我が名を聞かせてやろう。私は──」

「《全能力超強マキシマムブー──》」

「待て、番殿。その物騒な魔力をしまえ」

　どうせならあの可愛いウーパールーパー姿のままでいてくれればよかったものを。第一印象って、本当に大事だよな？
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　蒼月神殿の中でも一際豪勢に整えられた、貴賓室ともいえる客間の一室に、客人たちはいた。

　白しら地じに金の刺し繍しゆうが見事に施されたお高そうなソファーにふんぞり返り、ワイングラスを傾けていたのはそのうちのひとりで、軍服に似た派手な黒い衣装に身を包む舞台俳優ばりの美形である。

　黒々とした牛のような角を頭上に戴いただく、緩く癖のある長い金髪を首の後ろでひとつに括くくり、彫りの深く華やかな顔立ちに鮮血のような赤い瞳ひとみが似合うその竜人は、オレと目が合うなり即座にグラスを置いて立ち上がると、数歩距離を取った。

　ついでに口元を引きつらせて、早々に両手を降参ポーズに掲げてみせるオマケ付きで。

　まぁ仕方ないよな、条件反射でつい戦闘態勢に入りかける程度には、その姿はオレにとってウケが悪かったのだから。

「……なんで、どうして……そんな姿に戻っちゃったんですか……お義父さん……」

「ブラスティフォード、ハルが残念がっているので至急幼体の姿に戻ってくれないかな？」

「お前たち、この私を一体何だと思っているのだ。だが幼気な私の姿が罪だというのは、よくわかるぞ」

　二泊三日のプチ旅、というよりは初めての親子キャンプから神殿へと帰還した途端、来客があると伝えられた結果がこれだ。

　あの素敵可愛いウーパールーパー姿を捨て去ってしまった義父との、再会である。

　初めて自分の父親とは別の竜人を前にしたテオは、オレの背中に捕まったまま興味津々に首を伸ばして眺めているのだが、意外にも自分から近づこうとはしない。それどころか、少しだけ緊張しているようだ。

　人見知りも可愛いな～と和めれば良かったのだが、実はその原因が別にあることをオレも理解している。そう、隣にぴったりと佇たたずむアーロンから発せられている、絶対零度の気配である。

　思えば、その兆候は帰り道からあったのかもしれない。

　神殿が近づくにつれて、嫁様の口数がどんどん少なくなっていたし、どことなく顔つきも変化していた。

　おそらく『竜の感覚』とやらで、自分の塒ねぐらに誰だれが来ているのかを感じ取っていたのだろう。神殿で出迎えてくれたラーナさんが来客の旨を口にし終わる前に、すぐこの部屋に向かうと答えていたくらいだから。

　だがワンパク坊主代表のテオが、空気を読んでおとなしくするほどアーロンをここまでピリピリさせている要因は、ブランお義父さん、ではない。

　それは、お義父さんが座り直したソファーのすぐ傍にいた。

　深みのある紺色の絨じゆう毯たんの上に直接膝をつき、額までぺったりと床につけ、教科書に載せたいほどの見事な土下座体勢で微動だにしない、小柄な銀髪竜人が。

「お遊びはここまでにして、そろそろ本題に入ろうか。僕の住すみ処かにソレを伴って来た理由は勿もち論ろんあるのだろうね、ブラスティフォード？」

　表情も声音もいつもと同じように見えて、実質ブチギレ寸前なのがその気配からありありと伝わってくるのは、一体なぜなのだろうか。

「だからお前も物騒な魔力をしまえ、アウリストファーゼ。竜帝陛下より、このタルタリュクスに対して沙さ汰たが下り、私がその使者として共に訪おとなってやったのだ。光栄に思うがいい」

　姿勢を正した金髪の竜人は、見た目だけであればアーロンより少しだけ年上だ。だが、ため息交じりにそう話し出した途端、纏まとう気配を今までの軽薄めいたものからガラリと変えてみせた。『竜帝の使者』という、その名に相応ふさわしき存在のように。

　そんな竜人からまず対面のソファーに座るよう勧められ、オレたちふたりもとりあえず、おとなしく腰を下ろす。なぜか神妙な顔つきをしたテオも、オレの膝の上に背筋を伸ばしてお座りする、このお行儀の良さよ。

　オレが言うのもなんだけど、テオって実は頭も良いよな？　空気も読めるし、ほんといい子だよな？　うむ、やはりオレに似たようだ。

　そう呑のん気きに考えていたのは、自分の命を狙ねらってきた相手と突然再会したことに対する強がりでも何でもない。

　本気で殺そうとした獲物、いや敵だった竜人を前にしても思いのほか、何も感じなかったからである。

　まぁ、あれはほぼオレの自滅で招いたピンチだったうえに、もう仇かたきもとってもらっているし、めちゃくちゃカッコいいアーロン竜も見られたし、じっちゃん陛下が場を収めてくれた時点でオレの中では終わったというか……むしろ、オレの真の修羅場はその後が本番だったし？

　正直、タルタルなんてもうどうでもいい、と言いたいところだが、オレが口を出す暇もなく、竜帝の使者様はきっちりそのお役目を果たされた。

　ただの声とはまた違う、不思議な響きをその言葉に乗せて。

「〝当代竜帝ヴェラステリオンの末子、タルタリュクスの振る舞いは竜の誇りを貶おとしめるものであり、看過するに能あたわず〟」

　へぇ、じっちゃん陛下の名前って、そういえば初めて聞いたな。ヴェラ、ベラス、ベランダ？

「〝よってアウリストファーゼの番たる神子とその子、フリューレティオへ生涯の隷属を科す〟」

　いやベランダじゃないって、ヴェラじっちゃん……うん、テオの名前も油断するとすぐフルーツに……って、ん？

「〝以上をもって、竜帝の裁可と為なす。異論なきか？〟」

「はい？　なんでテオの名前出た──」

「ぴっぴぷぅ～！」

「〝御意〟」

　オレが我に返った時には元気よく返事をするように鳴いたテオと、溜りゆう飲いんを下げたアーロンの一声が響き、どこかから現れたふわっとした光の粒子に一瞬、体を包まれたような気がした。

「うむ、兄あに様さまの竜魔法も無事に発動したようだ。良かったな、タルタリュクス。神子が肯定の意を示さねば、もう五百年は自由になれなかったものなぁ？」

　ふ～やれやれ、とひと仕事終えたオッサンのように、再びソファーにふんぞり返ったお義父さんがそう土下座石像と化しているタルタルに声をかけた途端、小刻みにそのか細い体が震えだすではないか。

　そして、ゆっくりと顔を上げた天使顔の美少年は、

「っ、こ、心よりしゃ、謝罪申し上げ、ますっ……ご、御温情に感謝し、しょう、生涯っ…み、みこさま、と、ご子息にお、お仕えっ…しまっす…！」

　顔面蒼そう白はくのまま、大きな翡ひ翠すいの瞳からボロボロと涙を零こぼしながら、つっかえつっかえそう口にした。

　そこにはかつての自尊心に満ちた傲ごう慢まんさなど一切なく、まるで捕食者に捕まった小動物のような怯おびえようである。

　その様子に思わず、オレはアーロンの腕をつついて尋ねた。

「これ、誰？　オレが会ったことのあるクソ生意気な美少年君じゃないぞ？」

「間違いなく君に返り討ちにされかけた、雑ざ魚この極みを超えた雑魚の、タルタリュクスだよ」

「本人を前に容赦がないな。だが兄様の怒りを買って無事で済むわけがあるまい、性格も変わるというものよ。私とて深海で何ヶ月もアレの相手など──」

「ひ、ひぃぃぃぃい！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいぃぃぃいッ!!」

　悲鳴を上げながら這はうようにして部屋の隅に引っ込み、再びそこで綺き麗れいな土下座体勢を取って震える竜人にあっけに取られつつ、お義父さんの話をよくよく聞いてみた。

　なんでも、この世界の深海にはタコに似た巨大な生き物がいるらしい。

　しかもそれ、じっちゃん陛下の義妹？　の血筋らしい。そう、義理の妹、つまり奥さんの妹、即すなわちじっちゃんの結婚相手のひとりは──超巨大タコなんだと。

　誰かさんがガチのケモナーだった過去など霞かすむわ、むしろ竜って軟体動物相手でも欲情できるのか……いや、人の趣味にああだこうだ言うだなんて失礼だ。誰が誰に恋愛したっていいじゃないか、オレだって竜の男アーロン相手に恋愛してるんだし、うん。

　そんなタコ似の生き物さんは、皆が皆、竜にたいそう興味を持っているそうな。それはもう、性的に。

　後は、わかるな？　と優しげに真紅の瞳を細めた竜人にアーロンとの確かな血の繋つながりを感じつつも、オレはただこくこくと首を縦に振っておいた。想像することすら頭が拒否したので、もうそのまま何も考えないことにしたのである。

「ハル、君はあの雑魚を従えることができるとだけ、理解しておけばいいよ。試しにアレの名前を呼んで、何か命じてごらん。竜帝陛下の魔法に支配されているのだから、何でも言うことを聞くよ？　例えば──死ねとでも」

「いやいや、そんなこと──できないし……」

　にっこり笑って勧めてくれるアーロンには悪いが、それは物理的に不可能だ。だってオレ、タルタルの名前を正確に呼べる自信はないし、頑張って覚える気も今のところない。

　ただそれをどう誤解したのか、部屋の隅っこから「み、みこしゃまぁっ」なんて泣き声混じりのボーイ・ソプラノが聞こえてくるのだが。

「番ではない竜を従える人間など、過去にもそうはおらぬからな。番つがい殿どのは光栄に思うがいいぞ。おまけにフリューレティオにまで隷属するのだ、良かったな我が末よ。同族を手足の如ごとくこき使えるのは楽だぞ？　庇ひ護ご域の面倒事も丸投げできるし、なんなら番候補を奪おうとも──」

「お・義・父・さ・ん？　ウチのテオに何を教えてくれやがってんです？」

「はははは、冗談に決まっているであろう、番殿？」

　アーロンのため息が横から聞こえるなか、不意にテオはオレの膝ひざからパタパタと飛び立った。

　小さな竜の行く先を目で追っていると、ひとり、部屋の隅で小さくなっている竜人の目の前まで彼は飛んで行き……。

「ぴ……ぴぷぷぷぷぅっ！　ぷ～ぅぅ～！」

　と、今まで聞いたなかでも一際テンション高めの嬉うれしげな声で歌った。

「……え？　……え？　……あ、あの……ごしそく、さま……その、あの……え？」

　いまだ涙の跡が残る顔で、ぷるぷる震えながら困惑した顔で首を傾かしげるタルタルと、ぽかんとしているお義父さん、そして固まっているアーロン。

　そんな竜人たちの様子を見たら、このオレの冴さえ渡る推理力を披露するしかないではないか。

「なんだなんだ？　テオはお兄ちゃんができたとでも思ってるのか？　まぁ、今のタルタルなら遊び相手になってもらっても……」

「──ハル、違うよ。フリューレティオはね、こう言ったんだ……。『おにーたん、可愛いね！　テーたん一ひと目め惚ぼれぷぅ♡　番つがってほしいぷぅ♡』」

　しばらくの間たっぷり固まったオレは、思考停止から復活した後にきっちりこう叫んだ。

　ウチの子が欲しくばオレを倒していけ、と。
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　子供の成長って早いよな、本当にあっという間だよなぁ。でもな、いくら何でもこれは早すぎるだろ。

　オレは今日もまたそんな思いで、ちらちらと後ろを振り返りながら街中を進んでいた。

　ここ最近、立て続けにおめでたい出来事が続いたそうで、いまだにお祭り気分が抜けない華やかな街は大いに賑にぎわっている。

　大通りに面した路上には整然と屋台が並び、食欲をそそる匂においがあちらこちらから絶え間なく漂うなか、オレはひっそりと本音を口にした。

「ぐぬぬ……本当ならオレがテオに『あーん』してやるはずだったのに……」

「なら、僕がハルに食べさせてあげるよ。はい、パタスンをどうぞ？」

「あ、コレ絶対好きなやつ！　ありがとなアーロン、あむっ！　……ってひゃからちらう！　れもおいひぃ！」

　サイコロステーキ状の串くし焼やきが足を止めた絶妙のタイミングで隣から差し出され、本能が赴くままに食いついてしまったが、料理に罪はない。

　こってりした肉特有の上質な油と、柑かん橘きつ系のさっぱりとしたタレが口の中で絶妙に混じり合ってとろけていくこの幸福感よ。

　それに少しだけ機嫌を回復させたオレは、アーロンが確保してくれた路上のフードコートのような席のひとつに腰を下ろした。

「ここで少し休憩にしようか。食べ歩きはやっぱり危ないからね。次は、こっちのキレフとかどうかな？　野菜もしっかり食べられるよ」

「ありがとうお母様っ！」

「うんうん、ハルのお世話ができる特権階級者の方と並び称されるのは、とても光栄だよ」

「……ヤバい、こいつ腕を上げてやがる……」

　柔らかな微笑を浮かべてさらりと返してくるアーロンに一本取られた気になりながらも、その手が大きな鞄かばんの中から取り出した掌てのひら大だいのサンドイッチモドキを受け取る。包み紙を外して一口、口をつけたあたりで、歩いてきた大通りへまたちらりと視線を向けた。

　体格のいい様々な獣人たちが行き交う人の流れの中には、オレと同じ小柄な人間も多少は、いる。

　ただし、その首元へマフラーのように幼い竜をこっそり巻きつけている人物となれば、おそらく世界広しといえども一人だけだろうが。

「《索敵サーチ》」

　そのまま、人と同じくどこにでも漂う精霊の一匹に視線を合わせて口の中でそっと呟つぶやいたのは、オレの純粋な聴力だけでは、雑踏の中でその会話までは耳に入らないからだ。

　そうして、とある二人組の会話を盗み聞きしようとしたのだが──……。

「あ、あの若様、あまり動かれるとバレます、よ？」

「ぴぷっ」

「確かに幼体の姿は広く知られてないし……知られておりませんし、そのお姿なら目立ちませんけど、でもあの、ボクの襟にもう少し隠れて──」

「ぴっぴぷぷぷ」

「だから逢引デートじゃないよ？　ほ、ほんとにボクはただの従者なんれすよぉ……ぐすっ」

　うん、さっぱりわからぬわコンチクショウ。

　タルタルという竜が一頭、オレとテオの実質奴ど隷れいになってから今日で一週間。

　せっかく親子三人でアーロンの庇護下にある街を巡る旅に出たのに、最年少メンバーたっての希望で、今だけ全くの赤の他竜たにんにも同行してもらっているのだ。まぁ旅といっても、三泊四日で一度神殿に戻る短期家族旅行第一弾だけど。

　今もまた半泣き顔でオロオロしているおかっぱ銀髪美少年のタルタルは、あの後さっさと帰路に就いたブランお義父さんと違い、あれからずっと蒼月神殿に滞在していてテオの相手に追われていた。だから、そろそろ解放してやってもいいかなと。

　彼がじっちゃん──竜帝陛下から受けた罰は、オレとテオに『生涯隷属』するというものだ。オレだけなら寿命の関係でさっさと死ぬだろうから、その分は子供テオへ償う、ということらしい。

　永い永い竜の一生を他の竜の支配下で生きるというその重大さは、感覚の違いもあってオレにはぼんやりとしか想像できない。だって五千年以上生きるのが基本です、という生き物同士についてだし。

　ただ『タルタリュクス絶ゼツ許キヨ・隙あらば抹殺』と顔に書いていたアーロンが、一応の納得を示すくらいには重い罰のようではある。

　でもな、そんな相手に一目惚れしちゃったのがウチのお気楽息子なんだよなぁ……。

　しかもあの場にいたブランお義父さん曰いわく、竜が同族を恋い慕うのは非常に稀まれであるうえに、あまり好まれない行為らしい。というのも、竜が同族相手に発情するのか、よくわかっていないからだそうだ。

　竜帝になれる条件として『子持ち』であることが最も重要視されるほど、次世代問題がつきまとっている絶滅危き惧ぐ種しゆ並の種族だからなぁ。さっさと他の種族あいてと子供作れよ、と周りから言われるのも無理はない……のかもしれない。

　うちの子、齢よわい三ヶ月近くでもうそんな茨いばらの道に進むのか？　と、目を丸くして話を聞いていたオレに、安心させるように笑ったお義父さんは、更なる別の爆弾も投げつけてくれた。

「そう気にするな、大抵は幼いとも呼べる若かりし頃ころの気の迷いよ。そういえば、今のフリューレティオのようにこのタルタリュクスも、昔は異様なほどアウリストファーゼに懐いていたな」

　その言葉を聞いた瞬間、オレはピーンときたね。

　タルタル君、絶対今でもアーロンのこと好きだっただろ？

　あの場では「命令して好きになってもらっても、カッコ悪いからな！」とテオに言い聞かせるのを優先したから、そのことについては口に出さなかったし、アーロンも全然、全く、これっっっぽっちも気に留めていなかったけど、多分オレのこの勘は間違っていないと思う。

　戦っていた時に奴やつが口走っていた言葉を思い出すと、それで全すべてが繋がるような気もするし。

　そんなことを思い出しながら、屋台の前で紙のように薄い小皿へ山盛りとなった唐揚げを買い求める二人の会話を盗聴しているのだが、相変わらず片方が「ぷぅ」とか「ぴぴ」としか言わないものだから、諦あきらめて魔法を切った。

　そしていつの間にか最後の一口になっていたパンを口に放り込みながら、隣に座るアーロンの様子をこっそり窺うかがう──つもりだったのに、すぐにその金の瞳ひとみと視線が絡むではないか。

「次はこれでも飲んでおくかい？」

　ふっと柔らかく細められた目元と、自然と浮かべられた穏やかな微笑。低く耳に心地ここちの良い声音と共にそっと差し出される、頼んでもいないのになぜかストックしてあるオレ好みの飲み物。

「んー罪作り、そりゃモテるわ、無自覚でモテるだろ。でももうオレの嫁様だしな？　誰だれにも渡さないからな？」

「ふふっ。何のことかさっぱりだけれど、ハルに愛されているのはわかるから、僕も幸せだよ」

　手渡された甘酸っぱいジュースを一口飲み込んだあたりで、そんなオレたちへ控えめに呼びかける少年の震える声が、なぜか足元から聞こえてきた。

「あの神子様、若様が……」

「おーいタルタル君、だから君、普通に地面へ膝をつくのはやめようって。ほら、目立つ目立つ」

「ひっ……も、申し訳ありませっ…！」

「ちょ、だからそこで土下座するなって……ほら一緒に座っていいから！　な？」

　テオの体色と同じ色をした藍あい色いろの外がい套とうに身を包む竜人は、オレと目が合うなり頻繁に土下座モードへ移行してしまうのだ。本当に神殿に殴り込みに来た奴と同一人物なのか、実はいまだに疑問である。

　そんな微妙に震えている悲愴な天使顔の美少年君を向かいの席に座らせ、小さな丸テーブルを囲んだところで、外套に同化した襟巻きよろしく、じっとしていたテオが周囲を気にしながらも小さく顔を上げた。

「ぷ、ぷぷぴ！」

「父上様、テーたん、タタにーたんと絶対結婚するぷ」

「だから早いわお前今三ヶ月だし、まずタルタルに好きになってもらうのが先だろうが。いくら命令できるとはいってもそれで結婚してもらっても虚しいだけだからな？　頭の良いテオならわかるよな？　だから一いつ旦たん今日でさよならしなさい。タルタルだって自分の神殿があるんだから、いつまでもお前の面倒見てられないの。わかったら父上の方においで今ならこの肉全部あげるから」

「ぴっぷ～！」

「わぁい、お肉ちょうだいっぷ」

　早口で言い切りながら、新たに取り出したツクネに似た串焼き肉をテオの目の前でゆらゆらさせる。

　その途端、タルタルの襟巻きからオレの膝に素早く位置を変えた我が子の行く末が微妙に心配になったのは、ここだけの秘密だ。でもまだ赤ちゃんだし……うん。

　恐縮したまま固まっているタルタルとは、予定通りこの街でお別れとなる。本当ならオレとテオに絶えずべったりで隷属しないといけないそうだが、それはオレが遠慮申し上げた。

　こいつにだって自分の神殿があるし、滅多にないだろうけど竜の礼儀を果たす事態が来るかもしれない。何より、家族水入らずの旅行に息子の恋人候補はちょっと邪魔なわけだ。少なくとも、今は。

　用ができたら連絡するから、その時はすぐに駆けつけること、という取り決めもしてあるし。

　そうして最後に深々と頭を下げてから、小柄な竜人は雑踏の中に紛れて行った。

　テオの物悲しげに小さく歌う声に胸は痛むが、そうはいってもこの子、食欲を優先しやがったからな。やはりまだまだ赤ちゃんだ、恋人など百年早いわ！

「……というかリアルに成人が百年、なんだっけ？」

「ん？　そうだねぇ、竜人に変化できるようになったら一応は成竜おとなの仲間入り、だろうね」

　零こぼれた独り言にのんびりとした口調で楽しげに応こたえてくれるアーロンだが、オレは知っている。

　この嫁様、タルタルが傍にいる時は、通訳以外で絶対に一言も口を利かないのだ。顔にはいつも通り微笑を浮かべてはいるものの、その瞳だけは獲物を狙ねらっている感じで……。

　このままではいつアーロンがタルタルを闇やみ討うちするかわからないから、やっぱり早々に別れて正解だったかもな。

「いよっし、まぁ仕切り直して、親子三人の家族旅行でも始めますか！」

「ハルがしたいことに、僕に否やはないよ」

「ぴぅ……ぴぷぷぷ！」

「テーたんも、旅で大人の魅力を磨き上げるっぷ」

「テオは街中ではおとなしくしてろよ？　正体がバレたら、きっと大騒ぎになるからな」

　そう言い聞かせるオレと素直に頷うなずくテオに、大丈夫だよ、とアーロンがのんびり呟く。

　こうして、蒼月神殿を拠点に、周辺の街を少しずつ旅する家族旅行を始めてみたのだが、この時のオレはまだ知らなかった。

『竜の君とその番の君、あまつさえ此こ度たびお生まれあそばした若君様までもがご一緒に、お忍びで街を視察なさいます。故に、それらしき人物を見かけても決して騒ぎを起こさぬよう、いつも通り振る舞いなさい』

　そんな厳命が、神殿から発せられていたことを。

　まぁ……そのおかげでのんびり、ゆっくり、アーロンが庇ひ護ごする街々を家族で巡ることができたんだけどな。

　そして気がついたら、家族旅行を始めてから数ヶ月も経たっていた。

　そう、アーロンとオレが番になってから、ちょうど一年が経過していたのだ。

　ざっくり十二ヶ月で一年とか親しみやすい異世界だよな、というのは二年前、いや三年近く前にも感じていたことだが、今言いたいのは、それじゃない。オレが言いたいのは──……。

「アーロン、さんや？　その……お耳が、ねぇ？　……き、綺き麗れいなお色になってません、か……？」

「あぁ、やっぱり？　そろそろかなとは思っていたけれど、ちょうど神殿に戻ってきた時で良かったよ。ふふふ……愉しみだね、ハル？」

「ぷぅっぴ？」

　親の発情期とか、子供にどう説明するんだよ!?　えぇい……こうなったらっ……今だ任せた、タルタル君！
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「子守は頼んだ、風ふ呂ろも入った、薬も飲んだし挿いれた、あとは……ラーナさん！　何かありますか！」

「完かん璧ぺきでございます、神子様！　でも最後にもう一度、御お髪ぐしを整えましょう！」

「お願いします！」

「お任せください！」

　っしゃーー！　と、控室扱いの客間でなぜか気合を入れるオレとラーナさんの二人……という非常に既視感を覚える状況のなか、身み綺ぎ麗れいになったオレは本日既に十回は終えているブラッシングに再び身を任せている。

　神殿を拠点とした家族旅行を繰り返しながら、少しずつ旅の日数も増やし始めた今日この頃。

　次はもう少し皆で遠出してみようか、なんて家族三人で話し合っていた矢先にアーロンのアレが来たのだ、そう、発情期。

　朝目が覚めると、魚のヒレのように半透明で綺麗な蒼あおい耳、それを更に美麗な赤いグラデーションで染め上げたオレの番つがいは、準備があるからとオレとテオを早々に寝室の外へ追いやろうとした。

　オレまで追い出さなくても!?　とテオを抱っこしたまま抗議しかけたのだが、どことなく気け怠だるげな仕草から既に匂におい立つような色気を振りまきながら、アーロンは言ったのだ。このまますぐに始めてもいいのかい？　と。

　その瞬間オレの脳裏には怒ど涛とうのごとく、ToDoやることリストが押し寄せてきたのは言うまでもない。なんといっても今のオレ、去年と違って子持ちである。

　そうだテオの子守が必要だ、ちょうどいいからタルタル君に頼もう。念のためお義父さんも呼ぶか？　まずは連絡しないと……あ、通信魔道具はオレが起動させないと皆疲れるよな!?　あと準備……そう準備がいる！　なんといったってこれから三週間飲まず食わず、で、またあんな──……のぉおぉぉ！

　そう身み悶もだえしそうになったオレの心の準備のためにも、ありがたくアーロンの気遣いを受け取ったのだった。

「テオはもうタルタルにべったりで、ご機嫌だったから問題ない。お義父さんも明日の朝にはこっちに来てくれるって返答だったし……竜人が二人もいれば、子守は完璧ですよね？」

「勿もち論ろんでございますとも。不ふつ束つか者ものながら私わたくし共ども女官たちも控えておりますので、神子様と君様は表のことなどお気になさらず、ごゆるりとお過ごしくださいませ」

　そう心強い返答を頂きほっとしたオレは、姿見に映る自分の姿をようやく正視した。

　再び袖そでを通すことになった白しろ無む垢くばりのなんちゃって浴衣ゆかたは、着るだけでこう……色々と思い出してＨＰライフが削られていく気がするのだが、どうしてもこれでないとダメだとラーナさんが言うのだから仕方ない。

（そうだよな……番ができたら一年に一度の恒例イベントになるとはいえ、竜の発情期ってめちゃくちゃ珍しくてありがたい？　こと、なんだし……形から入るのも大事……でもぶっちゃけ初夜みたいで──っだから自分で初夜とか言うな、オレぇえ！）

　頬ほおに熱が集まりだす気配に思わず両手で顔を覆ったが、できる女官長さんはただ無言のまま、せっせとオレの短い黒髪に櫛くしを通し続けたのだった。

　その優しさに感謝するべきなのだろうが、これほんと将来的にハゲないか？　と少しだけ不安を覚えたのは致し方ない。

　そうして空が黄昏たそがれの光を帯びだすなか、髪も衣装も完璧にセットされたオレは再び、今では見慣れた魔王の間へと続く大扉に向かったのである。

　前回は予測困難な事態に無様な登場となってしまったが、二度目ともなれば扉にはめ込まれた大きな翡ひ翠すい色の宝石に触れた途端、瞬間移動でベッドに放り出されようとも着地を決めるのは容易たやすい。

「ふ、ふははっ！　これぞ完璧なテレマーク姿勢っ！」

「うん、さすがハル。とても綺麗な着地だね」

　ピシッと決まった着地体勢を自画自賛する独り言に、当たり前のように返ってくるのんびりとした低く柔らかな声音。

　その発生源に視線を向けた不可抗力でこの空間の有様が目に入り、いつかのようにまた息を呑のむはめになった。

　いつもの四角いキングサイズの白いベッドは足元になく、前回同様広々とした円形の物になっている。しかしシーツは白ではなく、夜空をそのまま布に織り上げたような深い藍色に細かな金の星がちりばめられ、きらきらと淡く輝いていた。

　周りを囲む天てん蓋がいも見慣れた布地ではなく、あの蛍のように連なる小さな光が水のように滴っている。だがそれも前回とは違ってただの水滴ではなく、複雑な蝶ちようや花の文様となって上から下に流れていくのだ。

　その光のカーテンの向こうにはやはり闇しかないが、オレの隣で片かた肘ひじをついて寝そべっているこの竜人がいるのだ、それを恐れる必要もない。

「アーロン……これ、もしかして気合入れた？」

　ベッドの上に正座しながら、泰然としている発情期の番にそっと顔を近づけてそう尋ねたのは、今日一日てんやわんやだったオレの意趣返しの意味もあったのは認める。

　赤く色づいた半透明な耳先を小さくパタパタと苛いら立だたしげに揺らすアーロンは、それでもいつものように穏やかに笑ってみせた。

「当然だね。君を招き入れて初めて完成する『竜の巣』だ。君を想おもって、君のためだけに、朝からせっせと造り上げたんだよ？」

　朝からという言葉に、つい「突貫工事かよ」とツッコミかけたが、オレの口が余計なことを言う前に触れるだけの熱が、合わせられた唇からそっと灯ともされ──すぐに離れていった。

　自然に顔へと添えられた黒を纏まとう長い指先に耳元をくすぐられるなか、予想とは違うその行為に至近距離にある金の瞳ひとみをじっと見据えてしまったではないか。この野郎、と小さく口元を引きつらせながら。

「アーロン？」

「なにかな？」

「っ……うー……」

　ふにふにと耳の感触を愉しむように動く指先に、ぞくりとした怪しい感覚が早くも生まれたような気がする。

　そんなオレの気を知ってか知らずか、いきなり嫁様は「そういえば」と回想タイムに突入していった。

「今、思い出したけれど……僕の孕はらみ親も、ハルのこの耳とどことなく、似たような耳をしていたねぇ」

「え？　……もしかしてオレと同郷人？　まさか、神子？」

「それはないよ、小さいけれど尻尾しつぽも確かにあったし……あぁ、でも──」

　ゆったりとした口調で、アーロンは初めてその人のことをオレに語った。

　この世界の人間にしては耳も尾も貧相なほど小さく異様で、それが原因で辛い目に遭った人だったらしい、と。

「僕が他の竜と違ってあんな薄気味悪い体で生まれたことも、自分のせいに違いないとしばらく思い悩んでいたようだ。幸い、ブラスティフォードの次の発情期が終わった後からは、すっかり元気になってくれたけれど……」

「っ……ん、ふ…っ……ああもうっ！　アーロン！」

　せっかくなんだから集中してその話を聞きたいんだけど！　なんでずっとオレの耳を触りながら思い出話するんだ!?

　そう我慢の限界を先に迎えたオレは、自分よりも体格のいい男の体をさっさとベッドに沈めて、その上にダイブした。

「ふふっ……なにかな、ハル？」

　密着した体は、薄い布地越しでもいつもより仄ほのかに熱い。だというのに、相変わらず優しげに笑いながらただオレの背にそっと腕を回すだけの番に、早口で言い切った。

「オレはアーロンの竜の姿、綺麗でかっこよくて大好きだ。それから──……オレも待ち遠しかったんだから、さっさとシよ？」

　満足そうに細められる金の瞳、その奥に宿る光の色がようやく変わった気がしたけれど……それをろくに確かめるまでもなく、今度は自分から形の良い唇を塞ふさぎにいく。

　オレの嫁様は、どうしてこうも変な時に手厳しいのか。あれだけ愛された記憶と体を前にして、いつまでもお預けしてくるとか、本当に酷ひどいと思う。

　ちゅ、と小さな音を残してまた触れるだけで離した唇を尖とがらせ、その肩口に顔を埋うずめながら早々に、乞こい願ねがうしかないではないか。

「なぁアーロン、愛してよ」

　顔が溶けるのではないかというくらい熱くて、自分の心臓も煩く音を立てるなか、喉のどの奥で小さく笑った竜人は呟つぶやいた。

「完敗だよ、ハル。せっかく『初めて』のやり直しをしようと思ったのに、もう君って子は……」

　そんな言葉とともにぐるりと体勢を入れ替えられた途端、降って湧わいたように与えられた深いキスに、ようやくオレも溜りゆう飲いんを下げたのだった。
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　声がする。

　いつものようにそっと静かに奏でられるのではなく、頭の中を埋め尽くすだけでは飽き足らず、細胞のひとつひとつをも震わせる壮大なオペラのように。

　とはいっても、そんな高尚なものに触れた経験なんてオレにはろくにないのだが。せいぜい昔々、音楽の授業でほんの少しくらいか？

「ハル、考え事？　勿論それは僕について、だよね？」

『僕も君のことでいっぱいだよ、ハルマ』

「ひぁッぁ！　ぁ、あっ……！　ぁあぁぁあ！」

　ごりゅっ、じゅぷっ、とひっきりなしに上がる淫みだらな音を引き連れて、再び体中に鳴り響いた愛いとしい声。

　それにもう何度目かわからないまま、ただ恥ずかしい声を上げてまたひとつ、大きな快楽の波に飲み込まれていく。

　体の奥まで埋め尽くす灼やけるようなアーロンの熱も、今は向かい合って座っている体をぎゅっと抱きしめられる感覚も、時折聞こえる微かすかに乱れた吐息も、何もかもが気持ちよくて愛しくてたまらない。

　だからオレの足は勝手にアーロンの腰に巻き付くし、舌もろくに回らないまま、言いたいことだけが口から飛び出していくのだ。

「アーロン好き、愛してるっ……んぁ、はっ……も、離したくない……ずっとこうしてたぃ…っふぁ、ぁっ……」

　とろんとした甘ったるい靄もやが、ずっと頭にかかっている。

　前回もそうだった気がするが、アーロンの発情期はやっぱりヤバい、マズい。なんだかオレまで全部、心がダダ漏れになっていく気がするのだ。

　密着した素肌の心地ここち良さと、触れてくる大きな手が与えてくれる安あん堵ど感かん。

　もう何度も何度も経験してきたもののはずなのに、今この瞬間に泣きたくなるくらいそれが嬉うれしくて、満たされて────死んでも離したくないと思ってしまう。

　それを余すことなく、本人の前で白状してしまうのだから、正気に返った後のことは絶対に考えたくない。

　でもアーロンは、オレの番は、殊更柔らかくその金の瞳を細めて労るような優しいキスと、低く甘やかに奏でる声で、ただ嬉しそうに応こたえてくれる。

『大丈夫、離さないよ。僕の番』

「ハルは僕の神子だからね。誰だれにも、渡さない」

　ぶわっと体を通り抜けていく多幸感にまた小さく声を上げながら、きゅうっと体内の雄を無意識に締め付けた体がこれでは足りないと酷く疼うずき出す。

　その感覚にたまらず、再び自分から強請ねだってしまうはめになった。

「ぁっ、ぁ…！　も、やぁっ……アーロン、なか、なかにまたちょーらぃっ！」

「孕んでなくとも、そんなに欲しくなるものなのかい？」

『ハル、可愛かわいい』

「ひぁあん!?　あーっ！　んぁ、ぁっ！　もっ……だって、らってぇ！」

　そりゃ覚えているだけで、もう多分両手では足りないくらい……って今、何日目だ？　丸一日は確実に経過しているだろうし、その間幾度もお互い昇りつめてはいるけれども！

　金の瞳にまた少し、意地悪な光をほんのり纏ってみせる番。

　それに気づいた瞬間、頭が茹ゆだっているオレは目の前の首に腕を回しながら、それがいかに素晴らしいかを力説してしまったではないか。

　アーロンの熱を腹の奥まで注がれる充足感はどんな満腹感にも及ばないし、発情期のそれは尚なお更さら格別なのだと。

「あーろんにぎゅぅってされて、奥までいっぱいにしてもらってぇ、熱いのいっぱいになったらさ、もう、もうな？　なんかすっごい幸せなんらよっ！　世界中の幸せ全部集めてオレの物にした感じ？　あと、あとな──」

「……体液って魔力でもあるから、ありえないとは思うけれどまた調子に乗って注ぎすぎたら続けざまに孕んでしまうかも？　と自制しようとした僕を正面から殴り飛ばしてくる、この破壊力……」

「聞いてりゅか？　あーろんっ！」

　綺き麗れいに赤く色づいた耳をパタつかせ、軽く天を仰いでぶつぶつ呟いているアーロンの顔を引き寄せ、むずむずする口元を意識しながらも、ちゃんとオレは言い切った。これぞ、今までいじめられてきた成果である。

「まだ御主人様のせーえき、欲しいれす」

　正気だったら絶対言えねぇ！　何のプレイだよぉお!?　と頭の片隅でかろうじて息をしていた理性が総ツッコミの声を上げている気もするが、構うものか。

　そんなことよりも、あっという間に背中が沈み込んだシーツの感触と、熱量が増した体内の雄に期待を膨らませる方に忙しいのだ。

「っとうに、一体誰がそんな言葉ことを仕込んだのかな？」

『発情期の僕を煽あおるなんて、もうしばらく手加減しないからね』

「ふぁっ、んぁあっ！　ぁ、あぅっ！　ひぁっ……あぁ！」

　狭い内側を容赦なく擦り上げられ体の奥まで突き上げられれば、すぐにじんわりとした熱が再び足先から這はい上がってきて、たまらない。

　左足の膝ひざに巻き付いた尻尾に大きく足を開かされても、繋つながった場所から耳を塞ぎたくなるような音が激しく上がろうとも、ただ雄の顔をしてオレを組み伏せる男に見み惚とれることしかできない。

「あっ、はぁう！　ひぅ…んやぁっ、もっイク…っきちゃ、っ……あーろん、きす、きすしれんむぅっ！」

　弾けそうな快楽を目前にガクガクと体が震えだすなか、思いつきで強請るというワガママぶりを発揮したオレに、間髪入れずきっちりとディープキスで応えてくれる御主人様とか、やっぱり最さいの高こーだろう。

『愛してる、ハル。絶対に、逃さない』

　鳴り響く愛しい声と溢あふれんばかりの幸福感に包まれながら、奥の奥まで体に注ぎ込まれた熱にうっとりと身を任せた。

　……体は既に、息も絶え絶えだったけどな。

　そうして貪むさぼって貪られて、たっぷりと溺おぼれるほど愛される幸せの極みたる三週間は、気がついたらまたあっけなく終わりを迎えているのだ。

「ん、ぁあふっ…ぁ、あ……れ？　あーろ、耳……あ、お……ぃ」

「っは……。ああ、終わったか……今回は……うん、見る間に僕の魔力が抜けていっているから、孕まなかったみたいだね。良かった」

　残念そうに一つ大きな息をついた後、しばしオレをじっと見つめていたアーロンは、やがてほっとしたようにそう告げる。

　闇やみ一色だった周囲の世界が少しずつ明るくなっていくなか、仰あお向むけになったアーロンの胸にへにょっと倒れ込んだオレは、かろうじてそれに不服を申し上げた。

「よ、かった……って、な、ん、なんか……ちが……ふく、ざ、つ……」

　ため息交じりに笑うアーロンの声と、後ろ髪を梳すく指先の穏やかな感触にそのまま目ま蓋ぶたがくっつきそうで、急速に視界が狭まっていく。

「でも続けざまに孕んだらまた旅もできなくなるし、ハルが嫌だろう？　そもそも孕む方が珍しいのだし……」

「んむぅ……」

「勿もち論ろん、フリューレティオに弟ができてもいいけれど、僕はそれよりも君が自由に生きてくれる方が大切だよ？」

「ぅなぁ……オレ、いまれもすきかって、して…る、ぞ……」

「ふふ、なら良かった。それに──これから先もずっと一緒にいるのだから、もしかしたらまた孕むかもしれないしね」

　そんなゆったりとした柔らかな声音を子守唄代わりに、嫁様の長い発情期を今回も不眠不休で乗り越えたオレは、ようやく目を閉じたのだった。

　まぁ仰おつしやる通り、続けざまに妊娠・卵ぽんっ！　というのは、やはり少しは抵抗もあるけれど、でも子供が増えるのはいいことだとは思うのだ。

　オレが死んだ後もアーロンの周りが賑にぎやかであればきっと、この優しい竜だって死と同じような眠りを求めたりはしないだろう。

（……来年の発情期は……子供できたり、しないかな……。いやいや、あまり期待するとプレッシャーになるとかなんとか、テレビでやってたか？　こういうのは天からの授かりものっていうから……うん、できたらいいなぁくらいで……）

　何よりもアーロンの発情期はオレが愛されるための時間であり、これは番つがいとしての特権である。

　いわば人生のご褒美、全すべてがオレのためにある世界だ。難しいことはナシにして、ただ幸福に浸る期間として過ごしてもいいだろう。うむ、これは長生きにも欠かせないはず。

　そのついでにまた子供ができたらラッキー、というくらいでいいさ。

　そう結論づけて疲れ切った体が求めるまま、何よりも大好きな温ぬくもりにひっついて眠りに落ちたのだが、この時ばかりはまだ予想だにしていなかった。

　オレが元気な間にせいぜい二人目ができたらいいな、くらいのつもりだったのに。

　あれだけ竜族は子供ができない、マジで絶滅危き惧ぐ種しゆ、番探し大事、子持ちなら竜帝になれるよー！な生き物だって言ってたのに……。

　将来的に、七なな匹にんもの子持ちになるとかさ。

　でもそんな先の話はおいておいて、今はそう、アーロンの二度目の発情期が終わったあとのことだ。

　まだまだ幼いやんちゃ盛りのテオが心配で──周りに迷惑をかけまくっているのではないかという意味で──翌日目を覚ましてすぐ、ろくに身動きできないオレはアーロンに抱えてもらって子供部屋へ向かったのだが、

「……何がどうなったら、部屋が半壊するわけだ？」

「ぴぷ！　ぴぷぷぷぅう～～～ぅ！」

「ははは！　すまぬ番殿、つい尻尾しつぽ遊びが興じてな。フリューレティオもこう見えて、なかなか力が強いではないか。善き哉かな、善き哉」

「あわ、あわわっ……も、申し訳ありましぇっ…ぅう…ひっぐ……」

「神子様、この一室と奥宮のみで被害は食い止めてございますので、そうお気になさらずに。若君様が明朗快活であられるのが、一番でございますとも！」

　やけに風通しのよくなった子供部屋で子守役の御方たちが口々にほぼ同時に話すなか、最も近くで呟つぶやかれたその声が一番よく聞こえたのは当然であろう。

「思ったより被害がなかったね。さすがハル、いい人選だ」

　とりあえず、まずは第一子テオの教育を死ぬ気で頑張ろう、オレが。そう決意した瞬間であった。








閑話．竜と精霊と






　全ての始まりは、精霊が統べるこの世界に『竜』が訪れたことだった。

　彼ら精霊は個体として一匹一匹が独立しているように見えるが、その実は同一意識を共有する一個の生命体である。

　その思考は非常に原始的であり、自らの食糧の質を高めることのみに腐心している。

　そんな精霊が唯一食らう物、それこそが生物の意思と生命の根幹たる力、いわば『魂』とでも呼ぶものであり、なかでもとりわけ好む餌は、人間のそれであった。

　精霊がどのように魂を食らうのかはいまだ推測の域でしかないが、おそらく接触によって極少量ずつを常に摂取していると思われる。過去から今に至るまでの観測結果により、この世界の生物を死に至らしめるほど一気に食い尽くすことはなかったからだ。

　そして最もお気に入りである食糧にんげんが繁栄しやすいよう、世界の環境を構築しているのである。

　さて、そんな精霊が『食』の質を高めるために取っている手段だが、それが骸霊の発生だ。

　脅威をけしかけられた人間は生存のために、強くなる、強くなろうとする。その繰り返しによって、魂の質とやらが向上すると思われる。

　故に、人間たちが絶望することなく戦えるように、ある程度の力も貸す。それが、精霊魔法の正体であり詳しく語ると──うむ、これはまたいずれ。

　なにはともあれ、老いることもない精霊という存在は、この世界で最上位の生物である。

　人間であろうと獣であろうと、彼らを殺すことはおろか、触れることすらできないのだから。

　しかしそれは、異分子たる我ら竜も同じではあった。

　遥はるか遠き異界より、この世界にたどり着いた我らの祖ができたのは、せいぜいその姿を見ることのみ。

　ただし精霊も、強つわ者ものであるようにと造られし竜の『魂』は食らうことができず、非常に我らを不気味がった。

　不死と不滅そのものの精霊そんざいでも、独自の魔力と遠大な寿命を持った異なる世界の生物そんざいを脅威に感じたのだろう。

　だからこそ精霊は自らがより強大になるべく、質のいい魂を異なる世界から得ようとしたのだ。おそらくは、異分子たる竜我らを参考にして。

　そうして喚よび出されたのが、『神子』というこの世界の人間によく似た、異世界の種族だった。

　その魂は、当初の目的を忘れただの嗜し好こう品の如ごとく求め始めるほどに、美味であったらしい。

　実際、神子の魂を食らうことで精霊に良い変化があったとは記憶されていない。それどころか──今まで感じることのなかった『飢え』を、彼らは初めて覚えることになったという。

　耐え難い飢餓感に苛さいなまれるようになった精霊が、それを全て、自らが生み出す骸霊に押し付けたことで世界は一変した。

　飢えという強烈な本能によって精霊の制御を受け付けなくなった骸霊が、人間だけではなく、その主たる精霊すら食らい始め、どこまでも強大になっていったのだ。

　まったく馬鹿な奴やつらよ。骸霊という『道具』だけが唯一、精霊に触れることができる──殺せる物であったことを、その時初めて気づいたというのだから。

　自らは戦闘能力を持たぬ精霊は、時と共に骸霊に食い尽くされ『死』を迎えるのは明白。そうなれば今あるこの世界も、終わる。

　それは竜にとっても、非常に不都合な事態であった。だからこそ精霊を存命させるために骸霊を狩り、人間を守り、世界を調停するようになった我らを、精霊は受け入れた。

　具体的に言うならば、この世界に生きる者たちが極稀まれに、竜の子を孕はらめるように変化したのだ。

　そうして竜の協力を得た精霊は安心して『神子』を喚び出し、食らい続けた。

　とはいえ、異なる世界から無理矢理招くのだ。そのような秘儀は、そう頻繁に行えることではない。

　できるだけひとりの神子に長く生きてもらわなければ、またすぐに美味な魂を味わえなくなってしまう。

　そう考えた精霊は、神子がより生きやすいようにと、この世界の『人間』へより深く干渉した。

　故に人間にとって『神子』はこの上なく蠱こ惑わく的に映り、何を差し置いても手に入れ、愛慕しようとするのだ。それが神子にとって幸か不幸かなど、精霊たちには与あずかり知らぬこと。

　その一方で滅多にありつけぬご馳ち走そうを前に、いつまでもほんの少しの摘み食いでは、腹は満たされぬ。死なせることになろうとも、その魂全てを一度に食らいたいという願望も、常に抱いている。

　だからこそ、神子が心の底から死を望んだ瞬間、その魂を食い尽くし、結果として命をも奪うようになっていった。

　そうして長年にわたり幾人もの神子を食らい続け、その魂と同化してきた精霊は、今では神子と非常に近しい存在へと変質しているのだ。

「つまり──竜がこの世界を訪れたことで精霊は神子を求め、骸霊が暴走するようになり、世界の調停を担うという大義名分によって我々は血を繋げるようになった、と」

『おぅ……儂わしの超重要記憶をあっさりまとめるとは……グレてやるのじゃ……』

　竜帝のみが扱える特殊魔法によって構築された、それぞれの神殿に一部屋のみ存在する特殊空間。通称『竜の間』と呼ばれるこの広間は、部屋の大半が深く水を湛たたえた半円形のプールで占められている。

　竜であれば完全な闇であろうと影響はないため明かりの類は一切ないが、蒼あおく発光する水から生まれた薄明かりによって、黒い石造りの室内は厳かに照らし出されていた。

　そんな空間で巨大な水みず鏡かがみを覗のぞき込み、水面みなもに映る竜帝が語る話を自分の言葉にまとめたアーロンは、少しだけ、その端整な口元を震わせる。心の底から「うわぁ……」と、白けた顔で。

「ハルならまだしも、竜帝陛下に『グレてやる』などと仰られても……全く可愛かわいくないですよ」

『なんじゃなんじゃー！　そちがどうしてもと頼み込むから、特例として竜帝機密を少々話して聞かせてやっておるのにのぉ！　本来なら、儂が死んで初めて発動する継承魔法によって受け継ぐ知識じゃぞ!?』

「前置きが長いのです。精霊が骸霊を生んでいることは、竜なら皆知っているかと……。どうせなら、もっと肝心なことを教えて頂きたいのですが？　精霊が神子と『近い』とか、他にも──僕と子供たちにおける意識共有の原因など……十年待ったのです、そろそろ心当たりくらい白状してください。僕を次期竜帝と決定されたのは、他ならぬ伯父上なのですから」

『ふぅうむ……まぁそれもそうかの。ハルマっちに感謝するのじゃぞ？　まさかこの十年の間に三度も孕んでくれるとは、竜族激震じゃて。満場一致で儂の次なる竜帝はそちじゃ、アウリストファーゼ』

　あぁ、これはまた話が逸それ始める予兆だ、とこっそりため息を零こぼしながらアーロンはその金の瞳ひとみを緩く瞬いた。

　彼が異世界の人間である『神子』という最愛の番を得て、十年。つい先日、三さん匹にん目の卵が無事発生したばかりなのである。

　それは、同一の番が産んだ卵の数としては間違いなく異例であり、今後もまだまだ孕む可能性が非常に高いとみなした当代竜帝が、とある裁定を下す決定打ともなった。

　自らの死期寸前まで待つこともなく、この時点で次期竜帝をアウリストファーゼに定める、という異例の裁定を。

　これにより次代の竜帝候補争いが終結を迎えたこともまた、竜魔法によって全ての竜へと宣告がなされたのだ。

　その重大な報せをこの場で受けた若き竜人が、まず口にしたのは「なら少しくらい、今から機密情報も教えてほしいなぁ」という要望であった。

　快諾してくれた伯父に感謝しながらも、来る日に向けて自身の野望を叶かなえるべく、アーロンは長い長い話に今まで静かに耳を傾け続けていた。

　しかし、竜帝の知識は喉のどから手が出るほど欲しいが、ここ最近は特に疲れ気味であった番ハルをその傍でゆっくり労ってやりたいのも事実。できるだけ、無駄話は避けたいのである。

　目前の若人わこうどのそんな葛かつ藤とうを知ってか知らずか、今は黄金の瞳をした巨大な白銀竜が水面越しに、茶化すように語りかけた。

『儂も忙しい身じゃが、もうしばしなら語ってやっても良いがのぅ。どうせならハルマっちにも聞かせてやるか？　それならほれ、いつかのようにまた移動用分体で出向いてやるぞ？　勿もち論ろん覚えておると思うが、緑の目玉をしておる方じゃぞ。あちらの方が多少は小さいからの、ハルマっちとも話しやす──』

「……『精霊に聞かれては拙まずい、竜の間でしか語れぬことだ』と、勿もつ体たいぶって話し始めたのはどこの誰だれで──」

『さてさて何じゃったかのぅ!?　神子と精霊の同質性か？　いや、そちと子らの意識共有じゃったか？　どちらも興味深いぞぉ～。歴代竜帝の記憶と知識が合わさって初めて、推測が可能となる現象じゃからの！　ふぉっふぉっふぉ！』

　わざとらしい笑い声によって、さざ波に揺れる蒼い水面。そこに黒い指先を浸して水鏡を保ちながら、逸はやる気持ちを抑えてアーロンは口を開く。

「わかりました、この際です。じっくり僕の話に付き合ってくださいね、竜帝陛下？　まず手始めに、竜と精霊と神子が、互いにどの程度干渉できるのか、からお願いしましょうか」

『……げぇ……ご、ごほん。うむ、それはのぅ話せば……長くなるのじゃ。確か当代竜帝にしか許されぬ知識も関わっていたような……あー……ところで末っ子の名前はもう決まったのかの？』

「質問を変えましょう。僕の力が増せば、望みは叶うと思われますか？」

　じっと水面を見据える無機質な金の瞳を、よく似た静かな黄金の瞳が水鏡越しに見つめ返す。

　遠く暗き淵ふちから血族へ応こたえる旧ふるき竜は、直前までの好こう々こう爺やじみた気安い気配をもあっさりと消し去り、しばし押し黙った後────推測という仮定の言葉を、厳かに響かせた。

　番を溺でき愛あいするひとりの竜が、その問いに対する真なる答えを手にするのは、それから九十年近く後のことになる。








８．終わり？






　月日が経たつのは早いものだ。

　はたと気がついた時には、元の世界よりもこの異世界で生きている時間の方が、圧倒的に長くなっているのだから。

　相変わらずアーロンはオレを愛してくれるし、オレも変わることなく……いやむしろ年々愛いとしさが募るというか、ウチの嫁様カッコいいし可愛いし、のんびり屋さんのおっとりモードも癒いやされるし、ちょっとお怒り気味な時も、何か企たくらんでいるような悪どい顔も、ほんと好き──なんだけどさ、オレ、そろそろ不惑の年頃というやつなのだが。

　そう、つまりアラフォー。

　だというのにちょうど二週間前、派手な水色と黒色のマーブル模様をした卵から、また新たな末っ子が爆誕したわけだが。

　竜は子供ができにくいって散々オレにレクチャーした奴、まとめて表に出ろ。これで五ご匹にん目だぞ？　もうほんっっと！　ありがとうございますッ!!

　家族を亡くして泣なき濡ぬれていた夜が、今ではとても遠い出来事に思えるほど、この世界で手にした『家族』はオレに幸せをくれた。

　お調子者の長男、しっかり者の次男、不思議系ぼんやりの三男、甘えん坊の四男、そして生まれたばかりの末っ子と、オレのアーロン。

　それぞれの顔を思い浮かべるだけで胸は温かくなるし、口元は緩む。もしかして真なる走馬灯というものは、こんな感じなのだろうか。

　そんな悠長なことを考えているのには、理由がある。単なる現実逃避だ。

「おい！　聞いているのか！　貴様一体何者だ!?　なぜ空から降ってきた！」

「やめろっ、あんな骸霊を一撃で倒した奴だぞ？　人間とは思えんっ……」

「それに、なんというか──奇き天て烈れつな格好だな……特に、頭が……」

　周囲のそんな雑音で我に返ったのは、聞き捨てならなかった言葉に反論するためだ。

　別に何も、オレだって若かりし頃ころのように、調子に乗って自ら色々とやらかしたわけではない。ほぼ全すべて、不可抗力だ。

「はいはい、聞こえてるからそっちもよーく聞け？　まず、オレは自発的に空から降ってきたんじゃない、落とされたんだ。文句は人の話を最後まで聞かずに、いきなり作戦実行モードになりやがったウチのバカ息子その一にどうぞ。次にあんな骸霊っていうけど、どう見たってこいつ『第一級・特』かよくて『変』止まりだろうが。このオレの敵だと思うか？　思いません、よろしい。それから最後、オレの渾こん身しんの作である『ホワイトカピバラ頭装備ヘルメット』への評価は『最高に素敵です』しか受け付けてないんだよ。尻尾しつぽの毛を一本ずつぶち抜かれたい奴だけ、馬鹿にしていいぞ？」

　腹を上にしてひっくり返ったまま事切れている巨大な骸霊を背に、オレを取り囲む揃そろいの武装をした集団の男たちへ一歩迫るついでに、先ほど大活躍したばかりの愛用の杖つえを向ける。

　バスケットボール程の黒々とした大きな宝珠を先端に戴いただく、少々不格好な白銀の杖は、今しがた屠ほふったばかりの獲物の血でべっとり赤く汚れていた。当然、オレの手袋グローブも、同じく白で揃えている外がい套とうも返り血で赤黒く染まっているわけで……客観的に絵面が酷ひどいな。

　そんなオレから、ザザッと素早く距離を取った男たちが不審がる気持ちも、まぁわかる。

　そう冷静に判断したオレは、見た目は着ぐるみの頭部そっくりな頭装備の内側で、深々とため息を零した。

　今日は久しぶりに我が家の仕事として、前々から情報があった骸霊を狩りに来たのだが、色々とタイミングがまずかったようだ。

　オレはお子様チームの監督として、空を行くテオの背に乗せてもらって同行していたのだが、作戦の説明途中につい話が脱線した結果、まさかそのままスカイダイビングによる強襲必殺を披露することになろうとは。

　そのうえ、当の骸霊に対処するためか、仰々しい集団が近場の街からちょうど出張ってきていて、見事に鉢合わせるとか知らん。オレが索敵魔法を使う前に投下しやがったテオが悪い。

　しかも象によく似た骸霊の頭部を、手加減間違えた杖の殴打でスプラッタにした恥ずかしい瞬間を、まるっと目撃されていたとか……もう穴があったら入りたい。

　こうして思い返すだけでもショックだ。最も希少な頭部を素材ごとグチャにしてしまうとか、駆け出しの討伐者デイーラぐらいしか犯さないミスだろう。

　高度落下による加速度の影響が予想以上に大きかったのか？　殴打する寸前に《超重化打撃メガトン・ハンマー》なんて面白そうじゃん？　と頭の片隅から聞こえた囁ささやきに従ったのが、そもそもの間違いだったのか？

　どちらにせよ、ドン引きしているまだ若い青年たちには、寛容であらねばならないだろう。うむ、自分が少々しくじった挙げ句に手が汚れたくらいで苛いらつく姿など、子供たちにも見せられない。

「あー……まぁ、あんたらがいざ決戦！　って時に、水を差す形になったのは悪かった。獲物を横取りしたようなものだし、詫わびということでこいつの素材はそっちでいいようにしてくれ。オレはいらないから」

　そう破格の申し出をすると、オレの前にいる五人ほどの男も、その後ろでこわごわと成り行きを見守っている三十人ほどの戦闘要員たちからも、途端にざわっとどよめきが上がった。

「な、何を言っているんだ!?　お前がっ……っいや、あなたのおかげで、討伐隊の被害はゼロだというのに！」

「おい、やっぱり何かおかしくないか？　こんな骸霊を一人で討伐した挙げ句に、素材もいらないとは……」

「えーと……なんかもう面倒なんで、後はよろしく。じゃ」

　オレに向かって声を荒らげたり、仲間内でひそひそ囁き合う男たちの言葉に、誰にも見られていない顔をうへぇと盛大に歪ゆがめながら、さっさとトンズラするべく空へこっそり合図を送ろうとした時だ。

　集団の後方が左右に割れ、ひと目で装備も貫かん禄ろくも違う壮年の男が一人、こちらへと歩み寄ってきた。

「レッサルパーダ、下がれ。話は聞いたぞ、骸霊討伐へのご助力をまず感謝する。旅の御方よ」

「父上っ」

　一番オレに突っかかってきていた威勢のいい青年から、『父』と呼ばれたその男は、渋みばしった猫耳のイケオジだった。白髪しらがの中に僅わずかな筋のように黒髪が混じる長い髪を、頭の上でひとつに括くくっているのがやけに目を惹ひく。

　長身のうえに、歩く姿からでも均整の取れた鍛えられた体の存在がわかり、はっきり言って……めっちゃくちゃ羨うらやましいぞ、この猫オッサン。

「さぞ名のある討伐者とお見受けするが、私はこの五街合同の討伐隊を預かる身。こちらの事情で心苦しいのだが、顛てん末まつの報告も必要でな。どうか、名前だけでも教えて頂けぬだろうか」

「そのようなこと！　領守主セヌクである父上がなさらずとも、自分が──」

「二度は言わんぞ、我が息子よ」

「……っ」

　ほうほう、オレも今度そのカッコよさそうなセリフは、ぜひ使わせてもらおう。と脳内メモを取りながら、仕方なくお気に入りの頭装備に手をかける。

　どうやら領守主ほどのお偉いさんが、通りすがりの血塗まみれソロ討伐者という、見るからに不審者極まりないオレへ礼儀を尽くしてくれているのだ。顔を晒さらして話すくらい、当然だ。

　空気を読んでくれたのか周囲が静まり返るなか、オレの番つがいからはたいそう評判の良い、はず、の白いカピバラ頭を小こ脇わきに抱え直し、目の前の男と視線を合わせて、口をひら──。

「ッッルマ様ぁーーーー？」

「そうルマ、じゃねぇって言ってるだろうが、ハルマだ！　ハ・ル・マ！」

「本物のハ＝ルマ様だとはぁぁぁあッッ！　しかも全然変わってない!?　一体どんな秘術を!?　でもルマ様なら納得ですッッ！」

「だからぁあぁッ！　……って、待て……なんだ、この久しぶりのやり取り……え……もしかして……──パンダネコか？」

　思わず勢いでツッコミをいれたが、妙に既視感のあるやり取りに、ふと脳裏に過よぎった名を口にしていた。

　すちゃっと流れるようにオレの足元に跪ひざまずいたイケオジは、その顔にくっきりとした笑い皺じわをいくつも刻む。

「お久しぶりです、ルマ様。このパルンダニャーク、望外の喜びに感極まっておりますっ……！」

「お、おぉう……ほんっと懐かしいな。えっと、二十年ぶり……くらいか？」

　思わぬ再会に記憶を引っ張り出すが、すぐにこの男の名前とかつての容姿が一致するのは、よくも悪くもオレにとっての第一異世界人で、一応の恩人でもあるからだろう。

　歳としをとってもぶんぶん嬉うれしげに揺れる長く白い尻尾は相変わらずだし、パンダネコの後ろであっけにとられて呆ぼう然ぜんとしている息子君も、よく見たら白黒メッシュ髪や黒い猫耳が在りし日のこの獣人にそっくりだった。

　久しぶりの予期せぬ再会にオレの機嫌も急上昇し、思わず声も弾む。

「ははっ……懐かしいな、ほんっと。元気だったか？　息子君そっくりだなぁ～！　そうだ、せっかくだし、オレの子供たちも紹介するよ」

　ついでに、オレも息子自慢をしたくなったともいう。

「こ、こど、もっ……という、ことはっ……やはりルマ様も番つがわれッ……ぐっ！」

　片かた膝ひざ体勢が安定しなかったのか、軽くよろめいたパンダネコがなにか呟つぶやいているが、オレは空に合図を送ることに集中していた。

「おーい！　全員集合～！」

　そう呼びかけてパタパタと右腕を振った途端、何もない宙から浮き上がるようにして上空に姿を見せたのは、それぞれが薄く透ける体をした小さな竜たち。合計、四匹である。五男末っ子は今、パパ上と一緒だからな。

「えーと、順番で来いよ？　まず長男のテオ、こっちが次男のアスと三男サディ、で四男のトーリ！　あと一番下にルルっていうのがいるんだけど……こらトーリ、すぐ首に巻き付くなって！」

　ぴぷぅぷぴっぴぅぴゃー、とオレに群がる子供たちの声で途端に騒がしくなるし、それぞれが思い思いに腕やら頭、背中にまでひっついてくる。慣れているとはいえ、油断するとバランスを崩して子供たち諸共もろともに転倒しかねないので、実はいつも結構気を遣っていることは隠し通している。オレ親の威厳のために！

　だからオレは、とりあえず適当に返事をしていた。

「……竜の君……だったのですか、ルマ様……」

「え!?　うん、そうそう！　こいつら竜──ってだからサディ、寝ながらどっか漂っていくな!?　あとアス！　地味に髪を噛かむなハゲるだろうが！　っっテオ！　今、精霊をまた口に入れなかったか!?　ペッしような!?」

　我が道を行く子供たち×４のおかげで、懐かしい旧友と落ち着いて話ができたのは、それから十分ほど後になってからだった。

　ただの肉の塊となった大きな骸霊が、討伐隊から解体部隊にジョブチェンジした戦闘要員たちによってテキパキと捌さばかれていく。

　それを遠目に眺めながら、血の匂においが流れてこない風上でオレとパンダネコは久しぶりの再会に、ようやく話に花を咲かせる。ちなみに、血塗れだったオレの白い外套も、自己再生機能の応用でもうすっかり綺き麗れいになった後だ。

　パンダネコの息子君や部下らしき人たちが用意してくれた、地味だがしっかりとした敷物を野原の上に広げ、その上に気兼ねなく腰を落ち着けているのだが、

「そうですか。ではやはり、あのアーロンという男……いえ、御方も竜の君だったのですね」

「ぴぷぷッ！　ぷぅ～ッ!!」「ぴぴぃっッ！」

「ん？　あぁそうなんだ。あの時はちょっと事情があって言えなかったんだけど、本当は知ってたのか？」

「ぷぅ!?　ぴぅぅ……」「ぷふー…ぷふー…」

「まさか。数年ほど後になって竜の君が竜人となったお姿を目にする機会があり、その時にもしやと──」

「……っちょっとごめん。トーリ、父上は今大事なお話中だから静かに。アスも注意してくれるのは嬉しいし助かるんだけど、トーリはまだ七歳なんだからちっちゃい子には優しくな？　それからサディ、起きてる時にわざとイビキは……っておい、目を開けて寝るな」

　主張の激しいＢＧＭにちょいちょい邪魔をされれば、苦笑するしかないわけで。

　あぐらをかいたオレの膝ひざの中で仲良くみっちり収まっている三匹は、皆テオとよく似たこれぞ竜──の赤ちゃん、という顔立ちをしている。残念ながら今のところ、ウーパールーパー顔はいないのだ。

　それでも、次男アスが白、三男サデイが桃色、四男トーリは黄色、とくっきり体色が違うおかげで見分けるだけなら問題はない。

　ただし、通訳なしで一斉に喋しやべられたらオレはお手上げだけどな。

　それに長男以外は皆、まだまだ太った大型猫のような体型だ。

　竜は体の成長が非常にゆっくりらしく、次男のアスと四男のトーリでは九歳も差があるのに、アスの方が気持ち大きいかな？　くらいしか違わない。

　だからこうして膝の中に身を寄せ合っていられるのだが、そろそろおとなしくしているのも限界らしい。

　嫁様曰いわく、百歳程度までは幼児期と似たようなものらしいので、まだまだ遊び盛りなのである。……生後二週間の赤ちゃん竜と一緒に仕事をしているアーロンは、大丈夫──だろう。あっちは完かん璧ぺきに意思疎通できるからな、相変わらず羨ましい。

　だがこんな時こそ、お調子者だが実は頼れる二十歳はたち超え長男様の出番なのである。

「テオー！　悪いけどさ、弟たちと遊んでやってくれないかー？」

　少し離れた草むらから空へと突き出た、ゆらゆら揺れる藍あい色いろの尻尾に向けてそう声をかけた。

　薄っすらと透けているので、よーく目を凝らさなければあっという間に見失ってしまうのだが、そこは慣れと経験だ。──ってあいつ、地面に頭から突っ込んで何をしてるんだ？

「ぴぷぅ～！」

　ぱっと泥だらけの顔を上げたテオは軽く首を左右に振り、おそらく魔法も使って素早く口周りを綺麗にした後、四足で軽やかに駆け戻って来る。足音もほとんど立てず、風のように。

　その体はすらりとした大型犬に似ていて、長くなった首や大きくなった翼も合わせて、非常にカッコイイ。さすがオレとアーロンの息子である。

　そうにまにま見つめている先で、快く頼みを聞いてくれた長男は、弟たちがみっちりつまったオレの膝の間へぬっと顔を寄せると……。

「ぴぃぃぃぃいッ!?」「んぷぅぅうう！」「ぷふー……」

「ぴっぷっぷ～！」

　口に三男、右前脚に次男、左前脚に四男を捕まえた後、適当な方向へ思い切りぶん投げた。

　この馬鹿アニキー!?　嘘うそでしょぉお！　お空きれー……、とでも言うような三者三様の悲鳴が響くなか、おそらく「我テーたんが全力で相手をしてやろう、弟たちよ！」と陽気に吠ほえるテオ。

　そうしてすぐさま駆け出して行った藍色の背中を見送ったところで、辺りはようやく静かになった。

「ふぅ、話し中にごめんな？　あいつら、すぐ飽きるから」

「……いえ、ご子息様たちも皆ルマ様と似たところが……ごほん。それにしてもルマ様は、本当にあの頃ころとお変わりないな」

　イケオジとなったパンダネコに眩まぶしそうに見つめられ、オレの視線は少々泳ぐ。

　そうなのだ、アラフォーだというのにオレの外見、二十年前からたいして変化がない。せいぜい二十代前半、くらいの見た目だろうか。

　それに、三男が生まれた後からアーロンがオレの食事に更に気を遣いだして、神殿にいる時も旅をしている時も美味おいしいものばかり食べさせてくれるものだから、肌艶つやだけなら昔よりもかなり良いのではないかと思う。

　幸い横にデカくなることはなかったし、背なら少しは伸びたような気もしているのだが。

　そんなオレの見た目の原因は言うまでもなく、ふたりでゆっくり過ごせる時間をなにかと作ってくれる番のおかげだ。

　一年に一度たっぷりと幸せにしてくれるだけでなく、それ以外でもブランお義父さんやタルタル保父さんの神殿いえに、子供たちを送り込んだりしてくれるのだから。

　フッ、嫁様の愛情が今のオレの姿というのなら、受け入れるしかあるまい。

　目の前のイケオジみたいに渋くて貫禄もあって見るからに落ち着いた男、になりたい気持ちも多少はまだあるが、まぁ……よぼよぼの爺じいさんになっても、いつまでも変わらず若いままのアーロンと気兼ねなく肌を重ねられるかというと、少し考えてしまうし。

「んー……まぁ、愛されてるからってことで」

　そう笑ってごまかしたのだが、なぜかパンダネコは薄く涙ぐんでいた。なぜに!?

「え、ちょ、パンダネコさん？」

「…っ失礼、ルマ様がお幸せだとわかって……安心しました…っ……」

　照れくさそうに視線を手元に落とした壮年の男は、ずっとオレのことが気にかかっていたのだと言葉を選ぶようにして語ってくれた。

　精霊魔法どころか、この世界での常識すら何ひとつ知らなかった異様な見た目の人間のことを、彼はずっと覚えていてくれたらしい。

「時折、我が街にも流れてくる二人組の凄すご腕うで討伐者デイーラの噂話で、おそらくルマ様は達者でおられるのだとは思っておりましたが……まさか『慶事に愛されし君』と名高い竜の君と同一だとまでは……ふふっ」

「その恥ずかしい称号、オレじゃなくてアーロンだからな？　子沢山を祝われるのは嬉しいけどさ、もうちょっとこう……な？」

　この辺りからアーロンの庇ひ護ご域までは、相当の距離があるはずなのに、なぜ蒼月神殿の周辺の街々でよく聞く呼び名を、パンダネコまでばっちり知っているのか。

　犯人は確実に、ウチの神子様スゲーだろ！　と言いふらしているラーナおばあちゃんに違いないな!?

　そうしてお互いの近況を語り合うこと、しばし。

　パンダネコは父親の後を継ぎ、オレが『はじまりの街』と呼んでいた街を穏やかに治めていること。

　オレは近々重大なお役目を引き継ぐ予定であるアーロンが早くその仕事に慣れるよう、手伝いも兼ねて子供たちとも一緒に骸霊狩りの旅をしていることを話した。

　他にも旅先で出会った珍しい骸霊の話や、お互いの子供ネタあるあるを披露しあっていた時だ。

　不意に、周囲に薄っすらと影が落ちてきた。

　今日も気持ちの良い晴天だったから、太陽に薄雲でも掛かったかと思って、気にせず話の続きを口にしようとしたのだが。

「父上ッ、空に！」

　そんな切羽詰まったパンダネコの息子君が遠くで叫ぶ声と、いつの間にかオレの周りに戻ってきて綺麗に整列までした子供たちの姿に、状況を察した。

　少し惜しい気もするが『初めての迷まい子ご編～次男アスの場合～』を語るのはやめて、のんびり頭上を見上げる。

　するとそこには予想通り──水晶で創り上げたような美しく雄大な体に蒼あおい光を纏まとった竜が一頭、その翼を広げてゆっくりと舞い降りてくる姿があった。

「どーぉ？　オレの番つがい、最高に綺麗でカッコイイだろう？」

　間近で息を呑のむ男の気配に、ここぞとばかりに嫁自慢をしておくのも忘れない。

　遠くでどよめきを上げる解体部隊さんたちも、ラッキーだよなぁ。普段は蒼い光も消してステルス機能をオンにしている、恥ずかしがり屋の竜なんだ。こんな風に目立つ姿で人前に出ることは、ほとんどないぞ。

「……は、ははっ……やはり俺では敵かなわないな。ルマ様を幸せにできるのは──」

　軽い羽ばたきによって吹き荒れた突風、それにかき消されて、目の前の男が何を呟いたのかははっきり聞こえなかった。

　ただ、地上に着陸する寸前に白い光となって、その姿を変えた竜人にはばっちり聞こえていたらしく、

「当然だよ、ハルの番は僕だからね」

　そうドヤ顔で勝ち誇る、珍しいアーロンの表情にオレは思わずほっこりした。というのも、その腕に抱かれた末っ子、ルルが原因だ。

　ルビーを思わせる深い赤色の体をした丸っこい大型猫のような生き物を抱えて、どやぁと笑っている嫁様、超微笑ほほえましい。

　その後、パンダネコのことをなぜだかしっかり覚えていたアーロンも輪に加わり、しばし昔話とお互いの近況を楽しく語り合う時間を過ごしたのだった。

　アーロンが次期竜帝に決定して十年経たったが、『世界の調停』という難しそうに見えて実態は骸霊退治というお仕事を手伝いながらの、ちょっとした旅。そこにはこんな懐かしい再会も、ちらほらあった。なかには統合討伐協会デイレスタンや神殿宛あてに、オレへの手紙を送ってくれた人もいたっけな。

　その後も相変わらず、オレはアーロンとこの世界を旅して回った。

　何年かごとに数の増えていく子供たちを引き連れて行くこともあれば、出会った頃のように『ふたり旅』を楽しんでみたり。

　雪山の頂上で数百年も昼寝をしていた竜族を叩たたき起おこしたこともあれば、不可抗力によって絶海の孤島でアーロンの発情期を過ごすはめになったり、廃はい墟きよとなっていた街の跡地が子供たちのおふざけ選手権開催により更地になったり──まぁ数えるのも馬鹿らしいくらい、色んなことがあった。

　だからオレは、幸せだった。

　最期まで調子に乗って、ずっと幸せでいられたんだ。

　百二十二年の生涯を終えるその時まで、いつだって傍に、アーロンがいてくれたから。
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　静かな湖畔で、もうじき訪れる夜明けを温かな腕の中で待っている。

　藍色からラベンダー色に変わっていく空と、鏡のようにそれを映す大きな湖。その向こう、Ｖ字型になった山脈の、今はまだ暗い谷間。そこには、太陽の光に照らされればひっそりと輝く海があることを、知っているから。

「ハル、寒くないかい？」

　穏やかで耳に心地ここちの良い、柔らかな低い声音。それに眠気を誘われて目を閉じそうになるものの、同時に頬ほおの辺りを軽くふにふにと触れられ、どうにかこうにか再び目を開く。

「……ん、だいじょ、ぶ……」

　そう普通に返したはずなのに、生まれた声音は思ったより弱々しく、間近でオレを見下ろす金の瞳ひとみの奥に哀かなしげな光が灯ともったのが見えて、少しだけ自分が嫌になる。

　あっけなく死にまくる『神子』という種族らしいオレが、元の世界での平均寿命──多分八十歳くらいか？　それを優に超え、百二十歳の大台を突破して二年。

　一週間前まではまだ自分で多少は歩けていたし、話だって休み休みでも自然にできていたのに、ここ数日は息をするのもなんとなく怠だるい。

　これが所謂いわゆる老衰、というやつなのだろうか。それとも魔力的なあれやこれやで、何かなのだろうか。

　しかしそんな風に考えるオレ、見た目だけなら今だってまだ三十代そこそこなのである。こればかりは幸いというか、竜族スゲェをありがたく実感している。

　でも、そろそろかなと覚悟はしていた。オレも、アーロンも。

　必ず一年に一度、番に訪れていた発情期が三年前から来なくなった。それはもうじき別れが訪れる、その明らかな指標だということを、オレもちゃんと覚えていたのだから。

　でもそのおかげで、残り少なくなった時間を考えうる限り、最高に有意義に使うことができた。

　お世話になった人の墓参りに行ったり、子供たちのことを親族や知人となった竜族に頼んで回ったり、最期にもう一度、こうしてアーロンと懐かしい旅路を辿たどることもできたのだから。オレの移動は、ほとんど抱っこされてばかりだったけれど。

　この世界の獣人たちの寿命もせいぜい六十～八十年くらいだから、当然見知った人とは誰一人出会うこともなかったが、その分まるで昔に戻れたような気分にもなれた。

　初めての、ふたり旅。ただの観察対象と観察者。

　この世界でずっと傍にいてくれた初めての、人。

　決してオレを傷つけたりしなかった、優しい、竜。

「ふ、ふふ……」

　鮮やかに蘇よみがえる懐かしい日々の記憶に耐えきれず、思い出し笑いが溢あふれるが、そんなオレに再び微笑を浮かべ直したアーロンが小首を傾かしげ、「ハル？」と穏やかに呼びかけてくれる。

　だからオレは、ここ数年何度も何度も、それこそもう飽きるほど聞かせてしまっただろう言葉をまた、贈るのだ。

「ありが、と……アーロン……オレ、しあわ、せだ、よ……」

　同じ気持ちだと声なくその瞳で応こたえてくれる番を見つめながら、今の自分がうまく笑えていればいいと願う。

　オレだって、心残りが全くないわけではないから。

　齢百年をようやく超えたウチのお調子者第一号はどんくさ、いや不器用……まぁ運悪く、彼の苦手分野だったようで、まだ竜人へと姿を変えられない。

　せっかくなら我が子の晴れ姿を見届けたかったのだが、こればっかりは仕方ない。

　でも、子供たち全員とそれぞれしっかり話をする時間も、たくさん取れたし。勿もち論ろん、通訳込みでだけど。

　結局、気がついたら七なな匹にんも子供がいる大家族になっていたわけだが、あれだけ手を焼かされた小さな竜たちも、今ではすっかり大人びたもので。

　当たり前のようにそれぞれが単独行動をしているし、勝手に外泊してくるし、かと思えばつるんで出かけたりもするし、長男にいたっては恋人候補の神殿いえにすぐ入り浸ろうとするわで……うん、まだまだ手がかかる状態だったわ。

　でも子供たちのことは、きっと大丈夫だろうという妙な確信がある。

　竜族にしては珍しいと言われるほど、ウチの子たちは孕み親オレにも竜親アーロンにもべったり好意的で、その延長線か、兄弟仲も物凄く良い。

　何かあっても、七匹もいるんだ。お互いでフォローしあえるだろうし、頼れるパパ上だっているのだから。

　だからオレが心配なのは──……。

「ハル、ありがとう。僕だって、君が傍にいてくれて幸せだよ。ずっと、ね──」

　そう言って綺き麗れいに微笑ほほえむ最愛の番、ただひとりだ。

　アーロンは約束を守ってくれた。

　オレを独りにはしない、させないというあの言葉を、ちゃんと現実にしてくれた。

　だからオレがアーロンを看取ることは、もう不可能だ。昔々想定していた通り、こんな体で目を開けているのも怠い状態のオレが、最後に一撃必殺でアーロンを殺せるかというと、完かん璧ぺき無理ゲーの域である。

　結局オレは、アーロンに甘える生き方を選んでしまったのかもしれない。こうしてオレを、彼に看取らせるのだから。
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　それでいいと受け入れてしまったのは、見た目はともかく、オレも歳としをとったせいだろうか。

「……あぁ、やっと夜明けだね。ほらハル、太陽が昇ってきたよ？」

　ちらりとオレから視線を逸そらした竜人、その白銀の角が朝あさ陽ひを受けて輝き出す。

　緩く癖のある薄蒼い髪も、穏やかに細められた金の瞳が彩る秀麗で柔らかな顔立ちも、奏でるように紡がれる低く穏やかな声も。

　全部全部、オレはここに置いて逝くしかない。オレがたどり着けるのは、ここまでだ。

　オレの物語はこれで────終わり。

　だから、その最期にすることは、もうずっと前から決めている。

「……アーロン、魔法、かけてやる……」

「ハル？」

　石のように重い両腕をのろのろと伸ばして、番の頬に触れた。

　そっとオレの腕を支えてくれる、黒に包まれた大きな手の温ぬくもりを鈍く感じながら、できるだけしっかりと口を開く。

　緩やかに暗くなっていく視界の中で、どこまでも深くオレを愛してくれた存在ひと、その金の瞳を何があっても見失わないよう視線を絡めながら。

「フリューレティオ、アシュルディアス、サタナディオン、バルヴェストゥーリ──」

　瞬きもせずにオレを映す瞳が、誰よりも何よりも愛いとしい。

「──ルシフォーディル、ヴェリアティラル、レヴィアスタード……」

　少しだけ震える口元で、それでも微笑み続けてくれるのは、その顔が一番好きだと事あるごとにオレが口にしていたからだろう？




「アウリストファーゼ」




　だからオレも、頭の中で煩く喚わめく声には蓋ふたをしようとした。

　アーロンの記憶に残る『最後のオレ』も、やっぱり笑ってなくちゃ。

「っは……オレを幸せに、してくれ、た魔法だ、か……ら、な？　だからアーロンも──しあ、わせに…っ……て……」

　あぁそうだよ、結局、この歳になっても調子に乗りまくっていたせいで、本当は非常に不本意なんだよ！

　こんなに長生きさせてもらったのに！　子供たちだって悲鳴を上げるくらいたくさん生まれて、毎日呆あきれるほど家族で楽しく過ごしてきたのに！　もう充分すぎるほど幸せになったはずなのに！

　────それでもまだ、生きていたいなんて……まだまだ足りない、なんて。

　オレはただの人間でしかないというのに、さすがに調子に乗りすぎだろう。

　でも、そんなちっぽけな人間という存在だからこそ、どうしても願ってしまうのか。

　まだまだこの先も、ずっとずっと──愛しい竜アーロンと一緒に生きていければよかったのに、と。

　あっけなく蓋を押しのけて暴れまわった本音という感情は、一滴、オレの頬を伝う熱に化けただけだった。

　これならうまく笑えているままだろうな、とほっとした途端……ぷつ、と視界が闇やみに染まる。

　何よりも愛しい声音がオレの名を呼ぶのを遠くに聞きながら、意識が途切れる寸前、後悔した。




　最期に、キスしてもらおうと思っていたのに。










「──ハル？　……ハル……君は、まったく……本当に、もう……」

　光と共に色づき始めた静かな世界で、微かすかに震える声音と風だけが湖畔を通り過ぎていく。

　いや、宙を漂うようにして流れてきた精霊たちも、いた。どこからともなく現れ、瞬く間にその数を増していく、薄っすらと透ける体をした獣のような小さな生き物が。

　そんな精霊たちは、人の姿をとった竜がきつく胸に抱くその番の亡なき骸がらに、身を寄せるようにしてゆっくりと群がっていく。

　その光景を竜はただ、見つめていた。

　追い払うでもなく、差し出すでもなく、まだ温かな体を抱きしめて座り込んだまま、ただじっと。まるで、時を待つように。

　やがて空が朝焼けを終え、透き通るような蒼そう天てんへと大半の色を変え始めた頃ころ。

　満足げに目を閉じた精霊が一匹、彼らの神子の体から離れようとした。その、瞬間。

「──では、始めようか。僕の望みが叶かなうかどうか、その答え合わせを」

　低く静かに奏でられた玲れい瓏ろうな声音と共に、七匹の子竜の姿が忽こつ然ぜんと宙に現れ、深い蒼の光が突如として周囲を隔てるように大地から立ち昇っていく。

　その異常を察知した精霊たちが、慌てたように神子の体から離れて逃げ惑うなか、

「終わりになんて、簡単にはさせないよ」

　次期竜帝たる竜は、物言わぬ最愛へ向けて愛しげに──神託かの如ごとく、静せい謐ひつに厳かに、そう囁ささやいた。
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　偉大なる竜帝の一人である伯父は、言った。

　精霊はこの世界に神子を喚よび、その魂を食らうのだと。

　生物の魂しか食らえない精霊にとって、彼らの食事は神子かそれ以外かの、二種類しかない。

　この世界で長く神子に生きてほしいと望む一方、早々に食い尽くしたいとも望んでいる。

　だから神子という存在は、短命なのだ。

　常日頃から少しずつ精霊たちに魂を食われるだけでなく、精神的に弱っただけでそれを契機に、食い殺されるのだから。

　かつての記録では、どれだけ健康に生きた神子でも、せいぜい四十歳ほどが寿命の限度であったらしい。

　でも、僕のハルは違う。

　竜の番つがいとなったことで延命できていた、という幸運だけが、その理由ではない。

　彼は、強いのだ。

　ハルは無意識に『魂』──彼が元いた世界では、その言葉の概念は少し違う意味らしいけれど、自分が存在するための力が、僅わずかずつでもすり減っていくことを、早くから気づいていた。

　それは『何があろうとも生きて幸せになる』という、彼の確固とした決意によって励起された生存本能でもあったのだろう。

　その結果が、この世界の一般的な人間と比しても異常な食欲に顕あらわれたのではないか。竜帝の知識を多少なりとも得た僕は、そう推測した。

　大量の食事によって得られる過剰な栄養を魔力的に変換し、減り続ける魂の力を回復していた、とでもいうべきか。

　食べることは生きること。そんな言葉を体現しているのが、とてもハルらしい。

　ただ楽しそうに食事をするだけであっても、何も知らずとも、彼は生き延びるためにずっと戦ってくれていたわけだ。

　そうして稼いでくれた時間のおかげで、僕には強大な力が七つも与えられた。

「さぁ、血族たち。最後の準備に移ろうか……頼んだよ？」

　今か今かと逸はやる気持ちで僕の言葉を待っていた子供たちに、そう声をかける。

『待っていたぞパパ上様！　我、テーたんにまるっと全すべてお任せあれ！』

『まーたバカ兄貴が調子に乗って……私が早々に片付けますからね』

『うふふ……精霊たーん、いーっぱぃ……うふふ……』

『父上様にぃいい！　早く起きてもらうぅうぅぅ！　うわぁぁあん！』

『起きてもらーぅわん？』

『ぼくらも兄ちゃんたちに負けないよう、頑張ろっか』

『うぃっす！　末っ子のきょーじにかけて、がんばっちゃうぞー！』

　口々に好き勝手応こたえながら四方に散っていく我が子たちの小さな背へ、本当に大丈夫だろうね？　と念を押して確認したいが、ぐっと堪えておく。ここで下手へたに思念を共有してしまえば、心外だ！　の集中砲火をまた浴びることになるだろうからね。

　そうして、神殿にある『竜の間』より一回りほど大きなドーム状の結界で開催されるのは、子竜による精霊の捕り物劇だ。

　物理的にも魔力的にも外界から完全に隔絶する竜の結界は、精霊すらをも内に閉じ込め、決して逃がさない。

　もしハルがこの光景を見たならば、どんな感想を口にしてくれるだろうか。

「僕は、思っていたよりも胸がすくよ。君の最後の魂ちからを食い尽くした精霊たちを、子供たちが食い返す様は」

　再び宵闇が訪れたかのような、仄ほの暗ぐらく蒼あおい世界にただ白く無数に浮かび上がるその姿は、とてもよく目立つ。だからこそ宙を右往左往する精霊たちを一匹ずつ、子竜たちがその口に捕らえ飲み込む様子は際立ち、それはまるで小魚の群れに放った肉食魚の狩りを思わせた。

　兄弟たちの中で最も小さな七男であっても、到底口に入り切らないはずの精霊たちを煙でも吸い込むようにして次々に捕食している。

　そんな子供たちは続けて数匹の精霊を飲み込んだ後、僕らの元へ戻ってそれを吐き出すと、すぐさま次の獲物へと向かって行くのだ。

『パパ上様、テーたんこれで九匹目だからな！　ちゃんとかうんとしておくのだぞ!?　後でタタ兄にも──』

『私はこれで十匹目ですね、さぁ次っと』

『あ!?　こらアシュルディアス！　兄たるこのテーたんを超えるなど、まだまだ許さんぷぅっ！』

　ぐったりと力の抜けた精霊を吐き捨て、僕の足元に積み上げていく子供たちの無邪気な会話。それに押し殺した不安を慰められながら、少しだけ思いを馳はせる。

　フリューレティオを筆頭に僕とハルの子供たちは皆、精霊に干渉できる。それも僕のように尾で触れられる程度の弱いものではなく、その『力』を奪えるほど強く。

　僕がその特異能力に気がついた発端は、まだ幼いフリューレティオが精霊を飲み込んだことだった。急いで吐き出させた姿を見て、素すっ頓とん狂きような声を上げながら顔を青ざめさせていたハルも懐かしい。

　ただその時、ぼんやりとした意識を血族こどもと共有していた僕は、何か温かいものが身の内に宿るような感覚を覚えていた。

　包み込んでくれるような温ぬくもりと、力強い安あん堵ど感かん──それはいつも僕の隣に存在する番と、まるで同じ気配だった。

　故に三匹目の卵が産まれた後、ほどなくしてその気配の正体を知った時から、僕のこの儚はかない野望は急速に現実味を帯びることになったのだ。

「そう……君の奪われた魂を取り戻せるなら、それが子供たちにも宿るならば──きっと、とても面白いことができそうだろう？」

　出会った頃より大人びた顔をしていても、穏やかな寝顔は何一つ変わらない、僕の番。

　決して応えが返ることはないと知りながらも、まだ温かな体をもう一度抱きしめ直して、その頬ほおに浮かぶ涙の跡をそっと指先で消し去る。

　そして、身じろぎ一つしない精霊たちが次第に山となっていく様を、平静を装いながら見守った。

　早く、早く、もっと早く、と逸る気持ちだけは、おそらく子供たちにも伝わってしまっていただろうけれど。







『さいごのぉお一匹はぁぁ！　すえっこ！　レヴィアスタードでしたあぁ！　いぇーい！』

『すごい！　さすが！　我、テーたんの弟よッ！』

『むしろ兄貴には弟しかいないでしょうが』

『おつ～おつ～』

『父上様父上様父上様父上さ』

『不覚……らすわん狙ねらってたのに』

『兄ちゃんたちもすごかったよ？　たぶん』

　明るい水色の体をした、七匹の中で最も小柄な子竜が雄お叫たけびを上げながら、結界内にいた精霊、その最後の一匹を積み重なった半透明な白い山の頂上に吐き出す。

「ご苦労だったね。では下がっているように」

　時間はかかったが、結界内に閉じ込めていた夥おびただしい数の精霊を一匹残らず捕らえた血族たちへ、そう労ねぎらってから、僕はゆっくりと立ち上がった。

　山のように積み上げられた数多あまたの精霊たちは皆、目を閉じ微動だにせず、地へと転がっていて、一見すると死んでいるようにも思えるが、実はそうではない。

　全ての個体が同じ意識、同じ生命に繋つながっているという精霊は、その肉体に異常を感知した時点で自ら意識を切るらしい。

　おそらくそれは、骸霊に捕食される苦痛を味わいたくないからだろう、と伯父上は推測していたが、今重要なのはそんなことではない。

　最も特筆すべきなのは、一度意識を切った個体であろうとも、正常な別の精霊が触れさえすれば、再び活動を始めるという彼らの特殊性。

　フリューレティオが初めて吐き出した精霊がそうであったように、その光景を何度も何度も子供たちの目を通して観察し続けたのだから、間違いはない。

「不滅と謳うたわれし命に繋がる、老いることのない個体からだ。そんな容いれ物に、世界中に散らばる精霊たちから回収してきた君の魂を、最後の欠片かけらと共に封じ込めたら──どうなるかな？」

　え？　普通食われたら消化されてるんじゃね？　と、指摘をする愛いとしい声が聞こえた気になるのは、子供たちの中に蓄えられたハルの魂を僕も感じ取れるからだろうか。

　ふふ、と意識的に口元を緩めながら、少しずつ強張ってくる彼の体を円形に整えた精霊の褥しとねへそっと横たえた。

　一番重要な部分が欠けてしまった愛しい番の体は、純白のベッドへとほんの少し沈み込む。

　彼のためだけに誂あつらえた白い巣で眠るハルを目に焼き付けながら、長い間準備してきた魔法を使う──その寸前、脳裏に過よぎった不安に躊ちゆう躇ちよした。

　この方法が最も確実性がある、はずなのだ。

　だが、いくらハルの魂を注ぎ込んだとしても、精霊の意識がこの体の主となる可能性も高い。

　結界で遮断しているとはいえ全てが終わった後、他の精霊たちに敵意を向けられるかもしれない。下手を打てば竜と精霊の関係すらをも、壊してしまうかもしれない……いや、それはもう何度も実験した。

　竜の結界の中であれば、精霊の意識共有は行われていないはずだ。だからこの場で起きたことも、これから起こることも何一つ、彼らには感知できないと結論づけたではないか。そうであるからこそ、この前例もない行為を決行する許諾を、伯父上から取り付けることができたのだ。

　他にも考えうる限りの実験は行ってきた。僕ならば子供たちの魔力すら一存で利用できる、だからハルの魂をもう一度ひとつにすることだってきっと……待て、本当に見落としはないだろうか？

　後にも先にも、僕に残された機会はこの一度だけ。ここでしくじれば、僕は永遠にハルを喪うしなうことに──……。




『アーロンなら、やればできるって信じてるぞ』




　静寂の中で不意に響いた、幼い声。

　思わず振り返った先には、宙に浮かぶ七匹の中で最も大きな体をした藍あい色いろの子竜が、その夜空色の静かな瞳ひとみで真まっ直すぐに、僕を見つめていた。

『──って父上様なら言うと思うのだ。さっさと覚悟決めて頑張りやがれ、パパ上様』

　すぐ下の弟に、こいつこの状況で何を言ってるんだ信じられん、というような目で見られながらも、フリューレティオは堂々と僕にそう言い放つ。

　その姿に常に前を向いて生きた、僕と共に生きてくれた、誰だれよりも強く鮮烈な存在が重なった。

「……っ…ああ、その通りだね。本当に──その通りだ……」

　こんな時にまで君に背中を押されるなんて、救われるなんて……。これでは何が何でも成功させなければ、ハルをこの手に取り戻さなければ、僕の『見せ場いいところ』などないではないか。

　少しだけ軽くなった心のままに、精霊たちに抱かれたハルに向き直る。

　そして、この世界では異質であるという竜の魔法を、行使した。

　僕と子供たち、竜たる八の存在が全魔力を賭かけて挑むたったひとつの魔法が、全すべてを覆すと信じて。

　刹せつ那な、地から天へと駆け抜けた巨大な光の柱は、竜の視界すらをも白く染め上げていった。




「……っ？　……ハル！」

　発動した魔法に耐えられず、いつの間にか結界が砕け散っていたことに気がついたのは、やけに明るい世界で目と鼻の先に青々とした草花が揺れていたからだ。

　その次に意識を失っていたことを自覚し、慌てて身を起こした先には──同じく緑の絨じゆう毯たんの上で仰向けに横たわるハルの、少し変わった姿があった。

　腕を伸ばせば届く距離にいるその体へ、気が急せくまま手を伸ばそうとした瞬間、一匹の精霊が僕とハルの間を横切るように、スッとどこからともなく流れて来る。

　のんびりと漂うだけの、いつもと変わらぬ姿の、儚い様相をした生き物。

　しかしそれは、不意にハルの方へと顔を向けると不思議そうに首を傾かしげてみせた。

　ふわふわと近づきながら右に左に首を傾げ続ける精霊は、彼の胸の上辺りに浮かんだままピタリと動きを止める。

　思考すらろくにできぬまま、息を止めてその光景をただ見守るしかない僕の前で、おもむろに精霊はこちらを振り返り────ニタリ、と笑った。

　その仕草に僕が頭の中で何を思うよりも早く、パッと身を翻した一匹の精霊は、小さな口先でハルに触れたのだった。

　そう、彼の、唇へ。

　我に返った時には、僕の尻尾しつぽによって弾き飛ばされた精霊が彼方へと吹き飛んでいくところで……。

　しまった、いくら気に障ったからと言ってこれは悪手だったかもしれない。今の行いで、こつこつと用意してきた積年の集大成をだめにしていたら、どうしよう。

　これでハルを本当に喪ったら…………寝よう、今すぐ深ふ海か寝ねしよう。次期竜帝の件なんてもう知らない、寝る。

　魔力がほとんど底をつき、泥のように重い体に引きずられるようにして、そんな鬱うつ々うつとした感情に浸りかけていると、

「……んむぅ……」

　すぐ傍から、懐かしい声音で紡がれた小さな呻うめき声が、上がる。

　静かなそれは、されど高らかに、僕の野望の成就を告げた。そう、思いたかった。








９．捕まった






　暖かくて、穏やかで、目を閉じていても柔らかな明るさで満ちた場所にいるのが、なんとなくわかる。

　そこは水中のように上下左右があやふやで、ゆらゆらと漂う体の感覚はあるのに、手足がどこかわからない。何も動かせないし、目ま蓋ぶたすら開かない。

　だというのに、それが全く怖くも不快でもないのだから不思議だ。

　むしろ、とても大きな何かに包みこまれて大切にされているような気さえして、心地ここち良い。

　ぼんやりと浮上しているこの意識すら手放して、何も考えずに眠ってしまいたくなるほどだ。

　ただ──……こんなものより、もっともっと良いものを知っている気がして、なんだか素直に眠りたくない。

　そう頭の中だけでむにゃむにゃ言いながら、ほんわかとした優しい睡魔にしばらく抗あらがっていると、幼子をあやすような柔らかな声音がさざ波のように、どこかから響いてきた。

　男とも女とも、大人とも子供ともいえる不思議な声で、それは一方的に話しかけてくる。

《ごめんね、ごめんね。もうだいじょうぶ。いっしょにいるから、いっしょにいて》

《みんないるよ、ずっとずっといっしょだよ》

　その言葉の通り、気づけば周りにはたくさんの人の気配があった。その誰もが穏やかで、幸せな昼寝でもしているかのようで……。

　でも、オレが真っ先に思った言葉は「うへぇ」だった。

《どうして？　もうだいじょうぶ。ずっといっしょ。ひとりじゃないよ》

　不思議そうに首を傾げているような少し困った声音で、そう同じ言葉を繰り返す舌足らずな、何か。

　鈍い頭はそれに向けて、ろくに考えることもなくぽんぽんと思いを吐き出した。

　一緒にいるなら、あの人がいい。

　ここも気持ちがいいけれど、あの人の傍が一番心地良い、と。

《そうなの？　でも、神子のからだは……あれ？　あるの？》

《でもだめ、竜はだめ。竜はこわいクロのものだから、ここでいっしょがいちばんいいよ》

　うっさいバーカ。オレは浮気なんてしないの、一緒にいたい相手はひとりだけなの！　母さんでも父さんでも兄ちゃんたちでもなくって、オレの番つがいがいいの！　まだまだずっとずーーーーっと一緒にいたかったんだからな！　ばっきゃろー！

　そう喚わめきながら、ぐすんと洟はなをすすりたい気分になったのだが……なんというか、単純な感情が素直に暴走していくようで、子供が駄々をこねているのと同じ状態になっているみたいだ。

《どうしよう、ないちゃった……かなしませたらだめなのに、やくそくなのに》

《おわったあとは、しあわせにするからって、やくそくしてるのに》

《やくそくまもらないと、つぎができない。それはいや》

　見知らぬ声は独り言による会議でもしているかのように、あれやこれやをしばし呟つぶやき続ける。

　そんな様子からそれが酷ひどく悩んでいるのが手に取るようにわかり、なんだか大切な人を物もの凄すごく困らせている気がしてくる。

　でも、どうしても譲れなくて自分の唯一の主張を繰り返しながら、ぐすんぐすんと小さくしゃくりあげた。

　その途端、不思議な声はピタリと押し黙る。

　声の主からじわじわ伝わってくるのは、自らの不注意で幼児に癇かん癪しやくを起こさせてしまった大人が醸し出すような、盛大なやっちまった感、だろうか。

　そうだそうだ、もっとすまなそうにしろー！　反省しろー！　誠意を見せろバカー！　と調子に乗って追い打ちをかけたオレに、それは慌ててまた声を届けてきた。

《じゃあ……とくべつ。からだもあるし、もどしてあげる》

《きっとそうしたら、また、たべられるし。竜、ありがとう》

《それなら、つぎもまだいらないし。いつもどおり、竜のことはおおめにみてあげる》

　言い募るうちに偶然すばらしい妥協点を見つけた！　といわんばかりに、次第に歓喜が滲にじみ始める声に、詳しい事情はさっぱりわからぬままオレも頷うなずき返す。

　すると、すぐ傍に……その声の発生源たる何かが、おそらく目と鼻の先に近づいてきたような気配がした。なんとなく、もふっとした巨大な獣──のように感じるのは、なぜだろうか。

《やくそくだから、おわったらまた迎えにいくね》

　またってなんだよ、もう来なくていいよ。いやいや、そういうわけにはいかないから。というやり取りをしているうちに、思い出したかのようにその声は言う。

《そうそう、あと、これがしたかったんでしょ？　はい、どうぞ──》

　───ぷちゅっ。と、獣の鼻先が唇に触れたような感覚がした途端、バチッと急速に意識が鮮明になった。

（は、はぁあぁ!?　ふ、ふっざけんな！　誰が、誰がよくわからない生き物とキスしたいだなんて言った!?　絶対違うし！　オレはッ、ファーストキスだってアーロンだったんだ！　だからエンドキスも！　絶対アーロンにって決めてたんだよアホォーーーー!!）

　なんてことをしやがったんだ、あの声はぁああッ!!　オレの完かん璧ぺきな終幕プランを台無しにしやがって！　という激しい憤りで目を、開けて────そう、目が開いたことにまず驚いて、次に、視界に映った光景に言葉をなくしたのだ。だってそこには、




「──……ハル？」




　光を零こぼすような捻ねじれた白銀の双角を頭上に戴いただき、緩く癖のある薄うす蒼あおい髪を肩口で切り揃そろえたオレ好みの優男が、晴れ渡った青空を背負っていたのだから。

　仰向けになった体に覆いかぶさられているらしく、至近距離で揺れているその金の瞳を見間違えることは、絶対にない。

　だが、草花の濃い匂においに鼻をくすぐられるなか、信じられないとオレは何度も目を瞬いた。

「ハル……わかる、かな？」

　酷く緊張した面持ちでそっと頬ほおに触れてくる黒い指先は、もしかして震えているのだろうか。

「……わか、ら……ない」

　これが夢だったら、声を出した瞬間に醒さめるのではないか。それは嫌だ。

　でもその程度では、いつだってオレに応こたえてくれたこの声に、応えない理由にはならない。

「っ……！」

　凍りついたように息を止めたその人に、なんだか動かしにくい口を開いてすぐに尋ね返す。

　この夢が醒めてしまわぬうちにもっと話をしたかったのと、あと単純に、夢の中であろうと説明求む状態だったから。

「だ、だってオレ、死んだよな？　なにこれ、なんでアーロンがいるんだ？　もしかして天国？　ならオールオッケー……なわけがあるか、むしろダメだろ。ほんとなんでアーロンがいるわけ？　全然わからない……あ、お前子供たちはどうした!?　次期竜帝が天国来てたらダメだろ！　仕事しろ仕事……もう何がどーなって……」

　オレが覚えている限りの最期の記憶では、確かにこの竜人の腕の中で看取られたはずなのに。オレの人生は調子に乗ったまま終わった、はず──いや、待てよ。

「そういえば、やけに幸せな場所で駄々をこねてきたような……あれって、もしかしてマジの臨死体験だったのか？　じゃあまだ死んでないだけか……えぇ～ちょっと待ってよ、それはそれでマズいって。『最後の魔法』は死ぬ間際って決めて、めちゃくちゃ練習したのに──って、アーロン？」

　口に出すことでこの状況をどうにか理解しようと努めていると、呆ぼう然ぜんとしたままずっとオレを見つめていたアーロンが、ぽすんっと胸の上に倒れ込んできた。

　幸いその角がぐっさり来る角度ではないし、緑のベッドの上に押し倒されている状態も初めてではないが、やけに大きく感じる男の体が、その肩を次第に小さく震わせ始めれば別だ。めちゃくちゃ焦る。

　なぜか今はここ数年ぶりの元気ハツラツ気分で、あれだけ煩わされていたはずの体の怠だるさすら綺き麗れいに吹っ飛んでいる。

　とはいえ、オレが体調を崩しがちになってからアーロンにはずっと心配をかけ続けていたし、悲しませていたことは変わらない。

　本意ではなかったとはいえ、これでは死ぬ死ぬ詐欺を行った状態ではなかろうか。しかもそれが、この繊細で優しい竜を相手に数年にも及んでいたとあっては、どう慰め……いや謝罪したらいいのかわからない。

　オレがそうオロオロしている間にも、その肩の震えは大きくなり、やがて嗚お咽えつのような息遣いが──……。

「っふ…ふふ、ふ……は、ははッ…あはははははははッ!!」

「なぜに爆笑!?　っえ、ふぉおぁあ!?」

　今まで見たことがないほどに爆笑された理由が、さっぱりわからない。その超絶希少な姿に面食らっていると、突然立ち上がったアーロンによって、オレの体はがばっと宙へと持ち上げられた。

　そして、まるで世界に知らしめるかのように高らかに、竜は謳うたう。

　金の瞳ひとみから止やむことなく溢あふれる雫しずくが頬を伝うなか、過去最高に晴れやかで至福に満ちた微笑を、その顔に浮かべながら。




「これで完全に捕まえたよ、竜の──僕の神子」




　思わずそんな嫁様にぼーっと見み惚とれていたせいで、言葉の内容についてはツッコミも何もできなかったが、不可抗力なのだから仕方ない。

　オレが我に返れたのは、きっちり着せてもらっていたはずの白い服が、なぜか肩口からずるりと脱げかけていることにようやく気がついてからだった。

「はは、はははははっ！　ハル、愛してる！」

　こみ上げてくる何かに耐えきれなくなったのか、再び箍たがが外れたように笑い始めるアーロンへ待ったをかけようとしたのだが、無理だった。

「え？　え？　ちょ、ちょっと待とうかアーロンさん!?　オレも愛してる！　ただその前に、なんか服がでかくなってる!?　あとそろそろ降ろさない!?」

「あははははは！　小さくなったハルも可愛かわいいよ！　愛してる！」

「は？　小さくなった？　ほんと何がどうな……ってなんだこれぇえ──!?」

　オレを抱き上げたままご満悦なアーロンがステップを踏むように辺りを歩き出した拍子に、湖の岸辺、その水面に偶然映りこんだ自分の姿が目に入った。

　そこには、見慣れた竜人に高い高いをされている懐かしい少年の、姿が───。

「おぃい!?　これ十八、いや十七……待てまさか十六くらいのオレじゃないか!?　はぁあぁぁ!?」

「そうなのかな!?　どんなになってもハルは素敵だよ！　愛してる！」

「あぁもぉ──!?　よくわかんないけど！　オレも！　愛してるッ!!」

　そうやけくそ気味に応えながら叫んだ後、ようやくアーロンの首元にしがみつくようにして抱きつくことを許されたオレは、そろりそろりと集まってきた愛いとしい我が子たちにも大いにもみくちゃにされることとなった。

　そんな過去最大級の大騒ぎがやっと静まり、自分の身に起きたことを大体理解できたのは、空が黄昏たそがれ色を帯びてくる頃ころになってからだった。

　看取るでもなく、看取らせるでもなく、寿命の違う番とただ共に在り続けたいと大層な野望を抱いた竜が、そのチート魔法をいかんなく発揮してくれたのが全すべての原因だ。

　竜の魔法によって精霊に準じた不老の体を造り上げ、そこへもう一度『魂』とやらを繋つながれたのだという。

　ただしその魔法の効力は、有限。

　見た目は若返っただけのこの体でオレが生きていくには、魔法をかけた竜の魔力が定期的に必要となる。

　だから──竜が死に、魔法が終われば、オレもまた終わる。

　捕まえた、とオレを抱きしめながら何度も嬉うれしそうに呟いていた竜人は、きっとその生の途中でこの魔法を解くことはないのだろう。
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　つまり、竜という遠大な寿命を誇るこの番つがいが死ぬまで、その永い永い生に共に縛られるということだ。

　そんなのって──……ありえないくらい奇跡的で、至福で、最高じゃないか。







「……全て君に黙ってやったことだけれど、怒らないのかい？」

　夕焼けに染まる空と同じ色を映し返す大きな湖面、その向こうで黄金に輝くささやかな海を静かに眺めていると、背中越しにオレを包むように抱きしめている番がそっと囁ささやく。

　座り込んだオレたちの周りには、腹を出したり、うつ伏せで大の字になったり、とぐろを巻いたり……思い思いの寝相で転がる子供たちもいる。

　そんな世界で、相変わらず少しばかり心配性な番を軽く振り返って見上げた。

　百二十年近くかけて、ようやく背の高さも多少は近づいたはずだったのにな。これではまた、その顔に手を伸ばしてオレの方へ引き寄せなければ、キスも楽にできないではないか……新婚時代みたいで、なんだか嬉うれし懐かしではあるが。

　ほんの少し目を瞠みはりながらも、オレからの触れるだけのキスを黙って受け入れてくれたアーロン。

　その秀麗な顔が離れてしまう前に、きっちりと囁き返しておく。

「こんなに愛されて、オレに不満なんてあるとでも？」

　いくらここがファンタジー極まる魔法の世界であろうとも、死をも覆すほどに愛してくれていたなんて。これで調子に乗るなという方が無理だろう。

　まぁ、この世界にやって来た頃からずっとそうだった気もするが……更にそこへ追い打ちをかけたのが他ならぬ嫁様なのだから、覚悟しておいてもらいたいものだ。

　ただオレだけを見つめる、柔らかな金の瞳。それが次第に嬉しそうに、甘く甘くとろりと細められていく様を特等席で眺めながら、もう一度オレも笑って口を開いた。




「きっちり捕まってやるから、ちゃんと最後まで調子に乗ったオレに付き合えよ？」




　勿もち論ろん、という返答は、再び唇に灯ともされた小さな熱だった。まるで誓いの儀式みたいだな、なんて思った途端、急に気恥ずかしくなったのは内緒だ。

　そんなこんなで、こうしてオレは、異世界で調子に乗ったら竜に捕まったわけだ。








終．竜の番






　チートな番に生き返らせてもらった挙げ句、どうやらこの世界にやって来た当時の姿にまで若返らせてもらって、今日で五日目。

　思い出の湖で一晩を過ごした後、すぐにこの住み慣れた我が家である蒼月神殿へ皆で帰還したオレは、本日も心ゆくまで朝食タイムを満喫しているところだ。

「いや～やっぱりご飯が美味おいしいっていいよな。おっと、勿論ここの食事はいつだって美味しいからな？　オレ自身が、また美味しく食べられるようになったというだけで……」

「神子様、重々承知しておりますのでどんどんお食べください。食料庫を空にしてくださっても構いませんから！」

「いやさすがにそこまでは入らない……というか君、なんだか物もの凄すごく生き生きしてない？　タルタル君……」

「当然ですとも！　今後とも末永くお仕えできることになったのですから！　女官長様の教えに従い、これからも全力でお仕えいたしますからね、神子様！」

　甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれているのは、ラーナさん──ではなく、いつの間にやら彼女に弟子入りしてこの神殿に居着いていた銀髪おかっぱ美少年竜人こと、タルタルである。

　神殿いえ持ちでありながら、今では一年のうち三分の一近くをこっちで過ごすようになった居候ともいう。

　でも皆の頼れるキツネ顔のお姉さんがお婆ちゃんになり、その天寿を全うした後、竜人であるにもかかわらず『女官長特別代理』という彼専用の役職ポストが用意されたあたり、他の女官さんたちからも慕われているのだろう。

　思えば最期の旅に出る前は、これでお別れだと、長年お世話になった神殿の皆さんをしんみりさせたものだ。気づけばオレがアーロンに次ぐ古参メンバーになっていたのだから、順当といえば順当だったのだが。

　そのなかで出会いは最悪だったタルタルまでもが、泣きながら別れを惜しんでくれて…………で、元気なぴちぴち状態になって帰ってきたものだから、飛び上がって泣いて喜ばれるわ、事情を説明すれば、これまた泣きながら跪ひざまずいて拝まれるわで。こいつの竜の誇りは本当にどこ行った、迷まい子ご継続中か。

　まぁ、いまだにアーロンから注がれる絶対零度の視線にもめげず、ここ──というよりオレの傍に彼が居続ける理由は一つなのだろうが。

「タタ兄！　今日もいい天気だな、我テーたんと結婚しよう！」

「ひっ……わ、若様、ボクにはまだまだ神子様のお世話がありますから！　で、では神子様、御用がありましたら何なりと～！　ぜひ若様と！　ごゆっくり!!」

「あぁ待つのだタタ兄！　その困った顔もどすとらいくぷぅ～！」

　なぜかオレが食事をしているテーブルの下からクロスを捲めくって現れたテオと、竜人の高い身体能力を遺憾なく発揮して即座に扉まで退避し、脱だつ兎ともびっくりの勢いで逃走した女官長特別代理君。

　うん、我が長男から逃れるには最良の選択だ。腕を上げたな、タルタルよ。むしろオレしか、お前のことを助けてやれないもんな……哀れな……。

　そう内心で合掌してやりながら、喜々として想おもい人を追いかけようとした長男の尻尾しつぽを、精霊魔法でガシッと掴つかみ上げた。

「ぴっぷぅううッ!?　父上様！　ぎぶ！　ぎぶぎぶ！　尻尾はナシなのだ！」

「食事中にお行儀が悪いぞ、ちゃんと席に着こうな？」

「別にテーたんは、お食事中ではないのだが……」

「へぇ？　やっぱりテオでもまだ上手に食べられないから、恥ずかしいのかなぁ？　そうかそうかー」

「我、テーたんに不可能などない！　とくとご覧あれなのだ！」

　オレの右隣にある空いた椅子に、そう言って鼻息荒くちょこんと腰掛けたテオの姿は十歳ほどの『人間』になっている。

　神殿に戻ってきたその日の夜に「我、テーたんぞ！　刮かつ目もくするのだー！」と、素っ裸で寝室に飛び込んできた少年には、心底驚かされたものだ。弟たちを全員、その後ろに引き連れて来ていたし。

　父竜人に似たおかげで、パッと見はタルタルにも負けないほどの美少年であるテオは、黒にも見える藍あい色いろの短い髪に、そこから覗のぞく小さな白銀の双角、そしてキラキラと輝く夜空色の瞳が特徴だ。うむ、竜体の時とほとんど同じだな。

　普通の獣人とは違って竜人特有の、あの魚のヒレのような薄く透ける藍色の耳もある。

　それに、裾すその長い黒い半はん袖そでＴシャツと膝ひざまでのピッタリとした深緑のズボンから覗く白い手足や、頬ほおの一部には、藍色が薄まって鮮やかな紺こん碧ぺきとなった鱗うろこが所々でその存在を主張する。

　こちらは成長していけばほとんど目立たなくなるらしいので、その変化も今から楽しみだ。

　煽あおり耐性の低さについては少々先が心配だが、竜としてはまだまだヒヨッコだし、そのうちきっと……うん、成長するさ。なにせオレの子供なのだから、ふははは！

　というわけで今、子供たちの中で竜人となって直接オレと話ができるのはテオだけだが、いずれは七人全員と同じ姿で言葉を交わせる日も来るのだろう。

　オレにはたっぷりと与えられた時間が、あるのだから。もう愛だよね、愛。いやー、ほんとオレ愛されちゃってるわー調子に乗るわー。

　体は変わったらしいが精霊魔法だって元通りバンバン使えるし、今も腹を上にしてオレの腕をすり抜けて漂っていく精霊もちゃんと見えるし、それをパクッと口に入れた次男も──って、待て。

「おーい、アス!?　だからそれペッしなさい、ペッ！　もう……なんだっけ、あれだ、オレの魂？　みたいなのは回収しなくていいから、たぶん」

　開かれた大きな窓から穏やかな朝の光と、その清々しい気配が差し込むなか、口から精霊の尻尾をはみ出したままの次男がスイッと室内へ飛び込んでくる。

　雪のように真っ白な体をした大型犬サイズの子竜は、軽やかに床へ着地すると素直にペッと口の中のものを吐き出した。

　ぐでーんと脱力したまま絨じゆう毯たんに落下した半透明のそれに、部屋の中にいた他の精霊が近づき、足先でそっとその塊にタッチする。

　途端、再びそれは宙に浮かび上がると何事もなかったかの如ごとく、またどこかへ漂うように流れていく。

　オレ、あれと同じ原理で生きているらしいけれど……ま、まぁ実は子供たち全員が協力して、今までもこっそり精霊をもぐもぐしていたみたいだし、今更気にする必要はないか。

　…………ちょっとばかり、なんというか、その、精霊が我が身のように思えて居た堪たまれない感じがするのは、おそらく気のせいだろう。

　そうしみじみとしながら、広い丸テーブルの上に所狭しと並べられた皿を綺き麗れいにしつつ、隣でフォークとナイフに四苦八苦している長男を手伝い、オレの膝に顎あごを乗せて「ぴぷぷ」と主張する次男の口にパンを押し込み、後ろから伸び上がって肩口にそっと顔を乗せた四男の黄色い顎を撫なで──……だから待て。

　気づけばお子様が、全員集合しているではないか。

　少年一人に、多少の違いはあれど文句なしの大型犬サイズの子竜が六ろく匹にんも集えば、いくら食堂代わりの広い部屋とはいえ、圧迫感が凄いぞ。

　特に三男、どうせなら部屋に入りきってから息絶えろ、なぜ廊下と室内の境で寝そべっているんだ、扉が閉まらないだろうが。

　六男と七男はソファーで丸まっているし、五男は──あれ、さっき見かけたはずなのにどこ行った？　あいつだけは、なぜか影がうす……おぉ、赤い絨毯と同化してるじゃないか。

　竜人となったテオはわかりやすいとはいえ、子供たちは生まれた時から変わらず今も薄っすら透けているし、年々自分から姿を消せるようになってきて、こんな不意打ちもよくされたものだ。

　でも最近は弱っているオレを驚かせないよう、彼らなりに気を遣ってくれていたことは、痛いほど知っている。

「ふ…ふふふ……いいだろう、お前ら。朝からわちゃわちゃ集まりおって……仕方ない、この父上様が食後に全力で相手をしてやろう！」

　だからその分、今日は目一杯全員を可愛がってやろうと思って、そう宣言したのだが……。なぜ長男以外、見る間にその姿が消えていったのだろうか……げせぬ。

「むぅ!?　ずるいぞ弟たちよ！　父上様の全力など、我一人でお相手できるはずがないっぷー！」

「……テオ、お前さ、弟たちにあることないこと吹き込んでないか？」

「まさか、我、テーたんはパパ上様からもお聞きした父上様の、数々の武勇伝を嘘うそ偽りなく聞かせているだけである。昔から弟たちも大層好んで──」

「よっし、そろそろアーロン起こすか」

　テオと一緒にきっちり綺麗に朝食を完食したオレは、そう言って席を立った。

　早速どこかへ足早に向かおうとする長男の背に一応、声もかけておいたが……後は年上竜人君の健闘を祈ろう。

　そうしてオレは、いまだ天てん蓋がいのカーテンが引かれたままの寝室に戻り、薄暗いベッドへとそっと上がりこんだ。

「……アーロン……大丈夫か？」

　大きなベッドの中で白いシーツと上掛けに包くるまって横になっていたアーロンは、ゆっくりとその目を開ける。

「あぁ……もう朝、かな？　食事は、きちんとしたかい？」

「うん、いつも通りたくさん食べさせてもらってきた。それより、アーロンの調子はどうだ？　水とか果物とか、何か用意してもらおうか？」

　大丈夫必要ないよ、と気け怠だるげに応こたえる嫁様は、神殿に戻ってきてからずっとこんな状態だ。

　湖から帰ってきてすぐ、竜帝であるじっちゃん陛下にオレの件を報告すると言って、『竜の間』という竜アーロンしか立ち入れない部屋へ行き、そこから戻ってきた後に、ぶっ倒れたのだ。

　その原因はオレを捕まえるための大魔法で魔力を消耗しただけでなく、体にも甚大な負荷がかかったから、らしい。

　少し休めば大丈夫とアーロンは言うけれど、一日の大半をベッドで過ごす姿は少し前のオレそのもので……。

　元気になったオレの代わりに、アーロンが身代わりになってくれたようにすら感じてしまう。

　早く元に戻ってほしい、苦しさや怠さがあるなら代わってやりたいのに、自分には何もできない。

　きっとアーロンがずっと抱えていたであろう苦い想いを、そのほんの一部でも、思い知った気がする。

　でも、彼がいつもそうしてくれていたように、オレもアーロンへ笑いかけながら殊更普通の口調で、話を続けた。

「そうかー。なら欲しい物ができたら、ちゃんと言えよ？　あと、オレも腹ごなしに二度寝するから、そこ入れてくれ」

「ふふ……おいで」

　ここ数年は寝間着で生活していた時間が長かったから、つい今日も緑の浴衣ゆかたモドキのままうろついていたのだが、これ幸いとそのまま温かな体温に密着する。

　アーロンは力の抜けたふにゃりとした微笑のまま、寝乱れた髪を少し掻かき上げながらオレにそっとキスをして、その魔力を渡してくれる。

「…っちょ、おい。まだ大丈夫だって。寝起きにももらったばかりだし……」

「そうだったかな？　寝ぼけていたかもねぇ……だけどまだその体になって日も浅いし、念のためだよ。それに、僕もしたかったし」

　そう囁ささやく穏やかな低い声音に、小さな熱が体の奥に灯ともる。どうせならこのまま、もっと愛いとしい番の熱に触れたいし、触れられたい。だけど──……。

（そうなんだよなぁ……当然だけど、この体になってまだその……フウフ生活ないし。そもそもオレって体が変わったわけだし、この『オレ』でも、アーロンの本能は『番』として認識してくれるのか？）

　正直に言うと、ここ二日ほど、そればかり考えている。病人状態の番になんて、絶対に言えないことではあるが、オレにとっては大問題だ。

　オレの中身は変わらずオレではあるが、アーロンの番として生きた体とは、多少なりとも違うのだ。

　もし『番』として別物だと認識されたら、アーロンのアーロンはオレに反応しないわけで……勿もち論ろん、プラトニックな関係になろうともオレの想いは変わらないし、もう一度迎える最期まで、この竜の傍にしがみついていたいと思う。

　ただな？　オレが番でなければ……もしかしたら今後、他の誰かに対して、アーロンが発情期を迎える可能性キケンが──。

「あぁそうだ、ハル……しばらくぶりだけれど、覚悟は良いかな？」

「はい？」

　二度寝態勢に入るふりをしながら、その腕の中で悶もん々もんと考え込んでいたところへ、のんびりとした声音とは裏腹な言葉を囁かれて、思わず顔を上げる。

　その先では、薄暗さのせいでそこに宿る光の色まではわからない金の瞳ひとみが、なぜか意味深に細められていた。

　首を傾かしげるオレへ、アーロンは黙ったまま軽く腕を上げて黒に包まれた指先を小さくパチンと鳴らす。

　え、それで音が出るのかマジで？　オレ指パッチンだけは習得できなかったんだけど、やっぱりカッコイイよな。いやこれはアーロンがやるから様になるわけだ、さすがオレの嫁様、最高か。

　そう胸の内で嫁様をほぼ無意識に称賛した瞬間、周囲を覆っていた天蓋カーテンの布地がぱっと天井まで巻き上げられ、部屋を満たす自然な明るさがベッドにも押し寄せてくる。

　反射的に眩まぶしさで目を閉じた後、そろそろと目ま蓋ぶたを開いた先、薄うす蒼あおい綺麗な髪が緩く波打つ中からそれはそっと顔を出していた。

　綺麗な赤いグラデーションに染まった、ヒラヒラとしたヒレのような半透明の耳、が。

「急に始まったせいで色々重なってろくに動けなかったけれど、ようやく落ち着いたから、これから竜の巣を造るね。たった三年ぶりだというのに、待ち焦がれたよ」

　パチパチと目を瞬くオレに、そう嫣然と笑う竜人。

　その言葉をようやく鈍い頭が理解した瞬間、さっさと愛しい体に乗り上がったオレは悪くない。

　なぜならばこのオレこそが、アーロンの──この竜の、唯一の番なのだから。

　久しぶりの発情期に、調子に乗ったっていいだろう？

　きっと三週間後には息も絶え絶えのヘロヘロになって、それでも幸せを噛かみ締しめているのは、もう確定未来なのだろうけれど。
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番外編◆知る必要のないこと










　なぜ、精霊が統べるこの世界に『竜』という異質な存在が訪れたのか。

　それを正確に識しるものは、当代竜帝たるたったひとりの竜に限定される。

　歴代竜帝たちが死を迎えることで初めて、次代にのみ伝えられる鮮烈な記憶にして、究極の機密であるのだから。

　そして今、己おのが身の内のみに存在するその記憶と知識を、次代のために更新アツプデートする時がついに自らにも訪れた。

　どこか畏おそれにも似た感慨を胸に抱きながら、竜帝ヴェラステリオンはその巨大な白銀の体でもって平伏する。

　その目前には、華きや奢しやにも見える細身の肢体に黒衣を纏まとい、真っ白な玉座へ気怠げに身を預けたひとりの『人間』が、いた。

　竜帝のみが唯一その場所を把握し、立ち入ることを許された秘されし結界。穏やかな黄昏たそがれの光に満ちたそこで顕あらわとなった人間の容よう貌ぼうは、この世界へ招かれた『神子』たちと非常によく似通っていた。

　目立つ耳も尾もなく、闇やみを紡いだような短い黒髪に、黒曜の如ごとき瞳ひとみと薄く色づいた柔らかな肌の色は、一見で彼らが同じ『種族』だと判じることができるほど特徴的である。

　だが、黒衣の内側から滲にじみ出でるような不穏で強大な力の気配と、それに似合わぬ優しげな微笑が、それが単なる『神子』たちと同じ存在ではないことを、ありありと主張していた。少年と青年の狭間はざまで時を止めた清せい冽れつな美び貌ぼうも、それに拍車をかけるのだろう。

　さもありなん。竜帝という世界屈指の存在を狗いぬのように従えるこの存在こそ、彼ら竜の創造主なのだから。

「ふぅん？　精霊へまともに干渉できる新世代と、亜種精霊とも呼ぶべき再誕の神子か。久々の良い報告……どころか予想以上の吉報だな」

　そう満足げに口を開いた黒衣の存在は一度姿勢を正すと、玉座の足元に伏せた白銀竜、その大きな黄金の瞳を覗のぞき込む。

「──なんて偉そうなことを言ってみたが、色々ごめんな？　お前たち竜には面倒事ばかり押し付けて……。特に『竜帝』にはこうして誓約も課しているし、世界が違うせいで、まともなバックアップもしてやれていない……」

　見た目相応の少年のように、ほんの少し眉まゆを下げて申し訳なさそうに謝罪の言葉を口にする主。

　それに内心酷ひどく焦りながら、ヴェラステリオンは穏やかな口調で奏上する。

「畏れ多くもその御言葉だけで、過分なお気遣いでございます、主よ。我ら竜は『この世界の環境を維持したまま、支配者の座を精霊から簒さん奪だつする』というご下命に殉ずることこそが使命」

　重々しく忠節を語り、恭順の意を示す竜。

　それを当の主は小さく────鼻で嗤わらった。

「というのは建前で、もう精霊どうこうではなく、この世界そのものを維持することの方が大切になっているくせに」

　途端に張り詰めた空気は、巨大な生物から一瞬漏れ出た狼ろう狽ばいと焦燥が原因だろう。

　この主への対応を誤ったが故に、予定よりも早く次代へと代替わりすることになった竜帝もいたのだから。

　ただ少年の姿をした竜の主は、はっとしたように自分の口元を手で覆った後、ばつが悪そうに視線を逸そらしながらモゴモゴと言い募る。

「いや、それでいい、それでいいんだよ。自分ができなかったことを、他竜ひと任せにしているわけだし………そもそも、この世界をお前たち竜に見つけてもらった時に、殲せん滅めつ制圧を撤回したのは俺だ。だからお前たちがそう変化した原因の一端は、間違いなく俺にある」

　その事情は勿もち論ろん、当代竜帝ヴエラステリオンも承知している。

　この主が神の如く、いや実際に神として君臨する異なる世界が存在し、その地に不測の事態が起きた場合に備えた避難先として別の世界を探し求めたことこそが、全すべての始まりだったのだから。

　竜という種族は、そのための道具の一つに過ぎない。

　強大な力も、遠大な寿命も、主が望む世界を発見・掌握するために与えられたもの。

　しかし、幸か不幸か。

　この世界へたどり着いた竜たちには、その支配者であった精霊を自力で排除する力はなかった。

　勿論、精霊が餌としている他の生き物を殺し尽くし、間接的に排除する──という方法はあったのだが、それに待ったをかけたのが他ならぬこの竜の主だ。

　そしてそれは、永きにわたり、竜という異なる世界の生物がこの世界へ根付く原因となった。

「だってな、あまりにも……あまりにもこの世界の環境が理想的すぎて、壊したくなかったんだ。精霊を殺すだけなら、俺が直接手を下せば簡単だが……そうすれば間違いなく、この世界の環境は激変する。今の俺ではまだ維持しきれないだろうし、頼れる伴はん侶りよもこういう繊細な力使いだけは、相変わらずノーコンだし……」

　再び頬ほお杖づえをつき、物憂げなため息交じりで語られる静かな声音は、その思い出を辿たどるうちに徐々に熱量を帯びていく。

「だから、おとなしく様子見に徹していたというのに……ちょっと俺が顔を出してみたら、初対面の相手に魔力どころか魂まで齧かじりつかれるなんて、ありえないだろう？　しかもそれが、見た目は可愛かわいい妖よう精せい系小動物とか……騙だまされたと思って、つい半殺しにしても仕方ないよな？」

「…………し、心中お察しいたします」

「だろう!?　俺だって、後先考えずに反撃したわけじゃないんだ！　ただ、まぁ、びっくりしてやりすぎたのは認める。でも結局それが、痛恨の失策ミスだった……。精霊に警戒されたせいで、僅わずかとはいえ俺と竜の力を解析されることになるなんて。そのせいで『神子』なんて存在が喚よばれ始めるとか──まさか俺の故郷にまで干渉できるとか思わないだろ……あんな本能で生きているだけのような存在に…………ちっ」

　黒曜の瞳に惜しげもなく憎悪に似た光を灯ともらせる主を前に、無理もない、と竜は静かに相あい槌づちを打つ。

　既に縁は切れているそうだが、それでも己が故郷の世界へ干渉され、同胞が拐かどわかされるようになったのだ。その原因が他ならぬ自分にあると思えばこそ、この主は竜へ命じた。

　召喚された異世界人──『精霊の神子』を『竜の神子』として保護するように、と。

「いっそこの世界ごと精霊を殺そうかとも思ったが、見ず知らずの同郷の人間と、俺の大切な存在ものを秤はかりにかけるなら答えは決まっている。それほどまでに、この世界を失くすのは惜しかった……今でも何かあった時の避難先第一候補、だしな」

　むぅ、と眉を顰ひそめたまま長年の鬱うつ憤ぷんをここぞとばかりに吐き捨てるように、竜の主は饒じよう舌ぜつだった。

　もっとも彼にとっては、竜も愛着のあるペットのようなもの。そのなかでも特に『竜帝』という存在には目をかけているつもりなのだから、久しぶりの邂かい逅こうをこうして楽しんでもいるのだろう。

「食欲だけの本能の固まりのくせして、世界の境界を超える高度な召喚を何度も行えるとか、ふざけているよな？　俺の方でも気になって相当調べ上げたが、奴やつら、誓約を自らに課して魔力の底上げをしてやがった。確か──召喚に応こたえ、同化した者には自らが存在する限り安寧を与える、だったか。要はどれだけ過酷な生を送ろうとも、その後は、精霊が魂を喰くい終われば、『幸せ』にしてやるということだ」

「なるほど、やはりそうでしたか。儂わしも精霊たちのそういった思念をやっと感じ取れるようになりましたが、どうも曖あい昧まいで確証はございませんでした」

　同意の言葉を語る竜帝に、なぜか黒衣の主はふっと口元を綻ほころばせる。

「そう、竜も神子の血を取り入れたことで、精霊への干渉が僅かずつでも可能となった。偶然に期待するしかないとはいえ、奴らにとって神子は諸もろ刃はの剣だったわけだ。お前の父たる竜を生んだのも神子だし、お前の弟が番つがった相手は、神子が現地人との間に生なした子のひとり……そして今回、その血を引く竜がまた神子と番い、生まれた新世代は──ついに精霊の力を奪うほどの干渉力を手にした」

　それは、竜という種が精霊に成り代わる時代がじきに訪れるという証あかし。

「どうせなら再誕の神子と次期竜帝には、その新世代をもっと増やしてもらいたいが……お前の目から見てどうだ？　可能だと思うか？」

　主の問いかけにその巨大な顔をほんの僅か横にゆっくり振りながら、ヴェラステリオンは即答する。

「今のハルマっち、ごほん、再誕の神子は主の仰おつしやられた通り、精霊の亜種とも呼べる存在ではあります。しかし、我が甥おいである次期竜帝アウリストファーゼの魔力によって、その命を維持している状態でありますれば……」

「なるほど……。魔力核を母体に宿すことで孕はらませる竜の生態からすれば、無理だな。注がれた魔力自体を神子の体が必要とし、吸収してしまうか」

　ならば精霊への高次元干渉ができる新生代は七匹で打ち止めか、と呟つぶやいた後、少年の姿のそれはおもむろに黒衣を翻して、玉座から立ち上がった。

　そして、眼前の黄金の瞳を睥へい睨げいしながらペットの飼い主ではなく、配下を統べる支配者として、その口を開く。

「──竜帝にはこの世界の存続を最も強く願う者が相応ふさわしい、と俺は定めた。それが、子孫を持つ竜を選定する理由であり、歴代の多くは充分すぎるほどその期待に応えてくれた。まぁ……たまに反逆者はねつかえりもいたが」

　話の帰結場所を予想できず、当代竜帝は固かた唾ずを呑のんで滔とう々とうと語られるその凛りんとした声音に全神経を傾けて聞き入る。

「俺のことを正しく識る者も、今や記憶を引き継ぐ竜帝のみとなった。それだけの永い時を、この世界に殉じた竜たちの忠心は忘れない」

「勿もつ体たいなき、御言葉にございます……」

「だからたとえ竜のほとんどが、元の目的なんてさらっと忘れて、この世界で生を謳おう歌かするようになろうとも、全然気にしていない」

　いやいやいやいや、最初にチクリと釘くぎを刺してきたじゃろうが、今だって目が笑ってないのじゃぁあ……！　と内心で指摘ツツコミしまくる竜ペツトの気を知ってか知らずか、竜の主は薄い笑みをその口元に浮かべ直して言葉を続けた。

「精霊からこの世界を平和的に簒奪するために、お前たち竜が存在する。それを竜帝たる者が忘れなければ、な」

　声なくその瞳で頷うなずく巨大な白銀竜へ、異なる世界において神と謳うたわれし魔術師は、次なる命令を下す。

「幸いこの長期戦も、これでようやく目途がついた。竜帝の代替わりに向けて、こうして俺がうるさく口出しする必要はもうないだろう。後は、お前たちに全て任せる。次の報告は、精霊を支配下に置いたその時で構わない」

　そしておもむろに右手を自らの顔の前へ掲げると、そのほっそりとした手首に輝く白銀のブレスレットへ、ふっと息を吹きかける。

　途端、精巧な細工が施された装飾品はぐにゃりとその形を失い、漆黒に染まりながら飴あめ玉だまほどの球体となった。

　それを左の掌てのひらに転がし、出来を確かめるように数秒ほど角度を変えながら黒曜の瞳が眺めた後、漆黒の宝玉はふわりと浮き上がり、白銀竜の額へと近づいていく。

　そうして雪が染み込むように、その身の内へ音もなく吸い込まれていった。

「とはいえ、それまで完全放任も責任者としては心苦しいし、万一にも備えて餞せん別べつだ。もし、竜の力でもどうにもならない事態がこの世界に起きたら、俺を喚ぶことを許す」

　今のはそのための力だと付け加えた後、一仕事終わったとばかりに小さく伸びをする主へ、当代竜帝はその大きな黄金の瞳を閉じることで再び恭しく平伏する。

「竜帝の記憶と同じように、その力も次代へ引き継がれるから安心していい。じゃあ、次の竜帝によろしくな。精霊たちをある程度制御できるようになったら、俺もこの結界を出て直接会いに行きたいが」

「過分な褒賞とご配慮に深く感謝いたします、主よ」

　竜からしてみれば爪の先にも満たない小柄な人影は、ただ笑って別れを告げるように、小さくひらひらと手を振った。

　その瞬間、黒い渦が竜の主の横に音もなく現れ、

「では余生を大切にな、ヴェラステリオン」

　そう温かさの滲にじむ声音で静かに竜の名を呼んで、その背を向ける。

　渦の中へと進み行く創造主にして絶対支配者たる黒の神を見送りながら、記憶に刻まれた尊き主の呼び名を、竜は音にした。

「勿体なき御言葉です、【魔導の頂点レグ・レガリア】」

　その二つ名も、存在すらも、精霊が統べるこの世界に住まう者にとっては、知る必要のないことである。

　されど竜帝たる竜にだけは、ひっそりと連綿と、これから先も受け継がれていくこと。
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　三年ぶりに訪れたアーロンの発情期によって、自分の体が少し──いや、相当変わってしまったことへの不安も一気に解消され、何の憂いもなくオレは愛いとしい番つがいを押し倒した。

　視界の隅では、いつもの慣れ親しんだ寝室の光景が、あっという間に何もない乳白色の世界に様変わりしていく。変わらないのはオレたちふたりを乗せている愛用のベッド、くらいか。

　だがそんな周りの変化などお構いなしに、久しぶりにアーロンの上で夢中になってキスを堪能していた時だ。

「……はぁ、ごめんね、ハル」

「んぇ!?」

　吐息の合間に、残念そうに呟つぶやかれたその言葉にぎょっとして、思わず顔を離してしまったではないか。

　見つめた先のアーロンは腹の上に跨またがっているオレをひとつも苦にした様子もなく、ちらりと周囲へ視線を流す。

「せっかくのハルの『初めて』だから──もう少し手の込んだ巣を作りたかったのに、時間も余裕もなくて……こんなのでごめん」

　再びため息交じりにオレを見上げて小さく柳りゆう眉びを下げる嫁様は、今回のこの空間にかなりご不満がおありのようだ。

　確かに一見ただの乳白色に見えるシンプルな世界だが、目を凝らせば宙を蒼あおい花弁のようなものが静かに舞って流れていくし、蛍に似た淡いオレンジの光が地面から所々湧わき上がっていて、今までのどの巣にも負けず劣らず幻想的な景け色しきだと思うのだが。

　ちょ───っとばかり、明るすぎやしないか？　というツッコミさえ飲み込めば、それはもう素敵な隔離空間竜の巣なんだけどな。

　こんな時にそんなことをまず気にするオレの番が可愛かわいくて、その胸に顔を埋めて小さく笑いながらオレはそう主張したわけだ。

　何よりも三年ぶりのアーロンの発情期だし、その言葉通り、オレだってこの体になって初めての──そう初めて……だから……あれ？

「……ッ！　ちょっと待った、アーロン。オレ、一回外に出てくるから！　出して！」

「えぇ!?」

　一緒に笑ってくれていたアーロンが珍しくかなり驚いた声を出すが、がばりと身を起こしたオレは切実な問題に直面している最中で、それにツッコむ余裕はない。

「じゅ、準備してない、から……」

　だ、だってアーロンの発情期は、事前に半日ほどの待機時間があることがほとんどだったから、その間にお腹なかを綺き麗れいにするあの薬やら何やらを、飲んだり挿れたりするのが恒例だったのだ。

　普段であればアーロンの魔法があるからそこまで気を遣わなくても大丈夫、というのは経験則でわかりきっているからいいのだが、発情期だけはダメだ。

　三週間なんていう長期間なんだから、ちゃんと準備しておかないと色々きっとヤバイに違いない。なにせ元気になってからは何も気にせず腹いっぱい三食、どころか五食ぐらい毎日食べているわけだしな？

　それに、つい今しがた気づいたのだが……オレ、この体になってからトイレの大……お世話になってない、かも……。

　はははは！　全く体に不調もないから今の今までそんなこと一切気にならなんだわッ!!

　だからこそ、今この時こそ、準備が必要なのだ。

　強い決意でそう羞しゆう恥ちを耐えて申し出たのに、しばしぽかんとオレを見つめた後、アーロンは笑ったのだ。それはもう、愉しそうに。

　そしてその金の瞳ひとみを緩めて、殊更優しげな声音でゆったりとこう言った。

「一度巣に入った番は、竜の発情期が終わるまで出られない。当然、ハルも知っているよね？」

「う!?　……そこをなんとかっ！」

「それに、ハルの『初めて』なんだよ？　全部僕がするに決まっているじゃないか」

「や、やけに初めてを強調するな、お前……昔は勘違いしてたくせ、ぅわぁっとぉ!?」

　背後から脇わきの下を通ってオレの体を軽く持ち上げた透明な尻尾しつぽ、それに体勢を変更されたことでこのささやかな願いは叶かなわぬことが決定づけられたのだった。

　そうしてあれよあれよという間にベッドの上に座り込んだアーロンに背中から抱きしめられる形で捕まって、防御力ゼロの浴衣ゆかたモドキな寝間着もさっさとはだけられる。

　大丈夫だよ心配しないで、と嘯うそぶく低く穏やかな声音が耳元に落とされるなか、記憶よりも些いささかしっかりとした存在感の温かな黒い手が、ゆっくりと素肌を辿たどっていく。

　大きく開かされた足の内側から、貧相な筋肉しかない薄い腹。何の膨らみもない平らな胸ではその先端には決して触れず、焦じらすように周囲を指先がなぞっていくのだ。

「ふっ、ぅ……んっ」

　項うなじにそっと触れるだけのキスが繰り返されるなか、そんなささやかな愛あい撫ぶを続けられると、腹の奥にじわじわと熱が灯ともってくるような気がして、小さく身じろぎしてしまう。

　早くもその先を望んでいると、主張するように。

「ふふ……久しぶりで敏感になっているのかな？」

「ひぁッ!?」

　そんな時に不意に左の耳みみ朶たぶに小さく歯を立てられれば、笑えるくらいにビクンと体が跳ね上がる。

　それに一番驚いたのは、当然オレだ。

「……え、え？　ちょ、ちょっと……待とう？　な、なに……これ……」

　いくらなんでもこんな前戯も前戯の段階で、直接的にはまだろくに触れられてもいないというのに、どうして既に足の間でしっかり自己主張するくらいにオレのオレは元気なわけ？

　身長差によって背後からでも余裕でオレの視線の先を辿ったアーロンは、あぁ、と頷うなずくとすぐそこに指を絡めてきて──。

「あっ、ぁ！　やっ……アーロン…っん！　ふぁ……ぁっ」

　すぐにとろとろと先端から透明な液体を零こぼし始めた欲をゆっくりと扱しごかれ、久々にしてもどこか強烈すぎる感覚に早はや々ばやと息を乱すことになった。

　そして、ぞわぞわと大きくなっていく快感に気持ちよく身を任せ……。

「うん、大丈夫。ちゃんと気持ちよくなれそうだね？　ちょっと────可愛くなっちゃったけど、僕は好きだよ？」

「────ッ!?」

　ちょ、お、まっ!?　ちっげっぇえぇええ!!

　確かに言われてみれば、アーロンの大きな片手にすっぽり包まれて気持ちよさをダイレクトに味わっている部分は、自分の最近の記憶と比べると多少なりとも貧相、いや慎ましやかになってて──ってだから違ーう！

「んなっ……だ、だって！　仕方ないだろっ!?　体全体が小さくなってるんだからさぁあ!?」

「そうだね、なんだか何も知らない子に手て解ほどきしているような、イケナイ気分になるねぇ……ふふふふ」

「はぅ!?　ぁっ、ば、バカっ……そん、な急にっ……ふぁっぁ！　～～～～ッ！」

　何度か強く擦り上げられた後、不意に先端をグリッと指先で刺激された途端あっけなく達してしまった。しかもたったそれだけだというのに、足先がじんわりと痺しびれているくらい気持ちがいい。

　オレの体の前に回ったアーロンの片腕に無意識でしがみついて、久々の見知った快感の余韻を味わいながら息を整える。

　もう頭にも心地ここちいい甘い靄もやがかかり始めていたが、吐息だけ小さく笑った番がもう片方の手をそっと足の下から差し込んできて、我に返った。

「あ、あわわ……アーロン、だからちょっと準備っ……！」

「愛しい旦だん那な様のことなのだから、僕が全部お世話しますとも。ほら、諦あきらめて覚悟を決めようか。あぁ、恥ずかしいならやっぱり目隠しでも──」

「そういう問題じゃないんだってば、ぁ……んぅ…っ」

　囚とらわれた腕の中で往生際悪く身をよじろうとしたのだが、尻尾に運ばれてきた潤滑薬の小瓶にそっと指先を浸したアーロンの手が奥の入口に触れたのを感じて、思わずきつく目を閉じた。

「大丈夫だよ、いつもみたいにちゃんと浄化もするし、ハルは何も気にせず、僕を愛してくれれば──あれ？」

　宥なだめるようにそう囁ささやいてくれていた低く穏やかな声音が、止まった。同時に、少しだけ指先を飲み込んだ場所からコプリと溢あふれる何かの感触。

「ッッ!?　!?」

　オレが石のようにビシッと固まったのと、喉のどの奥でアーロンが笑ったのは、ほぼ同時だったのではなかろうか。

「く、ふふっ……ハル、大丈夫だから、ほら見てごらん？」

　泣きたい一歩手前くらいの壮絶な恥ずかしさに悶もん絶ぜつしながらも、大丈夫を重ね掛けするアーロンの声に嫌々視線を下に落とす。

　するとそこには薄桃色の潤滑薬ではなく、とろりとした透明な液体を纏まとわりつかせた黒い指先があって……。

「濡ぬれるようになった、みたいだね？」

「……え？　…………え？　………………は？」

　やけに愉しそうなアーロンの言葉を理解する前に、再び奥の窄すぼまりへと伸びた指先がひとつ、中へ押し入ってくる。やけに大きな、濡れた音を立てながら。

「ひぅっ!?　んっ…ぁ！　あっ……や、やぁあっ!?　なん、これっ……！　ふぁっ、あぁ！」

　長い指がゆるゆると抜き差しされ内側でくるりと動く度に、ぐちゅぐちゅと蕩とろけきった音が零こぼれる。

　その上、体温が一気に急上昇したのが自分でもまざまざとわかるほど、カッと体の奥から熱が吹き上がってくるではないか。

　しかもそれが、目眩めまいがするほどに気持ちいい、なんて──。

「あぁっあ！　んぁ！　あっ！　っ……アーロン！　やっやだこれおかひっ…あぁッ？」

　指だけで腰からぞくぞくとした甘い熱が全身に広がっていく気がして、あまりにも感じすぎている状況に、頭の中がついていかない。

　それなのに、ずるりと引き抜かれた指の代わりに遠慮なくそこへ押し入ってきたのは、もう何度も何度もただ啼かされる目に遭った、あの尻尾で。

　竜人の姿の時であれば長さも太さもある程度変えられる、というその素敵尻尾は、今は指二本分より少し大きいかなというサイズでじっくりと確かめるように内側を擦り上げてくる。

　そうして入口と奥を行きつ戻りつしながら、時折ナカをぐるっと撫なでまわされたりするのだ。

　ぐちゅぬぷっ、ずりゅっ、と粘着質な音が絶え間なく上がるなか、もう閉じることのできなくなった口からも、ひっきりなしに耳を塞ふさぎたいほどの声が溢れていく。

　沸騰したみたいに体は熱いし、視界はさっきから歪ゆがみっぱなしだ。

　はっきり言って、これは絶対『初めて』向けの優しいコースではない。むしろ、快楽にじっとり慣らされた後の『超上級者』向けコースではなかろうか!?

「──やっぱり、ナカから溢れてくるねぇ……ふふ、ふふふっ……嬉うれしいよ、ハル」

「んはっ、ぁあ！　あ、いぃっ……！　そこ、やぁ、っあぁ!?　ひぁっ、っんあぁッ……！」

　あっけなく再び切羽詰まった状態に陥っていたオレには、耳元で囁くアーロンのその幸せそうな声すら過ぎた刺激で、勝手に体内の異物をきゅうっと喰くい締めて更なる墓穴を掘っていく。

　そんなオレをごく自然にベッドへと横たえて覆いかぶさってきた番に、なぜかものすごく優しいキスをされた。

　なんだなんだ？　まぁいっか、アーロン大好きだ！　と思考まで素早くどこかへ突っ走りかけるなか、僅わずかに唇を離した俺の竜は囁くように告げる。

　その金の瞳にオレだけを映しながら、少し怖いくらいに純粋な欲が滲にじむ光を湛たたえて。

「僕のために、こんなにも愛されやすい体になってくれたんだね」

　今までだって充分すぎたのに、と続けた男の言葉は、荒い息と体の中で激しく燻くすぶる熱に苛さいなまれながら聞いていたオレには、少しばかり理解が難しかった。

　そんなことよりも勝手に抜け出て行ってしまった尻尾の代わりに、ちゃんと体の奥まで埋めてくれる熱が欲しくてもう仕方ない。

「ぁ、あっ…や、やだ……アーロン、はやく……っ」

　だってもう三年ぶりだし……いや発情期に契るのが、という意味だけれども。それでもやっぱり発情期コレは特別なんだって！

　そんな逸はやる思いで自分からアーロンの腰に足を回して、いつかの夜に教えられた通りに体を浮かせて強ね請だってみせた。

　早く御主人様のでいっぱいにして、と。

　吐息だけで苦笑したアーロンの気配を感じた後、灼やけるような熱がやっと入口に押し当てられて──あろうことか、いきなり奥までぐちゅんっ！　と叩たたきつけられた。

「────ッ！」

　体の奥から駆け抜けたその強烈な快感に、息もできずにがくがくと震えながら愛いとしい熱に縋すがりつけば、

「ハル、愛してる」

『僕の生涯ただひとりの、愛しい番つがい』

　そう耳に届けられた声と、三年間お預けをくらっていた──もう二度と聞けないと思っていた、絶対の愛を謳うたう竜の声に心ごと包まれる。

　その声が二度と離さないと執着を語るから、ずっと傍にいてと儚はかなげに願うから、愛してるとただその想おもいを真まっ直すぐに突きつけてくれるから……すぐに至福の海に溺おぼれたオレは、ただ同じ言葉を返すことくらいしかできなかった。

　こうして始まった最高に幸せな三週間だったが、結局それが終わるまで自分の体に起きた仕様変更について、オレはろくに自覚をしていなかったのである。

　正気に戻ったオレが、女の子みたいに濡れちゃうだの、さらばトイレ、の衝撃にのたうち回ることになるのは、また別の話──といっても、せいぜい数十分くらいで開き直れたのだから、何も問題はなかったんだけどな。

「つまりっ！　これからはアーロンとのイチャコラを気にせず、いつでも全力で食べていいし、どこででも全力でイチャコラできるってことだな!?　よっし！」

「うん、そうだね……と言いたいのに、なぜだろう。君の『全力』という言葉が非常に不安だよ……」
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「ほぅ、これはまた異様な……」

「期待通りの第一声でオレは非常に嬉うれしいですよ、オトウサン」

「はははは、待て、いやはや、だから待つのだ。その物騒な魔力をしまうのだ、番殿」

『新生神子様』こと、若返った挙げ句にちょーっとばかり体の仕組みもなんやかんや変化してしまったオレを見て、開口一番そう呟つぶやいたブランお義父さんは笑いながら部屋の隅へと距離を取った。

　どこぞの竜に寿命すらをも覆されて捕まることになるなんて想像すらしていなかったのだから、当然オレはこの人とも、最期の別れは済ませている。

　ついでに、子供たちのことについても一応しっかりお願いだってしていた。

　舞台俳優ばりの華やかな男が、ただ静かに笑って「私に任せられること、光栄に思うがいい。よい旅路を」と応こたえてくれた時には、不覚にも涙るい腺せんが緩みかけたというのに……。

「感動の再会、のはずだと思ったのに……『異様な』ってなに、感想それだけなのか？　もっとこう、何かありますよね？　ね？」

「はっはっは……そうだとも、また見まみえることができて嬉しく思うぞ。これからも我が庇ひ護ご領域でのぼらんてぃあをよろしく頼む！」

「……ブラスティフォード、そろそろ席に着いてもらえませんか？　あと、ハルは貴方の便利屋ではないので、仕事はご自分でどうぞ」

　言葉を探すのに少しばかり時間が必要だったお義父さんにツッコミたい気持ちはまだまだあったが、気け怠だるげにソファーに身を預けているアーロンの言葉で、オレたちもおとなしく腰を落ち着けることにした。

　アーロンの企たくらみ通り、無事に生き返った？　らしいオレの様子を見に、ブランお義父さんはわざわざ蒼月神殿ウチまで訪ねてきてくれたらしい。

　でもさ、ほら……オレも色々と忙しかったから……。具体的には、嫁様の発情期で。

　しかもお義父さんがやって来たのはオレたちの巣ごもり直後だったそうで、出直して来るのも面倒だ、ということでそのままこっちに逗とう留りゆうしてくれていたそうな。

　その間、まだまだやんちゃ盛りな孫たちを相手に、爺じい様がいかにして生き延びたのかをオレは知らない。

　ただ、アーロンとオレが寝室でのまったり生活を切り上げ、義父竜人来訪の報告を受けて、遅ればせながらこの部屋へようやく顔を出した時には──小学生男子一名、大型犬の中でも更に大型サイズの子竜六匹の下敷きになっているところを目撃してしまった。

　オレたちの姿を見るや、物分かりの良い子供たちは「きっと大事なお話なのだぷぅ！　行くぞ弟たちよ！」という長男の一声によって風のように去って行ったが。

　こちらとも三週間、いや、ほぼ一ヶ月ぶりの再会なのだが……まぁうん。発情期明けの再会は何も珍しくないし、ちょっとだけ寂しいかも、なんていうのはオレが子離れできていないだけだし……。

　静かになった部屋で、親の子離れ問題についてそのまま考え込みそうになっていたが、向かいに座った竜人がややお疲れ気味の顔で話し始めた声に、我に返った。

「その様子を見るに番殿は健康そのもの、魔力も安定しているようだな」

「ええおかげさまで、この通り無事にハルを捕まえたので。さぁ用件は終わりましたね、さようなら」

　乱れた長い金髪を手て櫛ぐしで整えながら、もう一度オレをしげしげと観察するお義父さん。それに間髪を入れず、帰れコールを送る怠そうな嫁様。

　アーロンがここまでグデーンとしているのも、無理はない。

　未いまだに詳しい仕組みは理解していないが、人一人生き返らせて若返らせて、挙げ句にちょーっとだけ仕様変更してしまうようなチート大魔法を使ってくれたのだから。

　しかも、その直後から発情期というこれまた色々と負担がかかる状態になったわけだし。……発情期中はめっちゃくちゃノリノリで元気いっぱいだったけれど、今はその反動もあってか、非常にお疲れモードらしいのだ。

　そんなアーロンに、お義父さんがいつもの調子で苦言を呈してツツコんでいた時だ。

　突然、どこかから上がったドッカーン！　というお手本のような破壊音を道連れに、建物が小さく揺れた。

「…………アーロン」

「今繋つなげるよ……あぁ、アシュルディアス？　報告を。──うん、うん…………そうか。では気をつけて」

「なんて？」

「ハルが気にするほどのことではないよ。フリューレティオが竜人の姿で色々と試していたら、力加減を誤って奥宮を半壊させただけで──」

「『だけ』じゃねぇわッ!?　お義父さん！　オレは様子を見てくるから、ゆっくりしていってくれな!?」

　神殿ウチで何か起きた、という時は確実に子供たちが原因だ。これはもう世界の真理と化している、といっても過言ではない。

　七人の中でも比較的ストッパー役になってくれる次男のアスが成長してからは、こんな物理的被害が及ぶことは滅多になかったが。

　神殿の者に任せて君もまだゆっくりすればいいよ、とオレのことを想おもってのんびり口にするアーロンには悪いが、もし怪け我が人が出ていたらどうするんだっての！

　器用な三男、サディが傍にいれば半死半生状態でも綺き麗れいに回復してくれるとは思うが、あの子はわりと気分屋なのだ。気がついたら一人でふら～っと寝ながら飛んで行ってしまうし。

　他の子たちも──だめだ、アカン、もう瓦が礫れきでわちゃわちゃ遊んでいる光景しか浮かばねぇ！

「じゃあオレ、ちょっと行ってくるからな！」

　楽しげについてくる何匹かの精霊たちと一緒に、オレは逸はやる気持ちのまま応接室を飛び出し、目的地へと向かったのだった。
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　かつてよりも一層頼りなく華きや奢しやな姿にすらなった神子が、昔以上に元気いっぱい「ごめんなさーい！」と叫びながら遠ざかっていく気配を扉越しに見送った竜の親子は、どちらともなく小さなため息を零こぼす。

「番つがい殿どのは相変わらず……というより、あれは精神性も多少若返っているのではないか？」

「たまに八人兄弟かと思うのは、僕だけかなぁ……」

　お互い好き勝手に短く独ひとり言ごちた後、贅ぜいを凝らした広い室内には僅わずかな沈黙が流れる。

　それを訝いぶかしんだのは、子の方であった。

　普段ならば止めるまで、いや止めようとしてもその気の向くままに口を開く竜が、今はただその深紅の瞳ひとみを軽く眇すがめて自分を見つめるだけなのだから。

　その居い心地ごこちの悪さに、やんわり直球で「もう帰ってくれていいですよ」とアーロンが言葉にしかけた寸前、

「貴様、いくら寿命を削った？」

　平淡な低い声音で、そう父に問い質ただされることになった。

　水色の半透明な耳を片方だけピクリと小さく動かしてしまった後で、背もたれに深く預けていた体を起こしながら、次期竜帝に選定されている竜は答える。

「ほんの僅かですよ。想定よりも少なく済んだくらいで──」

「次期竜帝たるものの命が短いなど、選定条件の根幹近くに関わる。事によっては兄あに様さまにも報告せねばなるまい」

「だからほんの八百年から、千年程度ですって」

「なにがほんのだ、それが……待て、たったそれだけか？」

「僅かだと言ったでしょうが、まったく……」

　遠大な竜の寿命にとって、その年月は決して長くはない。かといって、短くもないのだが。

　それでもその程度の代償で短命であるはずの番を生涯傍に置けるとしたら、どれだけの竜が同じ道を選ぶかは想像に難くない。

「ふむ……それくらいであれば、私がとやかく言うまでもないか。てっきり、数千年近くは費やしたものとばかり思っていたが」

　口元に指を当てそう思案する古き竜は、識しっている。

　その気にさえなれば、自らの種族はこの膨大な生命力と魔力を引き換えに、神の如ごとき力を振るえるのだと。

　それは成否の不確かさはあれど、とうに喪われた命を呼び戻すことも、自力で他の世界へ渡ることすらも可能にすると伝わっている。

　もっとも今回そんな馬鹿げたことを実行できたのは、番となった人間が『神子』という特殊な存在であり、精霊と神子と竜、互いに干渉し合える特異な子たちが生まれたからだ。

　その幸運がなければ、せいぜい竜の命そのものと引き換えにして、その番を蘇よみがえらせるくらいが限度であっただろう。

「だが、勿もち論ろんわかっているな？　それは『禁忌』だ。次期竜帝たるお前ならば私よりも詳しく知る時が来るだろうが、我らには仕えるべき『主』がいるという。その許しなく、勝手な振る舞いは──」

「秘されし存在の御方、のことですか？　それを伯父上から聞き出すのも大変でしたよ。誓約があって話せない、なら話せる単語ハンイでお願いします、というやり取りを繰り返して、どうにか理解できるまで、どれほど時間がかかったか……。あぁ、伯父上には事前に話を通していたので、おそらくは大丈夫です」

「…………お前、手際がいいな。むしろなぜ私にも相談しないのだ、この若造が」

　色々と取り越し苦労であったことを理解し始めたブラスティフォードは、次第にその眉まゆ根ねを寄せて苦々しく吐き捨てる。

　それを意外に思いながらも、アーロンはあっさりと答えを口にした。

「ハルに感づかれたくはなかったので」

「ほう、私の口が軽いとな？」

「失礼ながら、伯父上と貴方はやはり血族なのだと実感していますねぇ」

　おっとこれは聞かなかったことにしておくれ、と言いながらもポロポロ爆弾発言を零しまくる伯父に、わざわざ言わなくてもいいことをさも当然の如く披露する父。とくれば、自分の口が重くなっても当然だろうとアーロンは確信しているのだ。

　そんな我が子からの言葉に小さく口元を引きつらせながらも、父は告げる。

「もう好きにしろ、と言ってやりたいところではあるが、私よりも先に死ぬことだけは許さんぞ。竜は年老いた者から死ぬのが、絶対の秩序だ」

　千年程度であれば問題ないだろうが、と視線を外して小さくぼやき始めたブラスティフォードを前に、ふとアーロンの脳裏に過去が過よぎる。

　竜人へと姿も変えられないほど、まだ幼い頃ころ。

　他の生物と違い、透けるような自分の体が幼心にも異様に思えて、疎ましかった。

　そんな時にこの父は、珍しく竜体の姿となって──。

『見るがいい、アウリストファーゼ。この父たる我、ブラスティフォードであればこのように姿を消すことができるのだ。お前などまだまだよ』

　そう言って、得意げにその姿を消してみせた。

　単に姿を消す魔法を編み出しただけだろうに何を言っているのだろうか、とその時は感じたものだが──今思えば、竜にしては珍しいほどに子自分への関心を示してくれていた。

　今でもこうして子である自分や、その番たるハル、加えて孫である子竜たちへも強い関心を持っているように思える。

　それは本来自分のように、傍に生きる愛する番に連なる者だから、というのが理由であるはずなのに、彼は番を亡くして久しい。

　ブラスティフォードがその番のために、自分たちへ関心を抱く必要はもうないはず、なのだ。

　血族に命の危険が及ぶような状況になって初めて重い腰を上げるくらいが、竜の一般的な感覚だろうに。

　まだ多少怠い体でそんな考え事をしている間に、当の父はおもむろに席を立った。

「まぁよい、また孫共に襲われる前に退散するとしよう。私も次なる番探しに忙しい身だからな。では、面倒な骸霊が出たら頼んだぞ」

「だから何を勝手に──はぁ……もう、いいですよ。貴方にも色々と借りができていますし……。でも、まだ番探しを諦あきらめてないんですか？　僕の次となる竜帝の座は、さすがにもう厳しいと思いますけど」

　竜人の姿であればいまだ若々しく見目麗しい男ではあるが、何と言っても彼は、そろそろ寿命を迎えるという当代竜帝の『実弟』なのである。

　年の差兄弟ではあるらしいが、残された時間は決して永くはないはずだ。

　そんな疑問から何気なく口にしたアーロンであったが、スタスタと歩を進める男が振り向きざまに言い放った言葉に僅か、息を呑のむことになった。

「次なる番が現れないということは、アレこそが私に最も相応ふさわしい番であったという証明になろう？」

　深紅の瞳を細め、不ふ遜そんな笑みを浮かべながら豪ごう奢しやな金の髪を揺らす血族。

　たったそれだけの言葉に彼が愛した番への想いが、その熱量が、今もなお生き続けていることを教えられる。

　そんな竜人の姿に初めてアーロンは、この父の強さ……いや威厳のようなものを垣かい間ま見みた気になっ──。

「とはいえ、見つかればそれはそれでアレも喜んでくれるだろうがな！　はっはっは！　ではさらばだ、また来るぞ！」

「ッ待て、僕の感動を返せ……いやそれよりも、だったらなぜハルに手を出そうと!?」

「ははははッ！　永い余生、独り身には一夜の潤いも必要なのだ！」

　そう高らかに笑う竜の父を、子は結局、いつまで経たっても理解できそうにないと物言いたげな半眼で見つめるのみであった。
















番外編◆このあと夜通しで小声会議した










　それは、竜と番つがった神子が外見年齢二十代半ばほどであった日々の、ある夜のこと。

　一ヶ月ほど前に生まれた末っ子が今宵こよい初めて両親の寝室から一時巣立ちし、兄たちと共に就寝するという小さな出来事イベントが発生していた。

　場所は神殿の奥まった位置に在る貴賓室を三室ぶち抜き、巨大な一部屋とした竜の子供部屋。その中央にドーンと据えられている、円形のローベッドである。

　子供とはいえ竜、それも複数匹にんの使用に耐えられる特製ベッドは、しっかりとした弾力性のある何か──十中八九、第一級相当の骸霊素材──で造られた巨大なマットレスが敷き詰められている。

　薄い水色をした布地に白や淡い黄色の星柄模様が目を引くシーツに覆われ、見た目の可愛さは勿もち論ろん、大型犬サイズの生物であっても十五匹程度は悠々と寝そべられるほどの大きさである。

『しちなん、のレスタだぷぅ。にーたまたち、よろしくっぴ』

　そんなベッドの上に居並ぶ六匹の兄たちを前に、お座りをしたままちょこんと片手を挙げて朗らかに挨あい拶さつをしたのが、明るい空色の体と瞳ひとみをした小さな末弟レヴィアスタードである。

『うむ、末の弟よ。我、長男たるテーたんが兄を代表して歓迎するのだ。だが父上恋しい時はちゃんと言うのだぞ？　我らもたまには一緒にねんねしてもらって──』

『あぁあぁあ！　なら僕も！　僕も父上様のとこで一緒に寝るぅう！　今から行ってきてもいい!?』

　きりっとした顔で長男の威厳を醸し出す藍あい色いろの竜の言葉は、背後から遠慮なく乗りかかった黄色の竜によって遮られ、その横では呆あきれたように白色の竜がぼやきながら、そっと彼らから距離を取る。

『はぁ……バルヴェストゥーリ、四男の貴方が末っ子を差し置いて、それも今晩突撃するのは、ちょっとどうかと……』

『うふふ～……パパ上様の尻尾しつぽって痛い痛ーいだよぉ？』

『……ぴぅ……ぴぅ』

　そのやり取りを面白そうに眺めているのか単に寝ぼけているのか、半眼でおっとりと囁ささやくのは桃色の体をした三男で、その兄によりかかりながら既にとぐろを巻き、夢の世界に旅立とうとしているのは真まっ赤かな体の五男。

　瞬く間にわちゃわちゃと賑にぎわい始めたベッドで末弟はひとり、こてんと小首を傾かしげる。

　兄たちとはもう何度も顔を合わせているとはいえ、父らのいない所で共に過ごすのはこれが初めてなのだ。その輪にどう加わるべきか、むしろ距離を置いてさっさと眠るべきか、と小さな頭で悩んでいるのである。

　そんな末弟へ匍ほ匐ふく前進のような体勢でじりじりと近づいてきたのは、彼よりもやや一回り程大きな緑の体をした六男だった。

『レ、レヴィアスタード、ぼくは六番目のヴェリアティラルだよ。い、いっしょに寝よう？』

『[image: う゛]ぇりあてぃ？　……あ、エアにーたま！』

『ッそう、兄ちゃん！　ぼく兄ちゃんだよっ！　父上様がエアって呼んでる兄ちゃんだよー！　弟可愛かわいいッ!!』

　ようやく末弟の地位を脱したばかりの六男が天を仰ぎながらガッツポーズし、勢い余ってそのまま背後にひっくり返った時だ。

　再び、長男の威厳──のようなものが発揮される。

『えぇい静まるのだ弟たちよ！　うるさいままなら、ねんねの前のお話は中止にしてしまうのだぞ？　我テーたん最強神話の始まりを聞きたくないのか！』

　むしろ遠慮したいです、という次男の声ツツコミはいつも通り右から左に流された。

　そうして円陣を組むように弟たちを伏せ体勢で寝そべらせた後、最も体の大きな子竜は自分も同じように横になると、

『さて今宵は……そうだな、レヴィアスタードも仲間入りしたことであるし、お前に選ばせてやるっぷ。我の最強神話か父上様の圧勝伝説、パパ上様のヘタ──ごほん、お茶目劇のどれが聞きたいのだ？』

『え？　じゃ、じゃあ……父上様でおねがいするぷぅ』

　突然話を振られた末弟は、隣から早口の小声で繰り返される四男の父上様コールに引きずられるようにして、そう答えてしまった。

　直後、ボフンッと盛大に響いた音はその兄が歓喜で尾を振り下ろしたからである。

　ただ、末っ子の自分にとっても、いつでもほんわりと温かな孕はらみ親──兄たち皆が『父上様』と呼ぶあの存在のことは、とてもとても大好きなのだ。

　それはきっと、今も薄っすらと繋がっている大いなる竜の影響もあるのだろう。

　父たる竜がその番つがいへ向ける感情といったら、卵から孵かえった時からもうお腹なか一杯になるほど常に伝わってくるのだから。

　だから、この思慕の想おもいは、純粋な自分だけの感情モノではないのかもしれない。しかし、仮にそうだったとしても──。

『ふふふ。僕らみーんな、父上様のこと大好きだもんねぇ』

　のんびりと桃色の尾をシーツの上で揺らめかした三男が、兄弟の想いをそう代弁していた。

『だもんねぇ……ぴぅ……父上様カッコいいし可愛いしセンスあるし……ぴぅ』

　こっくりこっくりと鼻先を緩く上下させている深紅の五男の呟つぶやきに、ほとんどの兄弟たちは静かに頷うなずく。

　だが一匹ひとり、それを鼻で嗤わらうようにして言い放ったのは、この中での最年長である竜だった。

『甘いのだ、弟たちよ。父上様はそれだけではないのだ。仕方ない、こうなったらとっておきの話を聞かせてやるっぷ。そうあれは、我が卵になる寸前のこと──』

　そうして長男の口から語られるのは、当の『父上様』本人にとっては黒歴史、その番である『パパ上様』にいたっては今ですら根に持っている、とある大事件の話。

　そう──ただの人間が、この世界の最強種たる竜族を相手に戦った、あの日のことだ。

　年長の兄弟ほどその話を耳にする機会は多いとはいえ、それは「どうして他竜タタ兄がウチにいるの？」「ああそれはな、昔すごい迷惑をかけられたから、お詫わびとしてお世話してくれるようになったのが始まりなんだよ」という、要点をかいつまんだだけの内容であった。

　いわば、親しん戚せきの兄ちゃんがやんちゃして、我らの父上様が鉄てつ拳けん制裁を食らわせた、程度にしか聞かされていなかった。

　故に今、竜の兄弟たちは初めてその事実を知ったのである。

　朗らかに笑いながら当時を語っていた当の父上様が、タルタリュクスという自分たちにとっては『優しい親戚のお兄さん竜』に殺されかけていたことを。しかも──……。

『──そこでだな、なんと父上様は、華麗に素敵にジャンプ蹴げりをタタ兄の顔面にお見舞いしてやったのだ。しかも七度もだ！』

『いやいやいや、さすがに盛りすぎでしょうがっ！』

　竜体の竜を相手に人間が一方的に、それも優勢に攻撃をしかけたあたりの話で、ついに次男からツッコミの声が上がる。

　ここからがいいところなのに、と鼻息を荒らげたフリューレティオはタシタシと前足で苛いら立だたしげにシーツを叩たたきながら早口で言い切った。

『まるっと全すべて真実であるぷぅ！　ジジ様の助けがあったとはいえ、タタ兄の追撃を躱かわしながら森を走破したのも！　いくら相手がドジっ子タタ兄とはいえ、竜人を封印罠わなに綺き麗れいに嵌はめたのも！　挙げ句、竜体となったタタ兄をガン泣きさせるくらいブチのめしたのも！　ぜーんぶ！　父上様がやったことなのだぷぅぅぅッ！』

　お前たちにも見せてやりたかったわ！　と誇らしげに語る長男にそれとなーく待ったをかけたのは、驚くことに兄弟の中でも一番父上様大好きっ子の四男で。

『で、でも……フリューレティオのその話だって、誰かから聞いたんだよね？　いくらなんでもあの父上様が、そこまで……』

『だよねぇ？　確かに父上様は強いと思うけど、人間の中では特に、っていうだけでしょ～？　いろんな訓練遊びは楽しいから好きだけどぉ、あれだって竜にとっては別にぃっていうれべるだしぃ？』

　んだんだ、と頷き合う弟たちに、長男は辛抱堪たまらんとばかりにパカッと口を大きく開き、ついに声を大にして叫んだ。

『愚か者ぉおお!!　これ全て！　我、テーたんが卵になる前に見ていたのだから間違いないのだぷぅ！　お前たちもそうだろうが!?　生まれるちょっと前くらいのことは見知っておろう!?　父上様はなぁ！　本気になれば竜など片手で捻ひねれるのだぞぉぉーー!!』

　シーンと静まり返った円形ベッドの上で、そう胸を張るフリューレティオに最初に問いかけることができたのは、やはりなんだかんだ言って一番付き合いの長いすぐ下の弟、アシュルディアスだけであった。

『……あのですね、兄貴様』

『様付けとは珍しいが、なんだ？　まだ盛りすぎとか我の話にケチをつける気か？　パパ上様だってきっと同じ話をしてくれるっぷ！　これ以上ぐちぐち言うなら表に出るのだぷぅ！』

『いやそうじゃなくて、普通、卵から孵る前のことなんて覚えてないはずなんですけど!?』

　その言葉に夜色の瞳を瞬かせた竜は、次男へ静かに同意を示す弟たちをこてんと顔を傾げて見回した。

『は？　何を言う、我なんてバッチリ覚えておるぞ。なんなら、タタ兄が襲撃する前夜の父上様とパパ上様の寝物語についても話してやれるのだぞ？』

『あわ、あわわっ！　兄ちゃん！　それちっちゃい子にはあうとなお話ぃぃ！』

『ぴぷぅ？』

『……うふふ、やっぱり……フリューレティオが一番変だねぇ……』

『父上様つおい……マジつおい……』

『これ、父上様とテオ兄を混ぜたら一番ヤバいっていう話じゃね？　……ぴぅ』

　途端、わちゃわちゃとベッドの上が再び賑やかになり始めた時だ。

　その声は、不意に、降ってきた。

「おーまーえーたーちぃ？　いつまでくっちゃべってるのかなぁ？」




　　　　＊　＊　＊




　ピシッと固まる空気、静まり返る子供部屋、そろりそろりと向けられる七対の色とりどりの瞳に、オレはできるだけ余裕の笑顔を浮かべて応じた。

　全くウチの子たちときたら、いつまで経たっても幼児なのだから。と言いつつ、これでも中身は六十七のジジイだっていうのに最近また一人、子供が増えたオレもオレだが。

　だが、末っ子初めての『ねんねデビュー戦in子供部屋』が気になって、こっそり様子を覗のぞきに来てみたら、予想と寸分も違たがわないとかどうよ。特に、長男。

「テーオー？　一番のお兄ちゃんがなんで一番ハッスルしてるのかなぁ？　廊下まで聞こえてきたぞ、お前の遠とお吠ぼえ。お前たちも、ちっちゃい子がいるからおしゃべりはそこそこに早く寝ような？　って寝る前にも約束しなかったっけ？　なぁ？」

「ぴ……ぴぷぷっ」

　ごめんなさぁい、と悲しげに鳴く子供代表長男の声にため息を零こぼしつつも、オレは先ほどまで笑顔に浮かんでいただろう青筋を消して、精霊魔法でそっと部屋の照明を暗くした。

「まぁ……レスタを歓迎してくれてたんだろ？　ありがとな、お兄ちゃんたち。レスタも良かったな？　でも楽しいのも今日はここまで、残りはまた明日。ほら、みんなおやすみ」

　仲良く顔を突き合わせて静かに寝そべっている、色も大きさも様々な七なな匹にんの子竜こどもたち。

　その微笑ほほえましさを前にしたら、夜更かしに対する小さな怒りなんて持続できるはずもない。ただ代わりに、矛先が向かったのは──。

「……アーロンもさ、いつまで腹抱えて笑ってるんだ？　おやすみくらい言ってやれって」

　部屋の外で扉越しに漏れ聞こえていた子供たちの「ぴ」と「ぷ」の大合唱がだんだん賑やかになるにつれ、ひとり盛大に忍び笑いしだしたオレの番は今もまだ、壁に手をついてその衝動と戦っているようなのだ。

　まったく、ひとりで楽しむなんてずるいよな？　オレがいくら子供たちの会話を訳してくれ、って小声でお願いしても話にならなかったし。そんな嫁様にちょっとだけイラッとしても、無理はなかろう。

「っぷふ、ふふっ、ごめっ……ほん、っと……いがい、っくふふ……はぁ……」

　どうにかそう息を整えたアーロンはやっとオレの隣、子供たちの巨大ベッドの傍までやって来てくれる。

　そして、おそらくはその尻尾で順番に子供たちの頭を一撫なでしながら、オレを見下ろして、

「みんな父上様が大好きだって言っていたよ。いつか君の全力と本気が見たいらしい」

　そう金の瞳ひとみを細めて、愉しげに教えてくれた。

「え？　なんだ、そんなことで盛り上がってたのか？　もう、可愛かわいいな～お前たち。じゃあ、もう少しレスタが大きくなったら、オレの最強魔法でも見せてやろうかな？　いや、模擬戦形式が面白いだろうなぁ……血だってストックも充分増えてるし──むふふっ」

　あれだけ楽しげだった子供たちの話題がオレ、という事実にほっこりを通り越してウキウキ気分でそう答えたのだが、当の子供たちからは何の反応もない。

　ここは、「やったぁぁ！」とまた盛り上がるところでは……いやいや、オレの言いつけをきちんと守って静かにしているのに、余計な水を差すなんてダメだな。

　アーロンもこっそり何かを竜語で言い聞かせてくれているみたいだし、後は任せよう。

　そう考えたオレは軽く咳せき払ばらいした後、もう一度おやすみと子供たちに挨あい拶さつをしてから番と連れ立って子供部屋を後にした。

　だからその後、薄暗くなったその部屋で何が語られていたかをオレは知らない。




　　　　＊　＊　＊




『ちょ、ちょっとどうするんです!?　「僕らの閨ねやのことを覚えているなんてハルに言ったら……わかるね？」ってパパ上様の目が笑ってなかったですよ!?』

『ヤバいのだ……きっと「僕のツガイのあーんなことやこーんなことを知っているなんて許しがたい」とか思われてるぷ』

『思われてるぷ……あぁ、絶許ゼツキヨってヤツじゃん……ぴぅ』

『ねぇ～ねぇ～そんなことよりさぁ、君らわかってる？　ボクたち、全力本気の父上様とやらをお相手しなきゃいけなくなったんだけどぉ？　顔蹴られたくなーい』

『……タルタリュクスに相談しよっかなぁ……でも返り討ちに遭ってるようじゃ、使えないか……』

『む!?　こらバルヴェストゥーリ！　タタ兄は我の番候補ぞ！』

『だからテオ兄ちゃん声がデカイって！　なぁレヴィアスタード……って、あ……』

『……ぴぅ～……ぴぅ～……おなかいっぱいぷぅ……』

　成体の竜を軽く捻れる我らが父上様との模擬戦、という試練を如い何かにして回避するか。

　早々に脱落した末弟の眠りを妨げぬよう、小声ながらも兄弟竜たちの熱き議論は、夜通しで繰り広げられることとなったのである。
















番外編◆至宝を綴る










　精霊によって異世界から召喚される異質な存在を、『神子』と呼ぶ。

　供く物もつでもある彼らが辿たどる運命は、別冊の通り。

　故にここに記すのは、唯一人の特異な神子、即すなわち僕の最愛の番つがいである彼についてである。

　精霊の体を素体にして蘇よみがえった彼は、晩年の姿よりも多少若返ったことでより一層、華きや奢しやな姿になってしまった。

　だが、その恩恵は計り知れない。

　まず、出会った頃ころよりも簡単に僕の腕の中に納まってくれる。

　大人びた気配を醸す彼も魅力的ではあったが、子供のような天てん真しん爛らん漫まんな笑みを見せてくれる今も、格別である。

　それは本来なら決して目にすることのできない、自分が知り得なかった番の姿であるのだから尚なお更さらに。

　何より喜ばしいことは、こうして一年を経過した今でも彼は健康そのもので、新たな体での生活も順調だということだ。

　竜の魔力を糧にしているせいか、人間の枠を超えた強さを得てはいるが、その力も彼の完全な制御下にある。

　元より人間というには首を傾かしげざるを得ないほどの強つわ者ものであったのだから、そんなことは今更だろう。そう、だから何も問題はない。

　もし彼に負けるような竜族がいるのならば、それは単に竜側の問題である。そういうことにしよう、と僕は思う。つい先日、どこかの七匹の子竜が束になっても勝ちきれなかった、などという出来事だけは、記憶の底に封印しておきたいが。

　ただ、それだけ僕の番が、特別なのだ。

　事実、精霊に誰だれよりも愛されている彼は、その意思とやらを少しずつ感じ取れるようになっているらしい。

　昨日きのうは、「おやつが欲しい気分らしくてさ、ちょっと指先で触ってやったら、けっこう喜んでたわ」と報告してくれた。

　その言葉通り、彼はいまだに精霊たちに自らの魂を喰くわれている状態だが、日々の大量の食事と僕から供給する魔力があれば何も問題はなさそうだ。

　僕の番はかくも強く逞たくましく、生命力に満みち溢あふれている。

　過去に記されてきた脆ぜい弱じやくな神子という存在とは一線を画して余りあることは、これだけで理解できるだろう。

　それだけに留まらず、彼の精霊魔法はどんな人間たちよりも鮮やかで独創的ですらあり、肥えた竜の目をも楽しませてくれるのだ。

　当然、その力も申し分なく、経験の浅い子竜程度であれば、軽くあしらうことなど造作もない。

　もっとも彼は純粋な人間だった時分でさえ、竜体となった成竜をひとりで相手取り生き抜いた猛も者さなのだから、その程度は当然かもしれないが。

　強いだけではない僕の番の素晴らしさの多くは別冊にも充分記したが、今回は珍しい注意点も上げておこう。

　彼は『神子』であり、それは体が変わった今でも変わらない。

　つまり、生まれ育った世界から遠く隔てられた場所で生きているということであり、彼の故郷も──。

「……っ……う」

　不意に零こぼれた、小さな吐息。

　魔力を指の爪先で操りながら綴つづっていた備忘録から視線を上げて、僕は隣で眠るハルの顔色を素早く窺うかがった。

　もうすぐ夜明け間近というこの時間は、普段であればぐっすり眠り込む愛いとしい番の寝顔を堪能するか、こうして備忘録の続きを記すか、はたまた穏やかな体温ぬくもりを胸に抱くか、というのが僕の至福なる日常だ。

　成体の竜である以上あまり睡眠が必要のない僕は、眠るハルからは決して目を離さないと決めているから。

　時折こうして、声もなく涙する彼を見逃さないように。

「……っさん……にぃちゃ……っ」

　胎児のようにぎゅっと体を丸めて眠り続けるハルの頬ほおを、はらはらと伝う温かく小さな、雫しずく。

　それをできるだけそっと指先で拭ぬぐいながら、書きかけの備忘録──もう六冊にも及ぶ分厚いそれを、さっさと竜魔法で収納空間へ片付ける。

　そして、また静かに息を震わせるハルの隣に身を横たえ、その体に優しく腕を絡ませた。

「……ん」

　すぐさま無意識にすり寄ってくる、小さな体。

　あやすようにその背へ軽く触れながら思案するのは、少しばかりこの頻度が増えたことへの懸念だ。

　昔からハルは──いや、僕と番になって数年経たった頃から、極稀まれにこうして涙する夜があった。

　最初は僕もとても驚いて、すぐに彼を揺り起こし、どんな悪夢に魘うなされていたのかと尋ねたものだ。

　でも決まってハルは「なに？　なんかあった？」と寝ぼけ眼で、自分が泣いていたことはおろか、夢の内容すら一切覚えていなかった。

　そんなことが数年のうちに幾度かあり、僕は最終的にハルを起こすのはやめた。

　きっと彼の心の奥底には、今も昇華しきれない哀しみがあるのだろう。

　元の世界で家族全すべてを喪ったことも、同族のいない彼がたった独り、この世界で生きていかねばならないことも。

　普段のハルは、その持ち前の明るさと適応力でそれを全て飲み込んでしまうけれど。

　そして笑って、ただ前だけを向いて歩を進めていく。

　そんな彼の強さは眩まばゆいほどに、愛しくもある。だけど──……。

（僕は、この弱さも愛しいと想おもうよ）

　後から後から零れる柔らかな熱の雫へ唇を寄せ、触れるだけのキスをしながらそれを拭っていく。

　そうすれば小さな嗚お咽えつは、やがてくすぐったそうな吐息に変わると知っているから。

（ハルが大人になってからは、これも五、六年に一度くらいだったのに……この一年だけでいうなら今回でもう三度目だねぇ。体が若返ったせいで、昔の記憶を夢に見やすくなっているのかな？）

　涙が止まった後は、薄く開いた唇にも同じように触れながら、寝間着の帯を解いて滑らかな肌をした細い腰に手を這はわす。

「ん、ぅ……」

　小ぶりで引き締まっているのに、意外と柔らかで触り心地の良いお尻しりを緩く揉もみ、まだ大丈夫かな？　とその額に口付けながらハルの寝顔を確かめた。

　濡ぬれた痕あとがある目元は時折小さく震えるものの、まだその夜空のような瞳ひとみが現れることはない。

　それを半分残念に思いながらも、僕はまたいつものように愛しい体を愛めでることにした。

　悪夢であろうと過去であろうと、僕の番を泣かせるなど許し難い。

　こうして僕にだけその弱さを見せてくれるというのなら、尚更、ただ手をこまねいてなどいられない。

　だから僕は、ハルをただ起こすのは、やめたんだ。
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「ん、んぅ……ふぁ、っ……あ」

　あっれ～？　なんだかなぁ……ちょっと待って、オレ今すごく気持ちいいんだけど……でも眠いんだよね。

　そう、オレって確か気持ちよく寝てるはず、だよな？

　もう毎日絶好調だから、今日も森の中を人型テオと障害物競走したり、三男と魔法でシューティングゲームしたり──的まとになってくれた五男も楽しんでたよな？

　あとはオレの愛車で近くの街までアーロンとツーリングしたり、その途中に骸霊狩りしたり……まぁあれだ。今日も目一杯、体使って楽しみました、と。

　だからもうベッドに横になったら即行で夢の世界に旅立った……ハズ、なんだけど……。

「んあっ、あ？　……え？」

　な・ぜ・に！　自分のちょっと恥ずかしい声で目を覚まさねばならないのでしょうか!?

「あ、起きちゃった？」

「っあ、アーロンっ、お、おまっ……また人の寝込みをっ……ひぁんっ……！」

　気がついた時には、薄闇うすやみの中でオレに覆いかぶさっているアーロンの愉しげな金の瞳がすぐ傍にあって、寝間着はもうほぼ脱げかかってるし、仰向けの体は足も大きく開かされてるし……ッ！

「ぁ、あっ……！　やぁ、ちょ……ま、待ってオレ今起きたばっ……ふぁぁっ！」

　何よりも既にオレのナカに押し入っている誰かさんの、尻尾しつぽぉぉぉ！

　もっ……寝起きにいきなりこんな強烈な刺激、やめてもらえます!?　オレの心臓に負担かけすぎじゃないか!?　って精霊仕様でもオレ、心臓あるよな!?　うん、ある！

　そんなことを鈍った頭の中で叫んでいたのだが、なんだか普段よりも甘い顔をした番様は大層優しく、オレに触れてくるのだ。

　たまに、だけどこんな風に寝起きに襲われていることがあるのだが、決まってそういう時のアーロンは頭から砂糖でも浴びているのかと思うくらい、雰囲気からして激甘になっている。

　だからオレもつい、流されてしまうわけで……。

（今更だけど、なんでだろ……もしかして、自分だけ早く目が醒さめて寂しかったとか……？　っ可愛かわいい！　オレの嫁様可愛いすぎかッ！）

　くちゅ、ぐちっ、と小さな音を立てながら緩やかに体のナカを蠢うごめく尻尾に、じんわりとした熱が足先から昇ってくる。

　その心地ここち良さに煽あおられるように、つい伸ばしてしまった腕が捉とらえた首元に縋すがりついて、深いキスをする。

　絡んだ舌の先、喉のどの奥で小さく笑ったようなアーロンの気配に物申したい気もいくらかはあるが、すっかりその気にされたこの体の責任は取ってもらわねば。

　だから、片足を男の腰に絡めて言葉なくその先を強ね請だった。

　それだけでちゃんとオレの意図を察してくれる番は、すぐに尻尾をどけて、代わりに灼やけるような熱をそこに押し当て──ズプンッと一気にナカを穿うがってきた。

　背筋を走り抜けるその強烈な快感にいつも通り声を上げてしまいながら、目の前の逞しい体に縋り直せばすぐにあの声が、響いてくる。

『ハル、離さないからね』

「ふふ、愛してるよ、ハルマ」

　そうオレの名前をちゃんと呼んで、オレを抱きしめて、愛していると伝えてくれる声に、なんだか無性に泣きたくなったのは多分、寝ぼけていたからだろう。

　事実、なんだかんだで二、三回イかされた後、オレは再びがっつり寝落ちしたからな。

　そして翌朝──というか、それから数時間後の昼前にようやく、遅い起床となったのだ。

「もぉおアーロン！　寝込み襲うのはやっぱナシ！　今日の予定全部狂っただろ」

「ふふ、ごめんねぇ。あまりにもハルの寝顔が可愛くて……うん、これもやっぱり記録しておこう」

「は？　記録？　……え、ちょっと待て、アーロン。いつも持ってるその本、なんだか前より分厚くなってない？　え？　もしかしてもしかしなくとも……それ……オレの観察日記？」

「観察日記なんて、そんな愛あい玩がん動物みたいな言い方は心外だねぇ。愛しい愛しい番のための備忘録、だよ？」

「よ、余計恥ずかしいわぁーー!?」

　深い緑色の表紙の、分厚すぎる本。

　かつて『神子取扱説明書』として存在したそれが、いつの間にやらアーロンによるアーロンのためのオレ専用記録帳に変へん貌ぼうしていたことを知ったのは、この時であった。

　しかもそれ、六冊目に突入しているとかナニソレ。

　オレのどこにそんな大量に書き記す要素があるわけ？　オレはオモシロ動物か──！

　まぁ、選ばれしスーパー神子様たるこのオレについてなら……なんて、思わず自分でも納得しかけたことは当然、心の奥底に秘めておくがな。
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　僕が神子という名の番つがいを生涯傍に縛りつけるために捕まえてから、そろそろ二十年。

　相変わらずハルは元気で強く逞たくましく、そして愛らしい。

　昔よりも背が縮んだことと、見た目も青年というよりはどう見ても少年……という姿に、本人は多少思うところがまだあるようだけれども。

　最近では、竜人となった長男と次男を引き連れて街を訪れた折に「ご兄弟？」と見知らぬ人間に尋ねられ、大いにショックを受けていた。

　父親としての威厳が、とか、もう一度本気で模擬戦闘やるか？　とうちひしがれていた姿も、とても微笑ほほえましくて──。

「おぅお前等ら、おとなしくしてるか？」

　暇つぶしがてら僕の最愛の番の愛らしさを再確認していたのに、これから、というところで酒に焼けたような男の濁だみ声ごえにそれを邪魔された。

　同時に、後ろ手に縛られたまま冷たく埃ほこりっぽい床に転がされている不快感も蘇よみがえってくる。今の今まで、ハルの姿を想おもうだけで消え失うせていた感覚だというのに。

　何をどう好意的に解釈しても圧倒的不愉快さしか生まないその男は、天上から床まで伸びた黒い鉄格子の向こうで、ガチャガチャと鍵かぎを弄いじっているようだ。

　視線だけを動かしてそれを眺めながら、事が終わり次第この人間の四肢を砕いて小型骸霊の巣にでも放り込もうかと愉快な想像をしていると、扉を開け放った男が牢ろうの中へと足を踏み入れてくる。

　筋骨隆々としたむさ苦しい大男は見るからに討伐者デイーラといった姿であり、後ろには同類と思しき数人の仲間も引き連れている。

　そんな男は、無精ひげが伸び放題の顎あごに手を当てながら、牢の中の僕らを見回し、愉しげに言った。

「今回はなかなかいいのが揃そろってるじゃねぇか。売り払っちまう前に味見しちまうか」

　悲鳴になりきらない息を零こぼしたのは、僕と同じように縛られ転がされ、あるいは壁際に背を預けるようにして身を寄せ合っている人間たちの多くだ。

　数としては十名ほどだが、男も女も皆若く、一般的には見目麗しいという部類なのが共通している特徴だろうか。人間の顔立ち、しかもその美醜など、僕にとっては全く興味のないものだけれども。

　あぁ勿もち論ろん、ハルは特別に決まっている。

　僕の番は美しくもあり可か憐れんでもあり、折れぬ強さを宿した夜を映す瞳ひとみは唯一無二の至宝の如ごとくであり、同じ表情カオでも時として全く違う気配を纏まとう姿は神秘的ですらあるのだから、その辺にいるただの人間だろうとたとえ同族たる竜であろうとも、全く足元にすら及ばな──。

「ほぉお？　こりゃ格の違う美人さんが交じってるじゃねーか」

　一度ならず、二度までも、至福の時間を邪魔してくれた男は、僕の胸倉を掴つかみ上げて強引に上体を引き起こしてくれた。

　そうして顔を近づけてきた酒臭い男の値踏みするような下卑た眼まな差ざしと視線が絡み、思わず僕は口くち枷かせを嵌はめられたままの状態で小さく嗤わらってしまったではないか。

（殺す────なんて冗談だよ、冗談。竜たる僕がこんな矮わい小しような人間如きに直接手を下すなんて、冗談に決まっているじゃないか。ふふ、ふふふ……）

　少し離れた場所から聞こえるくぐもった悲鳴は、男の仲間に強引に腕を掴まれ、引きずられていく女のものだろうか。

　それに耳を傾けながら、思わず胸に湧わいた本音を自分で誤ご魔ま化かしていると、何を勘違いしたのか、片かた膝ひざをついて僕を検分していた男はにやりとその口元を吊つり上あげた。

　そして、

「なかなか度胸のありそうな御貴族様だな？　それともどこかの王族か？　いいぜ、しっかり啼かせてやるよ」

　そう僕が理解に苦しむ言葉を、吐き出したのだった。

（うん、もう無理だねぇ）

　牢から連れ出されそうになっている人間も何人かいるし、何よりこの男をさっさと尻尾しつぽで殴り飛ばしたい衝動が急激な速度で限界に近づいている。

　だからもう、時間切れでいいよねぇ？　と自分に言い訳しながらも、無礼極まる標的ニンゲンに向けてゆっくりと尾を構えようとした、その時だった。

　突如轟ごう音おんを立てて、牢の天井が吹き飛んだのは。

「っなんだ!?」

「ぐぎゃぁーーッ!?」

　本来なら直下に落ちてくるはずの天井が全すべて上へと巻き上げられたために、囚とらわれている僕らも、狼ろう狽ばいしている男たちも、誰一人怪け我がを負ってはいない。

　ただ地下にあったこの牢は天井だけでなく、その上階ごと吹き飛ばされたらしい。

　夜空が直接見学できる状態のなか、瓦が礫れきひとつ落下しなかった代わりとばかりに唯一降ってきたのは、白い外がい套とうに身を包んだ小柄な人影である。

　そしてその影は狙ねらいすましたかのように、今まさに牢の外へと女を連れ出そうとしていた男の背へ着地したのだった。

　ただ足あし蹴げにされただけの男が見事に失神しているあたり、きっと素敵な魔法も同時に贈られたのだろう。

　相変わらずの手際の良さにそう感嘆している最さ中なかに、僕の胸倉を掴んでいた大男の手はあっさりと離れていった。

「誰だテメェッ!!」

　代わりに、広い牢内に現れた闖ちん入にゆう者に対し嗄しわがれた声を張り上げながら、腰元に携えていた大振りなナイフを素早く抜き放って、身構えた。

　その無駄のない動きは男の体格が見かけ倒しなどではなく、ある程度の強つわ者ものであることを雄弁に物語っている。

　しかしそれに一切臆おくすることもなく、それどころか遥はるかに体格が上回る男の怒号を打ち消すほどの気勢で、白い外套に身を包む彼は言い放ったのだ。

「それはこっちのセリフだこのド変態がぁあぁあッ!!　オレひとの嫁様に手ぇ出そうなんざいい度胸だな、ああぁッ!?」

　凄すごみが効いているわりには若すぎる声音で放たれる赫かく怒どの気配、そのちぐはぐさすら僕にとっては大層心地良いものだ。仮にその発生源が、

「はっ！　そんなマルマースの被り物しているようなガキがほざくな！」

　──そう、まぁ……この場には到底似合わぬほど可愛かわいらしい、獣の頭を模かたどった特徴的な装備に身を包む、最愛の番であっても。

「…………ぷっつーん。はい言った、スリーアウト、終わったな？　この……人さらいがぁぁああ！　天てん誅ちゆうぅぅううーー！」

　その言葉も言い終わらぬうちに、白いマルマース頭装備のハルは地を蹴けっている。

　彼の速度を、人間の動体視力如きが追えるはずもない。今ですら三回に一度は、この瞬発力に対処しきれない、どこかの子竜が何匹かいるのだから。

　そうして瞬く間に獲物との距離を詰めたハルは、手にしていた愛用の杖つえで容赦なく目の前の獲物ソレを殴りつけたのだった。

　精霊魔法を使うまでもなく鮮やかに男の──男としての息の根を止めるハルの一撃を特等席で観戦できたことで、あっさりと僕の溜りゆう飲いんが下がったのも当然だ。
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　コーフー、とヘルメットの内側で荒い息を吐きながら、ようやくオレは落ち着いて周囲を見渡した。

　足元には口から泡を吹き白目をむいて倒れている大男──複数の街で指名手配されているような悪党であり、アーロンに手を出そうとし、オレの頭装備を馬鹿にするという、見事スリーアウトを達成した『敵』である。

　その仲間と思しき男たちも、この大男をぶっ倒した直後に電撃ビリビリ精霊魔法の刑に処したので、全員カエルのようにひっくり返って痙けい攣れんしている。

　なんだか微妙に頭頂部が焦げているような男も多いが、余生をハゲ頭で過ごそうと命があるだけで充分だろう。

　一方で、手足を拘束され、床に座り込んだり転がされていた被害者たちは、誰も怪我などしていないようだ。

　危機一髪っぽい状況だった美人な猫耳お姉さんも、あっけにとられたような目でオレを見つめてはいるが、それには慣れているので問題ない。

　計画通りに事が進んだこともあり、そこでようやく肩の力を抜いて、ほっと息をつくことができた。

　ただ、何よりも安心したのは……。

「ふふ、相変わらずお見事だねぇ。建物も綺き麗れいに吹き飛ばせているし、躊ちゆう躇ちよなく雄の急所を潰つぶせるなんて惚ほれ惚ぼれするよ。さすが僕の旦だん那な様」

　いつもと同じようにそう優しく穏やかにふんわりと微笑ほほえみながら、それこそ子供向け玩がん具ぐのように簡単に手枷と口枷を自ら外してみせた、アーロンの姿だ。

「……っアーロン！」

　ほんの少しの別離だったというのに、それだけで感極まってしまったオレは邪魔なカピバラ型ヘルメットを脱ぎ捨て、番の腕の中へと遠慮なしにダイブした。

　そんなオレを慣れ切った動きで受け止めてくれたアーロンに、矢継ぎ早に問いかけたのは不可抗力である。

「なぁ酷ひどいことされなかったか!?　ずっと音だけは聞いてたんだけどさ、こいつらアーロンのこと縛って転がしただろ！　怪我は？　どこか痛むか!?」

「ハルは心配性だねぇ。ただの人間如きが『竜人僕』に傷をつけられるはずがないだろう？　この封印付き拘束具だってあまりにもお粗末で、逆に壊さないよう気を遣っていたくらいだよ。でも、どうだったかな？　僕はしっかりひ弱な人間を演じられていたかな？」

「もっちろん！　オレの嫁様は主演男優賞間違いなし！　今だってどこからどう見ても、ただの弱っちい綺麗なお兄さんにしか見えないしッ！」

「……えーと……ハル？　それは、ちょっと……」

　うーん、と苦笑しながら小首を傾かしげるアーロンの体温をしっかり確かめながら、相変わらず高い位置にあるその秀麗で柔和な顔に向け、内心で盛大に愚痴る。

　ほんっと！　なぜに！　オレの身長は縮んでしまったのかと！

　事の発端はアーロンとの『ぶらりふたり旅』中に、少々治安の悪そうな街へ立ち寄ってしまったことだ。

　蒼月神殿の庇ひ護ご下にある街の統合討伐協会デイレスタン支部で定期的に情報を更新し、ごくごく普通の第一級討伐者を装っているオレ、とアーロン。

　今回も二人分の『討伐者証書デイノン』を示して、悠々と街へ入ろうとしたら『お約束イベント』が発生してしまったのである。

　そう、突如として街の守備部隊のお偉いさんのもとへ連行され、駆け付けたこの街のギルト支部長及び密ひそかに列席した領守主セヌクまでもが勢ぞろいする中で依頼されたのが──頻発する誘拐事件解決への助力だ。

　諸もろ々もろ割かつ愛あいすると、この街から遠方の地で新たな街が造られているらしく、そこでは人手が足りていないらしい。

　そこで闇やみ奴ど隷れい商が暗躍し、この街の住人を誘拐してその新たな街へ連れ去っているそうだ。

　だから、そいつらを一網打尽にするために力を貸してくれ、と。

　幸いにもオレは今まで、有り余る危機管理能力でそういった闇奴隷商方々とはお知り合いにならずに済んできた。

　でも『敵』が骸霊ではなく人間相手、というのはさすがのオレも、二つ返事での快諾は難しい。状況的に人を殺してしまう可能性がある依頼は、覚悟を決めるまでに時間が必要なのだ。

　ただ……以前、どこかの竜人からぽろっと聞いた話を、思い出してしまった。

『私の番はな、違法とされる奴隷商のもとから掻かっ攫さらったのだ。行く当てのないアレをそのまま傍に置いたのが、番つがうきっかけよ』

　その竜ひとは、あっけらかんと語っていたけれども……それは、オレの大切な『家族』たちにとっても、とても大切だった人の話で──。

　そんなことがちらりと頭を過よぎったら、もうダメだった。

　というわけで！　街の内部で絶賛暗躍中らしい奴隷商の一派を炙あぶり出すために、連携を取りながら囮おとり作戦を決行することがトントン拍子に決まったわけだ！　それが一番手っ取り早そうだったしな。

　作戦内容は単純明快。

　まず発信器の役目を果たすオレの超便利魔法をかけた状態で、奴隷商の手下である誘拐犯──おそらく問題を起こして討伐者資格を剥はく奪だつされたならず者たちに、わざと捕まる。

　被害者たちは、ある程度人数が揃そろったところでまとめて街から連れ出されている線が濃厚なので、そのまま被害者の中におとなしく紛れておく。

　その後、居場所を特定した救出部隊の到着と合わせて、実行犯の制圧と被害者の保護に移る。

　ただし、もし被害者の身に危害が及びそうになったり、救出部隊が間に合わず街から脱出されそうになったら、まぁそこは臨機応変に、といった具合だ。

　その囮役、見事果たしてくれるわー！　と、オレはやる気満々であった。

　オレなら見た目ちっさいし？　自慢ではない上に、いいかげん諦あきらめもついているとはいえ、素顔を晒さらせばきっと高性能な悪者ホイホイと化すのは当然だしな！

　だがしかし、止められた。

　それも、相手はアーロンではない。この街のお偉いさん方に、揃って止められたのだ。

　なぜかって？　それは、今までの誘拐被害にあった人たちの特徴にある。

　一、まず美人であれば性別は不問。不本意ながら、神子特性とやらでオレはクリアしていると思う。

　二、若くて健康である。オレは確実に、クリアしている。

　三、身長約[image: 170]㎝以上。………………死ね。

「あーあーあーあ！　なんで身長制限なんか設けてんだよ、この悪党どもがッ！　オレだってもう少し、もう数年分だけ成長してたらなぁ!?」

「どう、どうっと。はい、落ち着こうねハル。でもそのおかげで、囮役なんて面白いことをさせてもらえて、僕は愉快だったよ？　……ほんの少し、不愉快な時間もあるにはあったけれど、もう関係ないしね」

「ぅひゃんっ!?　ちょ、こらアーロン！」

　アーロンの胸に頭をぐりぐり押し付けながら思い出しムカつきで唸うなっているところを、慣れた手つきであやしてくれるのはいい。

　だがな、いきなり耳たぶをくすぐる奴やつがいるか？　つい変な声が出てしまったではないか。いつの間にオレの嫁様は、猛獣使いのような技を習得してしまったのか、本当に謎である。

「ハ＝ルルマさんよぉ!?　外にいた連中まで全員気絶してるんだが!?　アンタ一体何をどう、やっ……て……え？」

　そうこうしているうちに、牢ろうがあるこの部屋に繋つながる通路から、扉を開けて屈強な獣人たちがわらわらと飛び込んで来た。この度の救出班に抜ばつ擢てきされた、討伐者デイーラや守備隊に所属する実働部隊の人たちである。

　だがオレを見るなり、揃いも揃って獣耳や尻尾しつぽをピーンと逆立てているのは……あぁ、なるほどな。フッ、彼らの感動もわかるさ。

　もはやオレの建造物破壊の腕は、芸術の域に達しているといってもいいだろう。

　地上三階建ての建物であったにもかかわらず、この牢の直上のみをきっちり綺麗にスパッと吹き飛ばしただけで、他の部分はほぼ無傷なのだから。

　世界広しといえども、ここまで完かん璧ぺきに計算しつくされた破壊を実行できる存在はオレくらいなものであろう！　ふはははは！

　そう、ここに至るまでの数多あまたの経験があってこそのこの──っと、調子に乗って悦に入るのはまだ早いか。

「もうついでだから、今からその新しい街……えーっと、おにゅー？　にゅ？」

「ハル、街の名前はオニューダッレ、だよ」

「そうそれ！　その『おにゅーだね』まで殴り込みに行ってくるわ。万一、あっちの領守主や協会関係者が黒幕だったら、まとめて吹っ飛ばしておくから、そっちの後処理もよろしくッ！」

「は？　……な、なにぃッ!?　いや待ってくれ！　そんな気軽によろしくされてもよぉ!?」

　美人の被害者が多いせいか、ぼーっとしているままの救出班リーダーのおっちゃんへそう早口で言い募った後、オレはプランＢに移行するべく、背伸びをしてアーロンの首に腕を回した。いや、回そうとした、が。

　おのれ、ここでも、身・長・差ぁぁああ！

　腕が回りきらねぇなぁオイィ！　と今更ながらにイラッとしたのも束つかの間ま、すぐに身をかがめたアーロンにオレの体はひょいっと軽く抱き上げられる。

「ふふ、緊急事態だから……いいよねぇ？」

「まぁな。そもそもここの領守主さんには、名前で正体バレてるっぽいし、いいんじゃね？」

　そう顔を寄せてふたりで小さく笑い合った後、待ってくれと言い募るおっちゃんの声を聞きながら、柔らかな白い光に視界が飲み込まれていくのを受け入れた。

　その次の瞬間に訪れたのは、空に放り投げられたかのような強い浮遊感。

　反射的に閉じてしまっていた目を次に開いた時には、オレの腕の中には両腕でやっと抱えられるほどの大きく立派な白銀の角が一本。

　そして足元には、夜の街並みが生み出す灯あかりに照らされ、星よりもなお煌きらびやかに輝きながら蒼あおい蛍火を纏まとった水晶のような竜、その頭が見える。

　少しだけ身を乗り出して眼下を眺め、地下の一部がむき出しになった建物と、そこからあんぐりとこちらを見上げるおっちゃんたちの小さな姿へ軽く手を振った後、オレは腕の中の角にもう一度抱き着き直してから口を開いた。

「それじゃアーロン、目的地までひとっ飛び！　お願いしまっす！」

　穏やかな風の音が静かに奏でられた後、この世界で最高に優美でカッコイイ竜と共に、これからしばし夜の空中散歩を楽しむのだ。

　こんなことばかりやっているから、あちこちの街で『番つがい竜りゆう様』なる二人組の討伐者が有名になってしまうのだろうか。

　だがオレは、ちゃんと事前に宣言しているからな？

「まだまだ調子に乗って、ガンガンいくからな──！」

　追従してくる小さな精霊たちを横目に、オレの竜は「勿もち論ろんわかっているよ」とでもいうように楽しげに、風のような歌を一声奏でたのだった。




　なお目的地に無事到着し、色々あってようやく対たい峙じした黒幕から「チビは労働力として潰しが利かねぇ」と言質を取ったオレが、年とし甲が斐いもなく大暴れすることになったのは、また別の話。

　ただその結果、件の街が『アロルル』なんて名前に変わってしまったことだけは、ちょっとだけやりすぎたとは思っている。
















番外編◆留守役の矜持










　蒼月の名を冠する、従兄いとこの神殿。その地がボクの第二の塒ねぐらとなるまで、さほどの時間は必要なかった。

「代理の君、こちらの稟りん議ぎ書は文官長へ提出してもよろしいでしょうか？」

「あぁ、どれだっけ……うん、大丈夫だよ。よろしくね」

　壁一面に書架が取り付けられた広い仕事部屋で、同僚である人間の女官たちと一緒にせっせと書類仕事を行うなか、ふと考える。

　竜であるこのボク、タルタリュクスの尊称は『白銀』だ。その名を持つ神殿こそが、ボクの本当の塒でもあるわけだが、ここ最近は、『代理の君』と呼ばれる方が圧倒的に多い。そしてボク自身も、そちらの呼び名の方をこそ気に入っている。

　それというのも、昔のボクがあまりにも浅薄で愚かで『雑ざ魚こ』だったからだ。

　竜族全体から見れば非常に歳としの近い──四百年程の差しかないアウリストファーゼという従兄は、ボクにとって特別だった。他の竜とは違い、覇気がないと陰口を叩たたかれるほどの穏やかなその佇たたずまいは、傍にいるだけでとても心地ここちよかったから。

　だから、竜であれば誰だれもが一度は夢見る『竜帝』という志尊の座への興味もなく、番を探し求めることも、ましてや子を生なすことすら面倒だと言い切る竜に、心のどこかで安あん堵どしていた。

　やる気のない従兄へ口では毒を吐きながらも、彼の隣という居心地のいい場所がずっと空席であることを喜んでいた気がする。いつだってそこを、ボクが利用できるのだから。

　それが、一応は血族と呼べる竜に対する親近感か、はたまた未いまだ知ることのない恋慕とやらに近い情だったのかは、自分でもわからない。

　けれどそんなボクにとって、アウリストファーゼがいきなり番ったことも、『神子』というその番があっさり子を孕はらんだことも、心底面白くなかった。

　そのうえ父様現竜帝の直系であるボクや兄たちを差し置いて、あの竜が次期竜帝候補筆頭に躍り出るというのだから、それまで番探しに励んでいた真ま面じ目めな竜ボクに魔が差したのも、当然だったのかもしれない。だって当時のボクは、怖いものなど何もない『雑魚』だったから。

　人間如ごときと侮り、いっそ殺してしまおうとまで思ったちっぽけな存在から、命の危機を覚えるほどの反撃をされたこともなければ、竜体の自分よりも大きな深海生物に、唯々諾々と好き勝手され──……とにかく！　その時にようやくボクは、世界が怖いもので溢あふれていることを知ったのだ。

　隷属化を許してくださった神子様の御恩情により地上での生活に戻れたが、あの凄せい惨さんな日々の記憶を抱えたまま独りで過ごすことは、どんな罰よりも辛かった。

　でも、驚くことに救いの手を差し伸べてくれたのは、当時この神殿の女官長であった一人の人間だった。

　ラスティアーナという狐頭フオル族の女性は、ボクが神子様とそのご子息──今では『一の若様』とお呼びする御嫡男──へ生涯お仕えすることになったと知ると、それに必要な仕事を叩き込んでくれたのだ。

　若様の遊び相手を頻繁に仰せつかることもあって、蒼月神殿に身を置く時間が長かったボクは自然と、彼女の仕事も手伝うようになっていった。そして……忙殺された。もう嫌な記憶に浸る暇なんて、一切ないほどに。

　自分の神殿よりも忙しそうな気配には薄々気づいてはいたが、まさか女官や文官たちの仕事があれほど多忙で目まぐるしいものだとは。というよりもこれは、神子様が原因ではないだろうか？

　ボクの主の一人たるあの御方は、その番と共にふらりと旅立たれたと思ったら、帰還の際には山のような手土産を持ち帰ってくださるのだ。それも、人間たちの間では高値で取引されることの多い骸霊の、『山』を。

　な・ぜ・に、街の買取所で売却してこないのですか！　神殿の者たちも、自前で解体所兼査定所を敷地内に整えるよりも先にまず、神子様を説得なさいませ!?　あの御方、年々その番に毒されて「えーっとぉ、大物を買い取りに出すと色々時間がかかって面倒でさ、てへ」などと仰おつしやる始末ではないですか！

　頼みであったラスティアーナに至っては、当時の神殿で骸霊素材の競りまで開催し始めるし……。つまり、ボクらの仕事がまた、倍増したわけですが。

　おかげで今となっては、遠方の街からも魔車便が定期的に訪れ、素材の買い付けをしていくまでになりましたとも。その結果更に潤沢となった神殿財政によって、庇ひ護ご域下の街々は福祉・教育・医療と様々な生活環境がより一層充足し、益ます々ます発展して──贈り物も、倍増しましたが。

「君様、文官長の所の勘定方からぁ『融資金が余りに余っているので、適切な援助先をご存ぞん知じないか』と、お伺いが来ておりますわ～」

「……ふ、ふふっ……目が回るってこのことだよね。竜の目も回すとは、さすが神子様……ふふふ……」

　代理の君が逃避中ですわ～と、穏やかに笑い合う同僚たちの呑のん気きさに毒の一つも吐きたいが、ボクは知っている。

　ボクが自分の神殿へ帰還している時期には、彼女たちだけでこの山のような業務に粛々と当たり、乗り越えてきていることを。つまり、『女官長代理』たるこのボクが、これしきのことで弱音を吐くなど言語道断。

　それに主たちが不在の間、この神殿の留守を預かるのはその隷属者たるボクなのだ。自ら貶おとしめてしまった竜の矜きよう持じを二度と口にはできずとも、留守役としての矜持ならば、まだ胸を張ってボクも──。

「見つけたぞタタ兄！　お仕事は終わりなのだ！　さぁ我、テーたんとでーとに行くのだ！」

「ッ若様!?　なぜここにっ……神子様たちとご一緒に出立されたはずではっ……！」

　バターンと仕事部屋の大扉を盛大に開け放ち、姿を見せたのはボクのもう一人の『主』。一の若様ことフリューレティオ様だが、この御方には昔も今も大層手を焼かされているのだ。あろうことか、同族でありながらボクへ求愛の言葉を口になさるのだから。

　しかし、この主はつい先日六人の弟君たちともご一緒に、神子様とその番の旅に同行されるべく神殿から出発したはずだ。だからこそ、ボクがこうして留守を預かるべく自発的にやって来たのだから。

　思わず席から立ち上がったボクと、若様へ背筋を正して目礼した後もさっさと手を進める同僚たち。そんなボクらに、また別の声が扉の外から聞こえてきた。

「あー、来てくれてたのか、ごめんなタルタル。ちょっと忘れ物しちゃってさ……でも大手を振って戻ると、また皆に手間をかけると思って……」

　小柄な竜人の後ろにそう姿を見せたのは、数年程前にその見た目を大層若返らせた神子様だ。あの時は今生の別れと思った主と再会できて、つい嬉うれし泣なきしてしまったなぁ……。と、ボクが現実から逃避しかけていると、神子様はすまなそうな顔から徐々に、口元をゆるりと吊つり上あげられる。

　その仕草に、かつてズタボロにされた記憶が光となって脳裏を過よぎるが、ボクも多少は成長したのだ。昔のように反射的に膝ひざを折って伏せるなど、神子様を困らせるようなことはしない。ただほんの少し、腰が引けてしまうだけだ。

「だから、気配を消す魔法を編み出してみたんだけど……まさかタルタル相手にも有効とは思わなかったなぁ。オレってやっぱり……天才？」

　そう悦に入っている神子様には、ボクだって全力で同意したい。この御方は、その視線一つで殺気だった竜の動きを止めるほどの、稀け有うな存在なのだから。

　ただ、ボクが口を開くよりも早くその言葉を肯定したのは、あの声だった。低く穏やかで、竜としては多少覇気がないと揶や揄ゆされる男の、それ。

「ハルの魔法はいつだって素晴らしいよ。ほら、後のことは彼らに任せて、先を急ごう？　皆もよく励んでくれて助かるよ、でも無理はしないように」

　この神殿の主たる竜人の登場に、同僚たちも一斉に席を立ち、深々とその腰を折って出迎える。それに労いの言葉をかける竜など、自分が知る限りはこの従兄だけだ。

　紺色の旅装に身を包んだ細見の優男と、それに寄り添う白い外がい套とう姿の小柄な人間。

　互いに絡むその視線も、自然と浮かぶ柔らかな笑みも、きっと番のためだけにあるものなのだろう。

　いや、あのアウリストファーゼにあんな顔をさせることができる神子様だからこそ、かの竜の番に選ばれたのか。

　そう少しだけ胸に疼うずいた感傷は、まだ幼い頃ころにその隣で心地良さを甘受していた時の名残なごりだったのかもしれない。だがしかし、そんなものに現うつつを抜かしている場合ではないのだ、ボクは。

「神子様、もうじき夕刻となりますがこちらでお休みなさいますか？　そうでなければ、お急ぎになった方がよろしいかと！」

「おぉっと、そうだった。早く戻らないと、どこかの山がハゲになったら大変だ」

「承知いたしました、お気をつけていってらっしゃいませ神子様と──若様！」

　両手を広げ、作業机を回り込みながらじりじりと間合いを計ってくる、三角耳がついた黒い外套姿の若様。そんな主に向かって、ボクはそう笑顔で言い切った。ご両親と一緒にさっさと旅立ってくれと、願いを込めて。

　されど、ボクのささやかな希望は、あっさり打ち砕かれた。

「フリューレティオは、ここに残りたいのかな？」

　どこか愉しげに呟つぶやいた従兄の声は、間違いなくボクの受難を喜んでいる。確かに、いくら隷属したからといって、過去の罪が消えるわけではないのだから、その仕打ちも喜んで受け入れなければならないとは思う。でも、だけど、やっぱり……！

「勿もち論ろんだぷぅ！　タタ兄、つーかまーえたー！」

「ッこ、困ります若様！　ボクにはまだ仕事が──！」

　さすがに子守しながらの仕事はボクも堪こたえるというか、余計大変でっ……！

「あら、代理の君、後は私わたくし共どもに任せて頂ければ大丈夫ですわ」

　ドスッと腰元に飛びついてくる自分よりも小さな竜人と、こんな時にも遺憾なくその有能ぶりを発揮する同僚たち、そして、

「まぁ、本人がいいならいっか。悪いけどタルタル、適当にテオも相手してやってくれな？　じゃあ行ってきまーす。──それにしてもさ、やっぱりテオって勘もいいよな？　弟たちと一緒に残って山遊びしてたら、タルタルとは遭遇できなかったもんな」

「うんうん、ハルに似て野生のか、んんっ、幸運体質なんだろうねぇ」

「おいアーロンさんや？　今、野生の勘と言いたかったのかな？　だがそれも間違っては──」

　そんな軽快な会話を繰り広げながら遠ざかっていく竜人とその番の声に、ボクは決意した。

　腰元にぎゅうぎゅう抱き着いてくる主をあしらいながらでも、滞りなく、この神殿の日常を回してみせると。それが、留守役の矜持というものなのだから。
















番外編◆今日も明日もその先も










　人間だったオレが、竜であるアーロンと同じ時間を生きることができる。

　そんな最高に幸せな日々が幕を開け直して、二ヶ月。今日もオレは朝から調子に乗って子供たちと軽い運動をしていた。

「ほーらルル、チームプレーだって！　外野も内野の動きに合わせるんだ。こんなふう、に、なっ！　行くぞテオーー！」

「父上様ばっちこーいなのだぷッ！」

　そう威勢よく返事をしながら両腕を掲げてアピールする長男テオに目掛け、オレは内野から外野へと素早くボールをパスした。

　少々勢いが強くなった気もするが、見た目は小学生男子くらいのテオとはいえ、身体能力は人間とは比べ物にならないほど高い。

　オレのこの計算されつくした投球コースならば、コートの隅に逃げている全身緑色の子竜、六男のエアを追い込み、返すテオの送球で仕留める作戦がハマるはずなのだッ！

「ぷきゃんっ!?」

　直後、オレの魔球を顔面で捕球したテオの短い悲鳴が上がり、特性ボールが庭園の彼方へと放物線を描いて消え去ったことで、なんちゃってドッジボール大会は一いつ旦たんお開きとなってしまったが。

　人の姿に──竜人へと変化できるのはまだ長男のテオだけだが、他の超大型犬サイズの子竜たちも器用だからな。こうやってドッジボールやバスケットボールモドキで日常的に一緒に遊べるし、それくらい、オレたち親子の仲も良いのだ。

　ただ珍しく今は、いつもいるはずのギャラリーが一人、欠けていた。

　子供たちのもうひとりの父親でありオレの愛いとしい嫁様は、珍しくお仕事中で席を外しているのだ。といっても、同じ敷地内にはいるんだけどさ。

「神子様、若様方、こちらにお茶を用意しておりますわ。どうぞご休憩を」

「わかりました～！　ありがとなラー……っとごめん、ジュリさん」

「ふふっ、名高き女官長様と間違えられるなど、光栄でしかありませんとも。ささ、この陽気で温ぬるくなる前にどうぞお召し上がりくださいな」

　白いワンピースのような法ほう衣えを纏まとう初老の女性は、蒼月神殿の今の女官長であるジュリさんだ。

　人間の顔にヒョウ柄交じりの丸い耳、白髪しらががちらほら増えてきた長い赤髪をゆったりと三つ編みにして背中に流している、明るい笑みの似合う人。

　彼女にも長年お世話になっているよなぁとしみじみ思いながら、それでもまだこうして時折、ラーナさんと呼び間違えてしまう自分に胸の内でこっそり反省する。

　本当なら今度こそオレの順番だったはずだが、アーロンと生きていく以上はいずれ、この優しい女官長もまたオレが見送ることになるのだろう。

　そんな湿っぽいことを柄にもなく考えてしまったのを誤ご魔ま化かすように、大きなパラソルの下に用意されたガーデンベンチへと腰を下ろし、テーブルに並べられたカップのひとつを手に取った。

　ほんのりと甘みのあるスッキリとした冷えたお茶を飲みながら、子竜たちが思い思いに自分の体と同じ色をしたカップに口をつけるのを眺める。

　子竜専用マグカップ、別名洗面器コップをそれぞれ器用に両手で抱えるようにして口を突っ込む七、いや六ろく匹にんの子竜と、オレと同じサイズの藍あい色いろをしたカップを呷あおる小さな竜人は誰だれに似たのか、皆が皆、とてもグルメになってしまった。

　それぞれ好む味付けが違うものだから、わざわざ神殿のみなさんが気を利かせて、専用の洗面器……違う、カップへ好みに応じたものを用意してくれるのが日常なのだ。

　わがまま反対！　と最初はオレも止めようとしたのだが、これくらいなら竜であれば当然、と知り合いの竜人たちから揃そろって肯定されてしまった。

　となれば郷に入っては郷に従え、長い物には巻かれろ、住めば都……最後はなんか違うな？　まぁとにかく、オレも折れるしかないというわけだ。

「むぅ……父上様。やはり我、テーたんも昔の器で頂きたいぷ。これでは少ないから、不公平なのだ！」

「テオはもう竜人なんだから、人間サイズに合わせるって約束しただろう？　色々と慣らしていかないと、パパ上みたいなカッコイイ竜人にはなれないぞ～？」

「……父上様の食事量を見て、他の人間たちが『化け物だ……』って呟つぶやいているのはせーふぷ？」

「ごふっ……！　……お前、ちょっと賢いってよく言われない？」

　オレの隣にちょこんと腰掛けたテオとそう言い合っていると、ジュリさんから「お代わりも用意しておりますわ」とすぐさま声がかかる。

　それにキランッと目を輝かせた長男は、弟たちに負けじといい飲みっぷりを見せながら再びカップを呷った。

　相変わらず誰に似たのか食い意地の張っている我が子よ、と微笑ほほえましく見守っていると、どこからかふわりといい匂においが漂ってきたような気がした。

　それに覚えがあるオレは、空になった自分の黒いカップを急いでテーブルに戻してから腰を上げる。

　危うくカップの下敷きになりそうだった精霊が一匹、トンボのような翅はねを軽く羽ばたかせて再び宙へと漂っていくのを横目に見送りながら、近づいてくる見知った人影に軽く手を振って呼びかけた。

「お疲れ、アーロン。今ちょうど休憩中なんだけどさ、次はアーロンもチーム分けはい、る……って、どうした？」

「……あぁ、ハル……うん。まぁ、少し……はぁああぁぁぁ……」

「アーロン!?」

　Ｔシャツもどきに黒のハーフパンツ姿のラフな格好のオレと違い、アーロンは神殿で過ごす時の通常形態、深い蒼そう色しよくに白銀色で施された刺し繍しゆうが上品なロングジャケット姿に白いドレスシャツとズボン、膝ひざ丈たけまでの黒いロングブーツという正統派王子様もかくやの出いで立たちである。

　にもかかわらず、そんなキラキラ姿の優男然とした竜人は、深い深いため息と共に子供たちへちらりと視線をやるや否や、なぜか膝ひざから崩れ落ちたのだ。

　一体全体何事!?　と慌てて駆け寄るオレに対し、何かを感じ取ったように一斉にマイカップから顔を上げた子供たちが口々に歌い出す。

「ぷぅ？」「ぴっぷぷ」

「ぷぅぷ！」「ぴーぷぷっ」

「ぷっぴぴ～」「ぴゃ～ぅ」

「テオ通訳！」

「パパ上様のヘタレー、という大合唱だぷ」

　色とりどりの花が咲き乱れる庭園、その石畳の通路でひとり打ちひしがれている番つがいへと走るオレは、背中から聞こえた長男の言葉にズッコケそうになるのを寸前で耐えた。

　さすがオレ、この類稀まれなる運動神経は体が変わろうとも健在──いや、より磨きがかかってきたともいえ……って今はそんなことはおいておいてだな！

「お、おーいアーロン、大丈夫か？　『竜の間』で何かあったのか？　じっちゃんと口くち喧げん嘩かでもした？」

　子供たちの歌声の意味は聞かなかったことにして、両手両りよう膝ひざを地についたまま、どよーんと影を背負っている竜人をちょんちょんと指先でつつきながら、そう問いかける。

　ちなみにつつくのは、陽ひの下でそれ自体が光を零こぼすように輝いている白銀の双角、その一本だ。

　一見ツヤツヤしているように見える表面は細かい凸凹があり、その微妙さでまた光を反射する角度が変わるから本当に宝石みたいに綺き麗れいで、いつまでも見ていられ──。

「ハル、僕の角は面白いかい？」

「っとぉバレてた!?」

　魂が抜けたかのように死んだ目をしているアーロンをどうにかベンチに座らせたオレは、子供たちだけで繰り広げられるドッジボールらしき試合ゲームを横目に、その話に耳を傾ける。

　本日のアーロンのお仕事とは、竜帝であるじっちゃん陛下との面会だ。

　次期竜帝に確定している嫁様には、折を見て現竜帝であるじっちゃんから色々と大事なお話があるのだ。なんでも、要はただの世間話が大半という、非常に重要なお話が……。

　ただ、じっちゃんと会話ができるのは神殿の深部にある『竜の間』という竜族だけしか立ち入れない特殊な部屋だし、その話の内容についてはオレも首を突っ込こんだことはなかった。そう、今まではな。

　勿もち論ろん興味はあったが、それ以上に自制心が勝っていたわけだ。

　アーロンが竜帝となる遥はるか未来に、オレはその隣にいられない。だから余計な口出しなんてするべきではないし、その資格もないと自分で結論づけていた。

　だがしかし、番の超チート魔法によってその全すべてが覆された今、オレを阻むものは何もないのである！

「ほうほう、それで？　それで結局どうなったんだ!?」

「……なんだかとても楽しそうだね、ハル」

「今までの分も合わせてもう興味津々ですとも！」

　気掛かりだったのなら遠慮せずに尋ねてくれてもよかったのに、と少々寂しげに眉まゆを下げた竜人の憂い顔ときたら。その麗しさにこのまましばらく眺めていたい欲望と、手放しに慰めてさっさと笑わせてやりたい衝動がせめぎ合うではないか。

　そんな相反する感情を制しながら、ぽつぽつと語るアーロンの話をまとめると、結構大変そうなお仕事を仰せつかったことが判明した。

　ずばり、新しい神殿の建立についての一切合切を丸投げされたそうな。

　その原因は、オレたちの長男であるテオが竜人へと姿を変えられるようになったことである。

　それが竜族にとって一応は成人の仲間入り、という扱いになることから、そろそろテオ専用の神殿を準備する時期なんだと。

　……あの子が独り立ちとかマジか、大丈夫か、オレには不安しかないが!?

　そんなオレの心配事については今はさておき、独り立ちする竜の神殿を用意するのは、色々と大変なのだそうだ。

　その主となる本竜ほんにんの意向や、自らの街の近くに神殿をと望む人間たちによる積年の嘆願、骸霊の被害頻度等々を鑑みて、『竜帝』が建立地の最終決定を下すこともそうだが、建物自体にも手を加えなければいけないらしい。

　この世界は精霊魔法があるおかげで、大規模建築であろうとも短期間で造ることはできる。だから神殿も、その庇ひ護ごを望む街々が人手や資材を出し合って建てるのだが、『竜の間』を始めとする魔法的な部分については、竜帝が受け持つんだと。

　それは、ただの人間たちにとっては神にも等しい竜、しかもその頂点に座す『竜帝』からの祝福を与えられたという意味になる。だからこそ『神殿』という施設は、畏い敬けいの対象となっているのだろう。

　アーロンが住む──いや、オレたちの家であるこの蒼月神殿も、そんな竜帝陛下じつちやんからの祝福を受けているそうだ。

　なるほどね。既に千年近くは経たとうかという建物なのに、汚れも目立たず風化もせず、堅けん牢ろうなままなのは竜の魔法で護まもられているからか。

「ん……？　なぁ、アーロン。ちょっと話題にしにくいんだけど、あのさ、もし、もし……じっちゃんが死んだ後でも、その魔法って残るのか？」

「…………寝たい……」

「あー、わかった、わかったぞ嫁。次期竜帝が、魔法をかけ直しに行く必要があるんだな？」

「……本当にハルは、頭の回転が速いね」

　重い重いため息と共に、ガーデンテーブルに頬ほお杖づえをつき、アーロンらしくないだらしない姿のまま、わちゃわちゃと庭を遊び回る六匹と一人を、どんよりとした金の目で眺めながら語った。

　テオの神殿の準備もそうだが、自称死期の迫っている現竜帝が崩御する前に、各地に散らばる竜の神殿を巡って色々と施さないといけない魔法があるそうだ。

　その数、約二百。

　いやいや、竜族は多くとも百程度とか昔のオレに教えたのは誰だよ。え？　空き神殿や主を亡くした神殿も含むと多分それくらいになる？　念のために建物だけは維持できるよう、魔法を更新しておかなければいけない、と。へぇえぇ～……。

「ま、まぁ新しい神殿についてはさ、主がもう亡くなっている所を再利用するとかは？　それならウチの子たちの神殿を造る手間は省けるし、その周辺の街だって喜ぶだろ」

「ぜひその案を子供たちに押し付けたいよ。ただね、ハル……あまりこだわりのない僕ですら、他竜たにんの神殿ねぐらだった場所に居を定めるくらいなら、海に住みたいかな」

　……竜族めんどくせぇーーッ！　中古住宅の何が悪いというのか!?　しかも見た目も中身も新築同様、ピッカピカ。上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんの三食昼寝付きまで保障されているという、超優良物件なのにッ!?

　喉のどまで出かかったツッコミをかろうじて飲み込んだオレは、これまた珍しくも愚痴を吐き続ける嫁様の声に、黙って耳を傾け続けた。

「神殿巡りは、別に問題ない……。歴代と違って、僕には猶予の時間が多く残されているわけだから。ハルと一緒に気ままな旅をするなかで、少し寄り道をすればいいだけで、宿代も浮くし……」

（おぉう、アーロンさんったらすっかり宿代節約思考が染みついちゃって……オレのせいか？）

「魔法だって竜の間を基点に構築されているのだから、基礎部分を丸ごと置き換えれば──そう、そうだね、きっとややこしくはない、はずだ」

（うむうむ、内容はさっぱりわからないが、自分に言い聞かせてやる気を維持するパターンに入ったな。いいぞいいぞ、アーロンならやればできる！）

「だから問題なのは……フリューレティオの神殿、か……はぁぁぁぁぁ……」

　体の中の空気、その全てを吐き出すかのような深く長いため息の後、ついにオレの番はテーブルの上に顔から突っ伏してしまった。

　この体勢の時は、白銀の巻角の位置に要注意である。だから細心の注意を払いながら、精神的に疲弊している竜人の隣に身を寄せ、その背中をさすっていると……。

「神殿一つだけでも面倒なのに、これがあと、六回……六匹分も……短期間に七回も神殿の建立地を探して決めて、造る？　誰だれが？　僕が？　──深ふ海か寝ねが僕を呼んでいる。ハルも連れて行こう、ふ、ふふ、ふふふっ……」

「あーもしもし、アーロンさんや？　心の声がお口からダダ漏れしてますよって」

「……気のせいだよ？」

　ちらりとこちらに顔を向けてそう嘯うそぶくアーロンは、心の底から面倒だと声なき声で大いに語っていて、これは重症だなと思わず苦笑する。

　でも久しぶりに再会したその懐かしい表情に、なんだか胸の奥をくすぐられるような気がしながら、オレは頭の中でこっそりと作戦を練り始めたのだった。
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　どうして僕が、こんな目に──。

　もう幾度となく繰り返した恨み言がまた頭の中を巡り始めたあたりで、身を横たえていた浴槽からようやく腰を上げた。

　降って湧わいた難題のせいで、今日という一日を鬱うつ々うつと過ごすことになってしまったのだ。そろそろ気持ちを切り替えなくては、あれやこれやと気遣ってくれている最愛の番にも申し訳ない。

　今日は伯父である竜帝との面会が終わり次第、子供たちも連れて少し遠出をしてみようか、とふたりで予定を立ててもいたのに。

　こんな状態の僕では、「もうこの後はゆっくりしような？」と苦笑気味に笑ってくれたハルの言葉に、ありがたく甘えるほかなかった。

　そもそも、伯父上だって伯父上だ。今はまだあの御方が竜帝なのだから、フリューレティオの神殿くらい面倒を見てくれればいいものを。なにが「いやじゃ、疲れるもん」だ。

　そのうえ、とってつけたかのように「自分の子の神殿なのじゃから、そちがやるのがよいわ」だの「短期間に七匹分など老おい耄ぼれには無理じゃー！」だの、もっともらしい言い訳を並べてくれるとは。真実は御自分が面倒なだけだろうに、まったく。

　だが……そう、面倒なのだ……ものすごく、果てしなく。

（人間たちへの広報と希望地の嘆願集計は、各神殿に協力させるとして──問題は、選定だねぇ……。フリューレティオは聞くまでもなく、あの雑ざ魚こモドキの傍を望むのだろうが、奴やつの周辺には既に他の神殿もあるから却下──となると、一から土地を探さなければならないか。つまり嘆願の精査に骸霊の傾向、一応は空き神殿の状況確認も────はぁぁぁぁ）

　もしかしてこれは僕がハルに出会う前、平和に静かに、ただ怠惰な時間を過ごしていたことに対する罰なのだろうか？　失敬な。

　これでも求められた竜の礼儀は全て果たしてきたし、同族や人間たちに対してすら特段の迷惑をかけたこともないというのに。

　それなのになぜ僕が、こんな面倒な目に──。

　再び思考が同じ場所に戻ってくるのを自覚しながらも、魔法で乾かした体に寝間着を羽織り、扉続きの寝室へと足を踏み入れた。

　そこで一番に目に入ってきたのは、

「お、来た来た。いつもより長風ぶ呂ろだったけど、リフレッシュできたか？　アーロン」

　白いベッドの上からそう言って僕に笑いかける、たったひとりの、愛いとしい番の姿。

　初めて出会った頃ころよりも、ほんの僅わずか幼さが滲にじむ少年の顔立ちを、短くとも艶つややかな漆黒の髪が変わらずに彩る。そしてひと際強く煌きらめく夜空色の瞳ひとみは、かつてよりも──いや、昨日きのうよりも今日の方が、より一層の光を纏まとうのだ。

　でもそれは本来なら、既にこの手から失われていた存在。

　この世界で今まで、僕の手をすり抜けていった全てと同じように。

「んん？　おーいアーロン、大丈夫か？　のぼせた？」

　佇たたずんだまま微動だにしない僕に、よく『浴衣ゆかたモドキ』と呼んでいる空色の寝間着姿のハルがベッドから降りて、目の前までやってくる。

　そうして僕の顔の前で、ろくな爪も毛皮も持ち合わせていない華きや奢しやな手を、ひらひらと降ってみせた。

「あー、わかった。これ、どっかトリップしてるな？　おーいアーロン、少し話があるっぅおぅ!?」

　簡単に腕の中に納まる体を抱きしめて、柔らかく温かな体温と、色気の欠片かけらもない驚いた声に、僕の胸の奥からも次第に温かい何かが広がってくるような。

「ふ、ふふっ……。そうだね、君を捕まえられたのだから竜帝になるくらい、大したことではないさ」

　そう、僕はこうしてこの手に愛しい番を終生抱くことができる。この野望を現実のものとするために、少しでも多くの知識が必要だった。だから、竜帝の座を争うと決めたのだ。

　甥おいである僕が子を得て、その志尊の座に近づけば、血族に甘い伯父上からなら秘されし知識であろうとも、ある程度は引き出せると踏んでいた。そのうえ、ハルが三度目の卵を無事に産んでくれてからは、それも更に容易になった。

　その結果、この何にも代えがたい幸運と奇跡を手にできたのだから、それを思えば竜帝の責務など些さ末まつなことだ。ただただ果てしなく面倒であろうとも、僕の傍にハルがいてくれるなら──……。

「アーロンさんやぁ、無理矢理前向きになっているところ大変申し訳ないんですけどぉ、具体策、何か考えてらっしゃいます？」

「うっ!?」

　精神上は建設的な現実逃避に浸っていた僕を我に返したのは、そんなハルの鋭い指摘ツツコミだった。

　思わず身を固め、再び否いや応おうなく襲ってくる憂ゆう鬱うつさにため息を吐き出す、その寸前で、確固とした声音が腕の中から響いてきて、僕はつい目を瞠みはった。もしかしたら、聞き間違いだっただろうか。

「ハル？」

　少しだけ体を離して、今ではすっかり馴な染じんだその姿を視界に収めれば、自信に満ちた強い光を宿した瞳と、楽しげに笑みを浮かべるいつもの彼が、そこにいた。

　そんなハルは僕を見上げてもう一度、こう宣言したのだ。

「だから、オレに任せろ」

　これからまだ見ぬ未踏の地へ旅に出る、その時と完全に同じ顔をしながら。

　小さく耳を揺らすほど動揺したのは、それは僕が最も惹ひかれるハルの表情であり、連鎖的に懐かしい記憶をも思い返してしまうからだ。

『オレはもっと旅がしたい、いろんなものが見たいし、いろんな場所に行きたい』

　そう語った遠い日の彼が、今もまだ変わらずにこの腕の中に在る。

　そんな深い感慨に浸っていたせいで、僕の手を引いてベッドへと歩を進めるハルに、話の流れすら忘れて今宵こよいも甘い一夜を、と期待したのだけれども……。

　僕らを出迎えた広いベッドの上には、大量の地図が幾枚も散らばっていた。しかもご丁寧に、ベッド脇わきからその中央付近へと進めるよう、獣道のようなものまでできている。

「えぇと……ここで寝るのかい？　少し趣味が変わったのかな」

「はっはっは、オレの嫁様は冗談もすぐ上達するよな！　いいからこっち、早く座ってくれよアーロン」

　そう急せかされ、周囲に広げられた地図で鳥の巣のようになったベッドの中心で、ハルの隣へとまずは膝ひざをつく。その途端、彼はおもむろに一枚の地図を摘つまみ上げた。

「まずは、ここ。オレとアーロンが番になってからの、記念すべき初依頼達成地、ダンボペールの周辺地帯。ブランお義父さんがお隣さんだから、安心感はあるかな。それから──」

　僕にそれを手渡すと、すぐにまた別の地図を拾い上げたハルは、図上を指先で示しながら真剣な口調で語る。

「こっちは、オレがまだひとり旅中に出くわした遺棄街があった所。この前、偶然近くを通ったけど、骸霊も微妙に多かったよな？　神殿があってもいいと思う。で、次、この渓谷沿いの計算機、違うケーシュッキ方面はあまり見回ってないから、今度子供たちの遠征ついでに調査してもらおう。他にもここ、港町からも微妙に離れたハリネズミ……じゃなくてハーリチュウも要調査かな。日程としては、子供たちと手分けすれば……おいアーロン？　聞いてるよな？」

　地図ではなく、ハルを凝視していたことに気づかれた途端、凛り々りしさを纏っていた顔がわざとらしく不満げに歪ゆがめられる。

　相変わらずくるくるとよく変わる表情を間近で観察しながらも、僕はそのまま疑問を口に出していた。

「もしかして、フリューレティオの……子供たち全員分の神殿候補地を、見繕ってくれていたのかい？」

「他に何があるんだよ。もう二、三回、世界一周旅行でもしようってか？　まぁ……今から思えば、前は弾丸ツアーもいいところだったもんなぁ。せっかくだし、もっとゆっくりじっくり旅を楽しむのもいいな。オレにだって、その時間があるし──……だから待て、話が逸それただろうが」

　ため息をついたかと思えば、はたと目を輝かせて思いを馳はせた後、再び小さく眉まゆを寄せる番。そんな彼の言葉に、無意識に尻尾しつぽの先を揺らめかせてしまう自分がいるのだけれど、幸いこれには気づかれていないようだ。

　少しずつ胸の奥からこみ上げてくる嬉うれしさを抑え込みながら、殊更平静を装って、僕は再び尋ねた。

「どうしてハルが、こんな面倒なことを？」

　その問いかけは、彼の想定範囲外だったのだろうか。一度ぱちりとその黒い瞳を不思議そうに瞬いた後、僕の番つがいはさも当然のように笑いながら答えてくれた。

「竜帝になるのはアーロンだけど、嫁様の仕事はオレの仕事でもあるだろ。オレにできることなら何だってやるぞ。それに──」

　地図をシーツの上に置いた手が、代わりに僕へと伸ばされて、何かを確かめるようにそっと頬を包んでくれる。

　柔らかで、優しい感触の温ぬくもり。その心地ここち良さに自然と目を細めていると、僕の魔力を宿して生きている番は、このうえなく嬉しげに微笑ほほえみながら、噛かみ締めるようにその言葉を紡ぐ。

「これから先も、アーロンが竜帝となったその後も、ずっと傍にいられる。それも全部、アーロンのおかげで。だから何があろうと、オレが助けてやるから大丈夫」

　少し力を込めれば簡単に壊れてしまう脆ぜい弱じやくな肉体でありながら、『竜』を助けると一切の迷いもなく口にできる存在が、彼以外の他にいるだろうか。

「ふたりで一緒に、頑張ろうな」

　誰だれよりも何よりも確かな存在力で、今もまだ僕を惹きつけて止やまない番が、こんなにも愛しい。
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「ハル……」

「おっと、『助けてやる』ってのは偉そうだったな、ごめん。まぁ本気の竜には多分勝てないけどさ、オレもそこそこ強いから、何なら別行動で現地調査を進めてもいいわけだ。アーロンがこんなに面倒がってるってことは、期限もヤバそうなんだろ？　いつまでだ？」

　これからのことを思って意気消沈していたアーロンのために、オレができること、即ち新たな神殿候補地についてあれからずっと考えていた。

　ふたり旅やら子連れ旅でこの世界を網羅してきたオレに、死角はない。と言いたいところだが、どうしても縁の薄い地方もあるし、新たな神殿の候補地を見繕うには現地調査もやっぱり欠かせないよな。

　嫁様が風呂場でリフレッシュ中の間に、改めて引っ張り出してきた地図を眺めるだけでも、色々と確認したいことが湧わいて出てくるし。

　アーロンの様子からして、きっと時間的猶予もあまりないはずだ。これはもう、タイトなスケジュールを覚悟して事に当たらねば……。いざとなったら、総勢七匹のお子様竜と、絶対服従してくれる竜を一匹、当てにするくらいはいいだろうか。

　そこまで考えながらも、いまだオレをぎゅうぎゅう抱きしめて喜んでいるらしいアーロンに、まずは大まかな日程だけでもと尋ねてみたのだが……。

「僕の旦だん那な様は、こんなにも愛らしいくせに強くて頼りがいまであって、いったいどこまで素敵なんだろう……」

「おいおい、そんな本当のことを言ってもごまかされないぞ～？　それで、ひとまずテオの神殿はいつまでに造ればいいんだ？」

「もう絶対に離さない、死ぬまで離さない。いや、死んでも……冥海に赴こうとも絶対にハルだけは、僕の傍に捕まえておかないと……」

「……なんかさ、ちょっと怖いこと言ってない？　ねぇアーロンさんや？　トリップしてないで戻ってこーい！」

　魚のヒレのような耳をパタパタと小さくはためかせながら、すりすりとオレに頬ずりまでしてくれる、底抜けに整った顔の竜人が可愛かわいくないわけがない。

　だが、つられてオレもアーロンを褒めちぎりたい衝動をぐっと抑え、どうにか話を元に戻そうと温かい腕の中から呼びかけること、しばし。

　ようやく満足したらしい男の腕が緩まり、近い距離でその金の瞳と視線が交わるなか、オレの番は少しだけ眉を下げてしぶしぶと答えてくれた。

「そうだねぇ……百……は、怠けすぎだろうから、まぁ……あと五十年以内には、造り終わっていないといけないかな」

「……………………寝よ」

　あーあーあー、なんだよもう!?　これだから竜族は！　異種族コミュニケーションは！　異世界は！　オレはてっきりあと一年くらいかとっ……！

　予想以上の猶予期間を告げられ一気に肩の力が抜けたオレは、天井近くに一匹だけ残っていた精霊と視線を合わせ、適当な一言魔法でベッドの上に散らばる地図を床へと吹き飛ばした。

　片づけは明日の朝でいいや、久しぶりに色々頭を使ったからか、なんだかどっと疲れたわ。

　オレの名を慌てた声で呼んでいるアーロンも、予想外のお務めを仰せつかった心労で今日はお疲れだろう。有無を言わさず一緒にベッドへ転がって、同じ上掛けを肩まで被った後、部屋の照明を落としてもらう。

「あの、ハル？　もう眠るのかい？」

　滑らかでひんやりとした細長い何かが、さわっと足首に絡むのは黙殺したまま、オレの一番大好きな温もりにぴったりと寄り添いながら、目を閉じた。

　そうして、隣の番にだけ聞こえる小さな声で呟つぶやくように宣言する。

「永い旅なんだ。気負わず楽しくどこまでも、ふたりで行こうな」

　微かすかに笑ったような吐息が聞こえた後、オレの竜は「ありがとう、愛してる」と静かに囁ささやきながら、そっと体に腕を回してくれた。

　それが無性に嬉しくて、この先どれだけ続くかわからない長い永い旅路への不安よりも、期待と楽しさが勝る。

　きっといつだって何があろうとも、オレの隣にはこの竜がいて、ふたりで生きていけるのだから。

　そうして穏やかな眠りについた翌朝から、オレとアーロンの何度目かの世界一周旅行が再び幕を上げることになったのだ。

　思い立ったが吉日、善は急げという故郷の格言に従ったともいう。

　だから、調子に乗ったオレとそれを見守る竜の旅は、まだまだ終わらない。
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　はじめまして、嘉よし野の六ろく鴉あと申します。この度は本作をお手に取って頂き、ありがとうございます。

　上下巻のうちの下巻……ということは、おそらく上巻にもお付き合いくださったと思うのですが、最後までお楽しみ頂けていれば嬉うれしい限りです。

　さて、この物語は異世界転移・竜・魔法・溺でき愛あいと作者の『好き』を詰め込んでおりまして、Ｗｅｂでの掲載時から多くの方にふたりの行く末を温かく見守って頂き、私自身もとても楽しく幸せな創作活動を送ることができました。それにとどまらず、このような、より多くの方に自分の『好き』をお届けできる機会を頂けましたことは、今でも夢のような幸せです。

　また、書籍化のお話から右も左もわからぬ作者への手厚いフォローまで、多岐にわたりお力添えをしてくださった編集担当様。生命力溢あふれる主人公ハルは勿もち論ろん、想像を遥はるかに上回るほどの超美麗なアーロンたちを描き上げてくださった、香こう坂さかあきほ先生。快くサポートしてくれた家族。この本の出版・流通に携わってくださった多くの方々に、深く御礼申し上げます。

　何より、ここまでお付き合いくださった読者様に、心の底から最大級の感謝と御礼を申し上げます。

　ハルとアーロンのお話はこれにて結びとなりますが、楽しく賑にぎやかなふたりの日々が少しでも御心に残ったならば、幸いです。
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